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＜参考＞ 

１．国際勧告等の関連 

 本標準に関連する国際勧告はない。 

 

２．改版の履歴 

版数 制定日 改版内容 

第１版 １９９３年１１月２６日 制定 

第２版 １９９４年 ４月２７日 
他 TTC 標準（ISUP、SCCP）との整合に関わる変更、及び誤記

訂正 

第３版 １９９４年１１月２４日 

信号インターフェース参照モデルの拡張、 

ユーザ番号登録形移動通信機能に関わる追加、及び網間認証手

順の追加 

第４版 １９９７年 ４月２３日 移動パケット通信信号方式に関わる追加 

第５版 １９９８年 ４月２８日 

発信者番号通知サービスに関わる追加、ハーフレートコー

ディックスルーに関わる追加、電話番号の１桁増に関わる追

加、柔軟課金方式に関わる追加 

第６版 １９９８年１１月２６日 事業者間料金精算方式に関わる追加（注） 

第７版 ２０００年 ４月２０日 
事業者間料金精算方式の機能追加および ISUP ９７年度版への

対応に関わる変更 

第８版 ２０００年１１月３０日 

付加ﾕｰｻﾞ種別ﾊﾟﾗﾒｰﾀへのｺｰﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ追加、優先接続に関する中継

網選択ﾊﾟﾗﾒｰﾀへのｺｰﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ追加、および SCP を使用する高度ｻｰ

ﾋﾞｽに関する事業者情報転送ﾊﾟﾗﾒｰﾀへのｺｰﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ追加 

第９版 ２００１年 ４月１９日 付録１ ＩＳＵＰの記述方法変更、汎用番号パラメータの追加

第１０版 ２００２年１１月２８日 付録１ 緊急通報呼表示パラメータの追加 

 

（注）事業者間料金精算方式に全事業者が移行してしまうまでは、従来の第５版も適用される  

 

３．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

４．その他 

（１）参照している勧告、標準等 

 ・TTC 標準 

JT-Q761 (2001/4/19) No.7 信号方式 ISDN ユーザ部の機能 

JT-Q762 (2002/5/30) ISUP 信号と信号情報の機能概要 

JT-Q763 (2002/5/30) ISUP フォーマットおよびコード 

JT-Q764 (2002/5/30) ISUP 信号手順 

JT-Q711 (1997/4/23) 信号接続制御部(SCCP)の機能 

JT-Q712 (1997/4/23) SCCP メッセージの定義および機能 

JT-Q713 (2000/4/20) SCCP フォーマットとコード 

JT-Q714 (1997/4/23) SCCP 手順 

JT-Q703  (1994/4/27) メッセージ転送部 信号リンク機能部 

Ｃ

Ｅ

D
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 ・ITU-T 勧告（1988 年度版） 

Q.716、Q.771、Q.772、Q.773、Q.774、 

Q.775 

 ・RCR 標準（デジタル方式自動車電話システム標準規格） 

STD-27 

 

（２）上記勧告等に対する追加項目 

 本標準においては、上記 TTC 標準、ITU-T 勧告に対して追加している項目を＠で表示する。なお、ITU-T

勧告では規定しているが、上記 TTC 標準及び本標準では規定していない項目については、項目あるいは

記述を残すが、＃で表示する。 

 

 さらに、ITU-T 勧告では規定していないが、上記 TTC 標準では規定している項目を＊で表示する。 

 また、本標準において使用しない項目を％で表示する。 

 

（３）用語の定義 

 本標準および付録では、特に指示しない限りＰＤＣ移動機をディジタル移動機と呼称する。 
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１．概要 

1.1 はじめに 

 本標準は、PDC（Personal Digital Cellular）ディジタル移動通信網内及び網間での移動通信サービス提供の

ために複数の移動通信交換局間で送受される移動通信応用部（MAP）信号方式に関して規定したものである。 

 本章では、移動通信網アーキテクチャ、網機能の概要、用語の定義について述べる。 

 

1.2 移動通信網の定義 

1.2.1 移動通信網ノードに関する定義と機能 

 移動通信網を構成するノードには以下のものがある。 

・移動通信交換局(MSC) 

・在圏移動通信交換局(VMSC) 

・関門移動通信交換局(GMSC) 

・加入者ホームロケーションレジスタ(HLR-P) 

・移動機ホームロケーションレジスタ(HLR-T) 

・加入者関門ロケーションレジスタ(GLR-P) 

・移動機関門ロケーションレジスタ(GLR-T) 

・基地局(BS) 

・移動機(MS) 

 

1.2.1.1 移動通信交換局 

 移動通信サービスを提供するための呼接続制御、サービス制御等を実現するための機能を持つ交換局であ

る。MSC は、論理的に、以下に示す VMSC,GMSC,HLR-P,HLR-T,GLR-P,GLR-T の全て、またはこれらのう

ちの任意の機能を持ちうる。 

 

1.2.1.2 在圏移動通信交換局 

 在圏移動通信交換局は、制御すべきエリア内に位置する移動機へのすべての交換機能を提供する MSC で

ある。サービス制御、無線回線の割付・切替等の無線リソース制御、着信登録等の加入者の移動性をサポー

トする機能及び位置登録等の移動機の移動性をサポートする機能も含む。VMSC がチャネル切替等で呼制御

を行う MSC と直接に基地局を経由して移動機と接続される MSC に分かれるとき、論理的にそれぞれを

AMSC(Anchor Mobile-services Switching Center)、FMSC(driFt Mobile-services Switching Center)と呼ぶ。 

 

1.2.1.3 関門移動通信交換局 

 関門移動通信交換局は、他網から自網内契約加入者への、あるいは自網内にローミング中の加入者への呼

を受ける MSC である。他網からの着信があった場合、着信加入者の加入者情報を管理している GLR-P ある

いは HLR-P を識別し、GLR-P あるいは HLR-P に問い合わせることによって着信移動機の在圏する VMSC あ

るいはローミング先網へルーチングを行う機能を有する。また、自網内発信呼が他網着信の場合に着信先網

へ呼を中継する機能も有する。GMSC は、他網との相互接続のために１つまたは複数設置される。 
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1.2.1.4 加入者ホームロケーションレジスタ 

 加入者ホームロケーションレジスタは、加入者の移動性を保証し、加入者へサービスを提供する上で必要

になる情報すべてを管理するデータベースである。具体的には、次の情報を管理する。 

・加入者番号 

・ルーチング先の移動機番号 

・課金情報 

・サービス契約情報 

・サービス実行情報 他 

 

1.2.1.5 移動機ホームロケーションレジスタ 

 移動機ホームロケーションレジスタは、移動機の移動性を保証し、移動機の所有者及び使用者へサービス

を提供する上で必要になる情報すべてを管理するデータベースである。具体的には、次の情報を管理する。 

・移動機番号 

・移動機へのルーチング情報 

・サービス契約情報 

・サービス実行情報 他 

また、以下では HLR-P,HLR-T を特に区分する必要がないとき、これらを総称して HLR と呼ぶことがある。 

 

1.2.1.6 加入者関門ロケーションレジスタ 

 加入者関門ロケーションレジスタは、他網からのローミング加入者に対してサービスを提供するための加

入者情報を管理するデータベースである。他網からのローミング加入者に対して自網内の HLR-P 相当の機

能としてローミングを行っている間、一時的に開設される。 

 ある加入者が、加入者の契約する網へローミングを行った場合、GLR-P は、その加入者へ呼をルーチング

するための加入者ローミング番号の割り付けを行う。GLR-P はローミング加入者の情報をローミング元の網

の HLR-P から入手する機能も持つ。 

 

1.2.1.7 移動機関門ロケーションレジスタ 

 移動機関門ロケーションレジスタは、他網からのローミング移動機に対してサービスを提供するための移

動機情報を管理するデータベースである。他網からのローミング移動機に対して自網内の HLR-T 相当の機

能としてローミングを行っている間、一時的に開設される。 

 ある他網収容の移動機がローミングを行った場合、移動機は位置登録エリアの移行を検出し位置登録を行

う。このエリアの VMSC は位置登録を検出すると、GLR-T に対して位置情報、VMSC へのルーチング情報

を転送する。この場合、GLR-T は移動機がローミング後の初めての位置登録であれば、移動機ローミング番

号の割り付けを行う。さらに、GLR-T はローミング移動機の情報をローミング元の網の HLR-T から入手す

る機能も持つ。 

 また、以下では GLR-P,GLR-T を特に区分する必要がないとき、これらを総称して GLR と呼ぶことがある。 

 

1.2.1.8 基地局 

 基地局は、VMSC-BS 間および BS-MS 間の通話回線、制御回線の制御を行う機能を持つ。 
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1.2.1.9 移動機 

 移動加入者から見て無線回線の終端に用いられるインタフェース装置である。移動加入者に対して各種の

通信サービスを提供する機能を持つ。 

 

1.2.2 サービスエリアに関する定義  

 移動通信網は、以下のエリア単位で制御が行われる。 

・基地局エリア(BA) 

・交換局制御エリア(EA) 

・位置登録エリア(LA) 

・サービスエリア(SA) 

・課金エリア(MA/CA) 

 

1.2.2.1 基地局エリア 

 基地局が移動機に対して無線区間で通話回線、制御回線を提供するエリアを示す。 

 

1.2.2.2 交換局制御エリア 

 交換局が移動機に対して他の交換局を経由することなく直接基地局を経由して移動通信サービス制御を

行うエリアを示す。交換局エリアは当交換局に直接収容される複数の基地局エリアから構成される。 

 

1.2.2.3 位置登録エリア 

 移動機が HLR に対して着信のために自局の位置を登録する場合に単位となるエリアを示す。着信の場合

には、このエリア単位で一斉呼出が行われる。 

 

1.2.2.4 サービスエリア  

 個々の移動通信網が移動通信サービスを提供できるエリアを示す。 

 

1.2.2.5 課金エリア  

 通信料金の起算点となる単位エリアをいう。 

 

 これらの移動通信網構成及びエリア構成モデルを図 1-1/JJ-70.10 に示す。本網構成図は、ノードの論理的

構成を示すものであって、物理的な構成法を規定するものではない。 
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図 1-1/JJ-70.10 移動通信網構成とエリア構成モデル 
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1.2.3 交換制御に使用する番号の定義 

 交換制御に使用する番号には以下のものがある。 

・加入者番号(MSN) 

・移動機番号(MSI) 

・加入者ローミング番号(RON) 

・移動機ローミング番号(RMI) 

・網番号(NC) 

・ルーチング番号(PRN) 

・信号転送制御呼番号(SCR) 

・個別 ISDN 呼番号(IICR) 

・事業者識別コード(NCCD) 

 

1.2.3.1 加入者番号 

 移動加入者を識別する番号。この番号は、IAM の着番号フィールドに設定され、MSC で翻訳することに

よりルーチングが行われる。 

（注）IAM については、付録１（ISUP）を参照。 

 

1.2.3.2 移動機番号 

 移動端末を識別する番号。 

 

1.2.3.3 加入者ローミング番号 

 移動加入者がローミング中、ローミング先の網内においてこの移動加入者を識別する番号。この番号は、

加入者番号と同様 IAM の着番号フィールドに設定され、MSC で翻訳することによりルーチングが行われる。 

 

1.2.3.4 移動機ローミング番号 

 移動端末がローミング中、ローミング先の網においてこの移動端末を識別する番号。 

 

1.2.3.5 網番号 

 網を識別する番号。 

 

1.2.3.6 ルーチング番号 

 移動網内における回線接続時、目的の MSC へルーチングするためのルーチング情報として使用される。

このルーチング番号は、IAM の着番号フィールドに設定され、MSC において翻訳することによりルーチン

グが行われる。なお、ルーチング番号は各移動網内に閉じて使用される。 

 

1.2.3.7 信号転送制御呼番号 

 呼制御 MSC と在圏 MSC との間で交換される呼番号。呼制御 MSC と在圏 MSC との間で、呼制御、移動

制御、無線回線制御のために転送される各回線非対応信号（MAP 信号）と制御の対象となる呼との対応を

とる情報として使用される。 
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1.2.3.8 個別 ISDN 呼番号 

 発側呼制御 MSC と着側呼制御 MSC、または呼制御 MSC と在圏 MSC との間で交換される呼番号。エンド

―エンド交換局間での回線非対応信号（MAP 信号）転送の相手を識別する情報として使用される。 

 

1.2.3.9 事業者識別コード 

 事業者を識別するためのコード。 
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1.3 ノード間インタフェース 

1.3.1 インタフェース定義 

 移動通信網内・網間の信号インタフェース参照点を図 1-2/JJ-70.10 に示す。以下に、図 1-2/JJ-70.10 に示さ

れたインタフェース参照点の概要を示す。ただし、本仕様書では、B1,B2,C1,C2,D1,D2,E,Um のインタフェー

スを規定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2/JJ-70.10 移動通信網における信号インターフェース参照点 

 

1.3.1.1 MSC と BS 間インタフェース（A） 

 本インタフェースは、MSC-BS 間で加入者制御情報、無線回線制御情報の送受のために使用される。 

 

1.3.1.2 MSC と GLR-P 間インタフェース（B1） 

 本インタフェースは、MSC と GLR-P 間の情報交換に用いられる。GLR-P は、他網からのローミング加入

者の管理情報のデータベースである。MSC は、ローミング加入者の管理情報の検索・更新が必要な場合は

GLR-P へアクセスする。 

 

1.3.1.3 MSC と GLR-T 間インタフェース（B2） 

 本インタフェースは、MSC と GLR-T 間の情報交換に用いられる。GLR-T は、他網からのローミング移動

機の管理情報及び位置情報のデータベースである。MSC は、ローミング移動機の管理情報及び位置情報の検

索・更新が必要な場合は GLR-T へアクセスする。 

 

1.3.1.4  MSC と HLR-P 間インタフェース（C1） 

 本インタフェースは、MSC と HLR-P 間の情報交換に用いられる。HLR-P は自網内で契約している移動加

入者のデータベースである。MSC は、自網移動加入者の管理情報の検索・更新が必要な場合は HLR-P へア

クセスする。また、本インタフェースは、MSC が呼終了時に課金情報を HLR-P に対して送信する場合にも

用いられる。 

 

1.3.1.5 MSC と HLR-T 間インタフェース（C2） 

 本インタフェースは、MSC と HLR-T 間の情報交換に用いられる。HLR は自網内で契約している移動機の

管理情報及び位置情報のデータベースである。MSC は、自網移動機の管理情報及び位置情報の検索・更新が

必要な場合は HLR-T へアクセスする。 

 

HLR-P 

HLR-T 

GLR-P

GLR-T

MSC MSC BS MS 

B1

C1

D2

C2

EAUm 

B2

D1

Ｄ
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1.3.1.6 GLR-P と HLR-P 間インタフェース（D1） 

 本インタフェースは、異なる網間における GLR-P と HLR-P 間の情報交換に用いられる。他網からのロー

ミング加入者に対して呼接続に必要な加入者情報等は、GLR-P で管理するため、ローミング時には当加入者

の情報を定常的に記憶している HLR-P と GLR-P 間で加入者管理情報等の情報交換を行う。また、加入者が

ローミングを終了した場合に HLR-P は GLR-P に対して加入者情報の削除を行う。さらに、網側が加入者デー

タの変更を実行した場合、加入者が自分のサービス情報の変更を実行した場合にもインタフェース D1 上で

情報送受が行われる。 

 

1.3.1.7 GLR-T と HLR-T 間インタフェース（D2） 

 本インタフェースは、異なる網間における GLR-T と HLR-T 間の情報交換に用いられる。他網からのロー

ミング移動機に対して呼接続に必要な移動機情報等は、GLR-T で管理するため、ローミング時には当移動機

の情報を定常的に記憶している HLR-T と GLR-T 間で移動機の位置情報等の情報交換を行う。また、移動機

がローミングを終了した場合に HLR-T は GLR-T に対して移動機情報の削除を行う。さらに、網側が移動機

データの変更を実行した場合、移動機が自分のサービス情報の変更を実行した場合にもインタフェース D2

上で情報送受が行われる。 

 

1.3.1.8 MSC 間インタフェース（E） 

 本インタフェースは、MSC 間の情報交換に対して用いられる。加入者線延長状態における呼制御

MSC(AMSC)－在圏 MSC(FMSC)間での呼接続に関する情報送受、あるいはチャネル切替手順における AMSC

－切替先 MSC（新 FMSC）間、AMSC－切替元 MSC（旧 FMSC）間での情報送受等がある。 

 

1.3.1.9 BS と MS 間インタフェース（Um） 

 無線基地局と移動機間の無線区間のインタフェースである。 

 

1.3.2 局間信号方式アーキテクチャ 

 移動通信網における各インタフェースにおいては、通信回線接続、解放等の通話回線制御を行う回線対応

信号、通信回線接続とは直接関係しない情報の交換等を行う回線非対応信号が送受される。本標準において

は回線対応信号には ISDN ユーザ部(ISUP)、回線非対応信号には移動通信応用部(MAP)が適用される。MAP

は、トランザクション機能応用部(TCAP)、信号接続制御部(SCCP)によってサポートされる。 

信号方式のアーキテクチャモデルを図 1-3/JJ-70.10 に示す。 
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図 1-3/JJ-70.10 局間共通信号方式のアーキテクチャモデル 

 

（注）TCAP 部は本標準、付録 3 を参照のこと 

SCCP 部は本標準、付録 2 を参照のこと 

MTP 部は、JT-Q703、ITU-T 勧告 Q.703 を参照 
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1.4 移動通信網構成 

 複数の移動網間で基本サービスを提供するためには、以下に示すような網機能が必要となる。 

①発信網：発ユーザが在圏する網。発ユーザに関するデータを一時的に記憶するロケーションレジスタ

GLR-P、発ユーザが発信に用いる移動機（発移動機）に関するデータを一時的に記憶するロケーションレ

ジスタ GLR-T を含む。 

②発ユーザホーム網：発ユーザのホーム網。発ユーザに関するデータを定常的に記憶するロケーションレジ

スタ HLR-P を含む。 

③発移動機ホーム網：発ユーザが発信に用いる移動機のホーム網。発移動機に関するデータを定常的に記憶

するロケーションレジスタ HLR-T を含む。 

④着信網：着ユーザが在圏する網。着ユーザに関するデータを一時的に記憶する GLR-P、着ユーザが着信登

録している移動機（着移動機）に関するデータを一時的に記憶する GLR-T を含む。 

⑤着ユーザホーム網：着ユーザのホーム網。着ユーザに関するデータを固定的に記憶する HLR-P を含む。 

⑥着移動機ホーム網：着ユーザが着信登録している移動機（着移動機）のホーム網。着移動機に関するデー

タを定常的に記憶する HLR-T を含む。 

図 1-4/JJ-70.10 に各網機能間の構成を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4/JJ-70.10 移動通信網構成 
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1.5 略語リスト 

【ノード】 

MSC 移動通信交換局 

GMSC 関門移動通信交換局 

VMSC 在圏移動通信交換局 

AMSC アンカー移動通信交換局 

FMSC ドリフト移動通信交換局 

HLR ホームロケーションレジスタ 

GLR 関門ロケーションレジスタ 

BS 基地局 

MS 移動機 
 

【ネットワーク】 

PLMN 公衆陸上移動網 

D-PLMN ディジタル公衆陸上移動網 
 

【信号方式】 

ASE 応用サービスエレメント 

MAP 移動通信応用部 

TCAP トランザクション機能応用部 

SCCP 信号接続制御部 

ISUP ISDN ユーザ部 

MTP メッセージ転送部 
 

【番号】 

MSN 加入者番号 

MSI 移動機番号 

RON 加入者ローミング番号 

RMI 移動機ローミング番号 

PRN ルーチング番号 

SCR 信号転送制御呼番号 

IICR 個別 ISDN 呼番号 

LAI 位置登録エリア番号 

LI 位置番号 

（LI＝システム種別＋LAI） 

NC 網番号 
 

【サービスエリア】 

SA サービスエリア 

LA 位置登録エリア 

BA 基地局エリア 

EA 移動通信交換局制御エリア 

CA 課金エリア 

MA 課金エリア 
 

Ｃ 
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２．SCCP,TCAP の使用に関する要求条件 

2.1 SCCP の使用 

2.1.1 SCCP クラス 

 MAP は、SCCP のプロトコルクラス 0 を使用する。プロトコルクラス 0 を設定することにより、コネクショ

ンレス形のデータ転送を実現する。すなわち、転送すべきデータ情報を単独のメッセージとして形成し、そ

のヘッダの中の着信アドレスで指定される着信局に転送する。各メッセージは完全に独立に転送され、送信

した順番に相手方に届くことは保証しない。 

 ただし、MAP の基地局制御オペレーション、移動機制御オペレーションに関してはプロトコルクラス 1

を使用し、送信したメッセージの順序性を保証する。 

 

2.1.2 サブシステム番号 

 MAP に対しては、SSN：０００００１０１が割り当てられている。 
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2.1.3 SCCP アドレッシング 

2.1.3.1 はじめに 

 移動通信網内の各エンティティ間での通信種別を図 2-1/JJ-70.10 に示す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1/JJ-70.10 移動通信網内通信種別 
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① G／VMSC から HLR／GLR への信号送出（網内） 

② HLR／GLR から G／VMSC への信号送出（網内） 

③ VMSC 間の信号転送（網内） 

④ 基地局（BS）又は基地局制御装置から VMSC への信号送出（網内） 

⑤ VMSC から基地局（BS）又は基地局制御装置への信号送出（網内） 

⑥ 基地局（BS）又は基地局制御装置間での信号転送（網内）（ｵﾌﾟｼｮﾝ） 

⑦ VMSC 間の信号転送（網間） 

⑧ VMSC から HLR への信号送出（網間） 

⑨ HLR から VMSC への信号送出（網間） 

⑩ HLR から GLR への信号転送（網間） 

⑪ GLR から HLR への信号転送（網間） 

⑫ GLR から GMSC への信号転送（網間） 

⑬ GMSC から GLR への信号転送（網間） 

⑭ GMSC 間の信号転送（網間） 

 

 これらの各種通信において、MSC 間に SCCP が適用され、そのアドレスが必要となる。表 2-1/JJ-70.10 に

各々の場合の SCCP アドレスを示す。 

 ①～⑥については本標準の対象外である。 
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表 2-1/JJ-70.10  ＳＣＣＰのアドレス（SCCP address） 

  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 

信
号
局
コ
ー
ド 

－ － － － － － － 
着 GMSC 

信号局コード 

着
ア
ド
レ
ス グ

ロ
ー
バ
ル 

タ
イ
ト
ル 

着網番号 

＋ 

着 VMSC 

信号局コード

加入者番号 

又は 

移動機番号 

（注１） 

着網番号 

＋ 

着 VMSC 

信号局コード 

加入者／移動

機ローミング

番号 又は 

着網番号 

＋着 GLR 

信号局コード

（注２） 

加入者番号、

移動機番号 

又は 

着網番号 

＋着 HLR 

信号局コード

（注１） 

着網番号 

着網番号 

＋ 

着 GLR 

信号局コード

－ 

信
号
局
コ
ー
ド 

－ － － － － － － 
発 GMSC 

信号局コード 

発
ア
ド
レ
ス グ

ロ
ー
バ
ル 

タ
イ
ト
ル 

網内通信のＳＣＣＰのアドレスは事業者固

有とする。 

発網番号 

＋ 

発 VMSC 

信号局コード

発網番号 

＋ 

発 VMSC 

信号局コード

発網番号 

＋ 

発 HLR 

信号局コード 

発網番号 

＋ 

発 HLR 

信号局コード

発網番号 

＋ 

発 GLR 

信号局コード

発網番号 

＋ 

発 GLR 

信号局コード

発網番号 

＋ 

発 GMSC 

信号局コード

－ 

（注１） HLR-P の場合に加入者番号が、HLR-T の場合に移動機番号が使用されることがある。 

（注２） GLR-P の場合に加入者ローミング番号が、GLR-T の場合に移動機ローミング番号が使用されることがある。 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 
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.1.3.2 ⑦の場合 

 異なる網間での VMSC 間で信号送受を行う必要がある場合には、着アドレスにはグローバルタイトルとし

て、着網番号と着 VMSC の信号局コードが設定される。発アドレスにはグローバルタイトルとして、発網番

号と発 VMSC の信号局コードが設定される。発 VMSC では MTP 着アドレスとして、着側網の GMSC の信

号局コードを設定し* 、GMSC はグローバルタイトルを翻訳することによって着 VMSC を識別してルーティ

ングを行う。 

 

 注）* ：これは発網側の処理の規定を避けるものである。以下同様。 

 

2.1.3.3 ⑧の場合 

 異なる網間での VMSC－HLR 間で信号送受を行う必要がある場合には、着アドレスにはグローバルタイト

ルとして、加入者番号あるいは移動機番号が設定される。発アドレスにはグローバルタイトルとして、発網

番号と発 VMSC の信号局コードが設定される。発 VMSC では MTP 着アドレスとして、着側網の GMSC の

信号局コードを設定し* 、GMSCはグローバルタイトルを翻訳することによって着HLRを識別してルーティ

ングを行う。 

 

2.1.3.4 ⑨の場合 

 この場合、トランザクションは⑧によって起動される。従って、HLR が受信するメッセージの発アドレス

のグローバルタイトルに応答信号を返送すべき着網番号と着 VMSC の信号局コードが設定されているので、

これを着アドレスとして使用する。また、発アドレスにはグローバルタイトルとして発網番号と HLR の信

号局コードを設定する。発 HLR では MTP 着アドレスとして、着側網の GMSC の信号局コードを設定し* 、

GMSC はグローバルタイトルを翻訳することによって着 VMSC を識別してルーティングを行う。 

 

2.1.3.5 ⑩の場合 

 異なる網間での HLR－GLR の信号送受を行う必要がある場合には、着アドレスにはグローバルタイトル

として、加入者ローミング番号あるいは移動機ローミング番号が設定される。但し、GLR－HLR の要求信号

に対する応答を送出する場合には、要求信号の発アドレスに設定されているグローバルタイトルの網番号と

信号局コードを着アドレスのグローバルタイトルとして設定する。発アドレスにはグローバルタイトルとし

て、発網番号と発 HLR の信号局コードが設定される。発 HLR では MTP 着アドレスとして、着側網の GMSC

の信号局コードを設定し* 、GMSC はグローバルタイトルを翻訳することによって着 GLR を識別してルー

ティングを行う。 

 

2.1.3.6 ⑪の場合 

 異なる網間での GLR－HLR の信号送受を行う必要がある場合には、着アドレスにはグローバルタイトル

として、加入者番号あるいは移動機番号が設定される。但し、HLR－GLR の要求信号に対する応答を送出す

る場合には、要求信号の発アドレスに設定されているグローバルタイトルの網番号と信号局コードを着アド

レスのグローバルタイトルとして設定する。発アドレスにはグローバルタイトルとして、発網番号と発 GLR

の信号局コードが設定される。発 GLR では MTP 着アドレスとして、着側網の GMSC の信号局コードを設

定し* 、GMSC はグローバルタイトルを翻訳することによって着 HLR を識別してルーティングを行う。 

 

2.1.3.7 ⑫の場合 

 異なる網間での GLR－GMSC の信号送受を行う必要がある場合（他網へのローミング情報クリアの場合）

には、着アドレスにはグローバルタイトルとして、着網番号が設定される。また、発アドレスにはグローバ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ 

Ｄ

Ｃ
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ルタイトルとして、発網番号と発 GLR の信号局コードが設定される。 

 

2.1.3.8 ⑬の場合 

 この場合、トランザクションは⑫によって起動される。従って、GMSC が受信するメッセージの発グロー

バルタイトルに応答信号を返送すべき網番号と GLR の信号局コードが設定されているので、これを着アド

レスとして使用する。また、発アドレスにはグローバルタイトルとして発網番号と GMSC の信号局コードを

設定する。 

 

2.1.3.9 ⑭の場合 

 異なる網間での GMSC 間で信号送受を行う必要がある場合には、着アドレスには着 GMSC の信号局コー

ドが設定される。発アドレスには、発 GMSC の信号局コードが設定される。 

Ｃ

Ｃ
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2.2 TCAP の使用 

 MAP は、No.7 信号方式のトランザクション機能（TC）によって提供されるサービスを利用する。（TC

の仕様は本標準、付録 3 を参照のこと。） 

 サービス、プロトコル仕様の定義においては、OSI 階層参照モデル（勧告 X.200)を用いる。MAP は、アプ

リケーションプロセス、及びトランザクション機能応用部（TC）とのインタフェースであるレイヤ７の一部

を含む。 

 トランザクション機能は、ネットワークレイヤインタフェース(SCCP サービスインタフェース）の上位か

ら、アプリケーションレイヤ部（本レイヤ部は、共通のアプリケーションサービスエレメント(CASE)を含み、

これらを使うスペシフィックアプリケーションサービスエレメント(SASE)は含まない）までのプロトコル構

造となっている。TCAP は、上記 TC のアプリケーションレイヤ部である。 

 TCAP は、トランザクションサブレイヤとその上位に位置するコンポーネントサブレイヤで構成される。

コネクションレスサービスが要求される時は、TCAP は SCCP と直接インタフェースを持つ。以上説明した

TC、TCAP、MAP 等の関係を図 2-2/JJ-70.10 に示す。コンポーネントサブレイヤは、プロトコルデータユニッ

ト（オペレーション起動、結果、コンポーネントサブレイヤ自身により検出されたエラーの報告）の交換を

行なう応用サービスを提供する。また、コンポーネントサブレイヤは、オペレーションの結果とは異なる、

MAP でのアプリケーションスペシフィックエラーの報告も行なう。これらのサービスは、TC コンポーネン

ト処理プリミティブを使って実行される。 

 トランザクションサブレイヤは、いろいろな関連プロトコルデータユニットが交換できるような簡単なア

ソシエーションサービスを提供する。これらのサービスは、TC ダイアログ処理プリミティブを使って、コ

ンポーネントサブレイヤを通して実行される。 

 TCAP ユーザである MAP のコミュニケーションパートは、プロセスによって起動され、コンポーネント

サブレイヤファシリティを使うことによって同位エンティティへオペレーション、エラー、パラメータを送

信する機能を持つ ASE の集合によって、モデル化することができる。 

 以上述べたように、移動通信応用エンティティ（Mobile Application Entity）は、TCAP とそのユーザである

ASE から構成される。 
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図 2-2/JJ-70.10 SCCP,TC,TCAP,MAP の関係 
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３．MAP 手順 

3.1 着信登録 

3.1.1 手順の概要 

 図 4-62/JJ-70.10、図 4-63/JJ-70.10、図 4-64/JJ-70.10 および図 4-65/JJ-70.10 に着信登録シーケンスを示す。 

 着信登録手順を起動する移動機は、本手順を起動する前に位置登録手順を完了していなければならない。 

 着信登録手順は以下の通りである。 

 

3.1.1.1 着信登録手順の起動 

 移動機は、VMSC に対してユーザ登録要求を行う。 

 

3.1.1.2 移動機認証、加入者認証 

 VMSC は移動機から着信登録要求を受けると、移動機認証情報を GLR-T から読み出す。これと同時に、

加入者認証情報を GLR-P から読み出す。移動機からの着信登録要求には MSI、MSN が含まれ、VMSC はこ

れを用いて移動機認証情報が登録されている GLR-T および加入者認証情報が登録されている GLR-P を決定

する。VMSC はこれらの GLR-T および GLR-P に対して認証情報読出要求メッセージを送出する。 

 認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応する移動機認証用

乱数と移動機認証演算結果を認証情報読出応答メッセージにより VMSC へ返送する。 

 また VMSC から認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応

する加入者データが登録されていれば、加入者認証用乱数と加入者認証演算結果を認証情報読出応答メッ

セージにより VMSC へ返送する。GLR-P に加入者データが登録されていなければ、GLR-P は HLR-P に対し

て網間認証情報読出要求メッセージを送出する。 

 網間認証情報読出要求メッセージを受信した HLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者の

契約情報に基づいて、加入者が着信登録起動網へのローミングを許容されているかどうかをチェックする。

加入者がローミング許容であれば、HLR-P は加入者認証用乱数と加入者認証演算結果を生成し、網間認証情

報読出応答メッセージにより GLR-P へ返送する。加入者がローミング非許容であれば、HLR-P はエラー応

答（ローミング不許可）を着信登録起動網の GLR-P へ返送する。 

 HLR-P から網間認証情報読出応答メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる加入者認証用

乱数と加入者認証演算結果を認証情報読出応答メッセージにより VMSC へ返送する。 

 

 VMSC は GLR-T から認証情報読出応答メッセージを受信すると、移動機の正当性を確認するため、認証

要求を移動機に対して送信する。認証要求には、GLR-T から受信した移動機認証用乱数を含む。VMSC は

GLR-T から受信した移動機認証演算結果と移動機からの認証応答の結果の比較により移動機の正当性を確

認する。 

 VMSC は GLR-P から認証情報読出応答メッセージを受信すると、ユーザの正当性を確認するため、認証

要求を移動機に対して送信する。認証要求には、GLR-P から受信した加入者認証用乱数を含む。VMSC は

GLR-P から受信した加入者認証演算結果と移動機からの認証応答の結果の比較によりユーザの正当性を確

認する。 
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3.1.1.3 GLR-T への MSN の登録 

 VMSC は移動機とユーザの正当性を確認すると、着信登録するユーザの MSN を移動機データに登録する

ため、GLR-T に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユーザ登録要求メッセージには MSI、MSN

および登録種別（「着信登録」が設定される）が含まれる。ユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-T

は、メッセージに含まれる MSN を着信登録 MSN リストに記憶し、ユーザ登録応答メッセージを VMSC へ

返送する。ユーザ登録応答メッセージはパラメータを含まない。 

 

3.1.1.4 GLR-P への MSI の登録と加入者データの転送 

 VMSCはGLR-Tからユーザ登録応答メッセージを受信すると、着信登録される移動機のMSIを加入者デー

タ上に記憶するため、GLR-P に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユーザ登録要求メッセージに

は MSN、MSI、登録種別（「着信登録」が設定される）、および加入者認証種別を含む。ユーザ登録要求メッ

セージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者データが GLR-P 上に登録され

ていれば、メッセージに含まれる MSI を加入者データ上に着信登録 MSI として記憶し、ユーザ登録応答メッ

セージを VMSC へ返送する。ユーザ登録応答メッセージには着信登録 MSI（旧登録先 MSI が設定される）

を含む。 

 GLR-P に加入者データが登録されていなければ、GLR-P は MSN に対して未使用の RON を割り当て、加

入者データエリアを作成し、VMSC から受信したユーザ登録要求メッセージに含まれる MSI を着信登録 MSI

として記憶し、HLR-P に対してユーザ位置登録要求メッセージを送出する。ユーザ位置登録要求メッセージ

には MSN、RON、GLR 番号、および登録種別（「着信登録」が設定される）を含む。 

 HLR-P はユーザ位置登録要求メッセージを受信すると、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者

データ上に RON が記憶されておらず、かつローミング不許可ビットが設定されていなければ、着信登録起

動網から受信した RON と GLR 番号を記憶し、加入者認証用乱数と加入者認証演算結果の組を生成し、ユー

ザ位置登録応答メッセージを着信登録起動網の GLR-P へ返送する。ユーザ位置登録応答メッセージには発

信情報、着信情報、加入者認証種別、加入者認証情報リスト、および所有 MSI を含む。加入者データ上にロー

ミング不許可ビットが設定されていれば、HLR-P はローミング不許可ビットを解除し、加入者データ上に記

憶された着信登録 MSI を消去し、着信登録起動網から受信した RON と GLR 番号を記憶し、加入者認証用

乱数と加入者認証演算結果の組を生成し、ユーザ位置登録応答メッセージを着信登録起動網の GLR-P へ返

送する。ユーザ位置登録応答メッセージには発信情報、着信情報、着信登録 MSI、加入者認証種別、加入者

認証情報リスト、および所有 MSI を含む。加入者データ上に RON が記憶されていれば、HLR-P はその RON

に対応する加入者データを削除するため、ユーザローミング元網の GLR-P に対してユーザ情報消去要求メッ

セージを送出する。ユーザ情報消去要求メッセージには MSN、RON、および登録種別（「着信登録」が設

定される）を含む。 

 ユーザローミング元網の GLR-P はユーザ情報消去要求メッセージを受信すると、メッセージに含まれる

RON に対応する加入者データ上にデフォルト MSI が記憶されていなければ、加入者データを消去する。デ

フォルト MSI が記憶されていれば、GLR-P は加入者データ上の着信登録 MSI を消去する。GLR-P はユーザ

情報消去応答メッセージを HLR-P へ返送する。ユーザ情報消去応答メッセージには加入者認証種別、加入

者認証情報リスト、および着信登録 MSI を含む。 

 HLR-P はユーザ情報消去応答メッセージを受信すると、着信登録起動網の GLR-P から受信したユーザ位

置登録要求メッセージ[着信登録]に含まれる RON と GLR 番号を加入者データ上に記憶し、ユーザ位置登録

応答メッセージを着信登録起動網の GLR-P へ返送する。ユーザ位置登録応答メッセージには発信情報、着

信情報、加入者認証種別、加入者認証情報リスト、着信登録 MSI、および所有 MSI を含む。 

 着信登録起動網の GLR-P はユーザ位置登録応答メッセージを受信すると、メッセージに含まれる発信情

報、着信情報、加入者認証種別、加入者認証情報リスト、および所有 MSI を加入者データ上に記憶し、ユー
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ザ登録応答メッセージを VMSC へ返送する。ユーザ登録応答メッセージにはユーザ位置登録応答メッセージ

で受信した着信登録 MSI が含まれる。 

 

3.1.1.5 旧登録 MSN の登録解除 

 VMSC はユーザ登録応答メッセージを受信すると、メッセージに着信登録 MSI が含まれていれば、ユーザ

ローミング元網の GLR-T に登録された MSN を削除するため、自網（着信登録起動網）の GLR-T に対して

ユーザ登録要求メッセージを送出する。ユーザ登録要求メッセージには着信登録 MSI （GLR-P からのユー

ザ登録応答メッセージで受信したもの）、MSN、および登録種別 （ 「着信登録解除」 が設定される）を

含む。着信登録起動網の GLR-T はユーザ登録要求メッセージを受信すると、HLR-T に対して網間ユーザ登

録要求メッセージを送出する。網間ユーザ登録要求メッセージにはユーザ登録要求メッセージで受信した

MSI、MSN、および登録種別（「着信登録解除」が設定される）を含む。網間ユーザ登録要求メッセージを

受信した HLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応する RMI を用いてユーザローミング元網の GLR-T

を決定し、これに対して網間ユーザ登録要求メッセージを送出する。網間ユーザ登録要求メッセージには、

RMI および着信登録起動網から網間ユーザ登録要求メッセージで受信した MSI、MSN、登録種別（ 「着信

登録解除」が設定される）が含まれる。ユーザローミング元網の GLR-T は網間ユーザ登録要求メッセージ

を受信すると、メッセージに含まれる RMI に対応する移動機データ上の着信登録 MSN リストから当該の

MSN を削除し、網間ユーザ登録応答メッセージを HLR-T へ返送する。網間ユーザ登録応答メッセージには

パラメータを含まない。網間ユーザ登録応答メッセージを受信したHLR-Tはこれを着信登録起動網のGLR-T

へ中継する。着信登録起動網の GLR-T は網間ユーザ登録応答メッセージを受信すると、ユーザ登録応答メッ

セージを VMSC へ返送する。ユーザ登録応答メッセージにはパラメータを含まない。 

 

3.1.1.6 着信登録手順の終了 

 VMSC はユーザ登録応答メッセージを受信すると、ユーザ登録応答を移動機へ送信し、着信登録手順を終

了する。 

 

3.1.1.7 二重登録時の制御手順 

 ユーザがすでに着信登録している移動機に対して再度着信登録を行うと、VMSC から GLR-T へのユーザ

登録に対して、エラー応答（登録済み）が返される。 

 VMSC は GLR-T へのユーザ登録に対してエラー応答（登録済み）が返されると、GLR-P 上に着信登録 MSI

が登録されているかどうかを調べるため、GLR-P に対してデータ問合せ要求メッセージを送出する。データ

問合せ要求メッセージには MSN および加入者データ種別（ 「着信登録 MSI」 が設定される）を含む。デー

タ問合せ要求メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者データ上に着

信登録 MSI が登録されていれば、これをデータ問合せ応答メッセージにより VMSC へ返送する。加入者デー

タ上に着信登録 MSI が登録されていなければ、GLR-P はエラー応答（登録データなし）を GLR-P へ返送す

る。 

 VMSC は GLR-P からデータ問合せ応答メッセージを受信し、かつメッセージに含まれる着信登録 MSI が

着信登録を起動した移動機の MSI と一致すれば、ユーザ登録済みと見なしユーザ登録応答を移動機へ送信す

る。 

 VMSC は GLR-P からデータ問合せ応答メッセージを受信し、かつメッセージに含まれる着信登録 MSI が

着信登録を起動した移動機の MSI と一致しないか、または GLR-P からエラー応答（登録データなし）が返

されると、GLR-T 上に登録された着信登録 MSN を消去するため、GLR-T に対してユーザ登録要求メッセー

ジを送出する。ユーザ登録要求メッセージには、MSI、登録解除 MSN および登録種別（「着信登録解除」

が設定される）を含む。 
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 一方、ユーザが着信登録解除を行った時に何らかの原因で GLR-P 上の着信登録 MSI が消去されないまま

になっていると、そのユーザが同一の移動機に対して再度着信登録の操作を行った場合、VMSC から GLR-P

へのユーザ登録に対して、エラー応答（登録済み）が返される。 

 VMSC は GLR-P へのユーザ登録に対してエラー応答（登録済み）が返されると、着信登録手順が成功し

たと見なして、ユーザ登録応答を移動機へ送信する。 

 

3.1.1.8 GLR-P に対するユーザ登録が失敗した場合の制御手順 

 VMSC は GLR-P へのユーザ登録に対して登録済み以外のエラー応答が返されると、着信登録手順が失敗

したと見なし、GLR-T に登録された着信登録 MSN を消去するため、GLR-T に対してユーザ登録要求メッセー

ジを送出する。ユーザ登録要求メッセージには、MSI、登録解除 MSN、および登録種別（「着信登録解除」

が設定される）を含む。 

 

3.1.2 詳細手順 

3.1.2.1 認証情報読出 

 VMSC は移動機からユーザ登録要求を受信すると、移動機とユーザの認証を行うために GLR-T と GLR-P

から認証情報の読出を行う。 

 認証情報読出手順は、VMSC－GLR-T/GLR-P インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－認証情報読出要求メッセージ 

－認証情報読出応答メッセージ 

 認証情報読出要求メッセージは、GLR-T に対して送出する場合は MSI を、GLR-P に対して送出する場合

は MSN を含む。 

 認証情報読出応答メッセージは、GLR-T から送出する場合は移動機認証用乱数および移動機認証演算結果

を、GLR-P から送出する場合は加入者認証用乱数および加入者認証演算結果を含む。 

 VMSC は上記の手順で読み出された認証用乱数と認証演算結果を用いて移動機、ユーザの正当性を確認す

る。 

 

3.1.2.1.1 VMSC における手順 

 VMSC における ASE 手順を図 3-1/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-2/JJ-70.10

に示す。 

 VMSC のアプリケーション機能は、移動機または加入者の認証が必要になると MAP に対して認証処理に

必要な認証用乱数と認証演算結果を得るよう要求する。この要求メッセージは、認証情報読出要求（X）で

表される。この中には MSI または MSN が含まれる。 

 VMSC は、GLR-T または GLR-P に認証情報読出要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が得

られる。 

－認証情報読出応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、要求された認証情報を含み、このデータが正常なものであ

れば、アプリケーション機能へ認証情報読出応答（X）によりされる。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

認証情報読出要求メッセージのフォーマット異常の場合。 
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－イリーガル 

移動機ローミング先での初めての位置登録時（3.7.2.1 節参照）、GLR-T－HLR-T 間の網間認証情報読

出手順（3.1.2.2 節参照）の失敗により認証情報が読み出せなかった場合 

（GLR-T の場合）、ユーザローミング先網での初めての着信登録時、GLR-P－HLR-P 間の網間認証情

報読出手順（3.1.2.2 節参照）の失敗により認証情報が読み出せなかった場合 

（GLR-P の場合）、または、認証情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、GLR-T

または GLR-P 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング不許可 

移動機ローミング先での初めての位置登録時（3.7.2.2 節参照）、GLR-T から HLR-T に対して網間認

証情報読出を行った際、ローミング不許可が返送された場合、または、ユーザローミング先での初め

ての着信登録時、GLR-P から HLR-P に対して網間認証情報読出を行った際、ローミング不許可が返

送された場合。 

－登録制御中 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合、および着信登録起動網で

の初めての着信登録時、GLR-P から HLR-P に対してユーザ位置登録（3.1.2.4 節参照）を行った際、

登録制御中が返送された場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、認証情報読出処理は終了する。 

 

 認証情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 TCAP は、タイマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

認証情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.1.2.1.2 GLR-T/GLR-P における手順 

 GLR-T または GLR-P における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-3/JJ-70.10 に、ASE 手順を図

3-4/JJ-70.10 に示す。GLR-T または GLR-P は、VMSC から認証情報読出要求メッセージを受信すると、メッ

セージのフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、VMSC へ以下のメッセージが返され、

手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して認証情報読出要求を送

出する。この要求メッセージは、認証情報読出要求（X）で表される。 

 認証情報読出要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－認証情報読出応答（X） 

認証情報読出手順が成功の場合。要求された認証情報を含む。 

－イリーガル（X） 

移動機ローミング先での初めての位置登録時（3.7.2.2 節参照）、GLR-T－HLR-T 間の網間認証情報読

出手順（3.1.2.2 節参照）の失敗により認証情報が読み出せなかった場合（GLR-T の場合）、ユーザロー

ミング先網での初めての着信登録時、GLR-P－HLR-P 間の網間認証情報読出手順（3.1.2.2 節参照）の

失敗により認証情報が読み出せなかった場合 （GLR-P の場合）、または、認証情報読出要求メッセー

ジ内のデータ異常の場合、または、GLR-T または GLR-P 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング不許可（X） 

移動機ローミング先での初めての位置登録時（3.7.2.2 節参照）、GLR-T から HLR-T に対して網間証

情報読出を行った際、ローミング不許可が返送された場合、または、ユーザローミング先での初めて

の着信登録時、GLR-P から HLR-P に対して網間認証 情報読出を行った際、ローミング不許可が返送

された場合。 

－登録制御中（X） 

認証情報読出応答（X）が返された場合、VMSC へ認証情報読出応答メッセージが送られる。 

 

 認証情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 手順の結果は、次のような形で、VMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

認証情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-1/JJ-70.10 

認証情報読出における VMSC での ASE 手順 
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図 3-2/JJ-70.10 

認証情報読出における VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-3/JJ-70.10 

認証情報読出における GLR-T または GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-4/JJ-70.10 

認証情報読出における GLR-T または GLR-P での ASE 手順 
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3.1.2.2 網間認証情報読出 

 VMSC から認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-T または GLR-P 上にローミング移動機データま

たはローミング加入者データが登録されていない場合、GLR-T または GLR-P はホーム網の HLR-T または

HLR-P から認証情報の読出を行う。 

 網間認証情報読出手順は、GLR-T－HLR-T 間および GLR-P－HLR-P 間インタフェース上での次のメッセー

ジの交換により行われる。 

－網間認証情報読出要求メッセージ 

－網間認証情報読出応答メッセージ 

 網間認証情報読出要求メッセージは、HLR-T に対して送出する場合は MSI を、HLR-P に対して送出する

場合は MSN を含む。 

 網間認証情報読出応答メッセージは、HLR-T から送出する場合は移動機認証用乱数および移動機認証演算

結果を、HLR-P から送出する場合は加入者認証用乱数および加入者認証演算結果を含む。 

 GLR-T または GLR-P は上記の手順で読み出された認証用乱数と認証演算結果を VMSC へ転送する。 

 

3.1.2.2.1 GLR-T/GLR-P における手順 

 GLR-T/GLR-P における ASE 手順を図 3-5/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図

3-6/JJ-70.10 に示す。 

 GLR-T/GLR-P のアプリケーション機能は、ホーム網の HLR-T または HLR-P から認証情報を読み出す必要

が生じると、MAP に対して認証処理に必要な認証用乱数と認証演算結果を得るよう要求する。この要求メッ

セージは、網間認証情報読出要求（X）で表される。この中には MSI または MSN が含まれる。 

 GLR-T/GLR-P は、HLR-T または HLR-P に網間認証情報読出要求メッセージを送出する。これに対し以下

の応答が得られる。 

－網間認証情報読出応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、要求された認証情報を含み、このデータが正常なものであ

れば、アプリケーション機能へ網間認証情報読出応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

網間認証情報読出要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

網間認証情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-T または HLR-P 内のリソー

スブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング不許可 

移動機あるいは加入者に対してローミングが許可されていない場合。 

－登録制御中 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、網間認証情報読出処理は終了する。 
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 網間認証情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 TCAP は、タイマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

網間認証情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.1.2.2.2 HLR-T/HLR-P における手順 

 HLR-T または HLR-P における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-7/JJ-70.10 に、ASE 手順を図

3-8/JJ-70.10 に示す。HLR-T または HLR-P は、GLR-T または GLR-P から網間認証情報読出要求メッセージ

を受信すると、メッセージのフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、GLR-T または

GLR-P へ以下のメッセージが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して網間認証情報読出要求

を送出する。この要求メッセージは、網間認証情報読出要求（X）で表される。 

 網間認証情報読出要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－網間認証情報読出応答（X） 

網間認証情報読出手順が成功の場合。要求された認証情報を含む。 

－イリーガル（X） 

網間認証情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-T または HLR-P 内のリソー

スブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング不許可（X） 

移動機あるいは加入者に対してローミングが許可されていない場合。 

－登録制御中（X） 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

 

 網間認証情報読出応答（X）が返された場合、GLR-T または GLR-P へ網間認証情報読出応答メッセージが

送られる。 

網間認証情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、

次のような形で、GLR-T または GLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

網間認証情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-5/JJ-70.10 

網間認証情報読出における GLR-T/GLR-P での ASE 手順 
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図 3-6/JJ-70.10 

網間認証情報読出における GLR-T/GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-7/JJ-70.10 

網間認証情報読出における GLR-T または GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-8/JJ-70.10 

網間認証情報読出における GLR-T または GLR-P での ASE 手順 
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3.1.2.3 ユーザ登録 

 VMSC は移動機とユーザの認証が成功すると、着信登録 MSN を GLR-T 上の移動機データに登録する。ま

た着信登録 MSI を GLR-P 上の加入者データに登録する。その後、ユーザが以前に着信登録していた移動機

の移動機データから着信登録 MSN を削除する。 

 ユーザ登録手順は、VMSC－GLR-T/GLR-P 間インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－ユーザ登録要求メッセージ 

－ユーザ登録応答メッセージ 

 ユーザ登録要求メッセージは、MSN、MSI、登録種別、加入者認証種別および登録番号リストを含む。 

 ユーザ登録応答メッセージは、旧登録先の着信登録 MSI を含む。 

 

3.1.2.3.1 VMSC における手順 

 VMSC における ASE 手順を図 3-9/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-10/JJ-70.10

に示す。 

 VMSC のアプリケーション機能は、着信登録等のユーザ登録が必要になると MAP に対してユーザ登録要

求を行う。この要求メッセージは、ユーザ登録要求（X）で表される。 

 VMSC は、GLR-T または GLR-P にユーザ登録要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が得ら

れる。 

－ユーザ登録応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、着信登録解除のための MSI を含み、このデータが正常なも

のであれば、アプリケーション機能へユーザ登録応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

ユーザ登録要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

着信登録起動網での初めての着信登録時、GLR-P－HLR-P 間のユーザ位置登録手順（3.1.2.4 節参照）

の失敗によりユーザローミング元網のローミング加入者データを削除できなかった場合、または加入

者データの引継ぎ情報を読み出せなかった場合、またはユーザ登録要求メッセージ内のデータ異常の

場合、または、GLR-T または GLR-P 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング不許可 

着信登録起動網での初めての着信登録時、GLR-P から HLR-P に対してユーザ位置登録（3.1.2.4 節参

照）を行った際、ローミング不許可が返送された場合。 

－登録制御中 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合、および着信登録起動網で

の初めての着信登録時、GLR-P から HLR-P に対してユーザ位置登録（3.1.2.4 節参照）を行った際、

登録制御中が返送された場合。 
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－登録不許可 

データの書込み、読出しが許可されていない場合、および着信登録起動網での初めての着信登録時、

GLR-P から HLR-P に対してユーザ位置登録（3.1.2.4 節参照）を行った際、登録不許可が返送された

場合。 

－登録済み 

データの登録を行う際に、該当するデータと同じ内容のデータが既に登録されている場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、ユーザ登録処理は終了する。 

 

ユーザ登録要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイマによっ

て手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

ユーザ登録応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

（オ） 登録不許可 

（カ） 登録済み 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.1.2.3.2 GLR-T/GLR-P における手順 

 GLR-T または GLR-P における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-11/JJ-70.10 に、ASE 手順を図

3-12/JJ-70.10 に示す。GLR-T または GLR-P は、VMSC からユーザ登録要求メッセージを受信すると、メッ

セージのフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、VMSC へ以下のメッセージが返され、

手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対してユーザ登録要求を送出

する。この要求メッセージは、ユーザ登録要求（X）で表される。 

ユーザ登録要求（X）に対しては、次の結果が返される。 
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－ユーザ登録応答（X） 

ユーザ登録手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

着信登録起動網での初めての着信登録時、GLR-P－HLR-P 間のユーザ位置登録手順（3.1.2.4 節参照）

の失敗によりユーザローミング元網のローミング加入者データを削除できなかった場合、または加入

者データの引継ぎ情報を読み出せなかった場合、またはユーザ登録要求メッセージ内のデータ異常の

場合、または GLR-T または GLR-P 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング不許可（X） 

移動機ローミング先での初めての位置登録時（3.7.2.2 節参照）、GLR-T から HLR-T に対して網間認

証情報読出を行った際、ローミング不許可が返送された場合または、着信登録起動網での初めての着

信登録時、GLR-P から HLR-P に対して網間認証情報読出を行った際、ローミング不許可が返送され

た場合。 

－登録制御中（X） 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合、およびユーザローミング

先での初めての着信登録時、GLR-P から HLR-P に対してユーザ位置登録（3.1.2.4 節参照）を行った

際、登録制御中が返送された場合。 

－登録不許可（X） 

データの書込み、読出しが許可されていない場合、および着信登録起動網での初めての着信登録時、

GLR-P から HLR-P に対してユーザ位置登録を行った際、登録不許可が返送された場合。 

－登録済み（X） 

データの登録を行う際に、該当するデータと同じ内容のデータが既に登録されている場合。 

 

 ユーザ登録応答（X）が返された場合、VMSC へユーザ登録応答メッセージが送られる。 

ユーザ登録要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、次の

ような形で、VMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

ユーザ登録応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

（オ） 登録不許可 

（カ） 登録済み 

C
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図 3-9/JJ-70.10 

ユーザ登録における VMSC での ASE 手順 
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図 3-10/JJ-70.10 

ユーザ登録における VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 

 
空 
 

オペレーション名 
ユーザ登録 

 
空 
 

0 

ユーザ登録 
要求 

TC-INVOKE 
REQ 

TC-END 
IND 

 
空 
 

0 

 
応答待ち 

 

1 

ユーザ登録 
応答 

 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ処理 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ待ち 

2

TCAP 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ 

TC-BEGIN 
REQ 

TC- 
RESULT-L 

IND 

タイマセット 

TC-P- 
ABORT 

IND

中止指示 

空 
0

TC-L-
CANCEL 

IND

TCAP タイマ
タイムアウト

 
ﾌﾟﾘｱﾚﾝｼﾞﾄﾞ 
終了待ち 

2 

ﾌﾟﾘｱﾚﾝｼﾞﾄﾞ
終了要求 

TC-END
REQ 

（ﾌﾟﾘｱﾚﾝｼﾞﾄﾞ終了）

 
空 
 

0 

TC-(U/R-) 
REJECT 

IND 

TC-U-
ERROR 

IND

拒否表示 

 
ｲﾘｰｶﾞﾙ 

 
ﾒﾓﾘｴﾗｰ ﾛｰﾐﾝｸﾞ

不許可 
登録

制御中 
登録

不許可 登録済み 



 

 - 51 - ＪＪ－７０．１０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図 3-11/JJ-70.10 

ユーザ登録における GLR-T または GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-12/JJ-70.10 

ユーザ登録における GLR-T または GLR-P での ASE 手順 
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3.1.2.4 ユーザ位置登録 

 VMSC からユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-P は、そのユーザに対して初回の着信登録の場合、

RON をハントして、ホーム網の HLR-P に対して RON を送出するとともに HLR-P から加入者情報を引き継

ぐ。 

 ユーザ位置登録手順は、GLR-P－HLR-P 間インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－ユーザ位置登録要求メッセージ 

－ユーザ位置登録応答メッセージ 

 ユーザ位置登録要求メッセージは、MSN、RON、GLR 番号、登録種別および加入者認証種別を含む。 

 ユーザ位置登録応答メッセージは、発信情報、着信情報、加入者認証種別、着信登録 MSI および加入者認

証情報リストを含む。 

 

3.1.2.4.1 GLR-P における手順 

 GLR-P における ASE 手順を図 3-13/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-14/JJ-70.10

に示す。 

 GLR-P のアプリケーション機能は、ユーザ位置登録が必要になると MAP に対してユーザ位置登録要求を

行う。この要求メッセージは、ユーザ位置登録要求（X）で表される。 

 GLR-P は、HLR-P にユーザ位置登録要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が得られる。 

－ユーザ位置登録応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、発信情報、着信情報、加入者認証種別、着信登録 MSI およ

び加入者認証情報リストを含み、このデータが正常なものであれば、アプリケーション機能へユーザ

位置登録応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

ユーザ位置登録要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

着信登録起動網での初めての着信登録時に HLR-P－GLR-P 間のユーザ情報消去手順（3.1.2.5 節参照）

の失敗によりユーザローミング元網のローミング加入者データを削除できなかった場合またはロー

ミング加入者データの引継ぎ情報を読み出せなかった場合、または移動機ローミング先網への初めて

の位置登録に伴う着信登録時（3.7 節参照）に HLR-P－GLR-P 間のユーザ情報消去手順（3.1.2.5 節参

照）の失敗によりユーザローミング元網のローミング加入者データを削除できなかった場合または

ローミング加入者データの引継ぎ情報を読み出せなかった場合、またはユーザ位置登録要求メッセー

ジ内のデータ異常の場合、または HLR-P 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング不許可 

着信登録起動網での初めての着信登録時、ローミング不許可が返送された場合、または移動機ローミ

ング先での初めての位置登録に伴う着信登録時（3.7 節参照）にローミング不許可が返送された場合。 

－登録制御中 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合、および HLR-P からユー

ザローミング元網 GLR-P に対してユーザ情報消去を行った際、登録制御中が返送された場合。 
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－登録不許可 

データの書込み、読出しが許可されていない場合、または HLR-P からユーザローミング元網 GLR-P

に対してユーザ情報消去を行った際、登録不許可が返送された場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、ユーザ位置登録処理は終了する。 

 

 ユーザ位置登録要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

TCAP は、タイマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

ユーザ位置登録応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

（オ） 登録不許可 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.1.2.4.2 HLR-P における手順 

 HLR-P における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-15/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-16/JJ-70.10 に示す。

HLR-P は、GLR-P からユーザ位置登録要求メッセージを受信すると、メッセージのフォーマットチェックを

行う。ここで異常が検出された場合、GLR-P へ以下のメッセージが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対してユーザ位置登録要求を

送出する。この要求メッセージは、ユーザ位置登録要求（X）で表される。 

 ユーザ位置登録要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－ユーザ位置登録応答（X） 

ユーザ位置登録手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

HLR-P－GLR-P 間のユーザ情報消去手順（3.1.2.5 節参照）の失敗によりユーザローミング元網のロー

ミング加入者データを削除できなかった場合またはローミング加入者データの引継ぎ情報を読み出

せなかった場合、またはユーザ位置登録要求メッセージ内のデータ異常の場合、または HLR-P 内の

リソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング不許可（X） 

加入者に対して、着信登録起動網にローミングすることが許可されていない場合。 

－登録制御中（X） 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合、および HLR-P からユー

ザローミング元網 GLR-P に対してユーザ情報消去（3.1.2.5 節参照）を行った際、登録制御中が返送

された場合。 

－登録不許可（X） 

データの書込み、読出しが許可されていない場合、および HLR-P からユーザローミング元網 GLR-P

に対してユーザ情報消去（3.1.2.5 節参照）を行った際、登録不許可が返送された場合。 

 

 ユーザ位置登録応答（X）が返された場合、GLR-P へユーザ位置登録応答メッセージが送られる。 

ユーザ位置登録要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、

次のような形で GLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

ユーザ位置登録応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

C
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（オ） 登録不許可 
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図 3-13/JJ-70.10 

ユーザ位置登録における GLR-P での ASE 手順 
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図 3-14/JJ-70.10 

ユーザ位置登録における GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-15/JJ-70.10 

ユーザ位置登録における HLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 

TC-BEGIN 
IND 

TC-INVOKE 
IND 

空 0 

TC-RESULT-L 
REQ 

応答待ち 2 

空 0 

拒否表示 イリーガル

ユーザ位置 
登録要求 

ユーザ位置 
登録応答 

TC-U-REJECT 
REQ 

登録不許可 
 

TC-L- 
REJECT 

IND 

TC-END 
REQ 

空 
0 

TC-U-ERROR
REQ 

オペレーション名 
ユーザ位置登録 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ処理 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ待ち 

1 

TC-END 
REQ 

メモリエラー 登録制御中

ローミング
不許可 



 

 - 60 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-16/JJ-70.10 

ユーザ位置登録における HLR-P での ASE 手順 
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3.1.2.5 ユーザ情報消去 

 着信登録起動網の GLR-P からユーザ位置登録要求メッセージを受信した HLR-P は、ユーザローミング元

網が着信登録起動網と異なる場合、ユーザローミング元網の GLR-P に対してユーザ情報消去を行う。 

 ユーザ情報消去の詳細手順は、3.16.2 節を参照のこと。 

 

3.1.2.6 網間ユーザ登録 

 VMSC からユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-T は、ユーザローミング元網が着信登録起動網と

異なっていれば、HLR-T に対して網間ユーザ登録を行う。着信登録起動網の GLR-T から網間ユーザ登録要

求メッセージを受信した HLR-T は、ユーザローミング元網の GLR-T に対して網間ユーザ登録を行う。 

 網間ユーザ登録手順は、着信登録起動網GLR-T－HLR-T間およびHLR-T－ユーザローミング元網のGLR-T

間インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－網間ユーザ登録要求メッセージ 

－網間ユーザ登録応答メッセージ 

 網間ユーザ登録要求メッセージは、MSI､RMI、登録種別および登録番号リストを含む。 

 網間ユーザ登録応答メッセージは、何も含まない。 

 

3.1.2.6.1 GLR-T/HLR-T における手順（起動側） 

 GLR-T/HLR-T（起動側）における ASE 手順を図 3-17/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース

手順を図 3-18/JJ-70.10 に示す。 

 GLR-T/HLR-T のアプリケーション機能は、網間ユーザ登録が必要になると MAP に対して網間ユーザ登録

要求を行う。この要求メッセージは、網間ユーザ登録要求（X）で表される。 

 GLR-T/HLR-T は、HLR-T/GLR-T に網間ユーザ登録要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が

得られる。 

－網間ユーザ登録応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、アプリケーション機能へ網間ユーザ登録応答（X）により

渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

網間ユーザ登録要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

HLR-T－GLR-T 間の網間ユーザ登録手順の失敗により、着信登録 MSN の削除ができなかった場合、

網間ユーザ登録要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-T/GLR-T 内のリソースブロッ

ク等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－登録制御中 

HLR-T からユーザローミング元網の GLR-T に対して網間ユーザ登録を行った際に、登録制御中が返

された場合、またはデータの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、網間ユーザ登録処理は終了する。 
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 網間ユーザ登録要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 TCAP は、タイマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

網間ユーザ登録応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.1.2.6.2 HLR-T/GLR-T における手順（被起動側） 

 HLR-T/GLR-T（被起動側）における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-19/JJ-70.10 に、ASE 手順を図

3-20/JJ-70.10 に示す。HLR-T/GLR-T は、GLR-T/HLR-T から網間ユーザ登録要求メッセージを受信すると、

メッセージのフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、GLR-T/HLR-T へ以下のメッセー

ジが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して網間ユーザ登録要求を

送出する。この要求メッセージは、網間ユーザ登録要求（X）で表される。 

 網間ユーザ登録要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－網間ユーザ登録応答（X） 

網間ユーザ登録手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

HLR-T－ユーザローミング元網の GLR-T 間の網間ユーザ登録手順の失敗により、着信登録 MSN の削

除ができなかった場合、網間ユーザ登録要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-T/GLR-T

内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－登録制御中（X） 

HLR-T からユーザローミング元網の GLR-T に対して網間ユーザ登録を行った際、登録制御中が返さ

れた場合、またはデータの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

 

 網間ユーザ登録応答（X）が返された場合、GLR-T/HLR-T へ網間ユーザ登録応答メッセージが送られる。 

網間ユーザ登録要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、

次のような形で、GLR-T/HLR-T へ送られる。 
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－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

網間ユーザ登録応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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図 3-17/JJ-70.10 

網間ユーザ登録における GLR-T/HLR-P（起動側）での ASE 手順 
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図 3-18/JJ-70.10 

網間ユーザ登録における GLR-T/HLR-T（起動側）での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-19/JJ-70.10 

網間ユーザ登録における HLR-T/GLR-T（被起動側）での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-20/JJ-70.10 

網間ユーザ登録における HLR-T/GLR-T（被起動側）での ASE 手順 
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3.1.2.7 データ問合せ 

 VMSC は二重着信登録であるかどうかを確認するため、GLR-P から着信登録 MSI の読出のためのデータ

問合せを行う。 

 データ問合せ手順は、VMSC～GLR-P インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－データ問合せ要求メッセージ 

－データ問合せ応答メッセージ 

 データ問合せ要求メッセージは MSN および加入者データ種別を含む。 

 データ問合せ応答メッセージは要求されたデータを含む。 

 

3.1.2.7.1 VMSC における手順 

 VMSC における ASE 手順を図 3-21/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-22/JJ-70.10

に示す。 

 VMSCのアプリケーション機能は、データ問合せが必要になるとMAPに対してデータ問合せ要求を行う。

この要求メッセージは、データ問合せ要求（X）で表される。 

 VMSC は、GLR-P にデータ問合せ要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が得られる。 

－データ問合せ応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、要求されたデータを含み、このデータが正常なものであれ

ば、アプリケーション機能へデータ問合せ応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

データ問合せ要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

データ問合せ要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、GLR-P 内のリソースブロック等の処理

異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中 

データの書き込み、読出が二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

－登録データなし 

要求されたデータが存在しない場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、データ問合せ処理は終了する。 

 

 データ問合せ要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 TCAP は、タイマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

データ問合せ応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 
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－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

（エ） 登録データなし 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.1.2.7.2 GLR-P における手順 

 GLR-P における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-23/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-24/JJ-70.10 に示す。

GLR-P は、VMSC からデータ問合せ要求メッセージを受信すると、メッセージのフォーマットチェックを行

う。ここで異常が検出された場合、VMSC へ以下のメッセージが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対してデータ問合せ要求を送

出する。この要求メッセージは、データ問合せ要求（X）で表される。 

 データ問合せ要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－データ問合せ応答（X） 

データ問合せ手順が成功の場合。要求されたデータを含む。 

－イリーガル（X） 

データ問合せ要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、GLR-P 内のリソースブロック等の処理

異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－登録制御中（X） 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

－登録データなし（X） 

要求されたデータが存在しない場合。 

 

 データ問合せ応答（X）が返された場合、VMSC へデータ問合せ応答メッセージが送られる。 

 データ問合せ要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

手順の結果は、次のような形で、VMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

データ問合せ応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 
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－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

（エ） 登録データなし 
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図 3-21/JJ-70.10 

データ問合せにおける VMSC での ASE 手順 
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図 3-22/JJ-70.10 

データ問合せにおける VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-23/JJ-70.10 

データ問合せにおける GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-24/JJ-70.10 

データ問合せにおける GLR-P での ASE 手順 
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3.2 着信登録解除 

3.2.1 手順の概要 

 図 4-66/JJ-70.10、図 4-67/JJ-70.10 および図 4-68/JJ-70.10 に着信登録解除手順を示す。 

 

3.2.1.1 着信登録解除手順の起動  

 移動機は、VMSC に対してユーザ登録解除要求を行う。 

 

3.2.1.2 移動機認証、加入者認証  

 VMSC は移動機からユーザ登録解除要求を受けると、移動機認証情報を GLR-T から読み出す。これと同

時に、加入者認証情報を GLR-P から読み出す。移動機からのユーザ登録解除要求メッセージ中には MSI、

MSN が含まれ、VMSC はこれを用いて移動機認証情報が登録されている GLR-T および加入者認証情報が登

録されている GLR-P を決定する。VMSC はこれらの GLR-T および GLR-P に対して認証情報読出要求メッ

セージを送出する。 

 認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応する移動機認証用

乱数と移動機認証演算結果を認証情報読出応答メッセージにより VMSC へ返送する。 

 また VMSC から認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応

する加入者データが登録されていれば、加入者認証用乱数と加入者認証演算結果を認証情報読出応答メッ

セージにより VMSC へ返送する。GLR-P に加入者データが登録されていなければ、GLR-P は HLR-P に対し

て網間認証情報読出要求メッセージを送出する。 

 網間認証情報読出要求メッセージを受信した HLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者の

契約情報に基づいて、加入者が着信登録解除起動網へのローミングを許容されているかどうかをチェックす

る。ローミング許容であれば、HLR-P は加入者認証用乱数と加入者認証演算結果を生成し、網間認証情報読

出応答メッセージにより GLR-P へ返送する。ローミング非許容であれば、HLR-P はエラー応答（ローミン

グ不許可）を着信登録解除起動網の GLR-P へ返送する。 

 網間認証情報読出応答メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる加入者認証用乱数と加入

者認証演算結果を認証情報読出応答メッセージにより VMSC へ返送する。 

 VMSC は GLR-T から認証情報読出応答メッセージを受信すると、移動機の正当性を確認するため、認証

要求を移動機に対して送信する。認証要求には、GLR-T から受信した移動機認証用乱数を含む。VMSC は

GLR-T から受信した移動機認証演算結果と移動機からの認証応答の結果の比較により移動機の正当性を確

認する。 

 VMSC は GLR-P から認証情報読出応答メッセージを受信すると、ユーザの正当性を確認するため、認証

要求を移動機に対して送信する。認証要求には、GLR-P から受信した加入 

者認証用乱数を含む。VMSC は GLR-P から受信した加入者認証演算結果と移動機からの認証応答の結果の

比較によりユーザの正当性を確認する。 

 

3.2.1.3 ユーザローミング元網の GLR-P 上の MSI 登録解除 

 VMSC は移動機とユーザの正当性を確認すると、ユーザローミング元網の GLR-P 上から加入者データを

消去する。VMSC は着信登録解除起動網の GLR-P に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユーザ

登録要求メッセージには MSN および登録種別（「着信登録解除」が設定される）を含む。ユーザ登録要求

メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者データが GLR-P 上に登録

されていれば、HLR-P に登録された RON を消去するため、HLR-P に対してユーザ位置登録要求メッセージ

を送出する。ユーザ位置登録要求メッセージには MSN、RON および登録種別（「着信登録解除」が設定さ

れる）を含む。GLR-P は加入者データが GLR-P 上に登録されていなければ、ユーザローミング元網の GLR-P
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上に登録された加入者データを消去するため、HLR-P に対してユーザ位置登録要求メッセージを送出する。

ユーザ位置登録要求メッセージには MSN および登録種別（「着信登録解除」が設定される）を含む。 

 HLR-P はユーザ位置登録要求メッセージを受信すると、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者

データ上に RON が記憶されているかどうかをチェックする。加入者データ上に RON が記憶されており、そ

れが着信登録解除起動網の GLR-P から受信したユーザ位置登録要求メッセージに含まれる RON と一致すれ

ば、HLR-P は加入者データ上の RON と GLR 番号を消去し、ユーザ位置登録応答メッセージを着信登録解除

起動網の GLR-P へ返送する。ユーザ位置登録応答メッセージにはパラメータを含まない。加入者データ上

に RON が記憶されているが、それが着信登録解除起動網の GLR-P から受信したユーザ位置登録要求メッ

セージに含まれる RON と一致しないか、あるいはユーザ位置登録要求メッセージに RON が含まれていなけ

れば、HLR-P はユーザローミング元網の GLR-P に対してユーザ情報消去要求メッセージを送出する。ユー

ザ情報消去要求メッセージには MSN、RON（HLR-P 上の加入者データに記憶されていたもの）および登録

種別（「着信登録解除」が設定される）を含む。加入者データ上に RON が記憶されていなければ、HLR-P

は加入者データ上のローミング不許可ビットが設定されているかどうかをチェックする。ローミング不許可

ビットが設定されていれば、HLR-P はローミング不許可ビットを解除し、加入者データ上に記憶された着信

登録 MSI を消去し、ユーザ位置登録応答メッセージを着信登録解除起動網の GLR-P へ返送する。ユーザ位

置登録応答メッセージには着信登録 MSI（加入者データ上に記憶されていたもの）を含む。ローミング不許

可ビットが設定されていなければ、HLR-P はユーザ位置登録応答メッセージを着信登録解除起動網の GLR-P

へ返送する。ユーザ位置登録応答メッセージにはパラメータを含まない。 

 ユーザローミング元網の GLR-P はユーザ情報消去要求メッセージを受信すると、メッセージに含まれる

MSN と RON の組合せに対応する加入者データ上にデフォルト MSI が記憶されていれば、着信登録 MSI の

みを消去する。加入者データ上にデフォルト MSI が記憶されていなければ、加入者データを消去する。GLR-P

はユーザ情報消去応答メッセージを HLR-P へ返送する。ユーザ情報消去応答メッセージには着信登録 MSI

（加入者データ上に記憶されていたもの）が含まれる。 

 HLR-P はユーザローミング元網の GLR-P からユーザ情報消去応答メッセージを受信すると、加入者デー

タ上の RON と GLR 番号を消去し、ユーザ位置登録応答メッセージを着信登録解除起動網の GLR-P へ返送

する。ユーザ位置登録応答メッセージには着信登録 MSI を含む。 

 着信登録解除起動網の GLR-P はユーザ位置登録応答メッセージを受信すると、GLR-P 上に加入者データ

が登録されており、かつ加入者データ上にデフォルト MSI が存在すれば、加入者データ上の着信登録 MSI

のみを消去する。加入者データ上にデフォルト MSI が存在しなければ、加入者データを消去する。GLR-P

はユーザ登録応答メッセージを VMSC へ返送する。HLR-P から受信したユーザ位置登録応答メッセージに

着信登録 MSI が含まれる場合は、ユーザ登録応答メッセージには登録解除 MSI（HLR-P から受信したもの）

を含む。HLR-P から受信したユーザ位置登録応答メッセージに着信登録 MSI が含まれず、かつ GLR-P の加

入者データ上に着信登録 MSI が記憶されていれば、ユーザ登録応答メッセージには登録解除 MSI（加入者

データ上に記憶されていたもの）を含む。HLR-P から受信したユーザ位置登録応答メッセージに着信登録

MSI が含まれず、かつ GLR-P の加入者データ上に着信登録 MSI が記憶されていなければ、ユーザ登録応答

メッセージにはパラメータを含まない。 

 

3.2.1.4 ユーザローミング元網の GLR-T 上の MSN 登録解除 

 VMSC は GLR-P から受信したユーザ登録応答メッセージに着信登録 MSI が含まれていれば、ユーザロー

ミング元網の GLR-T 上の移動機データに着信登録された MSN を消去するため、着信登録解除起動網の

GLR-T に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユーザ登録要求メッセージには MSI（GLR-P から受

信したもの）、MSN および登録種別（「着信登録解除」が設定される）を含む。ユーザ登録要求メッセー

ジを受信した GLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対する移動機データが GLR-T 上に登録されていれば、
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移動機データ上の着信登録 MSN リストから解除対象の MSN を消去し、ユーザ登録応答メッセージを VMSC

へ返送する。ユーザ登録応答メッセージにはパラメータを含まない。GLR-T 上に移動機データが登録されて

いなければ、GLR-Tはユーザローミング元網のGLR-T上に登録された登録解除MSNを消去するため、HLR-T

に対して網間ユーザ登録要求メッセージを送出する。網間ユーザ登録要求メッセージには MSI、MSN およ

び登録種別（「着信登録解除」が設定される）を含む。 

 HLR-T は網間ユーザ登録要求メッセージを受信すると、メッセージに含まれる MSI に対応する移動機デー

タに記憶された RMI を用いてユーザローミング元網を決定し、ユーザローミング元網の GLR-T に対して網

間ユーザ登録要求メッセージを送出する。網間ユーザ登録要求メッセージには RMI、MSI、MSN および登録

種別（「着信登録解除」が設定される）を含む。 

 ユーザローミング元網の GLR-T は網間ユーザ登録要求メッセージを受信すると、メッセージに含まれる

MSI と RMI の組合せに対応する移動機データ上の着信登録 MSN リストから、解除対象の MSN を消去し、

網間ユーザ登録応答メッセージを HLR-T へ返送する。網間ユーザ登録応答メッセージにはパラメータを含

まない。 

 HLR-T は網間ユーザ登録応答メッセージを受信すると、着信登録解除起動網の GLR-T へ網間ユーザ登録

応答メッセージを中継する。 

 着信登録解除起動網の GLR-T は網間ユーザ登録応答メッセージを受信すると、ユーザ登録応答メッセー

ジを VMSC へ返送する。ユーザ登録応答メッセージにはパラメータを含まない。 

 

3.2.1.5 着信登録解除手順の終了 

 VMSC は GLR-T から網間ユーザ登録応答メッセージを受信すると、ユーザ登録解除応答を移動機へ送信

して、着信登録解除手順を終了する。 

 

3.2.1.6 GLR-P または GLR-T に対するユーザ登録が失敗した場合の制御手順 

 VMSC は GLR-P または GLR-T へのユーザ登録に対してエラー応答が返されると、ユーザ登録解除拒否を

移動機へ送信し、着信登録解除手順を中止する。 

 

3.2.2 詳細手順 

3.2.2.1 認証情報読出 

 VMSCは移動機から着信登録解除要求を受信すると、移動機とユーザの認証を行うためにGLR-TとGLR-P

から認証情報の読出を行う。 

 認証情報読出の詳細手順は、3.1.2.1 節を参照のこと。 

 

3.2.2.2 網間認証情報読出 

 VMSC から認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-T または GLR-P 上にローミング移動機データま

たはローミング加入者データが登録されていない場合、GLR-T または GLR-P はホーム網の HLR-T または

HLR-P から認証情報の読出を行う。 

 網間認証情報読出の詳細手順は、3.1.2.2 節を参照のこと。 

 

3.2.2.3 ユーザ登録 

 VMSC は移動機とユーザの認証が成功すると、登録解除 MSN に対応する登録解除 MSI をローミング加入

者データから消去するため、GLR-P に対してユーザ登録を行う。また登録解除 MSN をローミング移動機デー

タから消去するため、GLR-T に対してユーザ登録を行う。 

 ユーザ登録の詳細手順は、3.1.2.3 節を参照のこと。 
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3.2.2.4 ユーザ位置登録 

 VMSC からユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-P は、ユーザローミング元網が着信登録解除起動

網と異なる場合、ホーム網の HLR-P に対してユーザ位置登録を行う。 

 ユーザ位置登録の詳細手順は、3.1.2.4 節を参照のこと。 

 

3.2.2.5 ユーザ情報消去 

 着信登録解除起動網の GLR-P からユーザ登録要求メッセージを受信した HLR-P は、ユーザローミング元

網が着信登録解除起動網と異なる場合、ユーザローミング元網の GLR-P に対してユーザ情報消去を行う。 

 ユーザ情報消去の詳細手順は、3.1.2.5 節を参照のこと。 

 

3.2.2.6 網間ユーザ登録 

 VMSC からユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-T は、ユーザローミング元網が着信登録解除起動

網と異なる場合、ホーム網の HLR-T に対して網間ユーザ登録を行う。着信登録解除起動網の GLR-T から網

間ユーザ登録要求メッセージを受信した HLR-T は、ユーザローミング元網の GLR-T に対して網間ユーザ登

録を行う。 

 網間ユーザ登録の詳細手順は、3.1.2.6 節を参照のこと。 
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3.3 着信 

3.3.1 手順の概要 

 着信シーケンスを図 4-69/JJ-70.10、図 4-70/JJ-70.10 および図 4-71/JJ-70.10 に示す。 

3.3.1.1 着信情報読出 

 他網から着信を受け付けたユーザホーム網の GMSC は HLR-P から着信に必要な着信情報の読出を行う。

他網からのアドレス信号の着番号中には MSN が含まれ、GMSC はこれを用いて加入者データが登録されて

いる HLR-P を決定する。GMSC は HLR-P に対して着信情報読出要求メッセージを送出する。着信情報読出

要求メッセージを受信した HLR-P は、RON(加入者データ上に RON が登録されている場合のみ)、デフォル

ト RON(加入者データ上にデフォルト RON が登録されている場合のみ)、加入者 LM 情報(加入者データ上に

RON が登録されていない場合のみ)を、着信情報読出応答メッセージにより GMSC へ返送する。ただし、RON

とデフォルト RON が登録されている場合、RON に従って着信接続するためデフォルト RON を返送するか

どうかは網個別に規定する。また、HLR-P は RON が登録されておらずかつ加入者 LM 情報が｢空｣であれば

｢塞｣に書き換える。RON もデフォルト RON も登録されていなければ、HLR-P はエラー応答(イリーガル)を

GMSC へ返送する。 

 ユーザホーム網の GMSC は着信情報読出応答メッセージを受信すると、加入者 LM 情報が｢空｣であるか、

またはメッセージに加入者 LM 情報が含まれなければ、メッセージに含まれる RON を用いて着信網を決定

する。GMSC は着信網の GMSC に対してアドレス信号を送出する。アドレス信号の着番号中には RON が含

まれる。着信情報読出応答メッセージに含まれる加入者 LM 情報が｢塞｣であれば、ホーム網の GMSC は呼を

解放する。 

 着信網の GMSC はアドレス信号を受信すると、GLR-P および GLR-T から着信情報の読出を行う。GMSC

は着番号中に含まれる RON を用いて加入者データが登録された GLR-P を決定し、GLR-P に対して着信情報

読出要求メッセージを送出する。 

 着信網の GLR-P は着信情報読出要求メッセージを受信すると、着信と認証、秘匿に必要な情報を、着信

情報読出応答メッセージにより GMSC へ返送する。着信情報読出応答メッセージには、MSN、着信情報、

加入者 LM 情報(加入者データ上に着信登録 MSI が登録されている場合のみ)、着信登録 MSI(加入者データ上

に着信登録 MSI が登録されている場合のみ)、デフォルト着信登録 MSI(加入者データ上にデフォルト着信登

録 MSI が登録されている場合のみ)、加入者認証種別、加入者認証用乱数、加入者認証演算結果、加入者秘

匿キー、移動機認証演算結果、および移動機秘匿キーを含む。ただし、着信登録 MSI とデフォルト着信登録

MSI が登録されている場合、着信登録 MSI に従って着信接続するためデフォルト着信登録 MSI を返送する

かどうかは網個別に規定する。また GLR-P は加入者データ上に着信登録 MSI が登録されており、かつ加入

者 LM 情報の値が｢空｣であれば、加入者 LM 情報を｢塞｣に書き換える。 

 着信網の GMSC は GLR-P から着信情報読出応答メッセージを受信すると、メッセージに着信登録 MSI が

含まれていれば、その MSI を用いて移動機データが登録された GLR-T を決定し、GLR-T に対して着信情報

読出要求メッセージを送出する。着信登録 MSI は含まれないがデフォルト着信登録 MSI が含まれていれば、

GMSC はデフォルト着信登録 MSI を用いて移動機データが登録された GLR-T を決定し、GLR-T に対して着

信情報読出要求メッセージを送出する。 

 着信網の GLR-T は着信情報読出要求メッセージを受信すると、着信と認証、秘匿に必要な情報を、着信

情報読出応答メッセージにより GMSC へ返送する。着信情報読出応答メッセージには位置情報、PRN、移動

機情報、移動機 LM 情報、移動機認証用乱数、移動機認証演算結果、移動機秘匿キー、加入者認証演算結果、

および所有者 MSN を含む。また GLR-T は移動機 LM 情報の値が｢空｣であれば、｢塞｣に書き換える。 

 着信網の GMSC は GLR-T から着信情報読出応答メッセージを受信すると、メッセージに含まれる PRN を

用いて、ユーザが着信している移動機が在圏する VMSC を決定する。GMSC は GLR-P から読み出した MSN

と GLR-T から読み出した所有者 MSN とを比較し、これらが一致すれば移動機所有者への着信と見なし、代
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表接続 IAM2 信号用いて VMSC へ呼を接続する。これらが一致しない場合は、GMSC は GLR-P から読み出

した加入者認証種別が｢着信時認証要｣であれば代表接続 IAM3 信号を用いて VMSC へ呼を接続する。加入者

認証種別が｢着信時認証不要｣であれば代表接続 IAM2 信号を用いて VMSC へ呼を接続する。 

 

3.3.1.2 移動機のページングと認証 

 着側 AMSC は、位置登録エリア配下の全 VMSC へ基地局制御指示メッセージ［一斉呼出要求］を送出し、

VMSC 配下の移動機に対する一斉呼出を指示する。同時に自局配下の移動機に対する一斉呼出も行う。 

 各 VMSC は基地局制御指示メッセージ［一斉呼出要求］を受信すると、基地局制御指示メッセージ［一斉

呼出受付］を返送する。（一斉呼出受付の返送はオプションである。） 

 移動機から応答のあった VMSC は、基地局制御指示メッセージ［一斉呼出応答］を着側 AMSC へ送出す

る。基地局制御指示メッセージ［一斉呼出応答］を着側 AMSC へ送出した VMSC が FMSC となる。 

 着側 AMSC は基地局制御指示メッセージ［一斉呼出応答］を受信すると、応答を受け付けていない VMSC

へ基地局制御指示メッセージ［一斉呼出中止］を送出する。また自局配下の移動機から一斉呼出応答を受け

た場合には、他のすべての VMSC へ基地局制御指示メッセージ［一斉呼出中止］を送出する。どの VMSC

からも基地局制御指示メッセージ［一斉呼出応答］が返送されず、着側 AMSC において一斉呼出応答待ちタ

イマがタイムアウトした場合、着側 AMSC はすべての VMSC に対して基地局制御指示メッセージ［一斉呼

出中止］を送出する。（基地局制御指示メッセージ［一斉呼出中止］の送出はオプションである。） 

 VMSC において一斉呼出応答待ちタイマがタイムアウトした場合は、着側 AMSC へ基地局制御指示メッ

セージ［一斉呼出リサイクルオーバ］を送出する。（基地局制御指示メッセージ［一斉呼出リサイクルオー

バ］の送出はオプションである。） 

 着側 AMSC は移動機から一斉呼出応答を受けると、移動機の正当性を確認するため、移動機に対して認証

要求を送出する。認証要求には移動機認証用乱数を含む。着側 AMSC は GMSC から受信したアドレス信号

に含まれる移動機認証演算結果と移動機からの認証応答の結果の比較により移動機の正当性を確認する。移

動機所有者への着信の場合は、移動機認証用乱数は加入者認証用乱数と兼用されるため、移動機に対する一

回の認証手順で移動機とユーザの両方の正当性を確認する。 

 

3.3.1.3 加入者の呼出と認証 

 着側 AMSC は移動機の正当性を確認すると、着信者の呼出を行う。着信時のユーザ認証が必要な場合は、

呼出と認証要求を相乗りする。認証要求には加入者認証用乱数を含む。移動機は認証演算結果を着側 AMSC

へ返送する。着側 AMSC は GMSC から受信したアドレス信号に含まれる加入者認証演算結果と移動機から

の認証応答の結果の比較によりユーザの正当性を確認する。 

 

3.3.1.4 秘匿モードの変更 

 着側 AMSC はユーザの正当性を確認すると、移動機との間で秘匿モードの変更を行う。（秘匿モードの変

更はオプションである。） 

 着側 AMSC は、秘匿モード変更指令を移動機へ送出する。移動機からは秘匿モード変更確認が返される。 

 

3.3.1.5 通話 

 着側 AMSC は認証結果が正常で、かつ移動機から応答を受けると、呼を通話中に移行させる。 

 必要なすべての認証要求に対する応答が返される前に移動機から応答を受けた場合は、着側 AMSC は応答

を受け付けるが、その後認証が正常に終了するまでの間、呼を保留し、通話パスを開かない。 
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3.3.1.6 着信情報読出失敗時の処理 

 ユーザホーム網の GMSC は、HLR-P への着信情報読出に失敗すると、呼を解放すると同時に、HLR-P に

対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制御指示メッセージには MSN および LM 制御情報(｢アイド

ル｣が設定される)を含む。 

 ユーザホーム網の GMSC は、着信網へアドレス信号を送出した後、着信網からアドレス完了信号を受信す

る前に呼が解放されると、HLR-P から受信した着信情報読出応答メッセージに加入者 LM 情報が含まれてお

り、かつ加入者 LM 情報の値が｢空｣であれば、HLR-P に対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制

御指示メッセージには MSN および LM 制御情報(｢アイドル｣が設定される)を含む。 

 着信網の GMSC は、着信網の GLR-P への着信情報読出に失敗すると、呼を解放すると同時に、GLR-P に

対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制御指示メッセージには MSN (RON が設定される)および

LM 制御種別(｢アイドル｣が設定される)を含む。 

 着信網の GMSC は、着信網の GLR-P に対する着信情報読出が正常に終了した後、GLR-T への着信情報読

出に失敗すると、呼を解放すると同時に、GLR-T に対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制御指

示メッセージには MSI および LM 制御種別(｢アイドル｣が設定される)を含む。また GMSC は、GLR-P から

読出した加入者 LM 情報の値が｢空｣であれば、GLR-P に対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制

御指示メッセージには MSN および LM 制御種別(｢アイドル｣が設定される)を含む。 

 HLR-P、GLR-P および GLR-T における LM 制御手順は、3.12.2.1 を参照のこと。 

 

3.3.2 詳細手順  

3.3.2.1 着信情報読出 

 ユーザホーム網の GMSC はアドレス信号を受信すると、着信網を決定するための情報を読み出すため、

HLR-P から着信情報読出を行う。 

 着信網の GMSC はアドレス信号を受信すると、着信のための情報を読み出すため、GLR-P と GLR-T から

着信情報読出を行う。 

 着信情報読出手順は、GMSC－HLR-P/GLR-P/GLR-T 間インタフェース上での次のメッセージの交換により

行われる。 

－着信情報読出要求メッセージ 

－着信情報読出応答メッセージ 

 

3.3.2.1.1 GMSC における手順  

 GMSC における ASE 手順を図 3-25/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-26/JJ-70.10

に示す。 

 GMSC のアプリケーション機能は、着信情報の読出しが必要になると MAP に対して着信情報読出を要求

する。この要求メッセージは、着信情報読出要求（X）で表される。この中には MSN または MSI が含まれ

る。 

 GMSC は、HLR-P、GLR-P または GLR-T に着信情報読出要求メッセージを送出する。これに対し以下の

応答が得られる。 

－着信情報読出応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、着信網の決定に必要な情報または着信と認証に必要な情報

を含み、このデータが正常なものであれば、アプリケーション機能へ着信情報読出応答（X）により

渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 
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－拒否表示 

着信情報読出要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

着信情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、GLR-T または GLR-P 内のリソースブ

ロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング情報未登録 

GLR-P または GLR-T において、要求されたローミング加入者データまたはローミング移動機データ

が存在しない場合。 

－登録制御中 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、着信情報読出処理は終了する。 

 

着信情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイマによっ

て手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

着信情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-(U/R-)REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング情報未登録 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.3.2.1.2 HLR-P/GLR-P/GLR-T における手順  

 HLR-P、GLR-P または GLR-T における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-27/JJ-70.10 に、ASE 手順を

図 3-28/JJ-70.10 に示す。HLR-P/GLR-P/GLR-T は、GMSC から着信情報読出要求メッセージを受信すると、

メッセージのフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、VMSC へ以下のメッセージが返

され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して着信情報読出要求を送

出する。この要求メッセージは、着信情報読出要求（X）で表される。 

 着信情報読出要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－着信情報読出応答（X） 

着信情報読出手順が成功の場合。要求された着信情報を含む。 

－イリーガル（X） 

着信情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-P/GLR-P/GLR-T 内のリソースブ

ロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング情報未登録（X） 

GLR-P または GLR-T において、要求されたローミング加入者データまたはローミング移動機データ

が存在しない場合。 

－登録制御中（X） 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

 

 着信情報読出応答（X）が返された場合、VMSC へ着信情報読出応答メッセージが送られる。 

着信情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、次

のような形で、VMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

着信情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング情報未登録 
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図 3-25/JJ-70.10 

着信情報読出における GMSC での ASE 手順 
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図 3-26/JJ-70.10 

着信情報読出における GMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-27/JJ-70.10 

着信情報読出における HLR-P/GLR-P/GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-28/JJ-70.10 

着信情報読出における HLR-P/GLR-P/GLR-T での ASE 手順 
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3.3.2.2 基地局制御  

 着側 AMSC は、ページングおよび秘匿モード変更のため、FMSC に対して基地局制御を行う。 

 FMSC は、ページングおよび秘匿モード変更に関する応答等を返送するため、着側 AMSC に対して基地局

制御を行う。 

 基地局制御の詳細手順は、3.10.2 節を参照のこと。 

 

3.3.2.3 LM 制御 

 GMSC は、HLR-P/GLR-P/GLR-T に対する着信情報読出に失敗した場合、HLR-P/GLR-P/GLR-T に対して

LM 制御を行う。 

 LM 制御の詳細手順は、3.12.2 節を参照のこと。 
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3.4 発信 

3.4.1 手順の概要 

 発信シーケンスを図 4-72/JJ-70.10、図 4-73/JJ-70.10、図 4-74/JJ-70.10、図 4-75/JJ-70.10 および図 4-76/JJ-70.10

に示す。 

 

3.4.1.1 発信情報の読出 

 発信においては、移動機から発信要求を受けた VMSC が AMSC となる。 

 AMSC は移動機から発信要求を受けると、GLR-T と GLR-P から発信に必要な発信情報の読出を行う。移

動機からの発信要求には MSI と MSN が含まれ、AMSC はこれらを用いて移動機情報が登録されている

GLR-T と加入者データの登録されている GLR-P を決定する。 

 AMSC は GLR-T に対して発信情報読出要求メッセージを送出する。発信情報読出要求メッセージを受信

した GLR-T は、発信と認証、秘匿に必要な情報を発信情報読出応答メッセージにより AMSC へ返送する。

発信情報読出応答メッセージには移動機 LM 情報、移動機認証用乱数、移動機認証演算結果、移動機秘匿キー、

加入者認証演算結果、および所有者 MSN を含む。ただし GLR-T の移動機データ上にデフォルト MSN が登

録されている場合は、発信情報読出応答メッセージにはデフォルト MSN が併せて含まれる。また GLR-T は

移動機 LM 情報が「空」であれば、「塞」に書き換える。 

 AMSC は GLR-T から発信情報読出応答メッセージを受信すると、移動機からの発信要求に含まれる MSN

を用いて決定した GLR-P に対して、発信情報読出要求メッセージを送出する。移動機からの発信要求に含

まれるMSNがGLR-Tから受信したデフォルトMSNと等しければ、発信情報読出要求メッセージにはデフォ

ルト MSN を含む。これらが等しくないか、または GLR-T からデフォルト MSN を受信しなければ、発信情

報読出要求メッセージには MSN を含む。発信情報読出要求メッセージを受信した GLR-P は、そのメッセー

ジに MSN とデフォルト MSN のどちらが含まれるかにより、以下の処理を行う。 

－発信情報読出要求メッセージに MSN が含まれる場合 

MSN に対応する加入者データが GLR-P 上に登録されており、かつ加入者が着信登録していれば、発

信と認証に必要な情報を発信情報読出応答メッセージにより AMSC へ返送する。発信情報読出応答

メッセージには発信情報、加入者 LM 情報、加入者認証用乱数、加入者認証演算結果、および加入者

秘匿キーを含む。また GLR-P は加入者 LM 情報が「空」であれば、「塞」に書き換える。GLR-P 上

に加入者データが登録されていないか、または加入者が着信登録していなければ、GLR-P は着信登録

網の GLR-P から発信情報の読出を行うが、GLR-P は着信登録網を決定するための情報を持たないた

め、HLR-P に対して網間発信情報読出要求メッセージを送出する。網間発信情報読出要求メッセージ

には MSN を含む。 

－発信情報読出要求メッセージにデフォルト MSN が含まれる場合 

デフォルト MSN に対応する加入者データが GLR-P 上に登録されており、かつデフォルト着信登録と

着信登録の両方が行われていれば、発信と認証に必要な情報を発信情報読出応答メッセージにより

AMSC へ返送する。また GLR-P は加入者 LM 情報が「空」であれば、「塞」に書き換える。デフォ

ルト着信登録は行われているが加入者が着信登録していない場合は、GLR-P は着信登録網の GLR-P

から発信情報の読出を行うが、GLR-P は着信登録網を決定するための情報を持たないため、HLR-P に

対して網間発信情報読出要求メッセージを送出する。網間発信情報読出要求メッセージには MSN を

含む。GLR-P 上に加入者データがないか、またはデフォルト着信登録が行われていなければ、GLR-P

はエラー応答（ローミング情報未登録）を VMSC へ返送する。 
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 網間発信情報読出要求メッセージを受信した HLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応する契約情報

に基づいて、加入者が発信網へのローミングを許容されているかどうかをチェックする。加入者がローミン

グ非許容であれば、HLR-P は発信網の GLR-P へエラー応答(ローミング不許可)を返送する。ローミング許容

の場合、HLR-P は加入者データ上に RON が登録されていなければ、加入者認証用乱数、加入者認証演算結

果および加入者秘匿キーを生成して、これらの認証情報と発信情報とを網間発信情報読出応答メッセージに

より発信網の GLR-P へ返送する。また HLR-P は加入者 LM 情報の値が｢空｣であれば、｢塞｣に書き換える。

加入者データに RON が登録されていれば、HLR-P は着信登録網の GLR-P に対して網間発信情報読出要求

メッセージを送出する。網間発信情報読出要求メッセージには RON が含まれる。 

 網間発信情報読出要求メッセージを受信した着信登録網の GLR-P は、メッセージに含まれる RON に対応

する加入者データのうち発信情報、加入者認証用乱数、加入者認証演算結果、加入者秘匿キーを、網間発信

情報読出応答メッセージにより HLR-P へ返送する。HLR-P はこれらの情報を網間発信情報読出応答メッセー

ジにより発信網の GLR-P へ返送する。発信網の GLR-P はこれらの情報を発信情報読出応答メッセージによ

り AMSC へ返送する。 

 発信網の GLR-P は、HLR-P からエラー応答(ローミング不許可)を受信すると、AMSC へエラー応答(ロー

ミング不許可)を返送する。 

 AMSC は、移動機から受信した MSN と GLR-T から読み出した所有者 MSN とを比較し、これらが一致す

れば移動機所有者の発信と見なす。 

 

3.4.1.2 認証 

 AMSC は発信情報読出に成功すると、移動機の正当性を確認するため、移動機に対して認証要求を送出す

る。認証要求には移動機認証用乱数を含む。AMSC は GLR-T から読み出した移動機認証演算結果と移動機

からの認証応答の結果の比較により移動機の正当性を確認する。移動機所有者の発信の場合は、移動機認証

用乱数は加入者認証用乱数と兼用されるため、一回の移動機に対する認証手順で移動機とユーザの両方の正

当性を確認する。 

 さらに、移動機所有者以外の加入者の発信であれば、AMSC はユーザの正当性を確認するため、移動機に

対して認証要求を送出する。認証要求には加入者認証用乱数を含む。AMSC は GLR-P から読み出した加入

者認証演算結果と移動機からの認証応答の結果の比較によりユーザの正当性を確認する。 

 

3.4.1.3 通話 

 AMSC は認証が正常に終了すると、GLR-T に記憶された位置情報を書き換える。位置情報を書き換えるた

めの網内 MAP オペレーションは、網固有とする。その後、呼の接続先から応答を受けると、呼を通話中に

移行させる。 

 

3.4.1.4 発信情報読出失敗時の処理 

 発信網の AMSC は、GLR-T への発信情報読出に失敗すると、失敗の理由により、以下の処理を行う。 

－GLR-T からエラー応答(ローミング情報未登録)が返された場合 

AMSC は呼を解放すると同時に、GLR-T に対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制御指示

メッセージには MSI および LM 制御種別(｢アイドル｣が設定される)を含む。AMSC が呼を解放するた

めに移動機へ送信するメッセージは、CC 解放完了と RT 移動局解放(理由表示=移動機ローミング未

登録)が相乗りしたものである。 

GLR-T における LM 制御手順は、3.12 節を参照のこと。 C
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－上記以外の場合 

AMSC は呼を解放すると同時に、GLR-T に対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制御指示

メッセージには MSI および LM 制御種別(｢アイドル｣が設定される)を含む。 

GLR-T における LM 制御手順は、3.12 節を参照のこと。 

 

 発信網の AMSC は、GLR-T への発信情報読出が正常に終了した後、GLR-P への発信情報読出に失敗する

と、失敗の理由により以下の処理を行う。 

－GLR-P からエラー応答(ローミング情報未登録)が返された場合 

GLR-T から受信した発信情報読出応答メッセージにデフォルト MSN が含まれていれば、AMSC は加

入者のデフォルト着信登録を行うため、GLR-P に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユー

ザ登録要求メッセージにはMSN(GLR-Tから読出したデフォルトMSNが設定される)、着信登録MSI、

および登録種別(｢位置登録によるデフォルト着信登録｣が設定される)を含む。GLR-P からはユーザ登

録応答メッセージが返送される。位置登録によるデフォルト着信登録手順は、3.7 節を参照のこと。 

AMSC はユーザ登録応答メッセージを受信すると、呼を解放すると同時に、GLR-T に対して LM 制御

指示メッセージを送出する。LM 制御指示メッセージには MSI および LM 制御種別(｢アイドル｣が設定

される)を含む。さらに AMSC は GLR-P に対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制御指示

メッセージには MSN および LM 制御種別(｢アイドル｣が設定される)を含む。AMSC が呼を解放する

ために移動機へ送信するメッセージは、CC 解放完了と RT 移動局解放(理由表示=その他の正常イベ

ント)が相乗りしたものである。 

GLR-P および GLR-T における LM 制御手順は、3.12 節を参照のこと。 

－上記以外の場合 

AMSC は呼を解放すると同時に、GLR-T に対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制御指示

メッセージには MSI および LM 制御種別(｢アイドル｣が設定される)を含む。さらに AMSC は GLR-P

に対して LM 制御指示メッセージを送出する。LM 制御指示メッセージには MSN および LM 制御種

別(｢アイドル｣が設定される)を含む。 

GLR-P および GLR-T における LM 制御手順は、3.12 節を参照のこと。 

 

3.4.2 詳細手順  

3.4.2.1 発信情報読出 

 VMSC は移動機から発信要求を受信すると、発信のための情報を読み出すため、GLR-T と GLR-P から発

信情報読出を行う。 

 発信情報読出手順は、VMSC－GLR-T/GLR-P 間インタフェース上での次のメッセージの交換により行われ

る。 

－発信情報読出要求メッセージ 

－発信情報読出応答メッセージ 

 

3.4.2.1.1 VMSC における手順 

 VMSC における ASE 手順を図 3-29/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-30/JJ-70.10

に示す。 

 VMSC のアプリケーション機能は、発信情報の読出が必要になると MAP に対して発信情報読出を要求す

る。この要求メッセージは、発信情報読出要求（X）で表される。この中には MSN または MSI が含まれる。 

 VMSC は、GLR-T または GLR-P に発信情報読出要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が得

られる。 

C

C

C
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－発信情報読出応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、発信と認証に必要な情報を含み、このデータが正常なもの

であれば、アプリケーション機能へ発信情報読出応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

発信情報読出要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

着信登録している移動機のローミング網とは異なる網からの発信の時、GLR-P から HLR-P への網間

発信情報読出手順の失敗により発信と認証のための情報が読み出せなかった場合、発信情報読出要求

メッセージ内のデータ異常の場合、または、GLR-T または GLR-P 内のリソースブロック等の処理異

常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング情報未登録 

GLR-P または GLR-T において、要求された加入者データまたは移動機データが存在しない場合。 

－ローミング不許可 

GLR-P から HLR-P への網間発信情報読出要求を行った際、ローミング不許可が返送された場合。 

－登録制御中 

GLR-P 上の対応する移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、発信情報読出処理は終了する。 

 

 発信情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイマによっ

て手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

発信情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-(U/R-)REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング情報未登録 

（エ） ローミング不許可 

（オ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 



 

 - 93 - ＪＪ－７０．１０ 

3.4.2.1.2 GLR-T/GLR-P における手順 

 GLR-T または GLR-P における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-31/JJ-70.10 に、ASE 手順を図

3-32/JJ-70.10 に示す。GLR-T/GLR-P は、AMSC から発信情報読出要求メッセージを受信すると、メッセージ

のフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、VMSC へ以下のメッセージが返され、手順

は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して発信情報読出要求を送

出する。この要求メッセージは、発信情報読出要求（X）で表される。 

 発信情報読出要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－発信情報読出応答（X） 

発信情報読出手順が成功の場合。要求された発信情報を含む。 

－イリーガル（X） 

着信登録している移動機のローミング網とは異なる網からの発信の時、GLR-P から HLR-P への網間

発信情報読出手順の失敗により、発信と認証のための情報が読み出せなかった場合、発信情報読出要

求メッセージ内のデータ異常の場合、または、GLR-T/GLR-P 内のリソースブロック等の処理異常の場

合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング情報未登録（X） 

GLR-T または GLR-P において、要求された移動機データまたは加入者データが存在しない場合。 

－ローミング不許可（X） 

GLR-P から HLR-P への網間発信情報読出要求を行った際、ローミング不許可が返送された場合。 

－登録制御中（X） 

GLR-P 上の対応する移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 発信情報読出応答（X）が返された場合、VMSC へ発信情報読出応答メッセージが送られる。 

 発信情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、次

のような形で、VMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

発信情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング情報未登録 

（エ） ローミング不許可 

（オ） 登録制御中 
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図 3-29/JJ-70.10 

発信情報読出における VMSC での ASE 手順 
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図 3-30/JJ-70.10 

発信情報読出における VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-31/JJ-70.10 

発信情報読出における GLR-T/GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-32/JJ-70.10 

発信情報読出における GLR-T/GLR-P での ASE 手順 
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3.4.2.2 網間発信情報読出 

 VMSC から発信情報読出要求メッセージを受信した GLR-P 上にローミング加入者データが登録されてい

ない場合、GLR-P はホーム網の HLR-P から発信情報の読出を行う。 

 発信網の GLR-P から網間発信情報読出要求メッセージを受信した HLR-P は着信登録網の GLR-P から発信

情報の読出を行う。 

 網間発信情報読出手順は、GLR-P－HLR-P 間および HLR-P－GLR-P 間インタフェース上での次のメッセー

ジの交換により行われる。 

－網間発信情報読出要求メッセージ 

－網間発信情報読出応答メッセージ 

 網間発信情報読出要求メッセージは、HLR-P に対して送出する場合は MSN を、GLR-P に対して送出する

場合は RON を含む。 

 網間発信情報読出応答メッセージは、発信と加入者の認証に必要な情報を含む。 

 HLR-P は上記の手順で読み出された情報を発信網の GLR-P へ転送する。発信網の GLR-P は上記の手順で

読み出された情報を VMSC へ転送する。 

 

3.4.2.2.1 GLR-P/HLR-P における手順（起動側） 

 GLR-P/HLR-P（起動側）における ASE 手順を図 3-33/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース

手順を図 3-34/JJ-70.10 に示す。 

 GLR-P/HLR-P のアプリケーション機能は、HLR-P/GLR-P から発信情報を読み出す必要が生じると、MAP

に対して発信と認証に必要な情報を得るよう要求する。この要求メッセージは、網間発信情報要求（X）で

表される。 

 GLR-P/HLR-P は、HLR-P または GLR-P に網間発信情報読出要求メッセージを送出する。これに対し以下

の応答が得られる。 

－網間発信情報読出応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、要求された発信情報を含み、このデータが正常なものであ

れば、呼処理機能へ網間発信情報読出応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

網間発信情報読出要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

HLR-P－ユーザローミング元網の GLR-P 間の網間発信情報読出手順の失敗により、発信情報の読出に

失敗した場合（HLR-P の場合）、網間発信情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、

HLR-P または GLR-P 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング情報未登録 

HLR-P からユーザローミング元網の GLR-P への網間発信情報読出に対してローミング情報未登録が

返された場合（HLR-P の場合）、または、ユーザローミング元網の GLR-P 上にローミング加入者デー

タが登録されていない場合。(注) 

－ローミング不許可 

GLR-P から HLR-P への網間発信情報読出要求を行った際、ローミング不許可が返送された場合。 
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－登録制御中 

GLR-P/HLR-P 上の対応する移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、網間発信情報読出処理は終了する。 

 

 網間発信情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイマ

によって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

網間発信情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-(U/R-)REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング情報未登録 

（エ） ローミング不許可 

（オ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.4.2.2.2 HLR-P/GLR-P における手順（被起動側） 

 HLR-P/GLR-P（被起動側）における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-35/JJ-70.10 に、ASE 手順を図

3-36/JJ-70.10 に示す。HLR-P/GLR-P は、GLR-P/HLR-P から網間発信情報読出要求メッセージを受信すると、

メッセージのフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、HLR-P/GLR-P へ以下のメッセー

ジが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して網間発信情報読出要求

を送出する。この要求メッセージは、網間発信情報読出要求（X）で表される。 

 網間発信情報読出要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－網間発信情報読出応答（X） 

網間発信情報読出手順が成功の場合。要求された発信情報を含む。 

－イリーガル（X） 

HLR-P～着信登録網の GLR-P 間の網間発信情報読出手順の失敗により、発信情報の読出に失敗した場

合（HLR-P の場合）、網間発信情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-P また

は GLR-P 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 
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－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング情報未登録（X） 

HLR-P から着信登録網の GLR-P への網間発信情報読出に対してローミング情報未登録が返された場

合（HLR-P の場合）、または、着信登録網の GLR-P 上にローミング加入者データが登録されていな

い場合。（注） 

－ローミング不許可（X） 

GLR-P から HLR-P への網間発信情報読出要求を行った際、ローミング不許可が返送された場合。 

－登録制御中（X） 

GLR-P/HLR-P 上の対応する移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 網間発信情報読出応答（X）が返された場合、HLR-P または GLR-P へ網間発信情報読出応答メッセージが

送られる。 

 網間発信情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、

次のような形で、HLR-P または GLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

網間発信情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング情報未登録 

（エ） ローミング不許可 

（オ） 登録制御中 

 

（注）通常 HLR-P に RON が記憶されている場合、GLR-P に必ず加入者データが記憶されている。しかし、

信号の競合時等により GLR-P（被起動側）の加入者データが消去された場合にローミング情報未登録が

返される。 
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図 3-33/JJ-70.10 

網間発信情報読出における GLR-P/HLR-P(起動側)での ASE 手順 
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図 3-34/JJ-70.10 

網間発信情報読出における GLR-P/HLR-P(起動側)での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-35/JJ-70.10 

網間発信情報読出における HLR-P/GLR-P(被起動側)での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-36/JJ-70.10 

網間発信情報読出における HLR-P/GLR-P(被起動側)での ASE 手順 
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3.4.2.3 LM 制御 

 発信網の VMSC は、GLR-T に対する発信情報読出に失敗すると、GLR-T に対して LM 制御を行う。 

 また発信網の VMSC は、GLR-P に対する発信情報読出に失敗すると、GLR-T および GLR-P に対して LM

制御を行う。 

 LM 制御の詳細手順は、3.12.2.1 節を参照のこと。 

 

3.4.2.4 ユーザ登録 

 発信網の VMSC は、GLR-P への発信情報読出に対してエラー応答（ローミング情報未登録）が返される

と、GLR-P に対して位置登録によるデフォルト着信登録を行う。 

 ユーザ登録の詳細手順は、3.1.2.3 節を参照のこと。 
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3.5 終話 

3.5.1 手順の概要 

 図 4-77/JJ-70.10～図 4-82/JJ-70.10 に終話シーケンスを示す。 

 

3.5.1.1 課金情報の転送 

 呼制御を行う MSC（AMSC）は、加入者が終話したことを検出すると、終話した呼が加入者に課金される

呼であれば、加入者のホーム網の HLR-P へ課金情報を転送する。AMSC は加入者の MSN を用いてホーム網

を決定し、ホーム網の HLR-P に対して網間課金情報送出要求メッセージを送出する。 

 網間課金情報送出要求メッセージを受信した HLR-P はメッセージに含まれる課金情報を蓄積し、網間課

金情報送出応答メッセージを AMSC へ返送する。 

 AMSC は、HLR-P から網間課金情報送出応答メッセージを正常に受信した場合は終話手順は終了する。正

常に受信されない場合は、HLR-P に対して網間課金情報再送指示メッセージを送出する。網間課金情報再送

指示メッセージには課金情報の他に再送理由が含まれる。 

 網間課金情報再送指示メッセージを受信した HLR-P はメッセージに含まれる課金情報を蓄積する。 

 

3.5.1.2 加入者 LM 制御 

 AMSC は加入者の終話を検出すると、加入者 LM の状態を「塞」から「空」に変更するため、GLR-P に対

して LM 制御指示メッセージを送出する。 

 LM 制御指示メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者が着信登録

されていれば、加入者 LM 情報を指定された値に書き換える。GLR-P 上に加入者が着信登録されていなけれ

ば、着信登録網の GLR-P 上の加入者 LM の状態を変更する。ユーザ在圏網の GLR-P は着信登録網を決定す

るための情報を持たないため、ユーザホーム網の HLR-P に対して網間 LM 制御指示メッセージを送出する。 

 網間 LM 制御指示メッセージを受信した HLR-P は、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者データ

上に RON が登録されていなければ、記憶する加入者 LM 情報を指定された値に書き換える。RON が登録さ

れていれば、HLR-P は RON を用いて着信登録網を決定し、着信登録網の GLR-P に対して網間 LM 制御指示

メッセージを送出する。 

 HLR-P から網間 LM 制御指示メッセージを受信したユーザローミング元網の GLR-P は、メッセージに含

まれる MSN と RON の組合せに対応する加入者データ上の加入者 LM 情報を指定された値に書き換える。 

 

3.5.1.3 移動機 LM 制御 

 AMSC は移動機との間の通信チャネルが切断されたことを検出すると、移動機 LM の状態を「塞」から「空」

に変更するため、GLR-T に対して LM 制御指示メッセージを送出する。 

 LM 制御指示メッセージを受信した GLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応する移動機データ上の

移動機 LM 情報を、指定された値に書き換える。 

 

3.5.2 詳細手順  

3.5.2.1 網間課金情報送出  

 VMSC は加入者の終話を検出すると、HLR-P へ課金情報を転送する。 

 網間課金情報送出の詳細手順は、3.15.1 節を参照のこと。 
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3.5.2.2 網間課金情報再送 

 VMSC は網間課金情報送出手順が失敗すると、HLR-P へ課金情報を再送する。 

 網間課金情報再送の詳細手順は、3.15.2 節を参照のこと。 

 

3.5.2.3 LM 制御 

 VMSC は加入者の終話を検出すると、GLR-P に対して LM 制御を行う。 

 VMSC は移動機との間の通信チャネルが切断されたことを検出すると、GLR-T に対して LM 制御を行う。 

 LM 制御の詳細手順は、3.12.1 節を参照のこと。 

 

3.5.2.4 網間 LM 制御 

 GLR-P は網間 LM 制御が必要になると、HLR-P に対して LM 制御を行う。 

 HLR-P は網間 LM 制御が必要になると、着信登録網の GLR-P に対して LM 制御を行う。 

 網間 LM 制御の詳細手順は、3.12.2 節を参照のこと。 
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3.6 登録抹消 

3.6.1 手順の概要 

 図 4-83/JJ-70.10 に登録抹消シーケンスを示す。 

 

3.6.1.1 登録抹消手順の起動 

 登録抹消実行者は、登録抹消の対象となる移動機から登録抹消の要求を行う。移動機は、VMSC に対して

登録抹消要求を行う。 

 

3.6.1.2 移動機認証 

 VMSC は移動機から登録抹消要求を受けると、移動機認証情報を GLR-T から読み出す。移動機からの登

録抹消要求にはMSIが含まれ、VMSCはこれを用いて移動機認証情報が登録されているGLR-Tを決定する。

VMSC は GLR-T に対して認証情報読出要求メッセージを送出する。 

 認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応する移動機認証用

乱数と移動機認証演算結果を認証情報読出応答メッセージにより VMSC へ返送する。 

 VMSC は GLR-T から認証情報読出応答メッセージを受信すると、移動機の正当性を確認するため、認証

要求を移動機に対して送信する。認証要求には、GLR-T から受信した移動機認証用乱数を含む。VMSC は

GLR-T から受信した移動機認証演算結果と移動機からの認証応答の結果の比較により移動機の正当性を確

認する。 

 

3.6.1.3 登録抹消実行者の認証 

 VMSC は、GLR-T から暗証番号を読出し、登録抹消実行者から入力された暗証番号と一致するかどうか確

認する。VMSC は GLR-T に対してデータ問合せ要求メッセージを送出する。データ問合せ要求メッセージ

には MSI および移動機データ種別を含む。 

 データ問合せ要求メッセージを受信した GLR-T は、移動機データ種別で指定されたデータ（この場合は

暗証番号）をデータ問合せ応答メッセージにより VMSC へ返送する。 

 VMSC は移動機からの登録抹消要求に含まれる暗証番号と、GLR-T から読み出した暗証番号の比較により、

登録抹消実行者の正当性を確認する。 

 

3.6.1.4 GLR-T からの MSN の抹消 

 VMSC は、登録抹消を起動した移動機に着信登録されている MSN をすべて抹消する。VMSC は GLR-T に

対して登録抹消要求メッセージを送出する。 

 登録抹消要求メッセージを受信した GLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応する移動機データ上の

着信登録 MSN をすべて登録解除し、抹消した MSN リストを登録抹消応答メッセージにより VMSC へ返送

する。 

 

3.6.1.5 GLR-P からの MSI の消去 

 VMSC は、GLR-T から受信した着信登録 MSN リストに含まれるすべての MSN に対して、着信登録して

いる MSI を消去する。VMSC は GLR-P に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユーザ登録要求メッ

セージには MSN、登録番号リスト(登録解除 MSI が設定される)、および登録種別(｢登録抹消｣が設定される)

を含む。 

 ユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる登録解除 MSI が加入者データ上

に登録された着信登録 MSI と一致しなければ、単にユーザ登録応答メッセージを VMSC へ返送する。登録

解除 MSI が加入者データ上の着信登録 MSI と一致すれば、GLR-P は加入者データ上の着信登録 MSI を消去
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し、さらにユーザ登録要求メッセージにより受信した MSN に対して捕捉している RON を解放するため、

HLR-P に対してユーザ位置登録要求メッセージを送出する。ユーザ位置登録要求メッセージには、MSN、

RON、および登録種別(｢登録抹消｣が設定される)を含む。 

 ユーザ位置登録要求メッセージを受信した HLR-P は、そのメッセージに含まれる MSN と RON の組合せ

に対応する加入者データ上の RON がメッセージに含まれるRON と一致すればその RONと GLR 番号を消去

し、ユーザ位置登録応答メッセージを GLR-P へ返送する。RON が一致しなければ、HLR-P は単にユーザ位

置登録応答メッセージを GLR-P へ返送する。 GLR-P はユーザ位置登録応答メッセージを受信すると、加

入者データを消去し、ユーザ登録応答メッセージを VMSC へ返送する。 

 

3.6.1.6 登録抹消手順の終了 

 VMSC は移動機に着信したすべての MSN の着信登録状態を解除すると、登録抹消実行者に登録抹消の完

了を通知して、手順は終了する。 

 

3.6.2 詳細手順 

3.6.2.1 認証情報読出 

 VMSC は移動機から登録抹消要求を受けると、移動機の認証を行うために GLR-T から認証情報の読出を

行う。 

 認証情報読出の詳細手順は、3.1.2.1 節を参照のこと。 

 

3.6.2.2 データ問合せ 

 VMSC は登録抹消実行者の正当性を確認するため、GLR-T から暗証番号の読出のためのデータ問合せを行

う。 

 データ問合せ手順は、VMSC－GLR-T インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－データ問合せ要求メッセージ 

－データ問合せ応答メッセージ 

 データ問合せ要求メッセージは MSI および移動機データ種別を含む。 

 データ問合せ応答メッセージは要求されたデータを含む。 

 VMSC および GLR-T におけるデータ問合せの詳細手順は、3.1.2.7 を参照のこと。ただし詳細手順中の

｢GLR-P」を｢GLR-T｣に読み換える。 

 

3.6.2.3 登録抹消 

 VMSC は登録抹消実行者の正当性を確認すると、GLR-T に登録されたすべての MSN を消去するための登

録抹消を行う。 

 登録抹消手順は、VMSC－GLR-T インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－登録抹消要求メッセージ 

－登録抹消応答メッセージ 

 登録抹消要求メッセージは MSI を含む。 

 登録抹消応答メッセージは着信登録 MSN リストを含む。 
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3.6.2.3.1 VMSC における手順 

 VMSC における ASE 手順を図 3-37/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-38/JJ-70.10

に示す。 

 VMSC のアプリケーション機能は、登録抹消が必要になると MAP に対して登録抹消要求を行う。この要

求メッセージは、登録抹消要求（X）で表される。 

 VMSC は、GLR-T に登録抹消要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が得られる。 

－登録抹消応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、登録 MSN リストを含み、このデータが正常なものであれ

ば、アプリケーション機能へ登録抹消応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

登録抹消要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

登録抹消要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、GLR-T 内のリソースブロック等の処理異常

の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング情報未登録 

GLR-T 上にローミング移動機データが登録されていない場合。 

－登録制御中 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、登録抹消処理は終了する。 

 

 登録抹消要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイマによって

手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

登録抹消応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング情報未登録 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 



 

 - 111 - ＪＪ－７０．１０ 

3.6.2.3.2 GLR-T における手順 

 GLR-T における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-39/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-40/JJ-70.10 に示す。

GLR-T は、VMSC から登録抹消要求メッセージを受信すると、メッセージのフォーマットチェックを行う。

ここで異常が検出された場合、VMSC へ以下のメッセージが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して登録抹消要求を送出す

る。この要求メッセージは、登録抹消要求（X）で表される。 

 登録抹消要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－登録抹消応答（X） 

登録抹消手順が成功の場合。着信登録 MSN リストを含む。 

－イリーガル（X） 

登録抹消要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、GLR-T 内のリソースブ 

ロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－ローミング情報未登録（X） 

GLR-T 上にローミング移動機情報が登録されていない場合。 

－登録制御中（X） 

データの書込み、読出しが二重アクセスの排他制御により拒否された場合。 

 

 登録抹消応答（X）が返された場合、VMSC へ登録抹消応答メッセージが送られる。 

 登録抹消要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、次のよ

うな形で、VMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

登録抹消応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング情報未登録 

（エ） 登録制御中 
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図 3-37/JJ-70.10 

登録抹消における VMSC での ASE 手順 
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図 3-38/JJ-70.10 

登録抹消における VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-39/JJ-70.10 

登録抹消における GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-40/JJ-70.10 

登録抹消における GLR-T での ASE 手順 
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3.6.2.4 ユーザ登録 

 VMSC は、GLR-T 上の着信登録 MSN リストに登録されていたそれぞれの加入者の着信登録状態を解除す

るため、GLR-P に対してユーザ登録を行う。 

 ユーザ登録の詳細手順は、3.1.2.3 節を参照のこと。 

 

3.6.2.5 ユーザ位置登録 

 VMSC からユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-P は、ホーム網の HLR-P における着信登録状態を

解除するため、HLR-P に対してユーザ位置登録を行う。 

 ユーザ位置登録の詳細手順は、3.1.2.4 節を参照のこと。 



 

 - 117 - ＪＪ－７０．１０ 

3.7 位置登録 

3.7.1 手順の概要 

 位置登録は、移動機位置（移動機の在圏する位置登録エリアと位置登録を受け付けた VMSC のルーチング

番号）を網に登録する行為である。 

 図 4-84/JJ-70.10、図 4-85/JJ-70.10、図 4-86/JJ-70.10 および図 4-87/JJ-70.10 に位置登録シーケンスを示す。 

 

3.7.1.1 位置登録手順の起動 

 移動機は異なる位置登録エリアに移動する等の要因により位置登録が必要になると、VMSC に対して位置

登録要求を行う。 

 

3.7.1.2 移動機の認証  

 VMSC は移動機から位置登録要求を受けると、移動機認証情報を GLR-T から読み出す。移動機からの位

置登録要求にはMSIが含まれ、VMSCはこれを用いて移動機認証情報が登録されているGLR-Tを決定する。

VMSC は GLR-T に対して認証情報読出要求メッセージを送出する。認証情報読出要求メッセージには、MSN

および MSI を含む。 

 認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応するローミング移

動機データが登録されていれば、ローミング移動機データ上の移動機認証用乱数と移動機認証演算結果を認

証情報読出応答メッセージにより VMSC へ返送する。GLR-T 上にローミング移動機データが登録されてい

なければ、GLR-T は HLR-T に対して網間認証情報読出要求メッセージを送出する。 

 網間認証情報読出要求メッセージを受信した HLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応する契約情報

に基づいて移動機が位置登録網へのローミングを許容されているかどうかをチェックする。移動機がローミ

ング非許容であれば、HLR-T は発信網の GLR-T へエラー応答（ローミング不許可）を返送する。ローミン

グ許容の場合、HLR-T は移動機認証用乱数と移動機認証演算結果を生成して、これらを網間認証情報読出応

答メッセージにより GLR-T へ返送する。GLR-T は網間認証情報読出応答メッセージを受信すると、メッセー

ジに含まれる移動機認証用乱数と移動機認証演算結果を認証情報読出応答メッセージにより VMSC へ返送

する。GLR-T はエラー応答（ローミング不許可）を受信するとエラー応答（ローミング不許可）を VMSC

へ返送する。 

 VMSC は GLR-T から認証情報読出応答メッセージを受信すると、移動機の正当性を確認するため、認証

要求を移動機に対して送信する。認証要求には、GLR-T から受信した移動機認証用乱数を含む。VMSC は

GLR-T から受信した移動機認証演算結果と移動機からの認証応答の結果の比較により移動機の正当性を確

認する。 

 VMSC は GLR-T からエラー応答（ローミング不許可）を受信すると、移動機に対して位置登録拒否を送

信する。 

 

3.7.1.3 GLR-T への位置情報の登録 

 VMSC は移動機の正当性を確認すると、移動機に対して位置登録受付を送信する。それと同時に、位置登

録を行うため、GLR-T に対して位置登録要求メッセージを送出する。位置登録要求メッセージには MSI、

MSN、位置情報、PAI および PRN を含む。 

 位置登録要求メッセージを受信した GLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応するローミング移動機

データが登録されていれば、位置情報と PRN および PAI を書き換え、位置登録応答メッセージを返送する。

位置登録応答メッセージにはパラメータを含まない。GLR-T 上にローミング移動機データが登録されていな

ければ、GLR-T は RMI を捕捉し、RMI を HLR-T に登録するとともにローミング移動機の移動機情報、デフォ

ルト MSN、暗証番号、移動機認証情報リスト、所有者 MSN および着信登録 MSN リスト（ある場合のみ）

C
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を読み出すため、HLR-T に対して移動機位置登録要求メッセージを送出する。 

 移動機位置登録要求メッセージを受信した HLR-T は、メッセージに含まれる MSI に対応する移動機デー

タ上に RMI が登録されていなければ、受信した RMI を登録し、移動機情報、暗証番号、所有者 MSN およ

びデフォルト MSN を移動機位置登録応答メッセージにより GLR-T へ返送する。HLR-T の移動機データ上に

RMI が登録されていれば、HLR-T は移動機ローミング元網の GLR-T からローミング移動機データを消去す

るため、移動機ローミング元網の GLR-T に対して移動機情報消去要求メッセージを送出する。移動機情報

消去要求メッセージには MSI および RMI を含む。 

 移動機情報消去要求メッセージを受信した移動機ローミング元網の GLR-T は、メッセージに含まれる MSI

と RMI の組合せに対応するローミング移動機データを消去し、ローミング移動機データ上に登録されてい

た引継ぎ情報（移動機認証情報リスト、および登録番号リスト（ある場合のみ、着信登録 MSN リストが設

定される））を、移動機情報消去応答メッセージにより HLR-T へ返送する。 

 HLR-T は移動機情報消去応答メッセージを受信すると、位置登録起動網の GLR-T から受信した RMI を登

録し、移動機情報、デフォルト MSN、暗証番号、移動機認証情報リスト、および登録番号リスト（ある場

合のみ、着信登録 MSN リストが設定される）および所有者 MSN を、移動機位置登録応答メッセージによ

り位置登録起動網の GLR-T へ返送する。 

 位置登録起動網の GLR-T は移動機位置登録応答メッセージを受信すると、受信した移動機情報、デフォ

ルト MSN、暗証番号、移動機認証情報リスト、および着信登録 MSN リスト（ある場合のみ）、および所有

者 MSN を記憶し、位置登録応答メッセージを VMSC へ返送する。位置登録応答メッセージには、デフォル

ト MSN および登録番号リスト（ある場合のみ、着信登録 MSN リストが設定される）を含む。 

 

3.7.1.4 GLR-P への MSI の登録 

 VMSC は位置登録応答メッセージを受信すると、デフォルト MSN と着信登録 MSN リストに登録された

MSN に対応するすべての加入者のユーザ位置登録を行う。VMSC は、着信登録 MSN リストに含まれており

かつデフォルト MSN でないすべての加入者に対する着信登録を行うため、GLR-P に対してユーザ登録要求

メッセージを送出する。ユーザ登録要求メッセージには、MSN、着信登録 MSI および登録種別（「位置登

録による着信登録」が設定される）を含む。また VMSC は、デフォルト MSN が着信登録 MSN リストにも

登録されている場合は、その MSN に対応する加入者に対する着信登録とデフォルト着信登録を行うため、

GLR-P に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユーザ登録要求メッセージには MSN、着信登録 MSI

および登録種別（「位置登録による着信登録とデフォルト着信登録」が設定される）を含む。デフォルト

MSN が着信登録 MSN リストに登録されていない場合は、VMSC はデフォルト MSN に対応する加入者に対

するデフォルト着信登録を行うため、GLR-P に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユーザ登録要

求メッセージには、MSN、着信登録 MSI および登録種別（「位置登録によるデフォルト着信登録」が設定

される）を含む。 

ユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-P は、メッセージに含まれる登録種別の値により、位置登録

による着信登録、位置登録によるデフォルト着信登録、またはその両方の手順を実行する。登録種別の値に

対応する手順は以下の通りである。 

 

－登録種別が「位置登録による着信登録」である場合 

 ユーザ登録要求メッセージ［位置登録による着信登録］を受信した GLR-P に加入者データが登録

されており、かつ加入者データ上に着信登録 MSI が記憶されていて、メッセージに含まれる MSN に

対応する加入者データが登録されていなければ、未使用の RON を捕捉して、加入者データ上に着信

登録 MSI を記憶する。GLR-P に加入者データが登録されており、かつ加入者データ上に着信登録 MSI

が記憶されていなければ、GLR-P は加入者データ上に着信登録 MSI を記憶する。GLR-P に加入者デー

C
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タが登録されており、かつ加入者データ上に着信登録 MSI が記憶されている場合は、GLR-P は VMSC

へエラー応答（登録不許可）を返送する。GLR-P は加入者データ上に着信登録 MSI を記憶した場合、

HLR-P への着信登録状態の設定と加入者データの読出を行うため、HLR-P に対してユーザ位置登録要

求メッセージを送出する。ユーザ位置登録要求メッセージには MSN、RON、登録種別（「位置登録

による着信登録」が設定される）、着信登録 MSI および GLR 番号を含む。 

 ユーザ位置登録要求メッセージ［位置登録による着信登録］を受信した HLR-P はメッセージに含

まれる MSN に対応する加入者データ上のローミング不許可ビットが設定されており、かつ位置登録

網GLR-Pから受信した着信登録MSIが加入者データ上に記憶された着信登録MSIと一致しなければ、

位置登録起動網の GLR-P へエラー応答（登録不許可）を返送する。加入者データ上のローミング不

許可ビットが解除されているか、あるいはローミング不許可ビットが設定されており、かつ位置登録

起動網から受信した着信登録 MSI が加入者データ上に記憶された着信登録 MSI と一致すれば、HLR-P

は加入者の契約情報に基づいて加入者が発信網へのローミングを許容されているかどうかをチェッ

クする。加入者がローミング非許容で、かつ加入者データ上に RON が登録されていなければ、HLR-P

は加入者データ上のローミング不許可ビットを設定し、位置登録網の GLR-P から受信した着信登録

MSI を記憶する。HLR-P は位置登録網の GLR-P へエラー応答（ローミング不許可）を返送する。加

入者がローミング非許容で、かつ加入者データ上に RON が記憶されていれば、HLR-P は加入者デー

タ上の RON と GLR 番号を消去し、ローミング不許可ビットを設定し、位置登録網の GLR-P から受

信した着信登録 MSI を記憶する。HLR-P はユーザローミング元網の加入者データを消去するため、

ユーザローミング元網の GLR-P に対してユーザ情報消去要求メッセージを送出する。ユーザ情報消

去要求メッセージには MSN、着信登録 MSI、RON（加入者データ上に記憶されていたもの）、およ

び登録種別（「位置登録による着信登録」が設定される）を含む。加入者がローミング許容でかつ加

入者データ上に RON が記憶されていれば、HLR-P は位置登録網の GLR-P から受信した RON と GLR

番号を加入者データ上に記憶し、ローミング不許可ビットが設定されていればこれを解除し、着信登

録 MSI を消去する。HLR-P は加入者認証用乱数と加入者認証演算結果の組を育成し、位置登録網の

GLR-P へユーザ位置登録応答メッセージを返送する。ユーザ位置登録応答メッセージには、発信情報、

着信情報、加入者認証情報リスト、加入者認証種別、パケット通信情報、NID リストおよび所有 MSI

を含む。加入者がローミング可能で、かつ加入者データ上に RON が登録されていれば、HLR-P はユー

ザローミング元網の加入者データを消去するため、ユーザローミング元網の GLR-P に対してユーザ

情報消去要求メッセージを送出する。ユーザ情報消去要求メッセージには、MSN、着信登録 MSI、RON

（加入者データ上に記憶されたもの）、および登録種別（「位置登録による着信登録」が設定される）

を含む。 

 ユーザ情報消去要求メッセージ［位置登録による着信登録］を受信したユーザローミング元網の

GLR-P は、メッセージに含まれる MSN と RON の組み合わせに対応する加入者データ上に記憶され

た着信登録 MSI が、メッセージに含まれる MSI と一致すれば、デフォルト MSI が登録されている場

合は、着信登録 MSI を消去する。デフォルト MSI が登録されていなければ加入者データを削除する。

GLR-P は、HLR-P へユーザ情報消去応答メッセージを返送する。ユーザ情報消去応答メッセージには、

加入者認証情報リストおよび、加入者認証種別を含む。加入者データ上に記憶された着信登録 MSI

が、HLR-P から受信した MSI と一致しなければ、GLR-P はエラー応答（登録不許可）を HLR-P へ返

送する。 

 ユーザローミング元網の GLR-P からユーザ情報消去応答メッセージを受信した HLR-P は、加入者

がローミング非許容であれば、メッセージに含まれる加入者認証種別を加入者データ上に記憶し、位

置登録起動網の GLR-P へエラー応答（ローミング不許可）を返送する。加入者がローミング許容で

あれば、位置登録起動網から受信した RON と GLR 番号を加入者データ上に記憶し、位置登録起動網
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の GLR-P へユーザ情報消去応答メッセージを返送する。ユーザ位置登録応答メッセージには、発信

情報、着信情報、加入者認証情報リスト、加入者認証種別、パケット通信情報、NID リストおよび所

有 MSI を含む。 

 位置登録起動網の GLR-P は HLR-P からユーザ位置登録応答メッセージを受信すると、メッセージ

に含まれる発信情報、着信情報、加入者認証情報リスト、加入者認証種別、パケット通信情報、NID

リストおよび所有 MSI を加入者データ上に記憶し、ユーザ登録応答メッセージを VMSC へ返送する。

ユーザ登録応答メッセージには、パラメータを含まない。 

 

－登録種別が［位置登録による着信登録とデフォルト着信登録］である場合。 

 ユーザ登録要求メッセージ［位置登録による着信登録とデフォルト着信登録］を受信した GLR-P

は、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者データがすでに登録されていれば、VMSC に対し

てエラー応答（登録不許可）を返送する。加入者データが登録されていなければ、GLR-P は未使用の

RONを捕捉し着信登録MSIとデフォルト着信登録MSIを加入者データ上に記憶する。GLR-PはHLR-P

への着信登録状態の設定と加入者データの読出を行うため、HLR-P に対してユーザ位置登録要求メッ

セージを送出する。ユーザ位置登録要求メッセージには、MSN、RON、登録種別（「位置登録による

着信登録とデフォルト着信登録」が設定される）、着信登録 MSI および GLR 番号を含む。 

 ユーザ位置登録要求メッセージ［位置登録による着信登録とデフォルト着信登録］を受信した

HLR-P はメッセージに含まれる MSN に対応する加入者データ上のローミング不許可ビットが設定さ

れており、かつ位置登録起動網から受信した着信登録 MSI が加入者データ上に記憶された着信登録

MSI と一致しなければ、位置登録起動網の GLR-P へエラー応答（登録不許可）を返送する。加入者

データ上のローミング不許可ビットが解除されているか、あるいはローミング不許可ビットが設定さ

れており、かつ位置登録起動網から受信した着信登録 MSI が加入者データ上に記憶された着信登録

MSI と一致すれば、HLR-P は加入データ上に RON とデフォルト RON が記憶されているかどうかを

チェックする。加入者データ上に RON もデフォルト RON も記憶されていなければ HLR-P は加入者

の契約情報に基づいて加入者が位置登録起動網へのローミングを許容されているかどうかをチェッ

クする。加入者がローミング非許容であれば、HLR-P は加入者データ上のローミング不許可ビットを

設定し、位置登録起動網の GLR-P から受信した RON と GLR 番号を加入者データ上に RON と GLR

番号、およびデフォルト RON とデフォルト GLR 番号として記憶しローミング不許可ビットが設定さ

れていればこれを解除し着信登録 MSI を消去する。HLR-P は位置登録起動網の GLR-P へユーザ位置

登録応答メッセージを返送する。ユーザ位置登録応答メッセージには、発信情報、着信情報、加入者

認証情報リスト、加入者認証種別および所有 MSI を含む。加入者データ上にデフォルト RON のみが

記憶されているか、あるいは RON とデフォルト RON が記憶されているがそれらが同一の番号でなけ

れば、HLR-P は位置登録起動網の GLR-P へエラー応答（登録不許可）を返送する。加入者データ上

にデフォルト RON のみが記憶されているか、あるいは RON とデフォルト RON が記憶されており、

かつそれらが同一の番号であれば、HLR-P は加入者情報に基づいて、加入者が位置登録起動網への

ローミングを許容されているかどうかをチェックする。加入者がローミング非許容であれば、HLR-P

は加入者データ上の RON と GLR 番号を消去し、ローミング不許可ビットを設定し、位置登録起動網

から受信した着信登録 MSI を記憶する。HLR-P は加入者がローミング許容であるかどうかに関わら

ず、ユーザローミング元網の加入者データを消去するため、RON に対応するユーザローミング元網の

GLR-P に対してユーザ情報消去要求メッセージを送出する。ユーザ情報消去要求メッセージには、

MSN、着信登録 MSI、RON（加入者データ上に記憶されていたもの）、および登録種別（「位置登録

による着信登録とデフォルト着信登録」が設定される）を含む。 

 ユーザ情報消去要求メッセージ［位置登録による着信登録とデフォルト着信登録］を受信したユー

C
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ザローミング元網の GLR-P は、メッセージに含まれる NSN と RON の組み合わせに対応する加入者

データ上に登録された着信登録 MSI が、メッセージに含まれる MSI と一致すれば加入者データを削

除し、HLR-P へユーザ情報消去応答メッセージを返送する。ユーザ情報消去応答メッセージには加入

者認証情報リストおよび加入者認証種別を含む。着信登録 MSI が HLR-P から受信した MSI と一致し

なければ、GLR-P はエラー応答（登録不許可）を HLR-P へ返送する。 

 ユーザローミング元網の GLR-P からユーザ情報消去応答メッセージを受信した HLR-P は、加入者

がローミング非許容であれば、メッセージに含まれる加入者認証種別を加入者データ上に記憶し、位

置登録起動網の GLR-P へエラー応答（ローミング不許可）を返送する。加入者がローミング許容で

あれば、HLR-P は位置登録起動網から受信した RON と GLR 番号、およびデフォルト RON として記

憶し、ローミング不許可ビットが設定されていればこれを解除し、着信登録 MSI を消去する。HLR-P

は位置登録起動網の GLR-P へユーザ位置登録応答メッセージを返送する。ユーザ位置登録応答メッ

セージには発信情報、着信情報、加入者認証情報リスト、加入者認証種別および所有者 MSI を含む。 

 位置登録起動網の GLR-P は HLR-P からユーザ位置登録応答メッセージを受信すると、メッセージ

に含まれる発信情報、着信情報、加入者認証情報リスト、加入者認証種別および所有 MSI を加入者デー

タ上に記憶し、ユーザ登録応答メッセージを VMSC へ返送する。ユーザ登録応答メッセージにはパラ

メータを含まない。-登録種別が「位置登録によるデフォルト着信登録」である場合 

 ユーザ登録要求メッセージ［位置登録によるデフォルト着信登録］を受信した GLR-P は、メッセー

ジに含まれる MSN に対応する加入者データが登録されていなければ、未使用の RON を捕捉し、加入

者データ上にデフォルト着信登録 MSI を記憶する。加入者データが登録されていれば、GLR-P は加

入者データ上にデフォルト着信登録 MSI を記憶する。GLR-P は加入者データ上にデフォルト着信登

録 MSI を記憶すると、HLR-P への着信登録状態の設定と加入者データの読出を行うため、HLR-P に

対してユーザ位置登録要求メッセージを送出する。ユーザ位置登録要求メッセージには、MSN、RON、

登録種別（「位置登録によるデフォルト着信登録」が設定される）を含む。 

 ユーザ位置登録要求メッセージ ［位置登録によるデフォルト着信登録］ を受信した HLR-P はメッ

セージに含まれる MSN に対応する契約情報に基づいて、加入者が位置登録起動網へのローミングを

許容されているかどうかをチェックする。加入者がローミング非許容で、かつ加入者データ上にデ

フォルト RON が記憶されていなければ、HLR-P は位置登録起動網の GLR-P へエラー応答（ローミン

グ不許可）を返送する。加入者がローミング非許容で、かつ加入者データ上にデフォルト RON が記

憶されていれば、HLR-P は加入者データ上のデフォルト RON とデフォルト GLR 番号を消去し、ロー

ミング不許可ビットを設定し、ユーザローミング元網の GLR-P へユーザ情報消去要求メッセージを

返送する。ユーザ情報消去要求メッセージには MSN、 RON （加入者データ上に記憶されていたデ

フォルト RON が設定される）、および登録種別（「位置登録によるデフォルト着信登録」が設定さ

れる）を含む。加入者がローミング許容でかつ加入者データ上にデフォルト RON が記憶されていな

ければ、HLR-P は位置登録起動網の GLR-P から受信した RON と GLR 番号を加入者データ上にデフォ

ルト RON とデフォルト GLR 番号として記憶し、位置登録起動網の GLR-P へユーザ位置登録応答メッ

セージを返送する。ユーザ位置登録応答メッセージには着信情報および所有 MSI を含む。加入者が

ローミング許容で、かつ加入者データ上にデフォルト RON が記憶されていれば、ユーザローミング

元網の GLR-P へユーザ情報消去要求メッセージを返送する。ユーザ情報消去要求メッセージには

MSN、RON（加入者データ上に記憶されていたデフォルト RON が設定される）、および登録種別（「位

置登録によるデフォルト着信登録」が設定される）を含む。 

 ユーザ情報消去要求メッセージ［位置登録による着信登録］を受信したユーザローミング元網の

GLR-P は、メッセージに含まれる MSN と RON の組合せに対応する加入者データ上に着信登録 MSI

が記憶されていれば、デフォルト着信登録 MSI を消去する。着信登録 MSI が記憶されていなければ、
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GLR-P は加入者データを削除する。GLR-P はユーザ情報消去応答メッセージを HLR-P へ返送する。

ユーザ情報消去応答メッセージにはパラメータを含まない。 

 ユーザローミング元網の GLR-P からユーザ情報消去要求メッセージを受信した HLR-P は、加入者

が位置登録起動網へのローミングを許容されていなければ、位置登録起動網の GLR-P へエラー応答

（ローミング不許可）を返送する。加入者がローミングを許容であれば、HLR-P は位置登録起動網か

ら受信した RON と GLR 番号を加入者データ上にデフォルト RON とデフォルト GLR 番号として記憶

し、位置登録起動網の GLR-P へユーザ位置登録応答メッセージを返送する。ユーザ位置登録応答メッ

セージには着信情報および所有 MSI を含む。 

 

 位置登録起動網の GLR-P は HLR-P からユーザ位置登録応答メッセージを受信すると、メッセージに含ま

れる着信情報と所有 MSI を加入者データ上に登録し、ユーザ登録応答メッセージを VMSC へ返送する。ユー

ザ登録応答メッセージにはパラメータを含まない。 

 

3.7.1.5 位置登録手順の終了 

 VMSC はデフォルト MSN と着信登録 MSN リストに登録されたすべての加入者に対する着信登録が成功

すると、移動機に位置登録応答を返送し、位置登録手順を終了する。 

 

3.7.1.6 登録不許可が返された場合の手順 

 HLR-P はユーザローミング元網の GLR-P からエラー応答（登録不許可）が返されると、エラー応答（登

録不許可）を位置登録起動網の GLR-P へ返送する。 

 位置登録起動網の GLR-P は HLR-P からエラー応答（登録不許可）が返されると、エラー応答（登録不許

可）を VMSC へ返送する。 

 VMSC は GLR-P への位置登録による着信登録に対してエラー応答（登録不許可）が返されると、GLR-T

に記憶された着信登録 MSN を消去するため、GLR-T に対してユーザ登録要求メッセージを送出する。ユー

ザ登録要求メッセージには MSI、登録番号リスト（MSN が設定される）および登録種別（「着信登録解除」

が設定される）を含む。ユーザ登録要求メッセージを受信した GLR-P はメッセージに含まれる MSI に対応

する移動機データ上に記憶された着信登録 MSN リストのうち該当する MSN を消去し、ユーザ登録応答メッ

セージを VMSC へ返送する。 

 VMSC は GLR-P への位置登録による着信登録とデフォルト着信登録に対してエラー応答（登録不許可）

が返されると、GLR-P に対する位置登録によるデフォルト着信登録と、GLR-T に対する着信登録解除を行う。 

 

3.7.1.7 ローミング不許可が返された場合の手順 

 位置登録起動網の GLR-P は HLR-P からエラー応答（ローミング不許可）が返されると、エラー応答（ロー

ミング不許可）を VMSC へ返送する。 

 VMSC は GLR-P からエラー応答（ローミング不許可）が返されると、GLR 上の着信登録 MSN リスト中

の該当する MSN にローミング不許可ビットを設定するために、GLR-T に対してユーザ登録要求メッセージ

を送出する。ユーザ登録要求メッセージには MSI、登録番号リスト（MSN が設定される）、および登録種

別（「ローミング不許可ビット設定」が設定される）を含む。 

 ユーザ登録要求メッセージ［ローミング不許可ビット設定］を受信した GLR-T は、メッセージに含まれ

る MSI に対応する移動機データに含まれる着信登録 MSN リスト中の該当する MSN にローミング不許可を

ビット設定し、ユーザ登録応答メッセージを VMSC へ返送する。ユーザ登録応答メッセージにはパラメータ

を含まない。 

 

C
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3.7.2 詳細手順 

3.7.2.1 認証情報読出 

 VMSC は移動機から位置登録要求を受けると、移動機の認証を行うために GLR-T から認証情報の読出を

行う。 

 認証情報読出の詳細手順は、3.1.2.1 節を参照のこと。 

 

3.7.2.2 網間認証情報読出 

 VMSC から認証情報読出要求メッセージを受信した GLR-T は、ローミング移動機データが登録されてい

ない場合、ホーム網の HLR-T から認証情報の読出を行う。 

 網間認証情報読出の詳細手順は、3.1.2.2 節を参照のこと。 

 

3.7.2.3 位置登録 

 VMSC は移動機の正当性を確認すると、位置情報を登録するため、GLR-T へ位置登録を行う。 

 位置登録手順は、VMSC－GLR-T 間インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－位置登録要求メッセージ 

－位置登録応答メッセージ 

 位置登録要求メッセージは MSI、位置情報および PRN を含む。 位置登録応答メッセージは、デフォル

ト MSN および着信登録 MSN リストを含むことがある。 

 

3.7.2.3.1 VMSC における手順 

 VMSC における ASE 手順を図 3-41/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-42/JJ-70.10

に示す。 

 VMSC のアプリケーション機能は、GLR-T に位置情報を登録する必要が生じると、MAP に対して位置登

録を行うよう要求する。この要求メッセージは、位置登録要求（X）で表される。 

 VMSC は、GLR-T へ位置登録要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が得られる。 

－位置登録応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、デフォルトMSNと着信登録MSNリストを含むことがあり、

このデータが正常なものであれば、アプリケーション機能へ位置登録応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

位置登録要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

移動機ローミング先網での初めての位置登録時、GLR-T から HLR-T への移動機位  置登録手順

（3.7.2.4 節参照）の失敗により移動機データが読み出せなかった場合、位置登録要求メッセージ内の

データ異常の場合、または、GLR-T 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－ローミング不許可 

移動機ローミング先網での初めての位置登録時、GLR-TからHLR-Tへの移動機位置登録を行った際、

ローミング不許可が返送された場合。 
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－登録制御中 

移動機ローミング先網での初めての位置登録時、GLR-T から HLR-T への移動機位置登録を行った際

に、登録制御中が返された場合、または GLR-T 上でのデータの書込み、読出しが二重アクセスの排

他制御により拒否された場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、位置登録処理は終了する。 

 

 位置登録要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイマによって

手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

位置登録応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R）-REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.7.2.3.2 GLR-T における手順  

 GLR-T における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-43/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-44/JJ-70.10 に示す。

GLR-T は、VMSC から位置登録要求メッセージを受信すると、メッセージのフォーマットチェックを行う。

ここで異常が検出された場合、VMSC へ以下のメッセージが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して位置登録要求を送出す

る。この要求メッセージは、位置登録要求（X）で表される。 

 位置登録要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－位置登録応答（X） 

位置登録手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

移動機ローミング先網での初めての位置登録時、GLR-T－HLR-T 間の移動機位置登録手順の失敗によ

り、移動機データを読み出せなかった場合、位置登録要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、

GLR-T 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－ローミング不許可（X） 

移動機に対してローミングが許可されていない場合。 

－登録制御中（X） 

移動機ローミング先網での初めての位置登録時、GLR-T から HLR-T への移動機位置登録を行った際

に、登録制御中が返された場合、または GLR-T 上でのデータの書き込み、読出が二重アクセスの排

他制御により拒否された場合。 

 

 位置登録応答（X）が返された場合、VMSC へ位置登録応答メッセージが送られる。 

 

 位置登録応答メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、次 

のような形で、VMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

位置登録応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-41/JJ-70.10 

位置登録における VMSC での ASE 手順 
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図 3-42/JJ-70-10 

位置登録における VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-43/JJ-70.10 

位置登録における GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-44/JJ-70.10 

位置登録における GLR-T での ASE 手順 
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3.7.2.4 移動機位置登録 

 GLR-T は VMSC から位置登録要求を受けると、ローミング移動機データが登録されていなければ、ホー

ム網に移動機ローミング状態を登録するため、HLR-T へ移動機位置登録を行う。 

 移動機位置登録手順は、GLR-T－HLR-T 間インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－移動機位置登録要求メッセージ 

－移動機位置登録応答メッセージ 

 移動機位置登録要求メッセージは MSI、RMI および GLR 番号を含む。 

 移動機位置登録応答メッセージは、移動機情報、デフォルト MSN、暗証番号、移動機認証情報リスト、

所有者 MSN および登録番号リストを含む。 

 

3.7.2.4.1 GLR-T における手順  

 GLR-T における ASE 手順を図 3-45/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-46/JJ-70.10

に示す。 

 GLR-T のアプリケーション機能は、HLR-T に移動機ローミング状態を登録する必要が生じると、MAP に

対して移動機位置登録を行うよう要求する。この要求メッセージは、移動機位置登録要求（X）で表される。 

 VMSC は、GLR-T へ移動機位置登録要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答が得られる。 

－移動機位置登録応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、移動機情報、デフォルト MSN、暗証番号、移動機認証情

報リストおよび登録番号リストを含み、このデータが正常なものであれば、アプリケーション機能へ

移動機位置登録応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

移動機位置登録要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

移動機ローミング先網での初めての位置登録時、HLR-T から移動機ローミング元網の GLR-T への移

動機情報消去手順（3.7.2.5 節参照）の失敗によりローミング移動機データの引継ぎ情報が読み出せな

かった場合、移動機位置登録要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-T 内のリソースブ

ロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－ローミング不許可 

移動機に対してローミングが許可されていない場合。 

－登録制御中 

移動機ローミング先網での初めての位置登録時、HLR-T から GLR-T への移動機位置登録を行った際

に、登録制御中が返された場合、または HLR-T 上でのデータの書込み、読出しが二重アクセスの排

他制御により拒否された場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、移動機位置登録処理は終了する。 

 

 移動機位置登録要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

C
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 TCAP は、タイマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

移動機位置登録応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.7.2.4.2 HLR-T における手順 

 HLR-T における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-47/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-48/JJ-70.10 に示す。

HLR-T は、GLR-T から移動機位置登録要求メッセージを受信すると、メッセージのフォーマットチェック

を行う。ここで異常が検出された場合、VMSC へ以下のメッセージが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して移動機位置登録要求を

送出する。この要求メッセージは、移動機位置登録要求（X）で表される。 

 移動機位置登録要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－移動機位置登録応答（X） 

移動機位置登録手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

HLR-T－移動機ローミング元網の GLR-T 間の移動機情報消去手順の失敗により、ローミング移動機

データが消去できなかった場合、移動機位置登録要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、

HLR-T 内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－ローミング不許可（X） 

移動機に対してローミングが許可されていない場合。 

－登録制御中（X） 

HLR-T から移動機ローミング元網の GLR-T に対して移動機情報消去を行った際に、登録制御中が返

された場合、または HLR-T 上でのデータの書き込み、読出が二重アクセスの排他制御により拒否さ

れた場合。 

 

 移動機位置登録応答（X）が返された場合、VMSC へ移動機位置登録応答メッセージが送られる。 
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 移動機位置登録応答メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、

次のような形で、VMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

移動機位置登録応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-45/JJ-70.10 
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図 3-46/JJ-70.10 

移動機位置登録における GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-47/JJ-70.10 

移動機位置登録における HLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-48/JJ-70.10 

移動機位置登録における HLR-T での ASE 手順 
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3.7.2.5 移動機情報消去 

 HLR-T は GLR-T から移動機位置登録要求を受けると、移動機データに RMI が登録されていれば、移動機

ローミング元網のローミング移動機データの消去と引継ぎ情報の読出を行うため、移動機ローミング元網の

GLR-T へ移動機情報消去を行う。 

 移動機情報消去の詳細手順は、3.17.2 節を参照のこと。 

 

3.7.2.6 ユーザ登録 

 VMSC は移動機の位置登録が完了すると、移動機に対応するデフォルト着信登録ユーザおよび着信登録

MSN リストに登録されたすべてのユーザに対して、位置登録による着信登録を行う。VMSC は GLR-P に対

してユーザ登録手順を実行する。 

 ユーザ登録の詳細手順は、3.1.2.3 節を参照のこと。 

 

3.7.2.7 ユーザ位置登録 

 GLR-P はデフォルト着信登録ユーザおよび着信登録 MSN リストに登録されたすべてのユーザの着信登録

を行うため、HLR-P に対してユーザ位置登録手順を実行する。 

 ユーザ位置登録の詳細手順は、3.1.2.4 節を参照のこと。 

 

3.7.2.8 ユーザ情報消去 

 HLR-P はユーザローミング元網のローミング加入者データを消去するため、ユーザローミング元網の

GLR-P に対してユーザ情報消去手順を実行する。 

 ユーザ情報消去の詳細手順は、3.1.2.5 節を参照のこと。 
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3.8 セキュリティ情報読出 

3.8.1 手順の概要 

 セキュリティ情報とは、ユーザや移動機の正当性を確認するために使用するデータを指す。セキュリティ

情報は HLR-P、HLR-T、GLR-P および GLR-T において、加入者または移動機ごとに、それぞれ次に示す情

報を管理する。 

－HLR-P が持つセキュリティ情報 

加入者認証キー 

－HLR-T が持つセキュリティ情報 

移動機認証キー 

－GLR-P が持つセキュリティ情報 

加入者認証用乱数と加入者認証演算結果と加入者秘匿キーの組 

－GLR-T が持つセキュリティ情報 

移動機認証用乱数と移動機認証演算結果と移動機秘匿キーと移動機所有者の加入者認証演算結果の

組 

 

3.8.1.1 加入者セキュリティ情報の転送 

 GLR-P はローミング加入者データ上に加入者認証用乱数と加入者認証演算結果と加入者秘匿キーの組を

いくつか記憶する。VMSC は加入者の認証または秘匿が必要になると、GLR-P が記憶しているセキュリティ

情報のうち一組を読出して認証または秘匿を行う。読出されたセキュリティ情報は GLR-P 上から廃棄され

る。 

 GLR-P は、記憶しているセキュリティ情報が一定数以下になると、HLR-P からセキュリティ情報を読み出

すため、HLR-P に対してセキュリティ情報読出要求メッセージを送出する。セキュリティ情報読出要求メッ

セージには要求数を含む。 

 セキュリティ情報読出要求メッセージを受信した HLR-P は、メッセージに含まれる要求数分の加入者認

証用乱数を生成する。ただし要求数が 6 以上の場合は要求数が 5 であるとみなし、加入者認証用乱数を 5 個

生成する。また加入者認証キーとこれらの加入者認証用乱数を用いて、それぞれの加入者認証用乱数に対応

する加入者認証演算結果と加入者秘匿キーを生成する。HLR-P は、要求数分の加入者認証用乱数と加入者認

証演算結果と加入者秘匿キーの組を、セキュリティ情報読出応答メッセージにより GLR-P へ返送する。 

 

3.8.1.2 移動機セキュリティ情報の転送 

 GLR-T はローミング移動機データ上に移動機認証用乱数と移動機認証演算結果と移動機秘匿キーと移動

機所有者の加入者認証演算結果の組をいくつか記憶する。VMSC は移動機の認証または秘匿が必要になると、

GLR-T に記憶しているセキュリティ情報のうち一組を読出して認証または秘匿を行う。読出されたセキュリ

ティ情報は GLR-T 上から廃棄される。 

 GLR-T は、記憶しているセキュリティ情報が一定数以下になると、HLR-T からセキュリティ情報を読み

出すため、HLR-T に対してセキュリティ情報読出要求メッセージを送出する。セキュリティ情報読出要求

メッセージには要求数を含む。 

 セキュリティ情報読出要求メッセージを受信した HLR-T は、メッセージに含まれる要求数分の移動機認

証用乱数を生成する。ただし要求数が 5 以上の場合は要求数が 4 であるとみなし、移動機認証用乱数を 4 個

生成する。また移動機認証キーとこれらの移動機認証用乱数を用いて、それぞれの移動機認証用乱数に対応

する移動機認証演算結果と移動機秘匿キーと移動機所有者の加入者認証演算結果を生成する。HLR-T は、要

求数分の移動機認証用乱数と移動機認証演算結果と移動機秘匿キーと移動機所有加入者認証演算結果の組

を、セキュリティ情報読出応答メッセージにより GLR-T へ返送する。 

C
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3.8.2 詳細手順 

 GLR-P はローミング加入者の認証または秘匿のための情報を記憶するため、HLR-P からセキュリティ情報

の読出を行う。また GLR-T はローミング移動機の認証または秘匿のための情報を記憶するため、HLR-T か

らセキュリティ情報の読出を行う。 

 セキュリティ情報読出手順は、GLR-P－HLR-P インタフェースおよび GLR-T－HLR-T インタフェース上

での次のメッセージの交換により行われる。 

－セキュリティ情報読出要求メッセージ 

－セキュリティ情報読出応答メッセージ 

 セキュリティ情報読出要求メッセージは、GLR-P が送出する場合は MSN および要求数を、GLR-T が送出

する場合は MSI および要求数を含む。 

 セキュリティ情報読出応答メッセージは、HLR-P が送出する場合は加入者認証情報リストを、HLR-T が送

出する場合は移動機認証情報リストを含む。 

 

3.8.2.1 GLR-P または GLR-T における手順 

 GLR-P または GLR-T における ASE 手順を図 3-49/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順

を図 3-50/JJ-70.10 に示す。 

 GLR-P または GLR-T のアプリケーション機能は、セキュリティ情報の読出が必要になると MAP に対して

セキュリティ情報読出要求を行う。この要求メッセージは、セキュリティ情報読出要求（X）で表される。 

 GLR-P または GLR-T は、HLR-P または HLR-T にセキュリティ情報読出要求メッセージを送出する。これ

に対し以下の応答が得られる。 

－セキュリティ情報読出応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、要求された数のセキュリティ情報を含み、このデータが正

常なものであれば、アプリケーション機能へセキュリティ情報読出  応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

セキュリティ情報読出要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

セキュリティ情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-P または HLR-T 内のリ

ソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－ローミング不許可 

加入者または移動機に対してローミングが許可されていない場合。 

－登録制御中 

加入者データまたは移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、セキュリティ情報読出処理は終了する。 
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 セキュリティ情報読出要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タ

イマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

セキュリティ情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.8.2.2 HLR-P または HLR-T における手順 

 HLR-P または HLR-T における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-51/JJ-70.10 に、ASE 手順を図

3-52/JJ-70.10 に示す。HLR-P または HLR-T は、GLR-P または GLR-T からセキュリティ情報読出要求メッセー

ジを受信すると、メッセージのフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、GLR-P または

GLR-T へ以下のメッセージが返され、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対してセキュリティ情報読出

要求を送出する。この要求メッセージは、セキュリティ情報読出要求（X）で表される。 

 セキュリティ情報読出要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－セキュリティ情報読出応答（X） 

セキュリティ情報読出手順が成功の場合。要求された数のセキュリティ情報を含む。 

－イリーガル（X） 

セキュリティ情報読出要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-P または HLR-T 内のリ

ソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－ローミング不許可（X） 

加入者または移動機に対してローミングが許可されていない場合。 

－登録制御中（X） 

加入者データまたは移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 セキュリティ情報読出応答（X）が返された場合、GLR-P または GLR-T へセキュリティ情報読出応答メッ

セージが送られる。 
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 セキュリティ情報読出応答メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結

果は、次のような形で、GLR-P または GLR-T へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

セキュリティ情報読出応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） ローミング不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-49/JJ-70.10 

セキュリティ情報読出における GLR-P/GLR-T での ASE 手順 
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図 3-50/JJ-70.10 

セキュリティ情報読出における GLR-P/GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-51/JJ-70.10 

セキュリティ情報読出における HLR-P/HLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 

オペレーション名
セキュリティ情報読出 

 
空 
 

0

TC-BEGIN 
IND 

ｾｷｭﾘﾃｨ情報 
読出応答 

 
空 
 

0

 
応答待ち 

 

2 

TC- 
RESULT-L 

REQ 

 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ処理 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ待ち 

1

ｾｷｭﾘﾃｨ情報 
読出要求 

TC-INVOKE 
IND 

TC-END 
REQ 

空 
0

TC-END
REQ 

TC-L-
REJECT 

IND 

 
拒否表示 イリーガル メモリ

エラー 
ローミング 
不許可 

登録
制御中 

TC-U- 
REJECT 

REQ 

TC-U-
ERROR 

REQ



 

 - 145 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-52/JJ-70.10 

セキュリティ情報読出における HLR-P/HLR-T での ASE 手順 
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3.9 チャネル切替 

3.9.1 チャネル切替の定義 

3.9.1.1 基本チャネル切替 

 AMSC と FMSC が同じ場合に、起こるチャネル切替。 

 

3.9.1.2 拡張チャネル切替 

 発着信時、呼設定によって加入者線延長状態（AMSC と FMSC が異なる状態）になった後に、起こるチャ

ネル切替。 

 

3.9.1.3 連続チャネル切替 

 基本チャネル切替または拡張チャネル切替後、加入者線延長状態になった場合に起こるチャネル切替。 

 

 これら３つのチャネル切替の概念図を図 3-53/JJ-70.10、図 3-54/JJ-70.10、図 3-55/JJ-70.10 に示す。 

 

3.9.2 インタフェースの規定 

 チャネル切替パターンは、以下の３パターンに分類できる。 

（a） AMSC から、FMSC1 への基本チャネル切替。 

（b） FMSC1 から、AMSC への拡張チャネル切替又は、連続チャネル切替。 

（c） FMSC1 から、FMSC2 への拡張チャネル切替又は、連続チャネル切替。 

このチャネル切替の完了後、FMSC1 への接続は解放され FMSC2 が新たに FMSC1 となる。 

 

3.9.3 手順の概要 

3.9.3.1 基本チャネル切替手順 

 AMSC から切替先 FMSC1 への、正常な基本チャネル切替のための手順を図 4-90/JJ-70.10 に示す。 

 

3.9.3.2 拡張／連続チャネル切替手順 

 在圏 MSC（FMSC1）から、切替先 MSC（FMSC2）への、正常な拡張／連続チャネル切替のための手順を

図 4-91/JJ-70.10 に示す。 

 基地局制御オペレーションの詳細は、3.10 を参照。 
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3.9.3.3 基本チャネル切替 

 呼制御 MSC=在圏 MSC となっている状態において行われる局間チャネル切替を基本チャネル切替と呼ぶ。

数回の局間チャネル切替が行われた後に呼制御 MSC=在圏 MSC となった状態に続いて行われる局間チャネ

ル切替も基本チャネル切替に含む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-53/JJ-70.10 基本チャネル切替 

 

 

3.9.3.4 拡張チャネル切替 

 通話開始時に呼制御 MSC≠在圏 MSC となっている状態において、通話開始後初めて行われる局間チャネ

ル切替を拡張チャネル切替と呼ぶ。また、下図には示されていないが、この局間チャネル切替後に呼制御

MSC=新在圏 MSC となる場合も拡張チャネル切替に含む。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-54/JJ-70.10 拡張チャネル切替 
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3.9.3.5 連続チャネル切替 

 基本チャネル切替、拡張チャネル切替が行われた後に行われる局間チャネル切替を連続チャネル切替と呼

ぶ。ただし、拡張チャネル切替後、呼制御 MSC=在圏 MSC となった場合に続く局間チャネル切替は拡張チャ

ネル切替には含まない。（この場合は基本チャネル切替になる。）また、下図には示されていないが、この

局間チャネル切替後に呼制御 MSC=新在圏 MSC となる場合も拡張チャネル切替に含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-55/JJ-70.10 連続チャネル切替 
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3.10 基地局制御 

3.10.1 手順の概要 

 本オペレーションは加入者線延長時（呼制御 MSC（AMSC）と在圏 MSC（FMSC）が異なる場合）の AMSC

－FMSC 配下基地局間、あるいは基地局－基地局間で信号を送受するために使用される。 

 VMSC は、基地局制御指示メッセージを受信すると、本メッセージ中に含まれている基地局制御情報パラ

メータをそのまま配下の基地局に対して転送する。また、VMSC は配下の基地局から AMSC 行き、あるい

は他 VMSC 配下の基地局行きの信号を受信すると、この信号内容を基地局制御情報パラメータに設定して

AMSC、あるいは他 VMSC へ基地局制御指示メッセージを転送する。 

 本オペレーションはクラス４のオペレーションであるため、各々の基地局制御指示メッセージと制御の対

象となる呼との対応づけを行う情報が必要である。このために、相手側のアプリケーション機能を識別する

情報として SCR（Signal transfer control call reference）を使用する。同一呼に対する基地局制御指示メッセー

ジには同一の SCR を設定する。 

 SCR は、加入者線延長状態開始時において、AMSC のアプリケーション機能と FMSC のアプリケーショ

ン機能との間で交換される。交換時においては、自局で捕捉し相手側に通知する SCR を SCR-S に設定し、

相手側のアプリケーション機能で捕捉され相手側アプリケーション機能を識別するための SCR を SCR-D に

設定する。さらに、SCR 情報によって、新しく SCR を捕捉する指示、あるいはすでに捕捉されている SCR

を継続使用する指示、あるいは解放する等、SCR に対する制御を指示する。この場合、基地局制御指示メッ

セージで転送される制御信号種別と SCR 情報との対応は本標準の対象外である。 

 但し、基地局－基地局間で転送される信号は、アプリケーション機能を経由しないため SCR は使用され

ず、SCR-S、SCR-D、SCR 情報は設定されない。 

 

3.10.2 詳細手順 

3.10.2.1 AMSC／FMSC における手順 

 基地局制御指示を送出する際の AMSC／FMSC における ASE 手順を図 3-56/JJ-70.10 に示す。また、ASE

／TCAP インタフェース手順を図 3-57/JJ-70.10 に示す。 

 AMSC／FMSC は、アプリケーション機能から基地局制御指示（X）を受けると、FMSC／AMSC に対して

基地局制御指示メッセージを送出する。 

 

 基地局制御指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

 基地局制御指示メッセージ送出後、AMSC／FMSC 側の MAP、TCAP リソースは解放される。 

 

3.10.2.2 FMSC／AMSC における手順 

 FMSC／AMSC における ASE－TCAP インタフェース手順を図 3-58/JJ-70.10 に示す。また、ASE 手順を図

3-59/JJ-70.10 に示す。 

 FMSC／AMSC における手順は、AMSC／FMSC より基地局制御指示メッセージを受信した時に開始され

る。 

 

 基地局制御指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブで受信される。 

 

 基地局制御指示メッセージ受信後、FMSC／AMSC 側の MAP、TCAP リソースは解放される。 

C
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図 3-56/JJ-70.10 

基地局制御における AMSC/FMSC での ASE 手順 
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図 3-57/JJ-70.10 

基地局制御における AMSC/FMSC での ASE/TCAP インターフェース手順 
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図 3-58/JJ-70.10 

基地局制御における FMSC/AMSC での ASE/TCAP インターフェース手順 
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図 3-59/JJ-70.10 

基地局制御における FMSC/AMSC での ASE 手順 

 

 

3.11 移動機制御 

3.11.1 手順の概要 

 本オペレーションは加入者線延長時（呼制御 MSC（AMSC）と在圏 MSC（FMSC）が異なる場合）、AMSC

と FMSC 配下の移動機との間で信号を送受するために使用される。 

 VMSC は、移動機制御指示メッセージを受信すると、本メッセージ中に含まれている移動機制御情報パラ

メータをそのまま配下の移動機へ転送する。また、VMSC は配下の移動機から AMSC 行き、あるいは他の

VMSC 配下の基地局行きの信号を受信すると、この信号内容を移動機制御情報パラメータに設定して AMSC、

あるいは他 VMSC へ移動機制御指示メッセージを転送する。 

 本オペレーションはクラス４のオペレーションであるため、各々の移動機制御指示メッセージと制御の対

象となる呼との対応づけを行う情報が必要である。このために、相手側のアプリケーション機能を識別する

情報として SCR（Signal transfer control call reference）を使用する。そして、同一呼に対する移動機制御指示

メッセージには同一の SCR が設定される。 

 SCR としては、基地局制御指示メッセージで交換された SCR、あるいは在圏接続 IAM と ACM とで、あ

るいはチャネル切替 IAM と ACM とで交換された SCR を継続使用する。 

 

3.11.2 詳細手順 

3.11.2.1 AMSC／FMSC における手順 

 移動機制御指示を送出する際の AMSC／FMSC における ASE 手順を図 3-60/JJ-70.10 に示す。また、ASE

－TCAP インタフェース手順を図 3-61/JJ-70.10 に示す。 
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基地局制御指示
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 AMSC／FMSC は、アプリケーション機能から移動機制御指示（X）を受けると、FMSC／AMSC に対して

移動機制御指示メッセージを送出する。 

 

 移動機制御指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

 移動機制御指示メッセージ送出後、AMSC／FMSC 側の MAP、TCAP リソースは解放される。 

 

3.11.2.2 FMSC／AMSC における手順 

 FMSC／AMSC における ASE－TCAP インタフェース手順を図 3-62/JJ-70.10 に示す。また、ASE 手順を図

3-63/JJ-70.10 に示す。 

 FMSC／AMSC における手順は、AMSC／FMSC より移動機制御指示メッセージを受信した時に開始され

る。 

 

 移動機制御指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブで受信される。 

 

 移動機制御指示メッセージ受信後、FMSC／AMSC 側の MAP、TCAP リソースは解放される。 
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図 3-60/JJ-70.10 

移動機制御における AMSC/FMSC での ASE 手順 
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図 3-61/JJ-70.10 

移動機制御における AMSC/FMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-62/JJ-70.10 

移動機制御における FMSC/AMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-63/JJ-70.10 

移動機制御における FMSC/AMSC での ASE 手順 
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3.12 LM 制御 

3.12.1 手順の概要 

 LM 制御は、加入者または移動機の空／塞（通話中（呼接続中も含む）か否か）を示すフラグを発信情報・

着信情報読出失敗時、あるいは終話時（回線リソースブロック時、ACM 受信タイムアウト時を含む）に空

き状態にするために行う。 

 このフラグを塞がり状態にするのは、発信情報読出要求メッセージあるいは着信情報読出要求メッセージ

を GLR-P／HLR-P（加入者に対する LM 制御時）、GLR-T （移動機に対する LM 制御時）が受信した時点

である。そして、発信情報読出あるいは着信情報読出に失敗した場合および終話時に、LM 制御オペレーショ

ンにより加入者状態または移動機状態を空き状態にする。また、LM 塞がり状態における終話時には LM 制

御を行わない。表 3-1/JJ-70.10 に LM 制御オペレーションを起動するノードを示す。 

 

表 3-1/JJ-70.10 LM 制御オペレーションを起動するノード 

条件 ノード 

発信時 VMSC 

着信時、着信情報読出失敗時 読出を行った GMSC 

着信時、ACM 信号の出る前 加入者 LM を記憶する網の GMSC 

着信時、終話時 VMSC 

 

 

 図 4-71/JJ-70.10 着信シーケンスに、加入者に関する着信情報読出失敗時または移動機に関する着信情報読

出失敗時における LM 制御の手順の概要を示す。図 4-74/JJ-70.10 発信シーケンスに加入者に関する発信情報

読出失敗時または移動機に関する発信情報読出失敗時における LM 制御の手順の概要を示す。また、LM 制

御手順を含んだ終話シーケンスは、図 4-77/JJ-70.10 ～図 4-82/JJ-70.10 終話シーケンスを参照のこと。 

 

 AMSC／GMSC は、LM 制御要求が発生すると、LM 制御指示メッセージを GLR-P／GLR-T に送出する。

LM 制御指示メッセージは MSN または MSI のいずれか一方と LM 制御情報（「アイドル」が設定される）

を含む。 

 GLR-T は、LM 制御指示メッセージを受信すると移動機 LM 情報の値を「空」に設定する。 

 GLR-P は、LM 制御指示メッセージを受信すると、メッセージに含まれる MSN に対応する加入者データ

が登録されており、かつその加入者の着信登録 MSI が記憶されていれば、加入者 LM 情報の値を「空」に設

定する。GLR-P 上に加入者データが登録されていないか、またはその加入者の着信登録 MSI が記憶されて

いなければ、GLR-P はユーザホーム網の HLR-P に対して網間 LM 制御指示メッセージを送出する。網間 LM

制御指示メッセージには MSN と LM 制御情報（「アイドル」が設定される）を含む。 

 LM 制御表示指示メッセージまたは網間 LM 制御指示メッセージを受信した HLR-P は、メッセージに含ま

れる MSN に対応する加入者データ上に RON が登録されていなければ、その加入者データ上の加入者 LM 情

報の値を「空」に設定する。RON が登録されていれば、HLR-P は着信登録網の GLR-P に対して網間 LM 制

御指示メッセージを送出する。網間 LM 制御指示メッセージには MSN、RON および LM 制御情報（「アイ

ドル」が設定される）を含む。 

 着信登録網の GLR-P は網間 LM 制御指示メッセージを受信すると、メッセージに含まれる MSN と RON

の組合せに対応する加入者データ上の加入者 LM 情報の値を「空」に設定する。 

 

注）着信網 GMSC が GLR-P に対して LM 制御オペレーションを行う場合、LM 制御指示メッセージに含ま

れる MSN パラメータには実際には RON が設定される。 

C
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3.12.2 詳細手順 

3.12.2.1 LM 制御 

3.12.2.1.1 GMSC／AMSC における手順  

 ASE 手順を図 3-64/JJ-70.10 に示す。 

 ASE／TCAP インタフェース手順は図 3-65/JJ-70.10 に示す。 

 GMSC または AMSC は、LM 制御要求が発生すると、LM 制御指示メッセージを GLR-P／GLR-T に送出す

る。 

 LM 制御指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

3.12.2.1.2 GLR-P／GLR-T における手順  

 ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-66/JJ-70.10 に示す。 

 ASE 手順を図 3-67/JJ-70.10 に示す。 

 GLR-P／GLR-T における手順は、GMSC または AMSC より LM 制御指示メッセージを受信した時に開始

される。 

 LM 制御指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブで受信される。 
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図 3-64/JJ-70.10 

LM 制御における GMSC／AMSC での ASE 手順 
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図 3-65/JJ-70.10 

LM 制御における GMSC／AMSC での ASE／TCAP インタフェース手順 
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図 3-66/JJ-70.10 

LM 制御における GLR-P／GLR-T での ASE／TCAP インタフェース手順 
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図 3-67/JJ-70.10 

LM 制御における GLR-P／GLR-T での ASE 手順 
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3.12.2.2 網間 LM 制御 

3.12.2.2.1 GLR-P／HLR-P （起動側）における手順 

 ASE 手順を図 3-68/JJ-70.10 に示す。 

 ASE／TCAP インタフェース手順は図 3-69/JJ-70.10 に示す。 

 GLR-P または HLR-P は、網間 LM 制御要求が発生すると、網間 LM 制御指示メッセージを HLR-P／GLR-P

に送出する。 

 網間 LM 制御指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

3.12.2.2.2 HLR-P／GLR-P （被起動側）における手順  

 ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-70/JJ-70.10 に示す。 

 ASE 手順を図 3-71/JJ-70.10 に示す。 

 HLR-P／GLR-P における手順は、GLR-P または HLR-P から網間 LM 制御指示メッセージを受信した時に

開始される。 

 網間 LM 制御指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブで受信される。 
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図 3-68/JJ-70.10 

網間 LM 制御における GLR-P／HLR-P （起動側）での ASE 手順 
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図 3-69/JJ-70.10 

網間 LM 制御における GLR-P／HLR-P （起動側）での ASE／TCAP インタフェース手順 
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図 3-70/JJ-70.10 

網間 LM 制御における HLR-P／GLR-P （被起動側）での ASE／TCAP インタフェース手順 
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図 3-71/JJ-70.10 

網間 LM 制御における HLR-P／GLR-P （被起動側）での ASE 手順 
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3.13 PRN 登録 

3.13.1 手順の概要 

 移動加入者への着信接続は位置登録時に HLR-T あるいは GLR-T に登録された PRN に基づいて行われる。

しかし、この PRN が示す VMSC への回線がビジーの場合、同一 LI 内に複数の VMSC が存在すれば、この

LI 内の他 VMSC へ迂回接続を行う。迂回接続が行われた場合には、当該加入者への第２コールの着信のた

め迂回先 VMSC は PRN 登録指示メッセージを送出し、自局 PRN を呼制御 MSC の PRN として HLR-T また

は GLR-T に登録する。VMSC は代表接続 IAM の着番号として設定されている PRN と自局 PRN が異なる場

合に迂回が行われたと判断し、PRN 登録を起動する。 

 

 図 3-72/JJ-70.10 に PRN 登録の概略図を示す。また、図 4-92/JJ-70.10 に PRN 登録シーケンスを示す。 

 PRN 登録指示メッセージは MSI、PRN を含む。 

 

3.13.2 詳細手順 

3.13.2.1 VMSC における手順 

 PRN 登録を送出する際の VMSC における ASE 手順を図 3-73/JJ-70.10 に示す。また、ASE／TCAP インタ

フェース手順を図 3-74/JJ-70.10 に示す。 

 

 VMSC は、アプリケーション機能から PRN 登録指示（X）を受けると、GLR-T に対して PRN 登録指示メッ

セージを送出する。 

 

 PRN 登録指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

3.13.2.2 GLR-T における手順 

 GLR-T における ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-75/JJ-70.10 に示す。また、ASE 手順を図

3-76/JJ-70.10 に示す。 

 GLR-T における手順は、VMSC より PRN 登録指示メッセージを受信した時に開始される。 

 

 PRN 登録指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブで受信される。 
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図 3-72/JJ-70.10 
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図 3-73/JJ-70.10 

PRN 登録における VMSC での ASE 手順 
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図 3-74/JJ-70.10 

PRN 登録における VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-75/JJ-70.10 

PRN 登録における HLR-T または GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-76/JJ-70.10 

PRN 登録における HLR-T または GLR-T での ASE 手順 

PRN 登録指示
（X） 

PRN 登録
指示 

空 

空 
0

0



 

 - 176 - ＪＪ－７０．１０ 

3.14 コーディック制御 

3.14.1 手順の概要 

 コーディック制御は、VMSC に設置されるコーディックの動作モード（音声・非電話・コーディックス

ルー）を変更するために行う。コーディックモードの変更は以下の場合に必要となる。 

 

3.14.1.1 移動－移動コーディックスルー制御 

 移動機間音声通信時に発着 VMSC のコーディックをコーディックスルーモードに設定する場合（図

4-93/JJ-70.10）。 

 本標準では、基本呼接続のみを対象とする。このため、網間でのコーディック制御は上記の場合に限る。 

 

 以上のコーディック制御は、コーディック設定と確認手順およびコーディック監視と確認手順により実現

される。但し、コーディック監視と確認手順はオプションとする。 

 

コーディック設定に必要なメッセージは、以下の通りである。 

－コーディック設定要求指示メッセージ 

－コーディック設定確認指示メッセージ 

コーディック監視に必要なメッセージは、以下の通りである。 

－コーディック監視要求指示メッセージ（オプション） 

－コーディック監視確認指示メッセージ（オプション） 

 コーディック設定要求指示メッセージは、IICR、コーディック状態を含む。本メッセージにより、コー

ディックを『コーディック状態』パラメータで指定される状態に遷移させる。 

 コーディック設定確認指示メッセージは、IICR、OK/NG を含む。 

 コーディック監視要求指示メッセージは、IICR を含む。本メッセージは、コーディックが正常動作をして

いるかを確かめるものである。 

 コーディック監視確認指示メッセージは、IICR、OK/NG を含む。本メッセージは、コーディック監視要

求に対し、コーディックが正常に動作しているかどうかの応答を返送する目的で使用される。 

 IICR は、呼接続時、チャネル切替時において AMSC と FMSC の間で交換されるもので、上記のコーディッ

ク制御メッセージを送る場合に相手側において呼を識別するために使用する。従って、IICR により制御対象

となるコーディックが特定できる。 

 なお、コーディック設定手順、コーディック監視手順における、コーディック設定確認待ちタイマ、コー

ディック監視確認待ちタイマは AP 部で持つ。 

 また、コーディック設定確認指示メッセージ中の OK/NG パラメータにおいて REJECT（注）が設定され

て返送されてきた場合は、コーディック状態を変更前の状態のまま維持させ、通信を継続させるが、不可能

な場合は切断する。 

（注）コーディック設定要求指示メッセージを受信した MSC が何らかの要因で、コーディック設定要求を

拒否する場合。 

 

3.14.2 詳細手順 

3.14.2.1 コーディック設定手順 

3.14.2.1.1 コーディック設定要求元 VMSC（着側 AMSC）における手順 

 コーディック設定要求元 VMSC（着側 AMSC）でのコーディック設定要求指示メッセージ送信における

ASE 手順を図 3-77/JJ-70.10 に示す。また、ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-78/JJ-70.10 に示す。 
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 コーディック設定要求元 VMSC（着側 AMSC）でのコーディック設定確認指示メッセージ受信における

ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-82/JJ-70.10 に示す。また、ASE 手順を図 3-81/JJ-70.10 に示す。 

 コーディック設定要求元 VMSC（着側 AMSC）では、コーディックモードの変更を要求する場合に、コー

ディック設定要求先 VMSC（発側 AMSC）にコーディック設定要求指示メッセージを送信する。 

 コーディック設定要求指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブにより送信される。 

 

 コーディック設定要求元 VMSC（着側 AMSC）は、コーディック設定確認指示メッセージの受信により、

要求先の VMSC（発側 AMSC）でコーディックモード設定が完了したことを確認する。 

 コーディック設定確認指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブにより受信される。 

 

3.14.2.1.2 コーディック設定要求先 VMSC（発側 AMSC）における手順 

 コーディック設定要求先 VMSC（発側 AMSC）でのコーディック設定要求指示メッセージ受信における

ASE／TCAP インタフェ－ス手順を図 3-79/JJ-70.10 に示す。また、ASE 手順を図 3-80/JJ-70.10 に示す。 

 コーディック設定要求先 VMSC（発側 AMSC）でのコーディック設定確認指示メッセージ送信における

ASE 手順を図 3-84/JJ-70.10 に示す。また、ASE／TCAP インタフェ－ス手順を図 3-83/JJ-70.10 に示す。 

 コーディック設定要求指示メッセージを受信することにより、コーディック設定を要求された VMSC（発

側 AMSC）では、指定されたコーディックの状態をメッセージに含まれたコーディック状態に従ったモード

に設定する。 

 コーディック設定要求指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブにより受信される。 

 コーディック設定を要求された VMSC（発側 AMSC）では、コーディック状態の設定が完了すると、要求

元の VMSC（着側 AMSC）に対してコーディック設定確認指示メッセージを返送する。但し、何らかの要因

によりコーディック設定要求指示メッセージを受け付けることが出来ない場合は、OK/NG パラメータに

REJECT を設定してコーディック設定確認指示メッセージを返送する。 

 コーディック設定確認指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブにより送信される。 

 

3.14.2.2 コーディック監視手順（オプション） 

3.14.2.2.1 コーディック監視要求元 VMSC（着側 AMSC）における手順 

 コーディック監視要求元 VMSC（着側 AMSC）でのコーディック監視要求指示メッセージ送信における

ASE 手順を図 3-85/JJ-70.10 に示す。また、ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-86/JJ-70.10 に示す。 

 コーディック監視要求元 VMSC（着側 AMSC）でのコーディック監視確認指示メッセージ受信における

ASE／TCAP インタフェ－ス手順を図 3-90/JJ-70.10 に示す。また、ASE 手順を図 3-89/JJ-70.10 に示す。 

 

 コーディック監視要求元 VMSC（着側 AMSC）では、コーディックの同期等の正常動作の確認を行う場合

に、コーディック監視確認先 VMSC（着側 FMSC）にコーディック監視要求指示メッセージを送信する。 

 コーディック監視要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブにより送信される。 

 コーディック監視要求元 VMSC（着側 AMSC）では、コーディック監視要求先 VMSC（着側 FMSC）から

コーディック監視確認指示メッセージを受信することにより、要求されたコーディックの動作確認結果を知

る。 

 コーディック監視確認指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブにより受信される。 

 

C

C
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3.14.2.2.2 コーディック監視要求先 VMSC（着側 FMSC）における手順 

 コーディック監視要求先 VMSC（着側 FMSC）でのコーディック監視要求指示メッセージ受信における

ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-87/JJ-70.10 に示す。また、ASE 手順を図 3-88/JJ-70.10 に示す。 

 コーディック監視要求先 VMSC（着側 FMSC）でのコーディック監視確認指示メッセージ送信における

ASE 手順を図 3-92/JJ-70.10 に示す。また、ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-91/JJ-70.10 に示す。 

 

 コーディック監視要求先 VMSC（着側 FMSC）では、コーディック監視要求指示メッセージを受信すると、

要求されたコーディックの動作確認を行う。 

 コーディック監視要求指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブにより受信される。 

 コーディック監視要求先 VMSC（着側 FMSC）では、コーディック動作の確認結果をコーディック監視確

認指示メッセージの OK/NG パラメータに設定し、コーディック監視要求元 VMSC（着側 AMSC）に対して

返送する。 

 コーディック監視確認指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブにより送信される。 
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図 3-77/JJ-70.10 

コーディック設定（コーディック設定要求指示送信時）における 

要求元 VMSC での ASE 手順 
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図 3-78/JJ-70.10 

コーディック設定（コーディック設定要求指示送信時）における 

要求元 VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-79/JJ-70.10 

コーディック設定（コーディック設定要求指示受信時）における 

要求先 VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-80/JJ-70.10 

コーディック設定（コーディック設定要求指示受信時）における 

要求先 VMSC での ASE 手順 
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図 3-81/JJ-70.10 

コーディック設定（コーディック設定確認指示受信時）における 

要求元 VMSC での ASE 手順 
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図 3-82/JJ-70.10 

コーディック設定（コーディック設定確認指示受信時）における 

要求元 VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-83/JJ-70.10 

コーディック設定（コーディック設定確認指示送信時）における 

要求先 VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 

 
空 
 

0 

TC-INVOKE 
REQ 

コーディック
設定確認指示 

TCAP 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ 

TC-UNI 
REQ 

 
空 

0 

タイマセット

オペレーション名
コーディック設定確認 

C



 

 - 186 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-84/JJ-70.10 

コーディック設定（コーディック設定確認指示送信時）における 

要求先 VMSC での ASE 手順 
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図 3-85/JJ-70.10 

コーディック監視（コーディック監視要求指示送信時）における 

要求元 VMSC での ASE 手順 

（注）本手順はオプションとする 
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図 3-86/JJ-70.10 

コーディック監視（コーディック監視要求指示送信時）における 

要求元 VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 

（注）本手順はオプションとする 
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図 3-87/JJ-70.10 

コーディック監視（コーディック監視要求指示受信時）における 

要求先 VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 

（注）本手順はオプションとする 
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図 3-88/JJ-70.10 

コーディック監視（コーディック監視要求指示受信時）における 

要求先 VMSC での ASE 手順 

（注）本手順はオプションとする 
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図 3-89/JJ-70.10 

コーディック監視（コーディック監視確認指示受信時）における 

要求元 VMSC での ASE 手順 

（注）本手順はオプションとする 
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図 3-90/JJ-70.10 

コーディック監視（コーディック監視確認指示受信時）における 

要求元 VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 

（注）本手順はオプションとする 
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図 3-91/JJ-70.10 

コーディック監視（コーディック監視確認指示送信時）における 

要求先 VMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 

（注）本手順はオプションとする 
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図 3-92/JJ-70.10 

コーディック監視（コーディック監視確認指示送信時）における 

要求先 VMSC での ASE 手順 

（注）本手順はオプションとする 
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3.15 課金 

3.15.1 手順の概要 

 AMSC は、加入者の通話が正常に終了した場合、またはある定められた時刻に通話中である場合には、加

入者を収容する HLR-P に対して課金情報の書込みを行う。本項目では、ローミング加入者に対する課金情

報書込み手順を規定する。 

 ローミング加入者に対する課金情報送出手順は図 4-77/JJ-70.10～図 4-82/JJ-70.10 終話シーケンスを参照。 

 

 ローミング加入者に対する課金情報送出手順は、AMSC－HLR-P インタフェース上での次のメッセージの

交換により行われる。 

－網間課金情報送出要求メッセージ 

－網間課金情報送出応答メッセージ 

 網間課金情報送出要求メッセージは、MSN（２重定義）、MSI 課金補助情報、応答時刻、通話度数、ダ

イヤル番号、応答月日、切断月日、通話時間、発信課金エリア情報、着信課金エリア情報を含む。 

但し、着事業者から着ＣＡを受信しなかった場合には、着信課金エリア情報には着事業者識別コードのみが

設定される。 

 

 網間課金情報送出応答メッセージは、パラメータを何も含まない。 

 

 また、AMSC は、課金情報送出手順において網間課金情報送出応答メッセージが返送されなかった場合、

または何らかの理由により課金送出の書込みが失敗した場合には、ローミング加入者を収容するホーム網の

HLR-P に対して網間課金情報再送指示メッセージを送出して、課金情報の再書込みを行う。HLR-P における

再書込み時には、再送を考慮して、２重課金を避ける処理を行う。 

 

 網間課金情報再送指示メッセージに含まれるパラメータは、網間課金情報送出要求メッセージに含まれる

パラメータに再送理由を追加したものである。 

 

3.15.2 詳細手順 

3.15.2.1 網間課金情報送出 

3.15.2.1.1 AMSC における手順 

 AMSC における ASE 手順を図 3-93/JJ-70.103 に示す。また、ASE／TCAP インタフェース手順を図

3-94/JJ-70.10 に示す。 

 AMSC のアプリケ－ション機能は、網間課金情報送出が必要になると MAP に対して網間課金情報送出を

要求する。この要求メッセージは、網間課金情報送出要求（X）で表される。 

 AMSC は、ローミング加入者のホーム網の HLR-P に対して網間課金情報送出要求メッセージを送出する。

これに対し以下の応答が得られる。 

 

－網間課金情報送出応答メッセージ 

手順が成功した場合。アプリケーション機能へ網間課金情報送出応答（X）が渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

網間課金情報送出要求メッセージのフォーマット異常の場合。 
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－イリーガル 

指定した加入者が存在しない場合、網間課金情報送出要求メッセージ内のデータ異常、２重定義した

MSN の不一致、２重定義した通話度数の不一致、または、HLR-P 内のリソースブロック等の処理異

常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

－登録制御中 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、課金情報送出処理は終了する。 

 

 網間課金情報送出要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイ

マによって手順監視を行なう。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

網間課金情報送出応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.15.2.1.2 HLR-P における手順 

 HLR-P におけるASE／TCAP インタフェース手順を図 3-95/JJ-70.10 にASE 手順を図 3-96/JJ-70.10 に示す。 

 HLR-P は、AMSC から網間課金情報送出要求メッセージを受けると、メッセージのフォーマットチェック

を行なう。ここで異常が検出された場合、AMSC へ以下のメッセージが返され、網間課金情報送出手順は終

了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して網間課金情報送出要求

を送出する。この要求メッセージは，網間課金情報送出要求（X）で表される。 

 網間課金情報送出要求（X）に対しては，次の結果が返される。 

 

－網間課金情報送出応答（X） 

網間課金情報送出手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

指定した加入者が存在しない場合、網間課金情報送出要求メッセージ内のデータ異常または、HLR-P

内のリソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出の失敗。 

－登録制御中（X） 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 課金情報送出応答（X）が返された場合、HLR-P は AMSC へ網間課金情報送出応答メッセージを送出する。 

 

 網間課金情報送出要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 手順の結果は、次のような形で、AMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

網間課金情報送出応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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3.15.2.2 網間課金情報再送 

3.15.2.2.1 AMSC における手順 

 ASE 手順を図 3-97/JJ-70.10 に示す。 

 ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-98/JJ-70.10 に示す。 

 

 AMSC は、3.15.2.1 の網間課金情報送出手順において MAP から網間課金情報要求（X）に対する応答とし

て正常応答以外を受信した場合、MAP に対して網間課金情報の再送を指示するため網間課金再送要求（X）

を送る。この時同時に再送理由として、HLR-P 上に課金情報が書き込まれていない場合（イリーガル 、メ

モリエラー、拒否表示受信の場合）、或いは HLR-P 上に課金情報が書き込まれたかどうか不明の場合（タ

イムアウト、中止指示受信の場合）の何であるかを通知する。AMSC は、HLR-P に対して網間課金情報再送

指示メッセージを送出する。 

 

 網間課金情報再送指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

3.15.2.2.2 HLR-P における手順 

 ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-99/JJ-70.10 に示す。 

 ASE 手順を図 3-100/JJ-70.10 に示す。 

 

 HLR-P は、AMSC から網間課金情報再送指示メッセージを受信するとアプリケーション機能に対して課金

情報登録を指示する。 

 

 網間課金情報再送指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブで受信される。 
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図 3-93/JJ-70.10 

網間課金情報送出における AMSC での ASE 手順 
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図 3-94/JJ-70.10 

網間課金情報送出における発側 AMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-95/JJ-70.10 

網間課金情報送出における HLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-96/JJ-70.10 

網間課金情報送出における HLR-P における ASE 手順 
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図 3-97/JJ-70.10 

網間課金情報再送における AMSC での ASE 手順 
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図 3-98/JJ-70.10 

網間課金情報再送における AMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-99/JJ-70.10 

網間課金情報再送における HLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-100/JJ-70.10 

網間課金情報再送における HLR-P での ASE 手順 
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3.16 ユーザ情報消去 

3.16.1 手順の概要 

 図 4-62/JJ-70.10、図 4-66/JJ-70.10、図 4-84/JJ-70.10 にユーザ情報消去手順を含むシーケンスを示す。 

 HLR-P では、他網へローミング中の自網収容加入者が、自網配下へ復帰した場合、別の他網へ再ローミン

グした場合、またホーム網で加入者データの削除を行った場合、直前にローミングを行っていた他網の

GLR-P 上の加入者データを削除するとともに RON を解放する必要がある。新しいローミング先網の GLR-P

からユーザ位置登録要求メッセージを受信、あるいは自網の VMSC からユーザ登録要求メッセージを受信し

た HLR-P は、位置情報を登録するとともに直前のローミング先網の GLR-P に対してユーザ情報消去手順を

起動する。 

 

（注）HLR-P が、ローミング先と同一の GLR-P から、既にローミング中の自網収容移動機に対して、ユー

ザ位置登録要求メッセージで新たな RON 設定を要求された場合、旧 RON に関するユーザ情報消去手順

の起動は、オプションとする。 

 従って、GLR-P は何らかの理由で、同一の加入者に対するユーザ位置登録オペレーションを重複して

実行した場合、そのユーザ情報消去手順が実行されてもされなくても、これに対応しなければならない。 

 

 ユーザ情報消去手順は、HLR-P－GLR-P 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交換により行われ

る。 

－ユーザ情報消去要求メッセージ 

－ユーザ情報消去応答メッセージ 

 ユーザ情報消去要求メッセージは、MSN、RON、登録種別が含まれ、登録種別が「位置登録による着信登

録」または「位置登録による着信登録とデフォルト着信登録」である場合はさらに MSI を含む。 

 

（注）ユーザ情報消去要求メッセージ中の登録種別として、「着信登録」、「位置登録による着信登録」、

「位置登録による着信登録とデフォルト着信登録」、「位置登録によるデフォルト着信登録」、「着信

登録解除」がある。 

 

 ユーザ情報消去要求メッセージを受信した GLR-P ではユーザ情報消去要求メッセージ中の登録種別によ

り以下処理を行う。 

（１）登録種別が「着信登録」である場合 

 ユーザ情報消去要求メッセージ中の RON に対応する GLR-P に記憶される MSN とユーザ情報消去要

求メッセージ中の MSN を比較して、一致しない場合はエラー応答（イリーガル）を HLR-P に返送し、

処理を終わる。一致する場合、GLR-P にデフォルト着信登録 MSI が記憶されている場合は、GLR-P に

記憶される着信登録 MSI を削除し、デフォルト着信登録 MSI が記憶されていない場合は対応する加入

者データを削除する。いずれの場合でも正常に削除されると、GLR-P は HLR-P に対してユーザ情報消

去応答メッセージを返送する。ユーザ情報消去応答メッセージには加入者認証情報リスト、加入者認証

種別、MSI を含む。 

（2）登録種別が「位置登録による着信登録」である場合 

 ユーザ情報消去要求メッセージ中の RON に対応する GLR-P に記憶される MSN とユーザ情報消去要

求メッセージ中の MSN を比較して、一致しない場合はエラー応答（イリーガル）を HLR-P に返送し、

処理を終わる。一致する場合、ユーザ情報消去要求メッセージ中の MSI と GLR-P 上で記憶する着信登

録 MSI とを比較して、一致しない場合は HLR-P に対してエラー応答（登録不許可）を返送し、処理を

終わる。一致する場合は GLR-P にデフォルト着信登録 MSI が記憶されている場合は、GLR-P に記憶さ

C
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れる着信登録 MSI を削除し、デフォルト着信登録 MSI が記憶されていない場合は対応する加入者デー

タを削除する。いずれの場合でも正常に削除されると、GLR-P は HLR-P に対してユーザ情報消去応答

メッセージを返送する。ユーザ情報消去応答メッセージには加入者認証情報リスト、加入者認証種別を

含む。 

（3）登録種別が「位置登録による着信登録とデフォルト着信登録」である場合 

 ユーザ情報消去要求メッセージ中の RON に対応する GLR-P に記憶される MSN とユーザ情報消去要

求メッセージ中の MSN を比較して、一致しない場合はエラー応答（イリーガル）を HLR-P に返送し、

処理を終わる。一致する場合、ユーザ情報消去要求メッセージ中の MSI と GLR-P 上で記憶する着信登

録 MSI とを比較して、一致しない場合は HLR-P に対してエラー応答（登録不許可）を返送し、処理を

終わる。一致する場合は対応する加入者データを削除する。加入者データが正常に削除されると、GLR-P

は HLR-P に対してユーザ情報消去応答メッセージを HLR-P に返送する。ユーザ情報消去応答メッセー

ジには加入者認証情報リスト、加入者認証種別を含む。 

（4）登録種別が「位置登録によるデフォルト着信登録」である場合 

 ユーザ情報消去要求メッセージ中の RON に対応する GLR-P に記憶される MSN とユーザ情報消去要

求メッセージ中の MSN を比較して、一致しない場合はエラー応答（イリーガル）を HLR-P に返送し、

処理を終わる。一致する場合、GLR-P に着信登録 MSI が記憶されている場合は、GLR-P に記憶される

デフォルト着信登録 MSI を削除し、着信登録 MSI が記憶されていない場合は対応する加入者データを

削除する。加入者データが正常に削除されると、GLR-P は HLR-P に対してユーザ情報消去応答メッセー

ジを返送する。ユーザ情報消去応答メッセージはパラメータを含まない。 

（5）登録種別が「着信登録解除」である場合 

 ユーザ情報消去要求メッセージ中の RON に対応する GLR-P に記憶される MSN とユーザ情報消去要

求メッセージ中の MSN を比較して、一致しない場合はエラー応答（イリーガル）を HLR-P に返送し、

処理を終わる。一致する場合、GLR-P にデフォルト着信登録 MSI が記憶されている場合は、GLR-P に

記憶される着信登録 MSI を削除し、デフォルト着信登録 MSI が記憶されていない場合は対応する加入

者データを削除する。いずれの場合でも正常に削除されると、GLR-P は HLR-P に対してユーザ情報消

去応答メッセージを返送する。ユーザ情報消去応答メッセージは加入者認証種別と MSI を含む。 

 

 以上で HLR-P と GLR-P 間のユーザ情報消去手順は終了する。 
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3.16.2 詳細手順 

3.16.2.1 HLR-P における手順 

 図 3-101/JJ-70.10 に ASE の手順を、また図 3-102/JJ-70.10 に ASE／TCAP インタフェース手順を示す。 

 

 HLR-P の MAP はアプリケーション機能からユーザ情報消去要求（X）を受けると、ユーザ情報消去要求

メッセージを GLR-P に送出する。このメッセージ中には、MSN、RON、登録種別が含まれ、登録種別が「位

置登録による着信登録」または「位置登録による着信登録とデフォルト着信登録」である場合はさらに MSI

を含む。 

 

 このメッセージに対して次の応答が返送される。 

 

－ユーザ情報消去応答メッセージ 

手順が成功した場合。登録種別によりメッセージ中には次のパラメータを含む。 

（ア）「着信登録」 

加入者認証情報リスト、加入者認証種別、MSI 

（イ）「位置登録による着信登録」または、「位置登録による着信登録とデフォルト着信登録」 

加入者認証情報リスト、加入者認証種別 

（ウ）「位置登録によるデフォルト着信登録」 

なし 

（エ）「着信登録解除」 

加入者認証種別、MSI 

－タイムアウト 

TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

ユーザ情報消去要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

ユーザ情報消去要求メッセージ中のデータ異常、GLR-P におけるリソースブロック等。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中 

GLR-P 上の対応する加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－登録不許可 

ユーザ情報消去要求メッセージ中の登録種別が「位置登録による着信登録」または「位置登録による

着信登録とデフォルト着信登録」で、かつメッセージ中の MSI と GLR-P に記憶されている MSI が一

致しない場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP の異常の場合。 

 

 以上のすべての失敗はアプリケーション機能に通知され、ユーザ情報消去手順は終了する。 

 

 ユーザ情報消去要求メッセージは TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP はタイマに

よって手順監視を行う。結果は次のようなものが得られる。 

 

C
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－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

ユーザ情報消去応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

TCAP タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

（エ） 登録不許可 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.16.2.2 GLR-P における手順 

 ASE／TCAP インタフェースの手順を図 3-103/JJ-70.10 に、ASE の手順を図 3-104/JJ-70.10 に示す。 

 

 GLR-P はHLR-P からユーザ情報消去要求メッセージを受信した場合、フォーマットに異常があるとHLR-P

へ次のメッセージを返送し、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 フォーマットが正常である場合、MAP はアプリケーション機能に対してユーザ情報消去要求メッセージ

を送出する。この要求メッセージは、ユーザ情報消去要求（X）で表される。 

 これに対しては次の結果が返送される。 

 

－ユーザ情報消去応答（X） 

手順が成功した場合。登録種別によりメッセージ中には次のパラメータを含む。 

（ア）「着信登録」または、「着信登録解除」 

加入者認証情報リスト、加入者認証種別、MSI 

（イ）「位置登録による着信登録」または、「位置登録による着信登録とデフォルト着信登録」 

加入者認証情報リスト、加入者認証種別 

（ウ）「位置登録によるデフォルト着信登録」 

（パラメータを含まない） 

－イリーガル（X） 

ユーザ情報消去要求メッセージ内のデータ異常、GLR-P 内のリソースブロック等。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出の失敗。 

－登録制御中（X） 

GLR-P 上の対応する加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－登録不許可（X） 

ユーザ情報消去要求メッセージ中の登録種別が「位置登録による着信登録」または「位置登録による

着信登録とデフォルト着信登録」で、かつメッセージ中の MSI と GLR-P に記憶されている MSI が一

致しない場合。 

 

 ユーザ情報消去応答（X）が返された場合、GLR-P は HLR-P に対してユーザ情報消去応答メッセージを送

出する。 

 ユーザ情報消去要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 GLR-P での手順の結果は次のような形で HLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

ユーザ情報消去応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 
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（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

（エ） 登録不許可 
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図 3-101/JJ-70.10 

ユーザ情報消去における HLR-P における ASE 手順 
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図 3-102/JJ-70.10 

ユーザ情報消去における HLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-103/JJ-70.10 

ユーザ情報消去における GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-104/JJ-70.10 

ユーザ情報消去における GLR-P における ASE 手順 
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3.17 移動機情報消去 

3.17.1 手順の概要 

 図 4-84/JJ-70.10 に移動機情報消去手順を含むシーケンスを示す。 

 

 HLR-T では、他網へローミング中の自網収容移動機が、自網配下へ復帰した場合、別の他網へ再ローミン

グした場合、またホーム網で移動機データの削除を行った場合、直前にローミングを行っていた他網の

GLR-T 上の移動機データを削除するとともに RMI を解放する必要がある。新しいローミング先網の GLR-T

から移動機位置登録要求メッセージを受信、あるいは自網の VMSC から位置登録要求メッセージを受信した

HLR-T は、位置情報を登録するとともに直前のローミング先網の GLR-T に対して移動機情報消去手順を起

動する。 

 

（注）HLR-T が、ローミング先と同一の GLR-T から、既にローミング中の自網収容移動機に対して、移動

機位置登録要求メッセージで新たな RMI 設定を要求された場合、旧 RMI に関する移動機情報消去手順

の起動は、オプションとする。 

 従って、GLR-T は何らかの理由で、同一の加入者に対する移動機位置登録オペレーションを重複して

実行した場合、その移動機情報消去手順が実行されてもされなくても、これに対応しなければならない。 

 

 移動機情報消去手順は、HLR-T－GLR-T 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交換により行われ

る。 

－移動機情報消去要求メッセージ 

－移動機情報消去応答メッセージ 

 移動機情報消去要求メッセージは、MSI、RMI を含む。移動機情報消去要求メッセージを受信した GLR-T

では、対応する移動機データを削除する。移動機データが正常に削除されると、GLR-T は HLR-T に対して

移動機情報消去応答メッセージを返送する。 

 移動機情報消去応答メッセージには、移動機認証情報リストと、移動機に着信登録しているユーザがある

場合は登録番号リストを、含む。 

 以上で HLR-T と GLR-T 間の移動機情報消去手順は終了する。 

 

3.17.2 詳細手順 

3.17.2.1 HLR-T における手順 

 図 3-105/JJ-70.10 に ASE の手順を、また図 3-106/JJ-70.10 に ASE／TCAP インタフェース手順を示す。 

 

 HLR-T の MAP はアプリケーション機能から移動機情報消去要求（X）を受けると、移動機情報消去要求

メッセージを GLR-T に送出する。このメッセージ中には、MSI、RMI が含まれる。 

 

 このメッセージに対して次の応答が返送される。 

 

－移動機情報消去応答メッセージ 

手順が成功した場合。メッセージ中には移動機認証情報リストと移動機に着信登録しているユーザが

ある場合は登録番号リストを含む。 

－タイムアウト 

TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

C
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－拒否表示 

移動機情報消去要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

移動機情報消去要求メッセージ中のデータ異常、GLR-T におけるリソースブロック等。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中 

GLR-T 上の対応する移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP の異常の場合。 

 

 以上のすべての失敗はアプリケーション機能に通知され、移動機情報消去手順は終了する。 

 

 移動機情報消去要求メッセージは TC-INVOKE REQUEST  プリミティブで送られる。TCAP はタイマに

よって手順監視を行う。結果は次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

移動機情報消去応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

TCAP タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.17.2.2 GLR-T における手順 

 ASE／TCAP インタフェースの手順を図 3-107/JJ-70.10 に、ASE の手順を図 3-108/JJ-70.10 に示す。 

 

 GLR-TはHLR-Tから移動機情報消去要求メッセージを受信した場合、フォーマットに異常があるとHLR-T

へ次のメッセージを返送し、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 フォーマットが正常である場合には、MAP はアプリケーション機能に対して移動機情報消去要求メッセー

ジを送出する。この要求メッセージは、移動機情報消去要求（X）で表される。 

 これに対しては次の結果が返送される。 
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－移動機情報消去応答（X） 

手順が成功の場合。このメッセージには何も含まれない。 

－イリーガル（X） 

移動機情報消去要求メッセージ内のデータ異常、GLR-T 内のリソースブロック等。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出の失敗。 

－登録制御中（X） 

GLR-T 上の対応する移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 移動機情報消去応答（X）が返された場合、GLR-T は HLR-T に対して移動機情報消去応答メッセージを送

出する。 

 移動機情報消去要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 GLR-T での手順の結果は次のような形で HLR-T へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

移動機情報消去応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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図 3-105/JJ-70.10 

移動機情報消去における HLR-T における ASE 手順 

（Application specific procedure in the HLR-T for mobile station data cancellation） 
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図 3-106/JJ-70.10 

移動機情報消去における HLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 

（ASE/TCAP interface procedure in the HLR-T for mobile station data cancellation） 
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図 3-107/JJ-70.10 

移動機情報消去における GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 

（ASE/TCAP interface procedure in the GLR-T for mobile station data cancellation） 
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図 3-108/JJ-70.10 

移動機情報消去における GLR-T における ASE 手順 

（Application specific procedure in the GLR-T for mobile station data cancellation） 
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3.18 加入者データ変更 

3.18.1 手順の概要 

 図 4-97/JJ-70.10 に加入者データ変更シーケンスを示す。 

 HLR-P において、加入者データの変更が行われた場合、その加入者が他網へローミング中であれば変更内

容をローミング先網の GLR-P へ通知する必要がある。このような場合には、HLR-P は GLR-P に対して加入

者データ変更手順を起動する。 

 加入者データ変更手順は、HLR-P－GLR-P 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交換により行わ

れる。 

－加入者データ変更要求メッセージ 

－加入者データ変更応答メッセージ 

 加入者データ変更要求メッセージは、以下のパラメータを含む。 

・HLR-P 上に RON が記憶されているが、デフォルト RON が記憶されていない場合 

 加入者データ変更要求メッセージは、発信情報、着信情報、パケット通信情報、および NID リストの

うち変更されたものの他、MSN、RON を含む。 

・HLR-P 上にデフォルト RON が記憶されているが、RON が記憶されていない場合 

 着信情報の変更がある場合に限り、加入者データ変更要求メッセージは送出される。本メッセージは

着信情報、MSN、RON を含む。 

・HLR-P 上に RON、デフォルト RON がともに記憶されており、かつこれらが異なる場合 

 RON、デフォルトRONのそれぞれが指すGLR-P に対して加入者データ変更メッセージが送出される。

但し、デフォルト RON が指す GLR-P に対して本メッセージが送出されるのは着信情報の変更がある場

合に限る。RON が指す GLR-P に対して送出されるメッセージは、発信情報、着信情報、パケット通信

情報、NID リストのうち変更されたものの他、MSN、RON を含む。デフォルト RON が指す GLR-P に

対して送出されるメッセージは、着信情報、MSN、RON を含む。 

・HLR-P 上に RON、デフォルト RON がともに記憶されており、かつこれらが一致する場合 

 これらが指す GLR-P に対して１つの加入者データ変更メッセージを送出する。本メッセージは、発

信情報、着信情報、パケット通信情報、NID リストのうち変更されたものの他、MSN、RON を含む。 

 GLR-P で変更処理が正常に終了すると加入者データ変更応答メッセージを返送する。加入者データ変

更応答メッセージには、何も含まれない。 

 

 以上で HLR-P と GLR-P 間の加入者データ変更手順は終了する。 

 

3.18.2 詳細手順 

3.18.2.1 HLR-P、あるいは HLR-T における手順 

 図 3-109/JJ-70.10 に ASE の手順を、また図 3-110/JJ-70.10 に ASE／TCAP インタフェース手順を示す。 

 

 HLR-P の MAP はアプリケ－ション機能から加入者データ変更要求（X）を受けると、加入者データ変更

要求メッセージを GLR-P に送出する。このメッセージ中には、変更された内容および RON の他、MSN が

含まれる。 

 

 このメッセージに対して次の応答が返送される。 

 

－加入者データ変更応答メッセージ 

手順が成功した場合。メッセージ中には何も含まれない。 
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－タイムアウト 

TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

加入者データ変更要求メッセージの異常の場合。 

－イリーガル 

加入者の情報が GLR-P 上に存在しない場合、加入者データ変更要求メッセージ中のデータ異常、

GLR-P におけるリソースブロック等。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中 

GLR-P 上の対応する加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP の異常の場合。 

 

 以上のすべての失敗はアプリケ－ション機能に通知され、加入者データ変更手順は終了する。 

 

 加入者データ変更要求メッセージは TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP はタイマに

よって手順監視を行う。結果は次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L-INDICATION プリミティブ 

加入者データ変更応答メッセージを含む。 

－TC-(U/R-)REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

TCAP タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.18.2.2 GLR-P、あるいは GLR-T における手順 

 ASE／TCAP インタフェースの手順を図 3-111/JJ-70.10 に、ASE の手順を図 3-112/JJ-70.10 に示す。 

 

 GLR-P が HLR-P から加入者データ変更要求メッセージを受信した場合、フォーマットに異常があると

HLR-P へ次のメッセージを返送し、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 フォーマットが正常である場合には、MAP はアプリケ－ション機能に対して加入者データ変更要求メッ

セージを送出する。この要求メッセージは、加入者データ変更要求（X）で表される。 

 これに対しては次の結果が返送される。 
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－加入者データ変更応答（X） 

手順が成功の場合。このメッセージには何も含まれない。 

－イリーガル（X） 

加入者に対するデータが GLR-P 上に存在しない場合、加入者データ変更要求メッセージ内のデータ

異常、GLR-P 内、あるいは GLR-T 内のリソースブロック等。 

－メモリエラー（X） 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中（X） 

GLR-P 上の対応する加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 加入者データ変更要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 GLR-P での手順の結果は次のような形で HLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

加入者データ変更応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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図 3-109/JJ-70.10 

加入者データ変更における HLR-P での ASE 手順 
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図 3-110/JJ-70.10 

加入者データ変更における HLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-111/JJ-70.10 

加入者データ変更における GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-112/JJ-70.10 

加入者データ変更における GLR-T での ASE 手順 
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3.19 移動機データ変更 

3.19.1 手順の概要 

 図 4-98/JJ-70.10 に移動機データ変更シーケンスを示す。 

 

 HLR-T において、移動機データの変更が行われた場合、その移動機が他網へローミング中であれば、HLR-T

は GLR-T に対して移動機データ変更手順を起動する。 

 

 移動機データ変更手順は、HLR-T－GLR-T 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交換により行わ

れる。 

－移動機データ変更要求メッセージ 

－移動機データ変更応答メッセージ 

 移動機データ変更要求メッセージは、MSI、RMI の他、変更されたデータ（移動機情報、暗証番号）のう

ち１つあるいは複数を含む。 

 GLR-T で変更処理が正常に終了すると移動機データ変更応答メッセージを返送する。移動機データ変更応

答メッセージには、何も含まれない。 

 

 以上で、HLR-T と GLR-T 間の移動機データ変更手順は終了する。 

 

3.19.2 詳細手順 

3.19.2.1 HLR-T における手順 

 図 3-113/JJ-70.10 に ASE の手順を、また図 3-114/JJ-70.10 に ASE／TCAP インタフェース手順を示す。 

 

 HLR-T の MAP はアプリケ－ション機能から移動機データ変更要求（X）を受けると、移動機データ変更

要求メッセージを GLR-T に送出する。このメッセージ中には、変更された内容および RMI、MSI が含まれ

る。 

 

 このメッセージに対して次の応答が返送される。 

 

－移動機データ変更応答メッセージ 

手順が成功した場合。メッセージ中には何も含まれない。 

－タイムアウト 

TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

移動機データ変更要求メッセージの異常の場合。 

－イリーガル 

移動機の情報が GLR-T 上に存在しない場合、移動機データ変更要求メッセージ中のデータ異常、

GLR-T におけるリソースブロック等。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中 

GLR-T 上の対応する移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP の異常の場合。 
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 以上のすべての失敗はアプリケ－ション機能に通知され、移動機データ変更手順は終了する。 

 

 移動機データ変更要求メッセージは TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP はタイマに

よって手順監視を行う。結果は次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L-INDICATION プリミティブ 

移動機データ変更応答メッセージを含む。 

－TC-(U/R-)REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

TCAP タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.19.2.2 GLR-T における手順 

 ASE／TCAP インタフェースの手順を図 3-115/JJ-70.10 に、ASE の手順を図 3-116/JJ-70.10 に示す。 

 

 GLR-T は HLR-T から移動機データ変更要求メッセージを受信した場合、フォーマットに異常があると

HLR-T へ次のメッセージを返送し、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 フォーマットが正常である場合には、MAP はアプリケ－ション機能に対して移動機データ変更要求メッ

セージを送出する。この要求メッセージは、移動機データ変更要求（X）で表される。 

 これに対しては次の結果が返送される。 

 

－移動機データ変更応答（X） 

手順が成功の場合。このメッセージには何も含まれない。 

－イリーガル（X） 

移動機に対するデータが GLR-T 上に存在しない場合、移動機データ変更要求メッセージ内のデータ

異常、GLR-T 内のリソースブロック等。 

－メモリエラー（X） 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中（X） 

GLR-T 上の対応する移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 移動機データ変更要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 GLR-T での手順の結果は次のような形で HLR-T へ送られる。 
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－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

移動機データ変更応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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図 3-113/JJ-70.10 

移動機データ変更における HLR-T での ASE 手順 
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図 3-114/JJ-70.10 

移動機データ変更における HLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-115/JJ-70.10 

移動機データ変更における GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-116/JJ-70.10 

移動機データ変更における GLR-T での ASE 手順 
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3.20 加入者ローミング番号消去 

3.20.1 手順の概要 

 図 4-94/JJ-70.10、図 4-95/JJ-70.10 に加入者ローミング番号消去シーケンスを示す。 

 

 GLR-P は、ユーザ位置登録手順の失敗等で加入者データが得られないままハントされた状態になっている

RON を定期的に監視し、このような RON の存在を検出すると、HLR-P に対してこの RON を解放する手順

を起動する。 

 

 加入者ローミング番号の解放手順は、GLR-P－HLR-P 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交換

により行われる。 

－加入者ローミング番号消去要求メッセージ 

－加入者ローミング番号消去応答メッセージ 

 加入者ローミング番号消去要求メッセージは、MSN に対応する加入者データが得られてない場合は、MSN

と、RON を含み、デフォルト MSN に対応する加入者データが得られてない場合は MSN とデフォルト RON

を含む。MSN に対応する加入者データおよびデフォルト MSN に対応する加入者データが得られてない場合

は RON とデフォルト RON の両者を含む。 

 HLR-P では、受信した加入者ローミング番号消去要求メッセージ中に RON が含まれる場合は次の動作を

行う。加入者ローミング番号消去要求メッセージ中の MSN に対して RON が登録されており、かつこの登録

されている RON と受信した RON が等しい場合には、HLR-P 上に登録されている RON をクリアする。等し

くない場合はクリアは行わない。 

 HLR-P では、受信した加入者ローミング番号消去要求メッセージ中にデフォルト RON が含まれる場合は

次の動作を行う。加入者ローミング番号消去要求メッセージ中の MSN に対してデフォルト RON が登録され

ており、かつこの登録されているデフォルト RON と受信したデフォルト RON が等しい場合には、HLR-P

上に登録されているデフォルト RON をクリアする。等しくない場合はクリアは行わない。 

 HLR-P は、上記の RON またはデフォルト RON をクリアした場合、していない場合にかかわらず、GLR-P

に対して加入者ローミング番号消去応答メッセージを返送する。加入者ローミング番号消去応答メッセージ

は、パラメータを含まない。 

 GLR-Pでは、加入者ローミング番号消去応答メッセージが正常に受信できた場合に限りRONを解放する。 

 

3.20.2 詳細手順 

3.20.2.1 GLR-P における手順 

 図 3-117/JJ-70.10 に ASE の手順を、また図 3-118/JJ-70.10 に ASE／TCAP インタフェース手順を示す。 

 

 GLR-P の MAP はアプリケーション機能から加入者ローミング番号消去要求（X）を受けると、加入者ロー

ミング番号消去要求メッセージを HLR-P に送出する。このメッセージ中には、MSN と、RON またはデフォ

ルト RON またはその両者が含まれる。 

 

 このメッセージに対して次の応答が返送される。 

 

－加入者ローミング番号消去応答メッセージ 

手順が成功した場合。メッセージ中には何も含まれない。 

－タイムアウト 

TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

C

C
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－拒否表示 

加入者ローミング番号消去要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

加入者のデータが HLR-P 上に存在しない場合、加入者ローミング番号消去要求メッセージ中のデー

タ異常、HLR-P におけるリソースブロック等。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中 

HLR-P 上の対応する加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP の異常の場合。 

 

 以上のすべての失敗はアプリケーション機能に通知され、加入者ローミング番号消去手順は終了する。 

 

 加入者ローミング番号消去要求メッセージは TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は

タイマによって手順監視を行う。結果は次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

加入者ローミング番号消去応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

TCAP タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.20.2.2 HLR-P における手順 

 ASE／TCAP インタフェースの手順を図 3-119/JJ-70.10 に、ASE の手順を図 3-120/JJ-70.10 に示す。 

 

 HLR-P は GLR-P から加入者ローミング番号消去要求メッセージを受信した場合、フォーマットに異常が

あると GLR-P へ次のメッセージを返送し、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 フォーマットが正常である場合には、MAP はアプリケーション機能に対して加入者ローミング番号消去

要求メッセージを送出する。この要求メッセージは加入者ローミング番号消去要求（X）で表される。 

 これに対しては次の結果が返送される。 

C
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－加入者ローミング番号消去応答（X） 

手順が成功の場合。このメッセージには何も含まれない。 

－イリーガル（X） 

加入者のデータが HLR-P 上に存在しない場合、加入者ローミング番号消去要求メッセージ内のデー

タ異常、HLR-P 内のリソースブロック等。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出の失敗。 

 

 加入者ローミング番号消去応答（X）が返された場合、GLR-P へ加入者ローミング番号消去応答メッセー

ジが送られる。 

 加入者ローミング番号消去要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 HLR-P での手順の結果は次のような形で GLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

加入者ローミング番号消去応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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図 3-117/JJ-70.10 

加入者ローミング番号消去における GLR-P での ASE 手順 
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図 3-118/JJ-70.10 

加入者ローミング番号消去における GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-119/JJ-70.10 

加入者ローミング番号消去における HLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-120/JJ-70.10 

加入者ローミング番号消去における HLR-P での ASE 手順 
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3.21 移動機ローミング番号消去 

3.21.1 手順の概要 

 図 4-96/JJ-70.10 に移動機ローミング番号消去シーケンスを示す。 

 

 GLR-T は、移動機位置登録手順の失敗等で移動機データが得られないままハントされた状態になっている

RMI を定期的に監視し、このような RMI の存在を検出すると、HLR-T に対してこの RMI を解放する手順を

起動する。 

 

 移動機ローミング番号の解放手順は、GLR-T－HLR-T 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交換

により行われる。 

－移動機ローミング番号消去要求メッセージ 

－移動機ローミング番号消去応答メッセージ 

 移動機ローミング番号消去要求メッセージは、MSI、RMI を含む。 

 HLR-T では、受信した移動機ローミング番号消去要求メッセージ中の MSI に対して RMI が登録されてお

り、かつこの登録されている RMI と受信した RMI が等しい場合には、HLR-T 上に登録されている RMI をク

リアする。等しくない場合はクリアは行わない。 

 HLR-T は、上記の RMI をクリアした場合、していない場合にかかわらず、GLR-T に対して移動機ローミ

ング番号消去応答メッセージを返送する。移動機ローミング番号消去応答メッセージは、パラメータを含ま

ない。 

 GLR-Tでは、移動機ローミング番号消去応答メッセージが正常に受信できた場合に限りRMIを解放する。 

 

 

3.21.2 詳細手順 

3.21.2.1 GLR-T における手順 

 図 3-121/JJ-70.10 に ASE の手順を、また図 3-122/JJ-70.10 に ASE／TCAP インタフェース手順を示す。 

 

 GLR-T の MAP はアプリケ－ション機能から移動機ローミング番号消去要求（X）を受けると、移動機ロー

ミング番号消去要求メッセージを HLR-T に送出する。このメッセージ中には、MSI、RMI が含まれる。 

 

 このメッセージに対して次の応答が返送される。 

 

－移動機ローミング番号消去応答メッセージ 

手順が成功した場合。メッセージ中には何も含まれない。 

－タイムアウト 

TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

移動機ローミング番号消去要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

移動機のデータが HLR-T 上に存在しない場合、移動機ローミング番号消去要求メッセージ中のデー

タ異常、HLR-T におけるリソースブロック等。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

C

C
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－登録制御中 

HLR-T 上の対応する加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP の異常の場合。 

 

 以上のすべての失敗はアプリケ－ション機能に通知され、移動機ローミング番号消去手順は終了する。 

 

 移動機ローミング番号消去要求メッセージは TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は

タイマによって手順監視を行う。結果は次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

移動機ローミング番号消去応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

TCAP タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.21.2.2 HLR-T における手順 

 ASE／TCAP インタフェースの手順を図 3-123/JJ-70.10 に、ASE の手順を図 3-124/JJ-70.10 に示す。 

 

 HLR-T は GLR-T から移動機ローミング番号消去要求メッセージを受信した場合、フォーマットに異常が

あると GLR-T へ次のメッセージを返送し、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 フォーマットが正常である場合には、MAP はアプリケ－ション機能に対して移動機ローミング番号消去

要求メッセージを送出する。この要求メッセージは移動機ローミング番号消去要求（X）で表される。 

 これに対しては次の結果が返送される。 

 

－移動機ローミング番号消去応答（X） 

手順が成功の場合。このメッセージには何も含まれない。 

－イリーガル（X） 

加入者あるいは移動機のデータが HLR-T 上に存在しない場合、移動機ローミング番号消去要求メッ

セージ内のデータ異常、HLR-T 内のリソースブロック等。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出の失敗。 
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－登録制御中 

HLR-T 上の対応する加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 移動機ローミング番号消去応答（X）が返された場合、GLR-T へ移動機ローミング番号消去応答メッセー

ジが送られる。 

 移動機ローミング番号消去要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 HLR-T での手順の結果は次のような形で GLR-T へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

移動機ローミング番号消去応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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図 3-121/JJ-70.10 

移動機ローミング番号消去における GLR-T での ASE 手順 
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図 3-122/JJ-70.10 

移動機ローミング番号消去における GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-123/JJ-70.10 

移動機ローミング番号消去における HLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-124/JJ-70.10 

移動機ローミング番号消去における HLR-T での ASE 手順 
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3.22 加入者ローミング番号問合せ 

3.22.1 手順の概要 

 図 4-99/JJ-70.10 に加入者ローミング番号問合せシーケンスを示す。 

 GLR-P では、RON が実際に使用されているものかどうか（例えば、ユーザ情報削除要求メッセージの不

到達によって、HLR-P 上では存在しないはずの RON またはデフォルト RON が、GLR-P 上では使用されて

いる状態になっている場合がある。）定期的に監視する。通常は、トラヒックの最も少ない時間帯（深夜）

に始まり、使用中の加入者ローミング番号に対し、GLR-P は HLR-P に対して RON 及びデフォルト RON を

問合せ、GLR-Pでは受信したRONまたはデフォルトRONが確認対象のRONと一致しているかを判定する。

返送された RON 及びデフォルト RON ともに不一致の場合は実際には使用されていない RON であると判断

し、GLR-P 上から加入者データとともに RON を削除する。返送された RON とは不一致であり、デフォルト

RON とは一致する場合は GLR-P 上から着信登録 MSI のみを削除する。返送された RON とは一致するが、

デフォルト RON とは不一致の場合はデフォルト着信登録 MSI のみを削除する。また、自網内在圏時、HLR-P

にはRONまたはデフォルトRONとして登録されている情報はないが、この場合にRON問合せを受けると、

RON またはデフォルト RON として 1 オクテット"オール０"を返送することとする。 

 

 この加入者ローミング番号問合せ手順は、GLR-P と HLR-P 間インターフェースにおいて以下のメッセー

ジの交換により行われる。 

－加入者ローミング番号問合せ要求メッセージ 

－加入者ローミング番号問合せ応答メッセージ 

 加入者ローミング番号問合せ要求メッセージは、MSN を含む。 

 HLR-P では、加入者ローミング番号問合せ要求メッセージに含まれる MSN に対する RON 及びデフォル

ト RON を加入者ローミング番号問合せ応答メッセージに設定して返送する。 

 GLR-P では、受信した RON またはデフォルト RON のいづれにも一致しないことが確認すると、RON と

ともに加入者データを削除する。 

 以上で GLR-P－HLR-P 間の加入者ローミング番号問合せ手順は終了する。 

 

3.22.2 詳細手順 

3.22.2.1 GLR-P における手順 

 図 3-125/JJ-70.10 に ASE の手順を、また図 3-126/JJ-70.10 に ASE／TCAP インタフェース手順を示す。 

 

 GLR-P の MAP はアプリケ－ション機能から加入者ローミング番号問合せ要求（X）を受けると、加入者

ローミング番号問合せ要求メッセージを HLR-P に送出する。このメッセージ中には、MSN が含まれる。 

 

 このメッセージに対して次の応答が返送される。 

 

－加入者ローミング番号問合せ応答メッセージ 

手順が成功した場合。メッセージ中には RON とデフォルト RON が含まれる。 

－タイムアウト 

TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

加入者ローミング番号問合せ要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

C

C

C
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－イリーガル 

加入者のデータが HLR-P 上に存在しない場合、加入者ローミング番号問合せ要求メッセージ中のデー

タ異常、HLR-P におけるリソースブロック等。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP の異常の場合。 

－登録制御中 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

以上のすべての失敗はアプリケ－ション機能に通知され、加入者ローミング番号問合せ手順は終了。 

 

 加入者ローミング番号問合せ要求メッセージは TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP

はタイマによって手順監視を行う。結果は次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

加入者ローミング番号問合せ応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

TCAP タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.22.2.2 HLR-P における手順 

 ASE／TCAP インタフェースの手順を図 3-127/JJ-70.10 に、ASE の手順を図 3-128/JJ-70.10 に示す。 

 HLR-P は GLR-P から加入者ローミング番号問合せ要求メッセージを受信した場合、フォーマットに異常

があると GLR-P へ次のメッセージを返送し、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 フォーマットが正常である場合には、MAP はアプリケ－ション機能に対して加入者ローミング番号問合

せ要求メッセージを送出する。この要求メッセージは、加入者ローミング番号問合せ要求（X）で表される。 

 これに対しては次の結果が返送される。 

 

－加入者ローミング番号問合せ応答（X） 

手順が成功の場合。このメッセージには RON が含まれる。 
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－イリーガル（X） 

加入者のデータが存在しない場合、加入者ローミング番号問合せ要求メッセージ内のデータ異常、

HLR-P 内のリソースブロック等。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中（X） 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合 

 

 加入者ローミング番号問合せ応答（X）が返された場合、GLR-P へ加入者ローミング番号問合せ応答メッ

セージが送られる。 

 加入者ローミング番号問合せ要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 HLR-P での手順の結果は次のような形で GLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

加入者ローミング番号問合せ応答メッセージを含む。 

－TC-U- REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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図 3-125/JJ-70.10 

加入者ローミング番号問合せにおける GLR-P での ASE 手順 
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図 3-126/JJ-70.10 

加入者ローミング番号問合せにおける GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-127/JJ-70.10 

加入者ローミング番号問合せにおける HLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-128/JJ-70.10 

加入者ローミング番号問合せにおける HLR-P での ASE 手順 
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3.23 移動機ローミング番号問合せ 

3.23.1 手順の概要 

 図 4-100/JJ-70.10 に移動機ローミング番号問合せシーケンスを示す。 

 GLR-T では、RMI が実際に使用されているものかどうか（例えば移動機情報消去要求メッセージの不到達

によって、HLR-T 上では存在しないはずの RMI が、GLR-T 上では使用されている状態になっている場合が

ある。）定期的に監視する。実際には、トラヒックの最も少ない時間帯（深夜）に使用中の移動機ローミン

グ番号の全てに対して実行される。 

 GLR-T は HLR-T に対して RMI を問合せ、GLR-T では受信した RMI が確認対象の RMI と一致しているか

を判定する。不一致の場合は実際には使用されていない RMI であると判断し、GLR-T 上から移動機データ

とともに RMI を削除する。また、自網内在圏時、HLR-T には RMI として記憶されている情報はないが、こ

の場合に RMI 問合せを受けると、RMI として１オクテット"オール０"を返送することとする。 

 

 移動機ローミング番号問合せ手順は、GLR-T と HLR-T 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交

換により行われる。 

－移動機ローミング番号問合せ要求メッセージ 

－移動機ローミング番号問合せ応答メッセージ 

 移動機ローミング番号問合せ要求メッセージは、MSI を含む。 

 HLR-T では、移動機ローミング番号問合せ要求メッセージに含まれる MSI に対する RMI を移動機ローミ

ング番号問合せ応答メッセージに設定して返送する。 

 GLR-T では、受信した RMI に一致しないことを確認すると、RMI とともに移動機データを削除する。 

 

3.23.2 詳細手順 

3.23.2.1 GLR-T における手順 

 図 3-129/JJ-70.10 に ASE の手順を、また図 3-130/JJ-70.10 に ASE／TCAP インタフェース手順を示す。 

 

 GLR-T の MAP はアプリケ－ション機能から移動機ローミング番号問合せ要求（X）を受けると、移動機

ローミング番号問合せ要求メッセージを HLR-T に送出する。このメッセージ中には、MSI が含まれる。 

 

 このメッセージに対して次の応答が返送される。 

 

－移動機ローミング番号問合せ応答メッセージ 

手順が成功した場合。メッセージ中には RMI が含まれる。 

－タイムアウト 

TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

移動機ローミング番号問合せ要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

移動機のデータが HLR-T 上に存在しない場合、移動機ローミング番号問合せ要求メッセージ中のデー

タ異常、HLR-T におけるリソースブロック等。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP の異常の場合。 

C

C
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－登録制御中 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 以上のすべての失敗はアプリケ－ション機能に通知され、移動機ローミング番号問合せ手順は終了。 

 移動機ローミング番号問合せ要求メッセージは TC-INVOKE REQUEST  プリミティブで送られる。TCAP

はタイマによって手順監視を行う。結果は次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

移動機ローミング番号問合せ応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

TCAP タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.23.2.2 HLR-T における手順 

 ASE／TCAP インタフェースの手順を図 3-131/JJ-70.10 に、ASE の手順を図 3-132/JJ-70.10 に示す。 

 HLR-T は GLR-T から移動機ローミング番号問合せ要求メッセージを受信した場合、フォーマットに異常

があると GLR-T へ次のメッセージを返送し、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 フォーマットが正常である場合には、MAP はアプリケ－ション機能に対して移動機ローミング番号問合

せ要求メッセージを送出する。この要求メッセージは、移動機ローミング番号問合せ要求（X）で表される。 

 これに対しては次の結果が返送される。 

 

－移動機ローミング番号問合せ応答（X） 

手順が成功の場合。このメッセージには RMI が含まれる。 

－イリーガル（X） 

移動機のデータが存在しない場合、移動機ローミング番号問合せ要求メッセージ内のデータ異常、

HLR-T 内のリソースブロック等。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出に失敗した場合。 

－登録制御中（X） 

移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 移動機ローミング番号問合せ応答（X）が返された場合、GLR-T へ移動機ローミング番号問合せ応答メッ

セージが送られる。 
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 移動機ローミング番号問合せ要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 HLR-T での手順の結果は次のような形で GLR-T へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

移動機ローミング番号問合せ応答メッセージを含む。 

－TC-U- REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録制御中 
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図 3-129/JJ-70.10 

移動機ローミング番号問合せにおける GLR-T での ASE 手順 
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図 3-130/JJ-70.10 

移動機ローミング番号問合せにおける GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-131/JJ-70.10 

移動機ローミング番号問合せにおける HLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-132/JJ-70.10 

移動機ローミング番号問合せにおける HLR-T での ASE 手順 
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3.24 初期設定 

3.24.1 手順の概要 

 本手順は、ある MSC が運転中にシステムを初期設定する場合、当該 MSC と回線非対応信号の送受を行う

可能性のあるすべての MSC に対して回線非対応信号リソースの初期設定を指示するために行われる。 

 初期設定を受信したノードが HLR、GLR である場合には LM オールクリアを行うとともに再開局と当該

HLR、GLR との間で使用されている回線非対応信号リソースの解放を行う。また、初期設定を受信したノー

ドが VMSC、GMSC、HLR である場合には、再開局と当該 VMSC、GMSC、HLR との間で使用されている回

線非対応信号リソースの解放を行う。 

 初期設定手順は、再開 MSC－他 MSC インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－初期設定指示メッセージ 

－初期設定受付指示メッセージ 

－初期設定完了指示メッセージ 

 再開 MSC は、他の MSC に初期設定処理を指示するために、初期設定指示メッセージを送出する。初期設

定指示メッセージを受信したMSCは、再開MSCに対して初期設定受付指示メッセージを返送するとともに、

初期設定手順を開始する。そして、初期設定手順が終了した時点で、再開 MSC に対して初期設定完了指示

メッセージを送出する。 

 この手順において、再開 MSC（AP 部）では、初期設定指示メッセージを送信すると同時に、初期設定受

付指示メッセージ待ちタイマを起動する。このタイマのタイムアウトを検出すると、再開 MSC は初期設定

指示メッセージを再送する。（再送はオプション） 

 また、再開 MSC（AP 部）は、初期設定受付指示メッセージを受信すると、初期設定受付指示メッセージ

待ちタイマを止め、新たに初期設定完了待ちタイマを起動する。 

 以上の初期設定手順は、再開 MSC が初期設定完了指示メッセージを受信した時点、あるいは初期設定完

了待ちタイマがタイムアウトした時点である。 

 初期設定シーケンスを図 4-101/JJ-70.10 に示す。 

（注）初期設定手順は、網間では行わないこととする。 

 

3.24.2 詳細手順 

3.24.2.1 再開 MSC における手順 

 初期設定を行う際の再開 MSC における ASE 手順を図 3-133/JJ-70.10 に示す。 

 また、ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-134/JJ-70.10 に示す。 

 再開 MSC は、アプリケ－ション機能から初期設定指示（X）を受けると、他 MSC に初期設定指示メッセー

ジを送出する。 

 

 初期設定指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

 初期設定指示を確実に相手に通知するため、初期設定指示メッセージが正常に相手側 MSC に届くと相手

側 MSC から初期設定受付指示メッセージが返送される。本メッセージは再開 MSC のアプリケ－ション機能

に初期設定受付（X）として送られる。 

 

 初期設定受付指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 初期設定受付指示メッセージが正常に受信できない場合は、初期設定指示メッセージを再送する。（再送

はオプション） 
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 再開 MSC は、相手側 MSC から初期設定完了指示メッセージを受信することにより、相手側 MSC におい

て初期設定処理が完了したことを確認する。本メッセージを受信すると、再開 MSC のアプリケ－ション機

能に初期設定完了（X）を送信する。 

 初期設定完了指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

3.24.2.2 受信側 MSC における手順 

 初期設定の際の受信側 MSC における ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-135/JJ-70.10 に、ASE 手順を

図 3-136/JJ-70.10 に示す。 

 受信側 MSC において、初期設定指示メッセージを受信すると MAP はアプリケ－ション機能に対して初期

設定指示を送出する。このメッセージは初期設定指示（X）で表される。 

 

 初期設定指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 受信側 MSC のアプリケ－ション機能が初期設定指示（X）を正常に受信すると、アプリケ－ション機能は

初期設定受付の送出を指示する。このメッセージは初期設定受付指示（X）で表される。MAP は再開 MSC

に対して初期設定受付指示メッセージを送出する。 

 初期設定受付指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

 受信側 MSC のアプリケ－ション機能は、初期設定受付指示（X）を送出するとともに、初期設定処理を開

始する。初期設定処理が正常に完了すると、受信側 MAP のアプリケ－ション機能は初期設定完了の送出を

指示する。このメッセージは初期設定完了指示（X）で表される。MAP は再開 MSC に対して初期設定完了

指示メッセージを送出する。 

 初期設定完了指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

C

C

C
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図 3-133/JJ-70.10（1/3） 

初期設定における再開 MSC での ASE 手順 
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図 3-133/JJ-70.10（2/3） 

初期設定における再開 MSC での ASE 手順 
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図 3-133/JJ-70.10（3/3） 

初期設定における再開 MSC での ASE 手順 
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図 3-134/JJ-70.10（1/3） 

初期設定における再開 MSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-134/JJ-70.10（2/3） 

初期設定における再開 MSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-134/JJ-70.10（3/3） 

初期設定における再開 MSC での ASE/TCAP インターフェース手順 
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図 3-135/JJ-70.10（1/3） 

初期設定における受信側 MSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-135/JJ-70.10（2/3） 

初期設定における受信側 MSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-135/JJ-70.10（3/3） 

初期設定における受信側 MSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-136/JJ-70.10（1/3） 

初期設定における受信側 MSC での ASE 手順 
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図 3-136/JJ-70.10（2/3） 

初期設定における受信側 MSC での ASE 手順 
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図 3-136/JJ-70.10（3/3） 

初期設定における受信側 MSC での ASE 手順 
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3.25 LM オールクリア 

3.25.1  手順の概要 

 本手順は、ある MSC が運転中にシステムを初期設定する場合、GLR の加入者および移動機の空塞表示で

ある LM のリセットを指示するために行われる。ただし、3.24 の初期設定手順が行われる場合には、初期設

定指示メッセージを受信した GLR では LM オールクリアも同時に行われるため、LM オールクリアオペレー

ションは起動されない。 

 

 正常な LM オールクリアシーケンスを図 4-102/JJ-70.10 に示す。 

 

3.25.2 詳細手順 

3.25.2.1 再開 MSC における手順 

 LMオールクリアを送出する際の再開MSCにおけるASE手順を図3-137/JJ-70.10に示す。また、ASE／TCAP

インタフェース手順を図 3-138/JJ-70.10 に示す。 

 

 再開 MSC は、アプリケ－ション機能から LM オールクリア指示（X）を受けると GLR に対して LM オー

ルクリア指示メッセージを送出する。 

 

 LM オールクリア指示メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。 

 

3.25.2.2 HLR/GLR における手順 

 ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-139/JJ-70.10 に示す。ASE 手順を図 3-140/JJ-70.10 に示す。 

 MSC より LM オールクリア指示メッセージを受信した HLR/GLR では、LM クリア処理を開始する。 

 

 LM オールクリア指示メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブで受信される。 

C

C
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図 3-137/JJ-70.10 

LM オールクリアにおける再開 MSC での ASE 手順 
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図 3-138/JJ-70.10 

LM オールクリアにおける再開 MSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-139/JJ-70.10 

LM オールクリアにおける HLR 及び GLR での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-140/JJ-70.10 

LM オールクリアにおける HLR 及び GLR での ASE 手順 
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3.26 ローミング情報クリア 

3.26.1 手順の概要 

 ローミング情報クリアシーケンスを図 4-103/JJ-70.10 に示す。 

 

 GLR がローミング加入者・移動機情報を保証できないレベルの再開を行った場合、GLR 上に登録されて

いたローミング加入者、移動機の情報はすべてクリアする。この場合 HLR 上にローミング識別情報が登録

されたままになっていると、GLR において再開後位置登録を行なうローミング移動機、加入者に対してそれ

ぞれ新たに RMI、RON を割当てると、RON の２重割当になる可能性がある。このような RON2 重割り付け

の状態においては、誤接続が起きる場合がある。従って、GLR 再開の際には、自網へのローミングが許容さ

れている他網の全ての HLR に対して、自 GLR の再開を通知し、当再開 GLR に登録されているローミング

加入者、移動機のローミング情報クリアを依頼する必要がある。 

 

 これらの手順は、以下のような方法で実現する。 

 GLR は、まず相手網の GMSC（自網とのインタワークを行なう GMSC）に対してローミング情報クリア

を依頼する。これは、GLR-GMSC 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交換により行なわれる。 

－ローミング情報クリア指示要求メッセージ 

－ローミング情報クリア指示応答メッセージ 

 ローミング情報クリア指示要求メッセージは、網番号、GLR 番号を含む。 

 ローミング情報クリア指示応答メッセージには、パラメータは含まれない。 

 

 また、GMSC では他網の GLR からローミング情報クリアを依頼されると、自網内の全 HLR に対してロー

ミング情報クリアを行なう。これは、GMSC-HLR 間インタフェースにおいて以下のメッセージの交換によ

り行なわれる。 

－ローミング情報クリア要求メッセージ 

－ローミング情報クリア応答メッセージ 

 ローミング情報クリア要求メッセージは、網番号、GLR 番号を含む。これは、ローミング情報クリア指示

要求メッセージのパラメータをのせかえたものである。 

 HLR では、ローミング情報クリア要求メッセージを受信すると、ローミング情報クリア応答メッセージを

返送するとともに、HLR 内でのローミング情報クリア処理を開始する。ローミング情報クリア応答メッセー

ジには、パラメータは含まれない。 

 

 GMSC は、ローミング情報クリア応答メッセージが全 HLR から返送された時点で、GLR にローミング情

報クリア指示応答メッセージを返送する。また、HLR から GMSC に対してローミング情報クリア応答が正

常に返送されない場合には、ローミング情報クリア要求メッセージを再送する。 

 GLR は、ローミング情報クリア指示応答メッセージを受信すると、HLR でのクリア処理にかかる時間を

見込んだタイマを起動し、このタイマがタイムアウトした時点でローミング情報クリア手順は終了する。 

 

 GLR においては、再開を開始した時点から、ローミング情報クリア処理終了タイマのタイムアウトまで、

ローミング移動機に対する位置登録を規制する。規制中に位置登録を行った移動機に対する、GLR から

VMSC あるいは移動機への通知方法（例えば位置登録拒否の返送、あるいは何も返送しない等）は本標準で

は取り扱わない。 

 また、HLR においてはローミング情報クリアを実施中であっても、移動機位置登録およびユーザ位置登録

［着信登録］は受け付ける。 
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 但し、本手順は、GLR 再開後の自網内の全ノードに対する初期設定手順が終了した時点で行う。初期設定

手順については、3.24 を参照。 

 

3.26.2 詳細手順 

3.26.2.1 ローミング情報クリア指示（GLR-GMSC 間） 

3.26.2.1.1 GLR における手順 

 GLR における ASE 手順を図 3-141/JJ-70.10 に示す。また、ASE／TCAP インタフェース手順を図

3-142/JJ-70.10 に示す。 

 GLR のアプリケ－ション機能は、ローミング情報クリアが必要になると MAP に対してローミング情報ク

リア要求を行なう。この要求メッセージは、ローミング情報クリア指示要求（X）で表される。 

 GLR は、ローミング加入者のホーム網の GMSC に対してローミング情報クリア指示要求メッセージを送

出する。これに対し以下の応答が得られる。 

－ローミング情報クリア指示応答メッセージ 

手順が成功した場合。アプリケ－ション機能へローミング情報クリア指示応答（X）が渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

ローミング情報クリア指示要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

ローミング情報クリア指示要求メッセージ内のデータ異常 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケ－ション機能に伝えられ、ローミング情報クリア指示手順は終了する。 

 

 ローミング情報クリア指示要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、

タイマによって手順監視を行なう。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

ローミング情報クリア指示応答メッセージを含む。 

－TC-（U／R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.26.2.1.2 GMSC における手順 

 GMSC における ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-143/JJ-70.10 に ASE 手順を図 3-144/ JJ-70.10 に示

す。 
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 GMSC は、GLR からローミング情報クリア指示要求メッセージを受けると、メッセージのフォーマット

チェックを行なう。ここで異常が検出された場合、GLR へ以下のメッセージが返され、ローミング情報クリ

ア手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケ－ション機能に対してローミング情報クリア

指示要求を行なう。このメッセージは，ローミング情報クリア指示要求（X）で表される。 

 ローミング情報クリア指示要求（X）に対しては，次の結果が返される。 

 

－ローミング情報クリア指示応答（X） 

ローミング情報クリア手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

ローミング情報クリア指示要求メッセージ内のデータ異常または、GMSC 内のリソースブロック等の

処理異常の場合。 

 

 ローミング情報クリア指示応答（X）が返された場合、GMSC は GLR へローミング情報クリア指示応答メッ

セージを送出する。 

 ローミング情報クリア指示要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 手順の結果は、次のような形で、GLR へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

ローミング情報クリア指示応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

 

3.26.2.2 ローミング情報クリア（GMSC-HLR 間） 

3.26.2.2.1 GMSC における手順 

 GMSC における ASE 手順を図 3-145/JJ-70.10 に示す。また、ASE／TCAP インタフェース手順を図

3-146/JJ-70.10 に示す。 

 GMSC のアプリケ－ション機能は、自網内の全ての HLR に対するローミング情報クリアが必要になると

MAP に対して各 HLR 毎にローミング情報クリア要求を行なう。この要求メッセージは、ローミング情報ク

リア要求（X）で表される。 

 GMSC は、指定された HLR に対してローミング情報クリア要求メッセージを送出する。これに対し以下

の応答が得られる。 

－ローミング情報クリア応答メッセージ 

手順が成功した場合。アプリケ－ション機能へローミング情報クリア応答（X）が渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

C
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ローミング情報クリア要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

ローミング情報クリア要求メッセージ内のデータ異常 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケ－ション機能に伝えられ、ローミング情報クリア手順は終了する。 

 

 ローミング情報クリア要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タ

イマによって手順監視を行なう。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

ローミング情報クリア応答メッセージを含む。 

－TC-（U／R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.26.2.2.2 HLR における手順 

 HLR における ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-147/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-148/ JJ-70.10 に示

す。 

 HLR は、GMSC からローミング情報クリア要求メッセージを受けると、メッセージのフォーマットチェッ

クを行なう。ここで異常が検出された場合、GMSC へ以下のメッセージが返され、ローミング情報クリア手

順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケ－ション機能に対してローミング情報クリア

要求を行なう。このメッセージは，ローミング情報クリア要求（X）で表される。 

 ローミング情報クリア要求（X）に対しては，次の結果が返される。 

 

－ローミング情報クリア応答（X） 

ローミング情報クリア手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

ローミング情報クリア要求メッセージ内のデータ異常または、HLR 内のリソースブロック等の処理異

常の場合。 

 

 ローミング情報クリア応答（X）が返された場合、HLR は GMSC へローミング情報クリア応答メッセージ

を送出する。 
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 ローミング情報クリア要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 

 手順の結果は、次のような形で、GMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

ローミング情報クリア応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 
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図 3-141/JJ-70.10 

ローミング情報クリア指示における GLR での ASE 手順 
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図 3-142/JJ-70.10 

ローミング情報クリア指示における GLR での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-143/JJ-70.10 

ローミング情報クリア指示における GMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-144/JJ-70.10 

ローミング情報クリア指示における GMSC での ASE 手順 
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図 3-145/JJ-70.10 

ローミング情報クリアにおける GMSC での ASE 手順 

 
空 
 

0

ﾛｰﾐﾝｸﾞ情報 
ｸﾘｱ 

要求（X） 

 
空 
 

0

ﾛｰﾐﾝｸﾞ情報 
ｸﾘｱ 
応答 

 
空 
 

0

 
応答待ち 

 

1

ﾛｰﾐﾝｸﾞ情報 
ｸﾘｱ 

応答（X） 

ﾛｰﾐﾝｸﾞ情報 
ｸﾘｱ 
要求 

 
拒否表示 TCAP ﾀｲﾏ

ﾀｲﾑｱｳﾄ イリーガル 

パラメータ 
チェック 

NG 

OK 

 
中止指示 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ 
ﾛｰﾐﾝｸﾞ情報 
ｸﾘｱ完了 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ 
拒否表示 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ
タイムアウト 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ
イリーガル 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ
中止指示 

ﾌﾟﾘｱﾚﾝｼﾞﾄﾞ
終了要求 



 

 - 295 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-146/JJ-70.10 

ローミング情報クリアにおける GMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-147/JJ-70.10 

ローミング情報クリアにおける HLR での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-148/JJ-70.10 

ローミング情報クリアにおける HLR での ASE 手順 
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3.27 SCCP 中継試験 

3.27.1 手順の概要 

 SCCP 中継試験シーケンスを図 4-104/JJ-70.10 に示す。 

 

 GMSC は、保守者から SCCP 中継試験要求を受けると、自局の SCCP 中継用アドレス翻訳データを展開し、

翻訳結果から得られた信号局コ－ドをもつ GMSC に対して、SCCP アドレス翻訳の正常性を確認するための

問い合わせを行う。 

 この手順は、網間の GMSC－GMSC インタフェース上での次のメッセージの交換により行われる。 

－アドレス翻訳試験要求メッセージ 

－アドレス翻訳試験応答メッセージ 

 アドレス翻訳試験要求メッセージは、GT 翻訳種別、GT アドレス情報を含む。 

 アドレス翻訳試験応答メッセージは、網番号、信号局コ－ドを含む。 

 GMSC は、試験相手先の GMSC からの応答を確認し、試験結果を判定する。 

 

3.27.2  詳細手順 

3.27.2.1 SCCP 中継試験起動 GMSC における手順 

 試験起動 GMSC における ASE 手順を図 3-149/JJ-70.10 に示す。また、ASE／TCAP インタフェース手順を

図 3-150/JJ-70.10 に示す。 

 SCCP 中継試験要求に対して GMSC のアプリケ－ション機能は、MAP に対して SCCP アドレス翻訳の正

常性の確認処理に必要なアドレス情報を得るよう要求する。この要求メッセージはアドレス翻訳試験要求

(X)で表される。この中には、GT 翻訳種別、GT アドレス情報が含まれる。 

 試験起動 GMSC は、相手局となる GMSC へアドレス翻訳試験要求メッセージを送出する。これに対し以

下の応答が得られる。 

－アドレス翻訳試験応答メッセージ 

手順が成功した場合。このメッセージは、アドレス翻訳試験要求メッセージを受信した GMSC に対応

する網番号、信号局コ－ドを含み、このデータが正常なものであれば、アプリケ－ション機能へ、ア

ドレス翻訳試験応答(X)により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

アドレス翻訳試験要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－アドレスエラー 

試験起動局から送られた GT 翻訳種別、GT アドレス情報が相手 GMSC で許容しない GT 翻訳種別、

GT アドレス情報の場合。アドレス翻訳試験要求メッセージを誤送信した相手先 GMSC に対応する網

番号、信号局コ－ドが設定されてくる。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

上記のすべての失敗は、アプリケ－ション機能に伝えられ、SCCP 中継試験手順は終了する。 

 

 アドレス翻訳試験要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイ

マによって手順監視を行なう。結果は、次のようなものが得られる。 
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－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

アドレス翻訳試験応答メッセージを含む。 

－TC-(U/R-)REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） アドレスエラー 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.27.2.2 相手側 GMSC における手順 

 相手側 GMSC における ASE／TCAP インタフェース手順を図 3-151/JJ-70.10 に ASE 手順を図 3-152/JJ-70.10

に示す。相手側 GMSC は、SCCP 中継試験起動 GMSC からアドレス翻訳試験要求メッセージを受けると、メッ

セージのフォーマットチェックを行なう。ここで異常が検出された場合、SCCP 中継試験起動 GMSC へ以下

のメッセージが返され、本手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケ－ション機能に対してアドレス翻訳試験要求

を送出する。この要求メッセージは，アドレス翻訳試験要求(X)で表される。 

 アドレス翻訳試験要求(X)に対しては，次の結果が返される。 

 

－アドレス翻訳試験応答(X) 

試験起動局から送られた GT 翻訳種別、GT アドレス情報が相手 GMSC 許容する GT 翻訳種別、GT ア

ドレス情報の場合。自 GMSC の網番号、信号局コ－ドを含む。 

－アドレスエラー(X) 

試験起動局から送られた GT 翻訳種別、GT アドレス情報が相手 GMSC 許容しない GT 翻訳種別、GT

アドレス情報の場合。自 GMSC の網番号、信号局コ－ドを含む。 

 

アドレス翻訳試験応答(X)が返された場合、SCCP 中継試験起動 GMSC に対してアドレス翻訳試験応答メッ

セージが送られる。 

 アドレス翻訳試験要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。 

 手順の結果は、次のような形で、SCCP 中継試験起動 GMSC へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

アドレス翻訳試験応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） アドレスエラー 
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図 3-149/JJ-70.10 

SCCP 中継試験における試験起動 GMSC での ASE 手順 
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図 3-150/JJ-70.10 

SCCP 中継試験における試験起動 GMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-151/JJ-70.10 

SCCP 中継試験における相手側 GMSC での ASE/TCAP インタフェース手順 

 
空 
 

0

TC-BEGIN 
IND 

 
空 
 

0

ｱﾄﾞﾚｽ翻訳 
試験応答 

 
空 
 

0

 
応答待ち 

 

2

TC- 
RESULT-L 

REQ 

 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ処理 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ待ち 

1

ｱﾄﾞﾚｽ翻訳 
試験要求 

オペレーション名
ｱﾄﾞﾚｽ翻訳試験 

TC-INVOKE 
IND 

TC-END 
REQ 

 
拒否表示 ｱﾄﾞﾚｽｴﾗｰ 

TC-U- 
REJECT 

REQ 

TC-U-
ERROR 

REQ

 
空 
 

0

TC-END 
REQ 

TC-L- 
REJECT 

IND 



 

 - 303 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-152/JJ-70.10 

SCCP 中継試験における相手側 GMSC での ASE 手順 
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3.28 加入者データ移設 

3.28.1 手順の概要 

 加入者データ移設は、保守の目的で GLR-P 上に登録された RON を変更したり、ローミング加入者データ

を異なる GLR-P へ移設するための手順である。 

 加入者データ移設のシーケンスを図 4-105/JJ-70.10 および図 4-106/JJ-70.10 に示す。 

 加入者データ移設の手順は以下の通りである。 

 

3.28.1.1 GLR-P 上に登録された RON の変更 

 GLR-P は保守の目的により、自局に登録された RON の値を変更することを要求されると、RON に対応す

る加入者データ上の加入者 LM 情報と登録処理中表示を参照する。GLR-P は加入者 LM が塞がりであるか、

または登録処理中表示が ON であれば、加入者データ移設手順の起動を拒否する。 

 GLR-P は加入者 LM が空きで、かつ登録処理中表示が OFF であれば、ホーム網に登録された RON を書き

換えるため、HLR-P に対して加入者ローミング番号変更要求メッセージを送出する。加入者ローミング番号

変更要求メッセージには MSN、旧 RON、新 RON および GLR 番号を含む。 

 加入者ローミング番号変更要求メッセージを受信した HLR-P は、メッセージに含まれる旧 RON を、MSN

に対応する加入者データ上に登録された RON およびデフォルト RON と比較する。RON とデフォルト RON

のうちどちらかまたは両方が旧 RON と一致すれば、HLR-P は一致したものすべてを新 RON に書き換え、ま

たそれらに対応する GLR 番号、デフォルト GLR 番号を、メッセージに含まれる GLR 番号に書き換える。

HLR-P は加入者ローミング番号変更応答メッセージをGLR-P へ返送する。RONもデフォルトRONも旧RON

と一致しなければ、HLR-P はエラー応答（登録不許可）を GLR-P へ返送する。 

 GLR-P は HLR-P から加入者ローミング番号変更応答メッセージを受信すると、RON の値を新 RON に書

き換え、手順を終了する。HLR-P からエラー応答（登録不許可）が返された場合は、GLR-P は該当するロー

ミング加入者データが実際には使用されていないと見なし、加入者データを消去する。 

 

3.28.1.2 他の GLR-P への加入者データの移設 

 GLR-P は保守の目的により、自局に登録された加入者データを他の GLR-P に移設することを要求される

と、RON に対応する加入者データ上の加入者 LM 情報と登録処理中表示を参照する。GLR-P は加入者 LM

が塞がりであるか、または登録処理中表示が ON であれば、加入者データ移設手順の起動を拒否する。 

 GLR-P は加入者 LM が空きで、かつ登録処理中表示が OFF であれば、加入者データを移設するため、移

設先の GLR-P に対して加入者データ移設要求メッセージを送出する。加入者データ移設要求メッセージに

は MSN、旧 RON、発信情報、着信情報、加入者認証種別、加入者認証情報リスト、着信登録 MSI、デフォ

ルト着信登録 MSI、パケット通信情報、NID リストおよび 所有 MSI を含む。 

 加入者データ移設要求メッセージを受信した移設先の GLR-P は、新 RON を捕捉し、これをホーム網に登

録するため、HLR-P に対して加入者ローミング番号変更要求メッセージを送出する。加入者ローミング番号

変更要求メッセージには MSN、旧 RON、新 RON および GLR 番号を含む。 

 加入者ローミング番号変更要求メッセージを受信した HLR-P は、メッセージに含まれる旧 RON を、MSN

に対応する加入者データ上に記憶された RON およびデフォルト RON と比較する。RON とデフォルト RON

のうちどちらかまたは両方が旧 RON と一致すれば、HLR-P は一致したものすべてを新 RON に書き換え、ま

たそれらに対応する GLR 番号またはデフォルト GLR 番号を、メッセージに含まれる GLR 番号に書き換え

る。HLR-P は加入者ローミング番号変更応答メッセージを移設先の GLR-P へ返送する。加入者データ上に

RONもデフォルトRONも記憶されていないか、または加入者データ上に記憶されたRONとデフォルトRON

のどちらも旧 RON と一致しなければ、HLR-P はエラー応答（登録不許可）を移設先の GLR-P へ返送する。 

 移設先の GLR-P は HLR-P から加入者ローミング番号変更応答メッセージを受信すると、移設元 GLR-P か
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ら受信した加入者データを登録し、加入者データ移設応答メッセージを移設元の GLR-P へ返送する。HLR-P

からエラー応答（登録不許可）が返された場合は、移設先の GLR-P は該当する加入者データが実際には使

用されていないと見なし、新 RON を消去する。移設先の GLR-P はエラー応答（登録不許可）を移設元の

GLR-P へ返送する。 

 移設元の GLR-P は移設先の GLR-P から加入者データ移設応答メッセージを受信すると、移設手順が成功

したと見なし、加入者データを消去する。移設先の GLR-P からエラー応答（登録不許可）が返された場合

は、移設元の GLR-P は該当する加入者データが実際には使用されていないと見なし、加入者データを消去

する。 

 

3.28.2 詳細手順  

3.28.2.1 加入者データ移設  

 GLR-P はローミング加入者データを移設するため、移設先の GLR-P へ加入者データ移設を行う。 

 加入者データ移設手順は、移設元 GLR-P～移設先 GLR-P インタフェース上での次のメッセージの交換に

より行われる。 

－加入者データ移設要求メッセージ 

－加入者データ移設応答メッセージ 

 加入者データ移設要求メッセージは、MSN、旧 RON、発信情報、着信情報、加入者認証種別、加入者認

証情報リスト、着信登録 MSI、デフォルト着信登録 MSI、パケット通信情報、NID リストおよび所有 MSI

を含む。 

 加入者データ移設応答メッセージは、パラメータを含まない。 

 

3.28.2.1.1 移設元 GLR-P における手順 

 移設元 GLR-P における ASE 手順を図 3-153/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図

3-154/JJ-70.10 に示す。 

 移設元 GLR-P のアプリケーション機能は、加入者データの移設が必要になると MAP に対して加入者デー

タ移設要求を行う。この要求メッセージは、加入者データ移設要求（X）で表される。 

 移設元 GLR-P は、移設先 GLR-P に加入者データ移設要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答

が得られる。 

－加入者データ移設応答メッセージ 

手順が成功した場合。アプリケーション機能へ加入者データ移設応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

加入者データ移設要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

移設先 GLR-P～HLR-P 間での加入者ローミング番号変更手順の失敗により、新 RON の登録ができな

かった場合、加入者データ移設要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、移設先 GLR-P 内の

リソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 
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－登録不許可 

移設先 GLR-P から HLR-P への加入者ローミング番号変更に対して、登録不許可が返された場合。 

－登録制御中 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、加入者データ移設処理は終了する。 

 

 加入者データ移設要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイマ

によって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

加入者データ移設応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.28.2.1.2 移設先 GLR-P における手順  

 移設先 GLR-P における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-155/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-156/JJ-70.10

に示す。移設先 GLR-P は、移設元 GLR-P から加入者データ移設要求メッセージを受信すると、メッセージ

のフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、移設元 GLR-P へ以下のメッセージが返さ

れ、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して加入者データ移設要求

を送出する。この要求メッセージは、加入者データ移設要求（X）で表される。 

 加入者データ移設要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－加入者データ移設応答（X） 

加入者データ移設手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

移設先 GLR-P～HLR-P 間での加入者ローミング番号変更手順の失敗により、新 RON の登録ができな

かった場合、加入者データ移設要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、移設先 GLR-P 内の
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リソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－登録不許可（X） 

移設先 GLR-P から HLR-P への加入者ローミング番号変更に対して、登録不許可が返された場合。 

－登録制御中（X） 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 加入者データ移設応答（X）が返された場合、移設元 GLR-P へ加入者データ移設応答メッセージが送られ

る。 

 加入者データ移設要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、

次のような形で、移設元 GLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

加入者データ移設応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-153/JJ-70.10 

加入者データ移設における移設元 GLR-P での ASE 手順 
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図 3-154/JJ-70.10 

加入者データ移設における移設元 GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-155/JJ-70.10 

加入者データ移設における移設先 GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-156/JJ-70.10 

加入者データ移設における移設先 GLR-P での ASE 手順 
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3.28.2.2 加入者ローミング番号変更 

 移設先 GLR-P は、新しい RON をホーム網に登録するため、HLR-P へ加入者ローミング番号変更を行う。 

 加入者ローミング番号変更手順は、移設先 GLR-P～HLR-P インタフェース上での次のメッセージの交換に

より行われる。 

－加入者ローミング番号変更要求メッセージ 

－加入者ローミング番号変更応答メッセージ 

 加入者ローミング番号変更要求メッセージは、MSN、旧 RON、新 RON および GLR 番号を含む。 

 加入者ローミング番号変更応答メッセージは、パラメータを含まない。 

 

3.28.2.2.1 移設先 GLR-P における手順 

 移設先 GLR-P における ASE 手順を図 3-157/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図

3-158/JJ-70.10 に示す。 

 移設先 GLR-P のアプリケーション機能は、ホーム網へ新しい RON の登録が必要になると MAP に対して

加入者ローミング番号変更要求を行う。この要求メッセージは、加入者ローミング番号変更要求（X）で表

される。 

 移設先 GLR-P は、HLR-P に加入者ローミング番号変更要求メッセージを送出する。これに対し以下の応

答が得られる。 

－加入者ローミング番号変更応答メッセージ 

手順が成功した場合。アプリケーション機能へ加入者ローミング番号変更応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

加入者ローミング番号変更要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

加入者ローミング番号変更要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-P 内のリソースブ

ロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－登録不許可 

移設元の RON（旧 RON）が HLR-P の加入者データ上に登録されていない場合。 

－登録制御中 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、加入者ローミング番号変更処理は終了する。 

 

 加入者ローミング番号変更要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、

タイマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

加入者ローミング番号変更応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 
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－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.28.2.2.2 HLR-P における手順 

 HLR-P における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-159/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-160/ JJ-70.10 に示

す。HLR-P は、移設先 GLR-P から加入者ローミング番号変更要求メッセージを受信すると、メッセージの

フォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、移設先 GLR-P へ以下のメッセージが返され、

手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して加入者ローミング番号

変更要求を送出する。この要求メッセージは、加入者ローミング番号変更要求（X）で表される。 

 加入者ローミング番号変更要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－加入者ローミング番号変更応答（X） 

加入者ローミング番号変更手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

加入者ローミング番号変更要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-P 内のリソースブ

ロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－登録不許可（X） 

移設元の RON（旧 RON）が HLR-P の加入者データ上に登録されていない場合。 

－登録制御中（X） 

加入者データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 加入者ローミング番号変更応答（X）が返された場合、移設先 GLR-P へ加入者ローミング番号変更応答メッ

セージが送られる。 

 加入者ローミング番号変更要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順

の結果は、次のような形で、移設先 GLR-P へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

加入者ローミング番号変更応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-157/JJ-70.10 

加入者ローミング番号変更における移設先 GLR-P での ASE 手順 
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図 3-158/JJ-70.10 

加入者ローミング番号変更における移設先 GLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-159/JJ-70.10 

加入者ローミング番号変更における HLR-P での ASE/TCAP インタフェース手順 

オペレーション名
加入者ローミング番号変更 

 
空 
 

0

TC-BEGIN 
IND 

加入者ﾛｰﾐﾝ 
ｸﾞ番号変更 

応答 

 
空 
 

0

 
応答待ち 

 

2 

TC- 
RESULT-L 

REQ 

 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ処理 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ待ち 

1

加入者ﾛｰﾐﾝｸﾞ 
番号変更要求 

TC-INVOKE 
IND 

TC-END 
REQ 

空 
0

TC-END 
REQ 

TC-L-
REJECT 

IND

 
拒否表示 イリーガル メモリ

エラー 
 

登録不許可 登録制御中 

TC- U- 
REJECT 

REQ 

TC-U-
ERROR 

REQ



 

 - 318 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-160/JJ-70.10 

加入者ローミング番号変更における HLR-P での ASE 手順 
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3.29 移動機データ移設 

3.29.1 手順の概要 

 移動機データ移設は、保守の目的で GLR-T 上に登録された RMI を変更したり、ローミング移動機データ

を異なる GLR-T へ移設するための手順である。 

 移動機データ移設のシーケンスを図 4-107/JJ-70.10 および図 4-108/JJ-70.10 に示す。 

 移動機データ移設の手順は以下の通りである。 

 

3.29.1.1 GLR-T 上に登録された RMI の変更 

 GLR-T は保守の目的により、自局に登録された RMI の値を変更することを要求されると、RMI に対応す

る移動機データ上の移動機 LM 情報と登録処理中表示を参照する。GLR-T は移動機 LM が塞がりであるか、

または登録処理中表示が ON であれば、移動機データ移設手順の起動を拒否する。 

 GLR-T は移動機 LM が空きで、かつ登録処理中表示が OFF であれば、ホーム網に登録された RMI を書き

換えるため、HLR-T に対して移動機ローミング番号変更要求メッセージを送出する。移動機ローミング番号

変更要求メッセージには MSI、旧 RMI、新 RMI および GLR 番号を含む。 

 移動機ローミング番号変更要求メッセージを受信した HLR-T は、メッセージに含まれる旧 RMI を、MSI

に対応する移動機データ上に登録された RMI と比較する。RMI が旧 RMI と一致すれば、HLR-T は RMI を

新 RMI に書き換え、またそれに対応する GLR 番号を、メッセージに含まれる GLR 番号に書き換える。HLR-T

は移動機ローミング番号変更応答メッセージを GLR-T へ返送する。RMI が旧 RMI と一致しなければ、HLR-T

はエラー応答（登録不許可）を GLR-T へ返送する。 

 GLR-T は HLR-T から移動機ローミング番号変更応答メッセージを受信すると、RMI の値を新 RMI に書き

換え、手順を終了する。HLR-T からエラー応答（登録不許可）が返された場合は、GLR-T は該当する移動

機データが実際には使用されていないと見なし、移動機データを消去する。 

 

3.29.1.2 他の GLR-T への移動機データの移設 

 GLR-T は保守の目的により、自局に登録された移動機データを他の GLR-T に移設することを要求される

と、RMI に対応する移動機データ上の移動機 LM 情報と登録処理中表示を参照する。GLR-T は移動機 LM が

塞がりであるか、または登録処理中表示が ON であれば、移動機データ移設手順の起動を拒否する。 

 GLR-T は移動機 LM が空きで、かつ登録処理中表示が OFF であれば、移動機データを移設するため、移

設先の GLR-T に対して移動機データ移設要求メッセージを送出する。移動機データ移設要求メッセージに

は MSI、旧 RMI、位置情報、PRN、移動機情報、登録番号リスト（着信登録 MSN リストが設定される）、

暗証番号、デフォルト MSN、所有者 MSN および移動機認証情報リストを含む。 

 移動機データ移設要求メッセージを受信した移設先の GLR-T は、新 RMI を捕捉し、これをホーム網に登

録するため、HLR-T に対して移動機ローミング番号変更要求メッセージを送出する。移動機ローミング番号

変更要求メッセージには MSI、旧 RMI、新 RMI および GLR 番号を含む。 

 移動機ローミング番号変更要求メッセージを受信した HLR-T は、メッセージに含まれる旧 RMI を、MSI

に対応する移動機データ上に記憶された RMI と比較する。RMI が旧 RMI と一致すれば、HLR-T は RMI を

新 RMI に書き換え、またそれに対応する GLR 番号を、メッセージに含まれる GLR 番号に書き換える。HLR-T

は移動機ローミング番号変更応答メッセージを移設先の GLR-T へ返送する。移動機データ上に RMI が記憶

されていないか、または移動機データ上に記憶された RMI が旧 RMI と一致しなければ、HLR-T はエラー応

答（登録不許可）を移設先の GLR-T へ返送する。 

 移設先の GLR-T は HLR-T から移動機ローミング番号変更応答メッセージを受信すると、移設元 GLR-T

から受信した移動機データを登録し、移動機データ移設応答メッセージを移設元の GLR-T へ返送する。

HLR-T からエラー応答（登録不許可）が返された場合は、移設先の GLR-T は該当する移動機データが実際
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には使用されていないと見なし、新 RMI を消去する。移設先の GLR-T はエラー応答（登録不許可）を移設

元の GLR-T へ返送する。 

 移設元の GLR-T は移設先の GLR-T から移動機データ移設応答メッセージを受信すると、移設手順が成功

したと見なし、移動機データを消去する。移設先の GLR-T からエラー応答（登録不許可）が返された場合

は、移設元の GLR-T は該当する移動機データが実際には使用されていないと見なし、移動機データを消去

する。 

 

 

3.29.2 詳細手順  

3.29.2.1 移動機データ移設 

 GLR-T はローミング移動機データを移設するため、移設先の GLR-T へ移動機データ移設を行う。 

 移動機データ移設手順は、移設元 GLR-T～移設先 GLR-T インタフェース上での次のメッセージの交換に

より行われる。 

－移動機データ移設要求メッセージ 

－移動機データ移設応答メッセージ 

 移動機データ移設要求メッセージは、MSI、RMI、位置情報、PRN、移動機情報、登録番号リスト、暗証

番号、デフォルト MSN、所有者 MSN および移動機認証情報リストを含む。 

 移動機データ移設応答メッセージは、情報を含まない。 

 

3.29.2.1.1 移設元 GLR-T における手順 

 移設元 GLR-T における ASE 手順を図 3-161/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図

3-162/JJ-70.10 に示す。 

 移設元 GLR-T のアプリケーション機能は、移動機データの移設が必要になると MAP に対して移動機デー

タ移設要求を行う。この要求メッセージは、移動機データ移設要求（X）で表される。 

 移設元 GLR-T は、移設先 GLR-T に移動機データ移設要求メッセージを送出する。これに対し以下の応答

が得られる。 

－移動機データ移設応答メッセージ 

手順が成功した場合。アプリケーション機能へ移動機データ移設応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

移動機データ移設要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

移設先 GLR-T～HLR-T 間での移動機ローミング番号変更手順の失敗により、新 RMI の登録ができな

かった場合、移動機データ移設要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、移設先 GLR-T 内の

リソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－登録不許可 

移設先 GLR-T から HLR-T への移動機ローミング番号変更に対して、登録不許可が返された場合。 

－登録制御中 

移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 
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－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、アプリケーション機能に伝えられ、移動機データ移設処理は終了する。 

 

 移動機データ移設要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、タイマ

によって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

移動機データ移設応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 

－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 

 

3.29.2.1.2 移設先 GLR-T における手順  

 移設先 GLR-T における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-163/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-164/JJ-70.10

に示す。移設先 GLR-T は、移設元 GLR-T から移動機データ移設要求メッセージを受信すると、メッセージ

のフォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、移設元 GLR-T へ以下のメッセージが返さ

れ、手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して移動機データ移設要求

を送出する。この要求メッセージは、移動機データ移設要求（X）で表される。 

 移動機データ移設要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－移動機データ移設応答（X） 

移動機データ移設手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

移設先 GLR-T～HLR-T 間での移動機ローミング番号変更手順の失敗により、新 RMI の登録ができな

かった場合、移動機データ移設要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、移設先 GLR-T 内の

リソースブロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－登録不許可（X） 
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移設先 GLR-T から HLR-T への移動機ローミング番号変更に対して、登録不許可が返された場合。 

－登録制御中（X） 

移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 移動機データ移設応答（X）が返された場合、移設元 GLR-T へ移動機データ移設応答メッセージが送られ

る。 

 移動機データ移設要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順の結果は、

次のような形で、移設元 GLR-T へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

移動機データ移設応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-161/JJ-70.10 

移動機データ移設における移設元 GLR-T での ASE 手順 
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図 3-162/JJ-70.10 

移動機データ移設における移設元 GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-163/JJ-70.10 

移動機データ移設における移設先 GLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-164/JJ-70.10 

移動機データ移設における移設先 GLR-T での ASE 手順 
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3.29.2.2 移動機ローミング番号変更 

 移設先 GLR-T は、新しい RMI をホーム網に登録するため、HLR-T へ移動機ローミング番号変更を行う。 

 移動機ローミング番号変更手順は、移設先 GLR-T～HLR-T インタフェース上での次のメッセージの交換

により行われる。 

－移動機ローミング番号変更要求メッセージ 

－移動機ローミング番号変更応答メッセージ 

 移動機ローミング番号変更要求メッセージは、MSI、旧 RMI、新 RMI および GLR 番号を含む。 

 移動機ローミング番号変更応答メッセージは、情報を含まない。 

 

3.29.2.2.1 移設先 GLR-T における手順 

 移設先 GLR-T における ASE 手順を図 3-165/JJ-70.10 に示す。また、ASE/TCAP インタフェース手順を図

3-166/JJ-70.10 に示す。 

 移設先 GLR-T のアプリケーション機能は、ホーム網へ新しい RMI の登録が必要になると MAP に対して

移動機ローミング番号変更要求を行う。この要求メッセージは、移動機ローミング番号変更要求（X）で表

される。 

 移設先 GLR-T は、HLR-T に移動機ローミング番号変更要求メッセージを送出する。これに対し以下の応

答が得られる。 

－移動機ローミング番号変更応答メッセージ 

手順が成功した場合。アプリケーション機能へ移動機ローミング番号変更応答（X）により渡される。 

－タイムアウト 

手順失敗等で TCAP のタイマがタイムアウトした場合。 

－拒否表示 

移動機ローミング番号変更要求メッセージのフォーマット異常の場合。 

－イリーガル 

移動機ローミング番号変更要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-T 内のリソースブ

ロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー 

データの書込み、読出しに失敗した場合。 

－登録不許可 

移設元の RMI（旧 RMI）が HLR-T の移動機データ上に登録されていない場合。 

－登録制御中 

移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

－中止指示 

ローカル側、リモート側の TCAP 部での異常の場合。 

 

 上記のすべての失敗は、呼処理機能に伝えられ、移動機ローミング番号変更処理は終了する。 

 

 移動機ローミング番号変更要求メッセージは、TC-INVOKE REQUEST プリミティブで送られる。TCAP は、

タイマによって手順監視を行う。結果は、次のようなものが得られる。 

－TC-RESULT-L INDICATION プリミティブ 

移動機ローミング番号変更応答メッセージを含む。 

－TC-（U/R-）REJECT INDICATION プリミティブ 

拒否表示の報告に用いられる。 
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－TC-L-CANCEL INDICATION プリミティブ 

タイマのタイムアウト表示に用いられる。 

－TC-U-ERROR INDICATION プリミティブ 

以下のような異常結果の報告に用いられる。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録不許可 

（エ） 登録制御中 

－TC-P-ABORT INDICATION プリミティブ 

中止指示の報告に用いられる。 
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3.29.2.2.2 HLR-T における手順 

 HLR-T における ASE/TCAP インタフェース手順を図 3-167/JJ-70.10 に、ASE 手順を図 3-168/ JJ-70.10 に示

す。HLR-T は、移設先 GLR-T から移動機ローミング番号変更要求メッセージを受信すると、メッセージの

フォーマットチェックを行う。ここで異常が検出された場合、移設先 GLR-T へ以下のメッセージが返され、

手順は終了する。 

－拒否表示 

フォーマットが異常である場合。 

 

 メッセージのフォーマットが正常の場合、MAP はアプリケーション機能に対して移動機ローミング番号

変更要求を送出する。この要求メッセージは、移動機ローミング番号変更要求（X）で表される。 

 移動機ローミング番号変更要求（X）に対しては、次の結果が返される。 

 

－移動機ローミング番号変更応答（X） 

移動機ローミング番号変更手順が成功の場合。 

－イリーガル（X） 

移動機ローミング番号変更要求メッセージ内のデータ異常の場合、または、HLR-T 内のリソースブ

ロック等の処理異常の場合。 

－メモリエラー（X） 

データの書き込み、読出に失敗した場合。 

－登録不許可（X） 

移設元の RMI（旧 RMI）が HLR-T の移動機データ上に登録されていない場合。 

－登録制御中（X） 

移動機データが登録、変更または削除の処理中である場合。 

 

 移動機ローミング番号変更応答（X）が返された場合、移設先 GLR-T へ移動機ローミング番号変更応答メッ

セージが送られる。 

 移動機ローミング番号変更要求メッセージは、TC-INVOKE INDICATION プリミティブに含まれる。手順

の結果は、次のような形で、移設先 GLR-T へ送られる。 

－TC-RESULT-L REQUEST プリミティブ 

移動機ローミング番号変更応答メッセージを含む。 

－TC-U-REJECT REQUEST プリミティブ 

拒否表示を含む。 

－TC-U-ERROR REQUEST プリミティブ 

以下の異常結果を含む。 

（ア） イリーガル 

（イ） メモリエラー 

（ウ） 登録不許可 

（エ） 登録制御中 
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図 3-165/JJ-70.10 

移動機ローミング番号変更における移設先 GLR-T での ASE 手順 
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図 3-166/JJ-70.10 

移動機ローミング番号変更における移設先 GLR-T での ASE／TCAP インタフェース手順 
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図 3-167/JJ-70.10 

移動機ローミング番号変更における HLR-T での ASE/TCAP インタフェース手順 
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図 3-168/JJ-70.10 

移動機ローミング番号変更における HLR-T での ASE 手順 
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3.30 （欠番） 

3.31 ロケーションレジスタにおける排他制御 

3.31.1 手順の概要 

 ロケーションレジスタは、他のロケーションレジスタとの間で直接的または間接的にデータの書込みや読

出しを行うが、それぞれのロケーションレジスタの間で記憶するデータの矛盾が発生するのを防止するため、

データの書込みや読出しに対してアプリケーション機能による排他制御を実行する。 

 排他制御によりデータの書込みや読出しが規制される場合、その結果として次の状態が定義される。 

－登録制御中 

－登録不許可 

－登録済み 

 それぞれの状態の具体的な適用例を以下に示す。 

 

3.31.1.1 登録制御中 

 ロケーションレジスタは、他のノードから起動された MAP オペレーションまたはそれに該当する内部プ

ロセスを受信することにより、データの書込みが必要になると、その MAP 手順の実行中に他の MAP 手順に

よりデータの書込みが行われると MAP 手順の実行に影響がある場合、またはデータの書込みを行うことに

よりそのデータを読み出そうとする他の MAP 手順の実行に影響を与える場合は、その MAP オペレーション

が終了するまでの間、該当するデータへの二重アクセスを規制する。ロケーションレジスタはこの規制が実

行されると、MAP オペレーションの起動元へエラー応答(登録制御中)を返す。 

 

 各 MAP オペレーションにおいては、この規制は次のように実現される。 

 

－ユーザ登録 

GLR-T は、VMSC からユーザ登録オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了するま

での間、移動機データ上の登録対象となる MSN に関連するデータへの二重アクセスを規制する。 

GLR-P は、VMSC からユーザ登録オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了するま

での間、加入者データへの二重アクセスを規制する。 

－位置登録 

GLR-T は、VMSC から位置登録オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了するまで

の間、移動機データへの二重アクセスを規制する。 

－ユーザ位置登録 

HLR-P は、GLR-P からユーザ位置登録オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了す

るまでの間、加入者データ上の登録対象となる RON またはデフォルト RON に関連するデータへの二

重アクセスを規制する。 

－ユーザ情報消去 

GLR-P は、HLR-P からユーザ情報消去オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了す

るまでの間、加入者データへの二重アクセスを規制する。 

－移動機位置登録 

HLR-T は、GLR-T から移動機位置登録オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了す

るまでの間、移動機データへの二重アクセスを規制する。 

－移動機情報消去 

GLR-T は、HLR-T から移動機情報消去オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了す

るまでの間、移動機データへの二重アクセスを規制する。 
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－網間ユーザ登録 

HLR-T は、GLR-T から網間ユーザ登録オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了す

るまでの間、移動機データへの二重アクセスを規制する。 

GLR-T は、HLR-T から網間ユーザ登録オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了す

るまでの間、移動機データ上の登録対象となる MSN に関連するデータへの二重アクセスを規制する。 

－登録抹消 

GLR-T は、VMSC から登録抹消オペレーションが起動されると、そのオペレーションが終了するまで

の間、移動機データへの二重アクセスを規制する。 

 

3.31.1.2 登録不許可 

 ロケーションレジスタは、他のノードから起動された MAP オペレーションまたはそれに該当する内部プ

ロセスを受信することにより、特定の組合せのデータの書込みが必要になると、その組合せのデータを書込

むことにより他のロケーションレジスタとの間で記憶内容の矛盾が生じる可能性がある場合は、データの書

込みを規制する。ロケーションレジスタはこの規制が実行されると、MAP オペレーションの起動元へエラー

応答(登録不許可)を返す。 

 

 各 MAP オペレーションにおいては、この規制は次のように実現される。 

 

－ユーザ情報消去 

GLR-P は HLR-P からユーザ情報消去オペレーションが起動されると、HLR-P から受信した登録解除

MSI が加入者データ上に記憶された着信登録 MSI と異なる場合、着信登録 MSI の消去を規制する。 

－加入者ローミング番号変更 

HLR-P は GLR-P から加入者ローミング番号変更オペレーションが起動されると、加入者データ上に

RON もデフォルト RON も記憶されていないか、または GLR-P から受信した旧 RON が加入者データ

上に記憶された RON とデフォルト RON のどちらとも一致しなければ、RON およびデフォルト RON

の書換えを規制する。 

－移動機ローミング番号変更 

HLR-T は GLR-T から移動機ローミング番号変更オペレーションが起動されると、移動機データ上に

RMI が記憶されていないか、または GLR-T から受信した旧 RMI が移動機データ上に記憶された RMI

と一致しなければ、RMI の書換えを規制する。 
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3.31.1.3 登録済み 

 ロケーションレジスタは、特定の MAP 手順において、他のノードから起動された MAP オペレーションま

たはそれに該当する内部プロセスを受信することにより、すでに記憶されているものと同じ内容のデータの

書込みが行われようとした場合、これを規制する。ロケーションレジスタはこの規制が実行されると、MAP

オペレーションの起動元へエラー応答(登録済み)を返す。 

 

 各 MAP オペレーションにおいては、この規制は次のように実現される。 

 

－ユーザ登録 

GLR-T は VMSC からユーザ登録オペレーションが起動されると、登録種別が｢着信登録｣で、かつ

VMSC から受信した着信登録 MSN が移動機データ上に記憶された着信登録 MSN と一致すれば、着

信登録 MSN の移動機データへの登録を規制する。 
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3.32 ハーフレートコーディック制御 

3.32.1 手順の概要 

 ハーフレートコーディック制御は、従来のコーディックの動作モード（音声・非電話・コーディックス

ルー）に、ハーフレートコーディックスルーモードを追加した４種類の動作モード（音声・非電話・フルレー

トコーディックスルー、ハーフレートコーディックスルー）を変更するために行う。 

 

 ハーフレートコーディック制御は、以下の範囲を対象とする。 

 

（1） 呼設定時の制御 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-173/JJ-70.10 呼設定時の制御 

 

（2）通信中からの制御 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-174/JJ-70.10 通信中からの制御 

注）破線は、将来規定する制御である。 

 

（3）非電話通信制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-175/JJ-70.10 非電話通信制御 

注）破線は、将来規定する制御である。 

 網間でのハーフレートコーディック制御は、以下の場合に必要となる。 

音声ﾓｰﾄﾞ 

音声ﾓｰﾄﾞ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸ
ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸ 
ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸ
ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸ 
ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

音声ﾓｰﾄﾞ 

音声ﾓｰﾄﾞ 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸ 
ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸ 
ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

非電話ﾓｰﾄﾞ 

@

@

@

 

@

 

@

 

 

 

 

 

 

 

 

 

@

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

@

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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（4）移動－移動間フルレートコーディックスルー制御 

 移動機（デュアル／フル）間音声通信における呼設定時に、発着ＶＭＳＣのコーディックの動作モー

ドをフルレートコーディックスルーモードに設定する場合。 

 

（5）移動－移動間ハーフレートコーディックスルー制御 

 デュアル移動機間音声通信における呼設定時に、発着ＶＭＳＣのコーディックの動作モードをハーフ

レートコーディックスルーモードに設定する場合。 

 

（6）移動－Ｎ-ＳＴＡＲ衛星ハーフレートコーディックスルー制御 

 デュアル移動機とＮ-ＳＴＡＲ衛星間の音声通信における呼設定時に、発着ＶＭＳＣのコーディックの

動作モードをハーフレートコーディックスルーモードに設定する場合。 

 

（7）通信中のモード変更 

（a）フルレートコーディックスルーモードから音声モードへの変更 

 フルレートコーディックスルーモード通信中に、チャネル切替、または付加サービスの起動により、

コーディックの動作モードを音声モードに変更する場合。 

 

（b）ハーフレートコーディックスルーモードから音声モードへの変更 

 ハーフレートコーディックスルーモード通信中に、チャネル切替、または付加サービスの起動により、

コーディックの動作モードを音声モードに変更する場合。 

 

 以上のコーディック制御は、3.14 コーディック制御で示すコーディック設定と確認手順、およびコー

ディック監視と確認手順により実現される。但し、コーディック監視と確認手順は、事業者オプション

とする。 

 

 また、本項では、非電話通信によるコーディックのモード変更についても規定する。 

 

 

（8）非電話通信 

（a）非電話通信開始時のモード変更 

 非電話通信開始により、コーディックの動作モードを非電話モードに変更する場合。 

 

（b）非電話通信終了後のモード変更 

 非電話通信終了により、コーディックの動作モードを音声モードに変更する場合。 

 

 

 非電話通信に関するコーディック制御は、発網、及び着網に閉じて行われる。 

 

3.32.2 前提条件 

（1）呼設定時、発信網に対しコーディック設定要求を行うかどうかは、着信網にて判断する。 

 

（2）着信網は、ＩＡＭのユーザ情報レイヤ１プロトコルがＰＳＩ－ＣＥＬＰであった場合、発信網で要求

するコーディックの動作モードは、第１希望がハーフレートコーディックスルー、第２希望がフルレー

@

@

@

 

@

@

@

 

@

@

@

 

@

@

@

@

 

@

@

@

 

@

@
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@
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@
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@

@
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@
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Ｂ
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トコーディックスルーと解釈する。 

（3）コーディック設定要求を受信した網は、自局のコーディックのハード障害等により、通信の継続が不

可能であると判断した場合、コーディック設定確認のＯＫ／ＮＧにＮＧを設定し返送する。 

 

（4）コーディック設定要求を受信した網は、要求されたコーディックの動作モードへの切替を拒否する場

合、コーディック設定確認のＯＫ／ＮＧにＲｅｊｅｃｔを設定し返送する。 

 

（5）ＯＫ／ＮＧに、ＮＧまたはＲｅｊｅｃｔが設定されたコーディック設定確認を受信したときの動作に

ついては、事業者毎に規定する。 

 

（6）Ｎ-ＳＴＡＲ衛星はハーフレート専用である。 

 

（7）Ｎ-ＳＴＡＲ衛星発信時、着信網では発側がＮ-ＳＴＡＲ衛星かどうかの判断は行わない。 

 

（8）非電話通信終了後、非電話モードからコーディックスルーモードへの変更は行わない。但し、将来本

仕様で非電話モードからコーディックスルーモードへの制御手順を規定した場合には、非電話モードか

らコーディックスルーモードへの変更を許容する。 
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@

 

@

@

 

@
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@

 

@

@

@
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 - 340 - ＪＪ－７０．１０ 

3.32.3 網間コーディック制御 

3.32.3.1 呼設定時の制御 

（1）発信網の動作 

 デュアル移動機が発信した場合、発信網ではハーフレートチャネルを割り当てることが可能である。な

お、フルレート専用移動機が発信した場合、発信網ではフルレートチャネルのみを割り当てる。 

 その後、捕捉した無線チャネル、または発信した移動機の種別に応じてユーザ・サービス情報パラメー

タを設定し、IAM を送出する。具体的には、発側無線チャネル割付後に後位起動する場合は、ハーフレー

トチャネル捕捉時に、ユーザ・サービス情報パラメータのユーザ情報レイヤ 1 プロトコルに PSI-CELP を

設定し、デュアル移動機またはフルレート専用移動機のいずれに係わらず、フルレートチャネル捕捉時に

VSELP を設定する。 

 一方、発側無線チャネル割付前に後位起動する場合はデュアル移動機発信時に、捕捉した無線チャネル

がハーフレートまたはフルレートのいずれに係わらず、ユーザ・サービス情報パラメータのユーザ情報レ

イヤ 1 プロトコルに PSI-CELP を設定し、フルレート専用移動機発信時に VSELP を設定する。 

 

表 3-2/JJ-70.10 各条件下におけるユーザ情報レイヤ１プロトコル 

移動機種別 ﾃﾞｭｱﾙ移動機 ﾌﾙﾚｰﾄ専用移動機 

捕捉した無線ﾁｬﾈﾙ ﾊｰﾌﾚｰﾄ ﾌﾙﾚｰﾄ ﾌﾙﾚｰﾄ 

無線ﾁｬﾈﾙ捕捉後 IAM 送出 PSI-CELP VSELP VSELP 

無線ﾁｬﾈﾙ捕捉前 IAM 送出 PSI-CELP PSI-CELP VSELP 

 

（2）着信網の動作 

 着信網では、着信した移動機の種別と IAM に設定されたユーザ・サービス情報パラメータにより割り

当てる無線チャネルを決定する。具体的には、フルレートコーディックスルー優先の網においては、デュ

アル移動機への着信時、ユーザ・サービス情報パラメータのユーザ情報レイヤ 1 プロトコルが PSI-CELP

であると、ハーフレートチャネルを優先的に割り当て、ユーザ情報レイヤ 1 プロトコルが VSELP である

と、フルレートチャネルを優先的に割り当てる。また、フルレート専用移動機への着信の場合は、ユーザ

情報レイヤ 1 プロトコルが PSI-CELP またはVSELP のいずれに係わらずフルレートチャネルを割り当てる。 

 一方、ハーフレートチャネル割当優先の網においては、IAM に設定されたユーザ・サービス情報パラメー

タに係わらず、デュアル移動機への着信の場合、一律ハーフレートチャネルを優先的に割り当てることが

ある。なお、フルレート専用移動機への着信の場合は、フルレートコーディックスルー優先の網における

動作と同様に、フルレートチャネルを割り当てる。 

 

表 3-3/JJ-70.10 各条件下における着信網で捕捉した無線チャンネル 

移動機種別 ﾃﾞｭｱﾙ移動機 ﾌﾙﾚｰﾄ専用移動機 

受信したﾕｰｻﾞ情報ﾚｲﾔ 1 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ VSELP PSI-CELP VSELP/PSI-CELP 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先 ﾌﾙﾚｰﾄ ﾊｰﾌﾚｰﾄ ﾌﾙﾚｰﾄ 

ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先 ﾊｰﾌﾚｰﾄ ﾊｰﾌﾚｰﾄ ﾌﾙﾚｰﾄ 

 

 発信網に対しコーディック設定要求を行うかどうかは着信網にて判断する。 
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（3）呼設定シーケンス 

 発網及び着網の端末、網機能、TCH それぞれの状態における呼設定パターンを、表 3-4 に示す。 

@

@
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表 3-4/JJ-70.10 呼設定シーケンスパターン表（1/3） 

項番 発網 着網 発網条件 通信状態 ｼｰｹﾝｽ

 端末 網機能 TCH 端末 網機能 TCH 条件    

1 ﾌﾙ専用 ﾌﾙのみ 

又は 

ﾃﾞｭｱﾙ 

ﾌﾙﾚｰﾄ ﾌﾙ専用 ﾌﾙのみ 

又は 

ﾃﾞｭｱﾙ 

ﾌﾙﾚｰﾄ － ○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1 

2    ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙのみ ﾌﾙﾚｰﾄ － ○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1 

3     ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙﾚｰﾄ 着網でﾌﾙﾚｰﾄ割付 

（ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先 or ﾊｰﾌなし）

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1 

4      ﾊｰﾌﾚｰﾄ 着網でﾊｰﾌﾚｰﾄ割付 

（ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先 or ﾌﾙなし） 

－ 音声（F－H） 1-3 

5    ﾊ ｰ ﾌ 衛

星 

ﾊ ｰ ﾌ 専

用 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ － － 音声（F－H） 1-3 

6    ｱﾅﾛｸﾞ － － 音声 1-2 

7 ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙのみ ﾌﾙﾚｰﾄ ﾌﾙ専用 ﾌﾙのみ 

又は 

ﾃﾞｭｱﾙ 

ﾌﾙﾚｰﾄ L1=PSI-CELP 受信 

（ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） 

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-4 

8       L1=   〃    

（ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ優先割当） 

－ 音声（F－F） 1-5 

9       L1=VSELP 受信 ○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1 

10    ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙのみ ﾌﾙﾚｰﾄ L1=PSI-CELP 受信 

（ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） 

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-4 

11       L1=   〃    

（ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ優先割当） 

－ 音声（F－F） 1-5 

12       L1=VSELP 受信 ○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1 

13     ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙﾚｰﾄ L1=PSI-CELP 受信 着網でﾌﾙﾚｰﾄ割付

（ﾊｰﾌなし , ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先）

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-4 

14       L1=  〃        〃 

（ﾊｰﾌなし , ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） 

－ 音声（F－F） 1-5 

15       L1=VSELP 受信 着網でﾌﾙﾚｰﾄ割付 

（ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） 

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1 

16      ﾊｰﾌﾚｰﾄ L1=PSI-CELP受信 着網でﾊｰﾌﾚｰﾄ割付 Reject-H 音声（F－H） 1-6 

17       L1=VSELP 受信 着網でﾊｰﾌﾚｰﾄ割付 

（ﾌﾙなし , ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） 

－ 音声（F－H） 

 

1-3 

18       L1=  〃        〃 

（ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） 

－ 音声（F－H） 

 

1-3 

 

@

Ｃ
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表 3-4/JJ-70.10 呼設定シーケンスパターン表（2/3） 

項番 発網 着網 発網条件 通信状態 ｼｰｹﾝｽ

 端末 網機能 TCH 端末 網機能 TCH 条件    

19 ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙのみ ﾌﾙﾚｰﾄ ﾊ ｰ ﾌ衛

星 

ﾊ ｰ ﾌ専

用 

ﾊｰﾌﾚｰﾄL1=PSI-CELP 受信 Reject-H 音声（F－H） 1-6

20       L1=VSELP 受信 － 音声（F－H） 1-3

21    ｱﾅﾛｸﾞ － － 音声 1-2

22  ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙﾚｰﾄ ﾌﾙ専用 ﾌﾙのみ

又は 

ﾃﾞｭｱﾙ 

ﾌﾙﾚｰﾄ L1=PSI-CELP 受信 着網でﾌﾙﾚｰﾄ割

付 

（ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） 

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-4

23       L1＝  〃       〃 

（ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） 

－ 音声（F－F） 1-5

24       L1=VSELP 受信 ○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1

25    ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙのみ ﾌﾙﾚｰﾄ L1=PSI-CELP 受信 

（ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） 

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-4

26       L1=   〃 

（ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） 

－ 音声（F－F） 1-5

27       L1=VSELP 受信 ○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1

28     ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙﾚｰﾄ L1=PSI-CELP 受信 着網でﾌﾙﾚｰﾄ割

付 

（ﾊｰﾌなし , ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先）

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-4

29       L1=   〃       〃 

（ﾊｰﾌなし , ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先）

－ 音声（F－F） 1-5

30       L1=VSELP 受信 着網でﾌﾙﾚｰﾄ割付 

（ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） 

○ ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 1-1

31      ﾊｰﾌﾚｰﾄL1=PSI-CELP 受信 着網でﾊｰﾌﾚｰﾄ割

付 

Reject-H 音声（F－H） 1-6

32       L1=VSELP 受信 着網でﾊｰﾌﾚｰﾄ割付

（ﾌﾙなし , ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先）

－ 音声（F－H） 1-3

33       L1=  〃       〃 

（ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） 

－ 音声（F－H） 1-3

34    ﾊ ｰ ﾌ衛

星 

ﾊ ｰ ﾌ専

用 

ﾊｰﾌﾚｰﾄL1=PSI-CELP 受信 Reject-H 音声（F－H） 1-6

35       L1=VSELP 受信 － 音声（F－H） 1-3

36    ｱﾅﾛｸﾞ － － 音声 1-2

 

項番における凡例 

 ：発側 TCH 割付前に後位起動(IAM 送出)する場合 

@
Ｃ 
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表 3-4/JJ-70.10 呼設定シーケンスパターン表（3/3） 

項番 発網 着網 発網条件 通信状態 ｼｰｹﾝｽ

 端末 網機能 TCH 端末 網機能 TCH 条件    

37 ﾃﾞｭｱﾙ ﾃﾞｭｱﾙ ﾊｰﾌﾚｰﾄ ﾌﾙ専用 ﾌﾙのみ 

又は 

ﾃﾞｭｱﾙ 

ﾌﾙﾚｰﾄ （ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） ﾌﾙ割付直

し 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 2-4

38        Reject-F 音声（H－F） 2-5

39       （ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） － 音声（H－F） 2-3

40    ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙのみ ﾌﾙﾚｰﾄ （ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） ﾌﾙ割付直

し 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 2-4

41        Reject-F 音声（H－F） 2-5

42       （ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） － 音声（H－F） 2-3

43    ﾃﾞｭｱﾙ ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙﾚｰﾄ 着網でﾌﾙﾚｰﾄ割付 

（ﾊｰﾌなし , ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先）

ﾌﾙ割付直

し 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 2-4

44        Reject-F 音声（H－F） 2-5

45       着網でﾌﾙﾚｰﾄ割付 

（ﾊｰﾌなし , ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先）

－ 音声（H－F） 2-3

46      ﾊｰﾌﾚｰﾄ － ◎ ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 2-1

47    ﾊ ｰ ﾌ衛

星 

ﾊ ｰ ﾌ専

用 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ － ◎ ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 2-1

48    ｱﾅﾛｸﾞ － － 音声 2-2

49 ﾊ ｰ ﾌ衛

星 

ﾊ ｰ ﾌ専

用 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ ﾌﾙ専用 ﾌﾙのみ 

又は 

ﾃﾞｭｱﾙ 

ﾌﾙﾚｰﾄ （ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） Reject-F 音声（H－F）  3-4

50       （ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） － 音声（H－F） 3-3

51    ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙのみ ﾌﾙﾚｰﾄ （ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） Reject-F 音声（H－F） 3-4

52       （ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） － 音声（H－F） 3-3

53     ﾃﾞｭｱﾙ ﾌﾙﾚｰﾄ （ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ優先） Reject-F 音声（H－F） 3-3

54       （ﾊｰﾌﾚｰﾄﾁｬﾈﾙ割当優先） － 音声（H－F） 3-3

55      ﾊｰﾌﾚｰﾄコーディック設定要求送出 ◎ ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ 3-1

56    ｱﾅﾛｸﾞ － － 音声 3-2

 

発網条件における凡例 

○ ：フルレートコーディックスルー要求受信でフルレートコーディックスルーに設定 

◎ ：ハーフレートコーディックスルー要求受信でハーフレートコーディックスルーに設定 

－ ：コーディック設定要求の受信なし 

 Reject-H：ハーフレートコーディックスルー要求受信で Reject 

 Reject-F：フルレートコーディックスルー要求受信で Reject 

ﾌﾙ割付直し：発側ハーフ→フルへ CH 切替えしフルレートコーディックスルーに設定 

@

Ｃ 

Ｂ

Ｂ
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図 3-176/JJ-70.10 

呼設定 発側フルレート割付 着側フルレート割付（フルレートコーディックスルーモード通信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-177/JJ-70.10 

呼設定  発側フルレート割付  着側アナログ（音声モード通信） 

１－１ 呼設定 発側フルレート割付 着側フルレート割付（フルレートコーディックスルーモード通信） 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ

に設定 

IAM 

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ 1 プロトコル：VSELP 

発網 

ACM

コーディック状態：フルレートコーディックスルーモード

コーディック設定要求 

コーディック設定確認  OK/NG=OK 

着網 

ANM

フルレートコーディックスルーモード通信 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

に設定 

@

１－２ 呼設定  発側フルレート割付  着側アナログ（音声モード通信） 

発網 

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：VSELP 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定要求は

送出しない 

着網 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

@
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図 3-178/JJ-70.10 

呼設定  発側フルレート割付 着側ハーフレート割付（音声モード通信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-179/JJ-70.10 

呼設定  発側フルレート割付(端末デュアル)  着側フルレート割付 

(発側 TCH 割付前に後位起動)    (フルレートコーディックスルーモード通信) 

発網 
ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：VSELP 

IAM 

ACM

ANM

音声モード通信 

着網 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付

ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定要求は

送出しない 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

１－３ 呼設定  発側フルレート割付 着側ハーフレート割付（音声モード通信） @

１－４ 呼設定  発側フルレート割付(端末デュアル)  着側フルレート割付 

(発側 TCH 割付前に後位起動)    (フルレートコーディックスルーモード通信) 

IAM 

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ 1 プロトコル：PSI-CELP 

発網 

ACM

コーディック状態：フルレートコーディックスルーモード 
コーディック設定要求 

コーディック設定確認  OK/NG=OK 

着網 

ANM

フルレートコーディックスルーモード通信 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ

に設定 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

に設定 

@

@ Ｃ
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図 3-180/JJ-70.10 

呼設定  発側フルレート割付(端末デュアル)  着側フルレート割付 (音声モード通信) 

(発側 TCH 割付前に後位起動) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-181/JJ-70.10 

呼設定  発側フルレート割付(端末デュアル) 着側ハーフレート割付（REJECT⇒音声モード通信） 

(発側 TCH 割付前に後位起動) 

呼設定  発側フルレート割付(端末デュアル) 着側ハーフレート割付（REJECT⇒音声モード通信） 

(発側 TCH 割付前に後位起動) 
１－６ 

発網 
ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 

通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：PSI-CELP 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

着網 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

コーディック状態：ハーフレートコーディックスルーモード

コーディック設定要求 

コーディック設定確認 OK/NG=REJECT 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

不可 

@

１－５ 呼設定  発側フルレート割付(端末デュアル)  着側フルレート割付 (音声モード通信) 

(発側 TCH 割付前に後位起動) 

発網 
ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 

通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：PSI-CELP 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定要求は

送出しない 

着網 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

@
@

@

Ｃ

Ｃ



 

 - 348 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-182/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付 着側ハーフレート割付 

（ハーフレートコーディックスルーモード通信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-183/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付  着側アナログ（音声モード通信） 

２―２ 呼設定  発側ハーフレート割付  着側アナログ（音声モード通信） 

発網 

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：PSI-CELP 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定要求は

送出しない 

着網 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

@

２－１ 

IAM 

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ 1 プロトコル：PSI-CELP 

発網 

ACM

コーディック状態：ハーフレートコーディックスルーモード 
コーディック設定要求 

コーディック設定確認  OK/NG=OK 

着網 

ANM

ハーフレートコーディックスルーモード通信 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付

ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ

に設定 

設定

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ

に設定 

呼設定  発側ハーフレート割付 着側ハーフレート割付 

（ハーフレートコーディックスルーモード通信） 

@

Ｃ 

@ Ｃ
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図 3-184/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付 着側フルレート割付（音声モード通信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-185/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付 着側フルレート割付(フルレートコーディックスルーモード通信) 

 

発網 

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：PSI-CELP 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

着網 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定要求は

送出しない 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

２－３ 呼設定  発側ハーフレート割付 着側フルレート割付（音声モード通信） @

２－４ 

IAM 

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ 1 プロトコル：PSI-CELP 

発網 

ACM

コーディック状態：フルレートコーディックスルーモード 
コーディック設定要求 

コーディック設定確認  OK/NG=OK 

着網 

ANM

フルレートコーディックスルーモード通信 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ

に設定 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾌﾙﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

に設定 

呼設定  発側ハーフレート割付 着側フルレート割付(フルレートコーディックスルーモード通信) ＠
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図 3-186/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付  着側フルレート割付 (REJECT⇒音声モード通信) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-187/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付(N-STAR 衛星) 着側ハーフレート割付 

（ハーフレートコーディックスルーモード通信） 

２－５ 

発網 ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：PSI-CELP 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

着網 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

コーディック状態：フルレートコーディックスルーモード

コーディック設定要求 

コーディック設定確認 OK/NG=REJECT 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

失敗 

呼設定  発側ハーフレート割付  着側フルレート割付 (REJECT⇒音声モード通信) @

３－１ 呼設定  発側ハーフレート割付(N-STAR 衛星) 着側ハーフレート割付 

（ハーフレートコーディックスルーモード通信）

IAM 

（N-STAR 衛星発信） 
接続特性表示：接続において衛星１回線あり

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ 1 プロトコル：PSI-CELP 

発網 

ACM

ｺｰﾃﾞｨｸ状態：ハーフレートコーディックスルーモード 
コーディック設定要求 

コーディック設定確認  OK/NG=OK 

着網 

ANM

ハーフレートコーディックスルーモード通信 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞに

設定 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

ﾊｰﾌﾚｰﾄｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰﾓｰﾄﾞ 

に設定 

@
@ Ｃ
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図 3-188/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付(N-STAR 衛星)  着側アナログ（音声モード通信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-189/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付(N-STAR 衛星)  着側フルレート割付（音声モード通信） 

３－３ 呼設定  発側ハーフレート割付(N-STAR 衛星)  着側フルレート割付（音声モード通信）

発網 
（N-STAR 衛星発信） 

接続特性表示：接続において衛星１回線あり 
ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：PSI-CELP 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

着網 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定要求は

送出しない 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

@

呼設定  発側ハーフレート割付(N-STAR 衛星)  着側アナログ（音声モード通信） ３－２ 

発網 
（N-STAR 衛星発信） 

接続特性表示：接続において衛星１回線あり 
ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ１プロトコル：PSI-CELP 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定要求は

送出しない 

着網 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

@
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図 3-190/JJ-70.10 

呼設定  発側ハーフレート割付（N-STAR 衛星）  着側フルレート割付 

(REJECT⇒音声モード通信) 

呼設定  発側ハーフレート割付（N-STAR 衛星）  着側フルレート割付 

(REJECT⇒音声モード通信) 

３－４ 

発網 

IAM 

ACM 

ANM 

音声モード通信 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

着網 

ﾊｰﾌﾚｰﾄ TCH 割付 

コーディック状態：フルレートコーディックスルーモード

コーディック設定要求 

コーディック設定確認 OK/NG=REJECT 

ﾌﾙﾚｰﾄ TCH 割付 

不可 

（N-STAR 衛星発信） 
接続特性表示：接続において衛星１回線あり 

ISUP1 リンク希望表示：希望し必須 
通信路要求表示：64kb/s 非制限 
レイヤ 1 プロトコル：PSI-CELP 

@

@
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コーディック設定確認 OK/NG＝OK 

コーディック設定要求（音声）

GMSCﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ 
移動機 

（ﾊｰﾌﾚｰﾄ 
 ｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ） 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ音声 

１）  網間（ハーフレートコーディックスルー）の場合、付加サービス起動 

AMSC

ｺｰﾃﾞｨｯｸ音声 

（ﾊｰﾌﾚｰﾄ 
 ｺｰﾃﾞｨｯｸｽﾙｰ） 

GMSC ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ

移動機

AMSC 

付加ｻｰﾋﾞｽの起動 
または 

ﾁｬﾈﾙ切替えによる 
伝送レートの変更 

3.32.3.2 通信中からの制御 

①動作 

ハーフレートコーディックスルーモード通信中において、発側または着側において第２コール発信、着

信が起動された場合は、ハーフレートコーディックスルー解除手順を起動して音声モードに設定変更し、

音声モードで通信を継続させる。その後、第１コールに戻った場合でも、ハーフレートコーディックス

ルーモードへ設定変更しない。 

また、発側または着側において無線チャネルのチャネル切替えにより伝送レートが変更された場合は、

ハーフレートコーディックスルー解除手順を起動して音声モードに設定変更し、音声モードで通信を継

続させる。その後は、再度のハンドオーバーによりハーフレートへの切替えが発生した場合でも、ハー

フレートコーディックスルーモードへ設定変更しない。また、発側、着側両方においてフルレートへの

チャネル切替えが発生した場合でも、フルレートコーディックスルーモードへの設定変更は行わず、音

声モードで通信を継続させる。 

 

②通信中からの制御シーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.32.4 非電話通信制御 

 ハーフレートコーディックスルーモード通信中において、発側または着側において非電話通信が起動され

た場合は、コーディックスルー解除手順を起動して音声モードに設定変更する。 

 その後、非電話通信を終了した場合でも、音声モードで通信を継続する。

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@
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４．MAP オペレーション詳細 

4.1 標準オペレーション一覧 

標準オペレーション一覧を表 4-1/JJ-70.10 に示す。 
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表 4-1/JJ-70.10(1/5) 標準オペレーション一覧 

オペレーション名 
ク
ラ
ス 

オペレーショ

ンコード 

 

メッセージ名 

対話処

理プリ

ミティ

ブ 

コンポー

ネント処

理プリミ

ティブ 

送出元→送出先 PRI

位置登録(2 版) 4 00000001 要求 位置登録指示 片方向 起動 VMSC→HLR/GLR 1 
予約済  00000010       

要求 位置登録要求 開始 起動 VMSC→GLR-T 1 
位置登録(3 版) 1 00000011 

応答 位置登録応答 終了 結果-最終 GLR-T→VMSC 2 

位
置
登
録 

予約済  00010001       

付
加
サ
ー
ビ
ス 

予約済 

 

00100001 
～ 

00101111 
00110001 

～ 
00110011 

     

 

要求 発信情報読出要求(2 版) 開始 起動 VMSC→HLR/GLR 1 発信情報読出 
(2 版) 1 01000001 

応答 発信情報読出応答(2 版) 終了 結果-最終 HLR/GLR→VMSC 2 

予約済 
 01000010 

～ 
01000011 

     
 

要求 着信情報読出要求(2 版) 開始 起動 
VMSC/GMSC→HLR 

GMSC→GLR 1 
着信情報読出 

(2 版) 1 01000100 
応答 着信情報読出応答(2 版) 終了 結果-最終 

HLR→VMSC/GMSC 
GLR→GMSC 2 

LM 制御(2 版) 4 01000101 要求 LM 制御指示(2 版) 片方向 起動 VMSC/GMSC→HLR/GLR 2 

予約済  01000110       

PRN 登録 4 01000111 要求 PRN 登録指示 片方向 起動 VMSC→HLR/GLR 2 

移動機制御 4 01001000 要求 移動機制御指示 片方向 起動 
AMSC→FMSC 
FMSC→AMSC 1 

コーディック

設定要求 4 01001001 要求 
コーディック設定要求

指示 
片方向 起動 MSC→MSC 2 

コーディック

設定確認 4 01001010 要求 
コーディック設定確認

指示 
片方向 起動 MSC→MSC 2 

コーディック

監視要求 4 01001011 要求 
コーディック監視要求

指示 
片方向 起動 MSC→MSC 2 

コーディック

監視確認 4 01001100 要求 
コーディック監視確認

指示 
片方向 起動 MSC→MSC 2 

基
本
呼
設
定 

基地局制御 4 01001101 要求 基地局制御指示 片方向 起動 
AMSC→FMSC 
FMSC→AMSC 1 
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表 4-1/JJ-70.10(2/5) 標準オペレーション一覧 

オペレーション名 
ク
ラ
ス 

オペレーショ

ンコード  メッセージ名 

対話処

理プリ

ミティ

ブ 

コンポー

ネント処

理プリミ

ティブ 

送出元→送出先 PRI

予約済  
01001110 

～ 
01010011 

      

要求 発信情報読出要求(3 版) 開始 起動 
VMSC→GLR-P 
VMSC→GLR-T 1 

発信情報読出 
        (3 版) 1 01010100 

応答 発信情報読出応答(3 版) 終了 結果-最終 
GLR-P→VMSC 
GLR-T→VMSC 2 

要求 着信情報読出要求(3 版) 開始 起動 
GMSC→HLR-P/GLR-P 

GMSC→GLR-T 1 
着信情報読出 
        (3 版) 1 

01010101 
 

応答 着信情報読出応答(3 版) 終了 結果-最終 
HLR-P/GLR-P→GMSC 

GLR-T→GMSC 2 

LM 制御(3 版) 4 01010110 要求 LM 制御指示(3 版) 片方向 起動 
VMSC/GMSC→GLR-P 
VMSC/GMSC→GLR-T 2 

基
本
呼
設
定 

予約済  
01010111 

～ 
01011010 

      

要求 認証情報読出要求(2 版) 開始 起動 VMSC→HLR/GLR 1 認証情報読出 
        (2 版) 1 01100001 

応答 認証情報読出応答(2 版) 終了 結果-最終 HLR/GLR→VMSC 2 

要求 認証情報読出要求(3 版) 開始 起動 
VMSC→GLR-P 
VMSC→GLR-T 1 認

証 認証情報読出 
        (3 版) 1 01100010 

応答 認証情報読出応答(3 版) 終了 結果-最終 
GLR-P→VMSC 
GLR-T→VMSC 2 

予約済  01110001       

要求 ユーザ登録要求 開始 起動 
VMSC→GLR-P 
VMSC→GLR-T 1 

ユーザ登録 1 01110010 
応答 ユーザ登録応答 終了 結果-最終 

GLR-P→VMSC 
GLR-T→VMSC 2 

要求 登録抹消要求 開始 起動 VMSC→GLR-T 1 
登録抹消 1 01110011 

応答 登録抹消応答 終了 結果-最終 GLR-T→VMSC 2 

要求 データ問合せ要求  開始 起動 
VMSC→GLR-P 
VMSC→GLR-T 1 

モ
ビ
リ
テ
ィ 

データ問合せ 1 01110100 
応答 データ問合せ応答  終了 結果-最終 

GLR-P→VMSC 
GLR-T→VMSC 2 
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表 4-1/JJ-70.10(3/5) 標準オペレーション一覧 

オペレーション名 
ク
ラ
ス 

オペレーショ

ンコード  メッセージ名 

対話処

理プリ

ミティ

ブ 

コンポー

ネント処

理プリミ

ティブ 

送出元→送出先 PRI

予約済  
10000001 

～ 
10000110 

      

要求 網間課金情報送出要求 開始 起動 VMSC→HLR-P 2 
網間課金情報

送出 1 10000111 
応答 網間課金情報送出応答 終了 結果-最終 HLR-P→VMSC 2 

網間課金情報

再送  4 10001000 要求 網間課金情報再送指示 片方向 起動 VMSC→HLR-P 2 

予約済  
10001001 

～ 
10001100 

      

課
金 

予約済  10010001       

初期設定  4 10100001 要求 初期設定指示 片方向 起動 

VMSC/GMSC→ 
VMSC/GMSC/
HLR-P/HLR-T/
GLR-P/GLR-T

2 

初期設定受付 4 10100010 要求 初期設定受付指示 片方向 起動 

VMSC/GMSC/ 
HLR-P/HLR-T/ 
GLR-P/GLR-T→ 

VMSC/GMSC

2 

初期設定完了 4 10100011 要求 初期設定完了指示 片方向 起動 

VMSC/GMSC/ 
HLR-P/HLR-T/ 
GLR-P/GLR-T→ 

VMSC/GMSC

2 

リ
カ
バ
リ
ー 

LM オールクリ

ア 4 10100100 要求 LM オールクリア指示 片方向 起動 
VMSC/GMSC→ 

HLR-P/
GLR-P/GLR-T

2 

予約済  
11000001 

～ 
11010010 

      

要求 アドレス翻訳試験要求 開始 起動 GMSC→GMSC 0 アドレス翻訳

試験  1 11010011 
応答 アドレス翻訳試験応答 終了 結果-最終 GMSC→GMSC 2 

予約済  11010100       

要求 
加入者ローミング番号

変更要求 
開始 起動 GLR-P→HLR-P 0 

加入者ローミ

ング番号変更  1 
00000001 

+ 
11000000 応答 

加入者ローミング番号

変更応答 
終了 結果-最終 HLR-P→GLR-P 2 

要求 
移動機ローミング番号

変更要求 
開始 起動 GLR-T→HLR-T 0 

移動機ローミ

ング番号変更 1 
00000001 

+ 
11000001 応答 

移動機ローミング番号

変更応答 
終了 結果-最終 HLR-T→GLR-T 2 

要求 加入者データ移設要求 開始 起動 GLR-P→GLR-P 0 加入者データ

移設 1 
00000001 

+ 
11000010 応答 加入者データ移設応答 終了 結果-最終 GLR-P→GLR-P 2 

要求 移動機データ移設要求 開始 起動 GLR-T→GLR-T 
0 

保
守
・
試
験 

移動機データ

移設 1 
00000001 

+ 
11000011 応答 移動機データ移設応答 終了 結果-最終 GLR-T→GLR-T 2 

C

C
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表 4-1/JJ-70.10(4/5) 標準オペレーション一覧 

オペレーション名 
ク
ラ
ス 

オペレーショ

ンコード  メッセージ名 

対話処

理プリ

ミティ

ブ 

コンポー

ネント処

理プリミ

ティブ 

送出元→送出先 PRI

要求 網間位置登録要求  開始 起動 GLR→HLR 1 
網間位置登録 1 11100001 

応答 網間位置登録応答 終了 結果-最終 HLR→GLR 2 

要求 
網間認証情報読出要求 
                (2 版)

開始 起動 GLR→HLR 1 
網間認証情報読

出(2 版) 1 11100010 
応答 

網間認証情報読出応答 
                (2 版)

終了 結果-最終 HLR→GLR 2 

要求 網間発信情報読出要求 開始 起動 
GLR-P→HLR-P 
HLR-P→GLR-P 1 

網間発信情報読

出  1 11100011 
応答 網間発信情報読出応答 終了 結果-最終 

HLR-P→GLR-P 
GLR-P→HLR-P 2 

要求 
加入者ローミング番号

消去要求 
開始 起動 GLR-P→HLR-P 0 

加入者ローミン

グ番号消去 1 11100100 
応答 

加入者ローミング番号

消去応答 
終了 結果-最終 HLR-P→GLR-P 2 

要求 加入者データ削除要求 開始 起動 HLR-P→GLR-P 1 
加入者データ削

除  1 11100101 
応答 加入者データ削除応答 終了 結果-最終 GLR-P→HLR-P 2 

要求 
加入者ローミング番号

問合せ要求 
開始 起動 GLR-P→HLR-P 0 

加入者ローミン

グ番号問合せ 1 11100110 
応答 

加入者ローミング番号

問合せ応答 
終了 結果-最終 HLR-P→GLR-P 2 

要求 加入者データ変更要求 開始 起動 HLR-P→GLR-P 0 加入者データ変

更 1 11100111 
応答 加入者データ変更応答 終了 結果-最終 GLR-P→HLR-P 2 

要求 
ローミング情報クリア

指示要求 
開始 起動 GLR-P/GLR-T→GMSC 2 

ローミング情報

クリア指示 1 11101000 
応答 

ローミング情報クリア

指示応答 
終了 結果-最終 GMSC→GLR-P/GLR-T 2 

要求 
ローミング情報クリア

要求 
開始 起動 GMSC→HLR-P/HLR-T 2 

ローミング情報

クリア 1 11101001 
応答 

ローミング情報クリア

応答 
終了 結果-最終 HLR-P/HLR-T→GMSC 2 

要求 移動機位置登録要求 開始 起動 GLR-T→HLR-T 1 
移動機位置登録 1 11101010 

応答 移動機位置登録応答 終了 結果-最終 HLR-T→GLR-T 2 

要求 ユーザ位置登録要求 開始 起動 GLR-P→HLR-P 1 
ユーザ位置登録 1 11101011 

応答 ユーザ位置登録応答 終了 結果-最終 HLR-P→GLR-P 2 

要求 
網間認証情報読出要求 
                (3 版)

開始 起動 
GLR-P→HLR-P 
GLR-T→HLR-T 1 

ロ
ー
ミ
ン
グ 

網間認証情報読

出(3 版) 1 11101100 
応答 

網間認証情報読出応答 
                (3 版)

終了 結果-最終 
HLR-P→GLR-P 
HLR-T→GLR-T 2 
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表 4-1/JJ-70.10(5/5) 標準オペレーション一覧 

オペレーション名 
ク
ラ
ス 

オペレーショ

ンコード  メッセージ名 

対話処

理プリ

ミティ

ブ 

コンポー

ネント処

理プリミ

ティブ 

送出元→送出先 PRI

要求 
セキュリティ情報読出

要求 
開始 起動 

GLR-P→HLR-P 
GLR-T→HLR-T 1 

セキュリティ情

報読出 1 11101101 
応答 

セキュリティ情報読出

応答 
終了 結果-最終 

HLR-P→GLR-P 
HLR-T→GLR-T 2 

要求 
移動機ローミング番号

消去要求 
開始 起動 GLR-T→HLR-T 1 

移動機ローミン

グ番号消去  1 11101110 
応答 

移動機ローミング番号

消去応答 
終了 結果-最終 HLR-T→GLR-T 2 

要求 移動機情報消去要求 開始 起動 HLR-T→GLR-T 1 
移動機情報消去 1 11101111 

応答 移動機情報消去応答  終了 結果-最終 GLR-T→HLR-T 2 

要求 ユーザ情報消去要求 開始 起動 HLR-P→GLR-P 1 
ユーザ情報消去 1 11110001 

応答 ユーザ情報消去応答 終了 結果-最終 GLR-P→HLR-P 2 

要求 
移動機ローミング番号

問合せ要求 
開始 起動 GLR-T→HLR-T 0 

移動機ローミン

グ番号問合せ 1 11110010 
応答 

移動機ローミング番号

問合せ応答 
終了 結果-最終 HLR-T→GLR-T 2 

予約済  11110011       

要求 網間ユーザ登録要求 開始 起動 
GLR-T→HLR-T 
HLR-T→GLR-T 1 

網間ユーザ登録 1 11110100 
応答 網間ユーザ登録応答 終了 結果-最終 

HLR-T→GLR-T 
GLR-T→HLR-T 2 

要求 移動機データ変更要求 開始 起動 HLR-T→GLR-T 0 移動機データ変

更  1 
00000001 

+ 
11100000 応答 移動機データ変更応答 終了 結果-最終 GLR-T→HLR-T 2 

ロ
ー
ミ
ン
グ 

網間 LM 制御 4 
00000001 

+ 
11100001 

要求 網間 LM 制御指示 片方向 起動 
GLR-P→HLR-P 
HLR-P→GLR-P 2 

要求 パケット通信登録要求 開始 起動 MSC→HLR-(P/T) 1 
パケット通信登

録  1 00000100 
応答 パケット通信登録応答 終了 結果-最終 HLR-(P/T)→MSC 2 

要求 
パケット通信登録解除

要求  
開始 起動 MSC→HLR-(P/T) 1 

パケット通信登

録解除 1 00000101 
応答 

パケット通信登録解除

応答 
終了 結果-最終 HLR-(P/T)→MSC 2 

要求 
パケットチャンネル登

録要求 
開始 起動 MSC→HLR-(P/T) 1 

パ

ケ

ッ

ト 

パケットチャン

ネル登録 1 00000110 
応答 

パケットチャンネル登

録応答 
終了 結果-最終 HLR-(P/T)→MSC 2 

 

C
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4.2 アプリケーションエラー一覧 

 アプリケーションエラー一覧を表 4-2/JJ-70.10 に示す。 

 

表 4-2/JJ-70.10 アプリケーションエラー一覧 

エラー名 対話処理プリミティブ 
コンポーネント処理プリ

ミティブ 
エラーコード 

イリーガル 終了 エラー応答 00000001 

メモリエラー 終了 エラー応答 00000010 

予約済 終了 エラー応答 

00000011 

～ 

00001100 

ローミング情報未登録 終了 エラー応答 00001101 

ローミング不許可  終了 エラー応答 00001110 

アドレスエラー 終了 エラー応答 00001111 

登録制御中 終了 エラー応答 00010000 

登録不許可 終了 エラー応答 00010001 

登録済み 終了 エラー応答 00010010 

登録データなし 終了 エラー応答 00010011 
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4.3 パラメータ一覧 

 パラメータは、各網が共通に使用する標準パラメータと各網が個別に定義する網個別パラメータに分けて

定義する。 

 パラメータコードは図 4-1/JJ-70.10 に示すような構造をとる。 

（ITU-T X.209 の符号化則に従う） 

 

クラス 形式 タグコード (00000～11110) 

a） 1 オクテットフォーマット 

 

 10 進数で 0 から 30 までのパラメータコードは 1 オクテットフォーマットで表現される。 

 

クラス 形式 タグコード (11111) 

拡張 

1 

MSB 

  

拡張 

0 

 

LSB 

(b) 拡張オクテットフォーマット 

図 4-1/JJ-70.10 パラメータコードの構成 

 

 パラメータコードが 30 を越える場合は、第 1 オクテットのビット A～E を 11111 とすることにより 2 オク

テット以降へ拡張して表現される。2 オクテット以降のビット H が拡張表示として用いられる。ビット H が

0 の時、このパラメータコードに対してはそれ以上のオクテットは使用されない。ビット H が 1 の時、引き

続くオクテットもまたパラメータコードの拡張に使用される。拡張オクテットフォーマットの場合、パラ

メータコードは、最初の拡張オクテットのビット G を最上位、そして最終の拡張オクテットのビット A を

最下位とする各拡張ビット A～G で構成される。パラメータコードの 31 は、図 4-2/JJ-70.10 のようなフォー

マットになる。これより高位のパラメータコードは、拡張オクテットの最小数を用いて、このコード値から

続く。 

 

 

クラス 形式 タグコード (11111) 

  

図 4-2/JJ-70.10 パラメータコードが 31 の場合のフォーマット 

 

 標準パラメータは、パラメータコードの第 1 オクテットの HG ビット（クラス）を 10（コンテキスト－特

定）とする。また、網個別パラメータについては、パラメータコードの第 1 オクテットの HG ビット（クラ

ス）を 11（プライベート）とする。 

 

 

表 4-3/JJ-70.10 に標準パラメータ一覧を示す。 

網個別パラメータについては、上記の規定に従い、網個別に定義する。 

なお、標準パラメータを網個別オペレーションにて使用することを可能とする。 

H G F E D C B A 

H G F E D C B A 

0 0 0 1 1 1 1 1 

H G F E D C B A 

C
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表 4-3/JJ-70.10(1/3) 標準パラメータ一覧 

 パラメータ名 パラメータ長(オクテット数) パラメータコード 

1 MSN 可変長 10000001

2 MSI 可変長 10000010

3 位置情報 2 10000011

4 PRN 2 10000100

5 発信情報 1 10000101

6 着信情報 1 10000110

7 加入者 LM 情報 1 10000111

8 LM 制御情報 1 10001000

9 課金補助情報 2 10001001

10 応答時刻 3 10001010

11 通話度数 5 10001011

12 ダイヤル番号 可変長 10001100

13 移動機制御情報 可変長 10001101

14 基地局制御情報 可変長 10001110

15 SCR 情報 1 10001111

16 SCR-D 2 10010000

17 SCR-S 2 10010001

18 加入者認証キー 8 10010010

19 移動機認証キー 8 10010011

20 IICR 3 10010100

21 コーディック状態 1 10010101

22 応答月日 2 10010110

23 切断月日 2 10010111

24 OK/NG 1 10011000

25 通話時間 3 10011001

26 RON 可変長 10011010

27 RMI 可変長 10011011

28 移動機情報 1 10011100

29 発信エリア情報 可変長 10011101

30 着信エリア情報 可変長 10011110

31 網番号 2 10011111＋00011111

32 GLR 番号 可変長 10011111＋00100000

C
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表 4-3/JJ-70.10(2/3) 標準パラメータ一覧 

 パラメータ名 パラメータ長(オクテット数) パラメータコード 

33 再送理由  1 10011111+00100001

34 GT 翻訳種別 1 10011111+00100010

35 GT アドレス情報 可変長 10011111+00100011

36 信号局コード（国内用） 2 10011111+00100100

37 移動機 LM 情報 1 10011111+00100101

38 登録種別 1 10011111+00100110

39 (未使用)   10011111+00100111

40 移動機データ種別 1 10011111+00101000

41 加入者認証種別 1 10011111+00101001

42 着信登録 MSI 可変長 10011111+00101010

43 登録番号リスト 可変長 10111111+00101011

44 暗証番号 2 10011111+00101100

45 加入者認証用乱数 8 10011111+00101101

46 加入者認証演算結果 8 10011111+00101110

47 移動機認証用乱数 8 10111111+00101111

48 移動機認証演算結果 8 10111111+00110000

49 加入者認証情報リスト 可変長 10111111+00110001

50 移動機認証情報リスト 可変長 10111111+00110010

51 加入者認証情報 可変長 10011111+00110011

52 移動機認証情報 可変長 10011111+00110100

53 要求数 1 10011111+00110101

54 デフォルト MSN 可変長 10011111+00110110

55 デフォルト着信登録 MSI 可変長 10011111+00110111

56 所有者 MSN 可変長 10011111+00111000

57 デフォルト RON 可変長 10011111+00111001

58 加入者秘匿キー 8 10011111+00111010

59 移動機秘匿キー 8 10011111+00111011

60 加入者データ種別 1 10011111+00111100

61 所有 MSI 可変長 10011111+00111101

62 パケット通信情報 1 10011111+00111110

63 NID リスト 可変長 10011111+00111111

64 NID 可変長 10011111+01000000

C
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表 4-3/JJ-70.10(3/3) 標準パラメータ一覧 

 パラメータ名 パラメータ長(オクテット数) パラメータコード 

65 PAI 2 10011111+01000001

66 発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報 1 10011111+01000010

67 発信課金エリア情報 可変長 10011111+01000011

68 着信課金エリア情報 可変長 10011111+01000100

69 課金レート情報 可変長 10011111+01000101

70 発付加ユーザ種別  可変長 10011111+01000110

71 着付加ユーザ種別 可変長 10011111+01000111

72 事業者識別コード 3 10011111+01001000

73 ＣＡコード 4 10011111+01001001

C
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4.4 オペレーションの定義 

 各々のオペレーションについて、以下を規定する。 

オペレーション名 

オペレーションコード 

オペレーションクラス 

タイムアウト値 

起動時に受け渡されるパラメータ 

成功結果で返されるパラメータ 

リンクされるオペレーション 

失敗結果で報告されるエラー 

 

（注１）パラメータに対する「必須」表示は、そのパラメータなしではコンポーネントが処理されないこと

を示す。「オプション」表示は、そのパラメータが全ての場合に必要とされるわけではないことを示

す。起動コンポーネント中で必須パラメータが存在しない場合、あるいは、処理上必要とされる選択

パラメータが存在しない場合、イリーガルエラーが返される。 

（注２）パラメータの送出順序はパラメータコードの若い順番とする。 

（注３）各オペレーション定義の表の下に示されるオペレーション番号は 4.8 のシーケンス中のオペレー

ション番号に対応している。オペレーション番号 x-y は、4.8 の図 4-x 中のオペレーション[y]に対応す

る。 

 

 オペレーションコードのビットマッピングは、基本的には以下の法則に従う。 

（図 4-3/JJ-70.10 参照） 

 

 

 

 

 

 

注）LSB ・・・最下位オクテットの最下位ビット 

MSB ・・・最上位オクテットの最上位ビット 

 

図 4-3/JJ-70.10 オペレーションコードのフォーマット 

～

1

n

8 7 6 5 4 3 2 1 

MSB 

LSB 

C
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4.4.1 オペレーション定義一覧 

4.4.1.1 位置登録（2 版）（注） 

表 4-4/JJ-70.10 位置登録（2 版） 

位置登録（2 版） timer=0 class=4 code=00000001 

起動に含まれるパラメータ  オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

位置情報 

PRN  

必須 

必須 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.3 

4.6.4 

リンクするオペレーション 

無し 

（注）第 2 版をサポートするためのオプションである。 

 

 

4.4.1.2 位置登録（3 版） 

表 4-5/JJ-70.10 位置登録（3 版） 

位置登録（3 版） timer=15 class=1 code=00000011 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN （注） 

MSI 

位置情報 

PRN 

PAI 

オプション 

必須 

必須 

必須 

オプション 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.3 

4.6.4 

4.6.65 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

登録番号リスト 

デフォルト MSN 

オプション 

オプション 

4.6.43 

4.6.54 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

4.5.6 

（注）第 2 版に準拠した網とのインタワークが生じる可能性がある場合は、MSN は必須である。 

 

オペレーション番号 84-3、85-2、87-3 

％

％

％

％

C

C
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4.4.1.3 発信情報読出（2 版）（注） 

表 4-6/JJ-70.10 発信情報読出（2 版） 

発信情報読出（2 版） timer=3 class=1 code=01000001 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

発信情報 

加入者 LM 情報 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

必須 

必須 

必須 

必須 

4.6.5 

4.6.7 

4.6.18 

4.6.19 

リンクするオペレーション 

無し 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング情報未登録 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.3 

（注）第 2 版をサポートするためのオプションである。 

％

％

％

C
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4.4.1.4 発信情報読出（3 版） 

表 4-7/JJ-70.10 発信情報読出（3 版） 

発信情報読出（3 版） timer=15 class=1 code=01010100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

デフォルト MSN 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.54 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

発信情報 

加入者 LM 情報 

移動機 LM 情報 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

移動機認証用乱数 

移動機認証演算結果 

デフォルト MSN 

所有者 MSN 

加入者秘匿キー 

移動機秘匿キー 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.5 

4.6.7 

4.6.37 

4.6.45 

4.6.46 

4.6.47 

4.6.48 

4.6.54 

4.6.56 

4.6.58 

4.6.59 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング情報未登録 

ローミング不許可 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.3 

4.5.4 

4.5.6 
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（1）オペレーション番号 72-2、73-2、75-2、76-2 

 要求メッセージ 

MSN（呼設定の発番号がデフォルト MSN に等しくない場合） 

デフォルト MSN（呼設定の発番号がデフォルト MSN に等しい場合） 

 応答メッセージ 

発信情報 

加入者 LM 情報 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

加入者秘匿キー 

 

（2）オペレーション番号 72-1、73-1、74-1、75-1、76-1 

 要求メッセージ 

MSI 

 応答メッセージ 

移動機 LM 情報 

加入者認証演算結果 

移動機認証用乱数 

移動機認証演算結果 

デフォルト MSN 

所有者 MSN 

移動機秘匿キー 
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4.4.1.5 着信情報読出（2 版）（注 1） 

表 4-8/JJ-70.10 着信情報読出（2 版） 

着信情報読出（2 版） timer=3 class=1 code=01000100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN（注 2） 必須 4.6.1 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

位置情報 

PRN 

着信情報 

加入者 LM 情報 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

RON 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.2 

4.6.3 

4.6.4 

4.6.6 

4.6.7 

4.6.18 

4.6.19 

4.6.26 

リンクするオペレーション 

無し 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング情報未登録 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.3 

（注 1）第 2 版をサポートするためのオプションである。 

（注 2）ローミング先網内在圏加入者に対する GLR への着信情報読出の場合には、要求メッセージの MSN

として、MSN のパラメータ識別子を用い、MSN パラメータ内に RON を設定する。 

 

（1）網内在圏加入者に対する着信情報読出の場合（VMSC/GMSC→HLR/GLR） 

要求メッセージ 

MSN 

 応答メッセージ 

MSI 

位置情報 

PRN 

着信情報 

加入者 LM 情報 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

（2）他網へローミング中の加入者に対する着信情報読出の場合 

 （VMSC/GMSC→HLR） 

 要求メッセージ 

MSN 

 応答メッセージ 

RON 

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

C

C
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4.4.1.6 着信情報読出（3 版） 

表 4-9/JJ-70.10 着信情報読出（3 版） 

着信情報読出（3 版） timer=3 class=1 code=01010101 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

位置情報 

PRN 

着信情報 

加入者 LM 情報 

RON 

移動機情報 

移動機 LM 情報 

加入者認証種別 

着信登録 MSI 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

移動機認証用乱数 

移動機認証演算結果 

デフォルト着信登録 MSI 

所有者 MSN 

加入者秘匿キー 

移動機秘匿キー 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.3 

4.6.4 

4.6.6 

4.6.7 

4.6.26 

4.6.28 

4.6.37 

4.6.41 

4.6.42 

4.6.45 

4.6.46 

4.6.47 

4.6.48 

4.6.55 

4.6.56 

4.6.58 

4.6.59 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング情報未登録 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.3 

4.5.6 
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（1）オペレーション番号 69-1、70-1、71-1 

 要求メッセージ 

MSN 

 応答メッセージ 

RON 

 

（2）オペレーション番号 69-2、70-2、71-2 

 要求メッセージ 

MSN （注） 

 応答メッセージ 

MSN（着信先 MSN） 

着信情報 

加入者 LM 情報 

加入者認証種別 

着信登録 MSI (ある場合のみ) 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

移動機認証演算結果 

デフォルト着信登録 MSI (ある場合のみ) 

加入者秘匿キー 

移動機秘匿キー 

 （注）パラメータは MSN であるが、内容は RON が設定される。 

 

（3）オペレーション番号 69-3、70-3 

 要求メッセージ 

MSI 

 応答メッセージ 

位置情報 

PRN 

移動機情報 

移動機 LM 情報 

加入者認証演算結果 

移動機認証用乱数 

移動機認証演算結果 

所有者 MSN 

移動機秘匿キー 
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4.4.1.7 LM 制御（2 版）（注） 

表 4-10/JJ-70.10 LM 制御（2 版） 

LM 制御（2 版） timer=0 class=4 code=01000101 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

LM 制御情報 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.8 

リンクするオペレーション 

無し 

（注）第 2 版をサポートするためのオプションである。 

 

4.4.1.8 LM 制御（3 版） 

表 4-11/JJ-70.10 LM 制御（3 版） 

LM 制御（3 版） timer=0 class=4 code=01010110 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

LM 制御情報 

オプション 

オプション 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.8 

リンクするオペレーション 

なし 

 

（1）オペレーション番号 75-4、76-4、77-1、78-1、79-1、80-1、81-1、82-1 

 要求メッセージ 

MSN 

LM 制御情報 

 

（2）オペレーション番号 71-3 

 要求メッセージ 

MSN（注） 

LM 制御情報 

 （注）パラメータは MSN であるが、内容は RON が設定される。 

 

（3）オペレーション番号 74-2、75-3、76-3、77-2、78-2、79-4、80-4、81-2、82-2 

 要求メッセージ 

MSI 

LM 制御情報 

％

％

％
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4.4.1.9 PRN 登録 

表 4-12/JJ-70.10 PRN 登録 

PRN 登録 timer=0 class=4 code=01000111 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

PRN 

必須 

必須 

4.6.2 

4.6.4 

リンクするオペレーション 

無し 

 

オペレーション番号 92-1 

 

4.4.1.10 移動機制御 

表 4-13/JJ-70.10 移動機制御 

移動機制御 timer=0 class=4 code=01001000 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

移動機制御情報 

SCR 情報 

SCR-D（注） 

必須 

必須 

必須 

4.6.13 

4.6.15 

4.6.16 

リンクするオペレーション 

無し 

（注）基地局制御（一斉呼出要求）と基地局制御（一斉呼出受付）、あるいは基地局制御（一斉呼出要求）

と基地局制御（一斉呼出応答）、あるいは在圏接続 IAM と ACM、あるいはチャネル切替 IAM と ACM

とで交換した相手側の SCR 

 

 

4.4.1.11 コーディック設定要求 

表 4-14/JJ-70.10 コーディック設定要求 

コーディック設定要求 timer=0 class=4 code=01001001 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

IICR 

コーディック状態 

必須 

必須 

4.6.20 

4.6.21 

リンクするオペレーション 

なし 

 

オペレーション番号 93-7 

 

C

C

C
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4.4.1.12 コーディック設定確認 

表 4-15/JJ-70.10 コーディック設定確認 

コーディック設定確認 timer=0 class=4 code=01001010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

IICR 

OK/NG 

必須 

必須 

4.6.20 

4.6.24 

リンクするオペレーション 

なし 

 

オペレーション番号 93-8 C
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4.4.1.13 コーディック監視要求 

表 4-16/JJ-70.10 コーディック監視要求 

コーディック監視要求 timer=0 class=4 code=01001011 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

IICR 必須 4.6.20 

リンクするオペレーション 

なし 

 

オペレーション番号 93-9 

 

4.4.1.14 コーディック監視確認 

表 4-17/JJ-70.10 コーディック監視確認 

コーディック監視確認 timer=0 class=4 code=01001100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

IICR 

OK/NG 

必須 

必須 

4.6.20 

4.6.24 

リンクするオペレーション 

なし 

 

オペレーション番号 93-10 

 

4.4.1.15 基地局制御 

表 4-18/JJ-70.10 基地局制御 

基地局制御 timer=0 class=4 code=01001101 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

基地局制御情報 

SCR 情報 

SCR-D 

SCR-S 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.14 

4.6.15 

4.6.16 

4.6.17 

リンクするオペレーション 

なし 

 

（1）一斉呼出要求を送る場合（AMSC→FMSC） 

 要求メッセージ 

基地局制御情報 

SCR 情報（『開始』が設定される。） 

SCR-S（AMSC でハントされた SCR） 

（2）一斉呼出受付を送る場合（FMSC→AMSC）（注 1） 

 要求メッセージ 

SCR 情報（『開始応答』が設定される。） 

SCR-D（AMSC でハントされた SCR） 

SCR-S（FMSC でハントされた SCR） 

 （注 1）但し、一斉呼出受付はオプションとする。 

C

C

C
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（3）一斉呼出応答を送る場合（一斉呼出受付を使用しない場合）（FMSC→AMSC） 

 要求メッセージ 

SCR 情報（『開始応答』が設定される。） 

SCR-D（AMSC でハントされた SCR） 

SCR-S（FMSC でハントされた SCR） 

（4）一斉呼出応答を送る場合（一斉呼出受付を使用する場合）（FMSC→AMSC） 

 要求メッセージ 

SCR 情報（『開始応答』が設定される。） 

SCR-D（AMSC でハントされた SCR） 

（5）基地局－基地局間で送受される場合（FMSC→FMSC） 

 要求メッセージ（注 2） 

基地局制御情報 

（注 2）基地局－基地局間信号は呼との対応をとる必要がないことから SCR 情報、SCR-D、SCR-S は

使用されない。 

（6）上記以外の基地局制御メッセージ（AMSC→FMSC、FMSC→AMSC） 

 要求メッセージ 

基地局制御情報 

SCR 情報 

SCR-D（注 3） 

（注 3）基地局制御（一斉呼出要求）と基地局制御（一斉呼出受付）、あるいは基地局制御（一斉呼

出要求）と基地局制御（一斉呼出応答）、あるいは在圏接続 IAM と ACM、あるいはチャネ

ル切替 IAM と ACM とで交換した相手側の SCR。 

C
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4.4.1.16 認証情報読出（2 版）（注） 

表 4-19/JJ-70.10 認証情報読出（2 版） 

認証情報読出（2 版） timer=9 class=1 code=01100001 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

必須 

必須 

4.6.18 

4.6.19 

リンクするオペレーション 

無し 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可  

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

（注）第 2 版をサポートするためのオプションである。 

 

4.4.1.17 認証情報読出（3 版） 

表 4-20/JJ-70.10 認証情報読出（3 版） 

認証情報読出（3 版） timer=9 class=1 code=01100010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

移動機認証用乱数 

移動機認証演算結果 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.45 

4.6.46 

4.6.47 

4.6.48 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

4.5.6 

 

（1）オペレーション番号 62-1、63-1、64-1、65-1、66-1、67-1、68-1、83-1、84-1、85-1、86-1、87-1 

 要求メッセージ 

MSI 

 応答メッセージ 

移動機認証用乱数 

移動機認証演算結果 

％

％

％

C

C

C

C

C
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（2）オペレーション番号 62-2、63-2、64-2、65-2、66-2、67-2、68-2 

 要求メッセージ 

MSN 

 応答メッセージ 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

 

4.4.1.18 ユーザ登録 

表 4-21/JJ-70.10 ユーザ登録 

ユーザ登録 timer=15 class=1 code=01110010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

登録種別 

加入者認証種別 

登録番号リスト 

オプション 

オプション 

必須 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.38 

4.6.41 

4.6.43 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

着信登録 MSI オプション 4.6.42 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可 

登録制御中 

登録不許可 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

4.5.6 

4.5.7 

 

（1）オペレーション番号 62-4、63-3、65-4 

 要求メッセージ 

MSI 

登録種別（着信登録） 

登録番号リスト（着信登録 MSN リスト） 

 応答メッセージ 

なし 

 

（2）オペレーション番号 62-5、63-4 

 要求メッセージ 

MSN 

登録種別（着信登録） 

登録番号リスト（着信登録 MSI） 

加入者認証種別 

 応答メッセージ 

着信登録 MSI（旧登録先 MSI） 

C

C
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（3）オペレーション番号 62-8、63-5、65-6、66-7、67-5、68-7、84-15 

 要求メッセージ 

MSI 

登録種別（着信登録解除） 

登録番号リスト（登録解除 MSN） 

 応答メッセージ 

なし 

 

（4）オペレーション番号 66-4、67-3、68-4 

 要求メッセージ 

MSN 

登録種別（着信登録解除） 

 応答メッセージ 

着信登録 MSI（旧登録先 MSI） 

 

（5）オペレーション番号 83-4 

 要求メッセージ 

MSN 

登録種別（登録抹消） 

登録番号リスト（登録解除 MSI） 

 応答メッセージ 

なし 

 

（6）オペレーション番号 84-6、87-6 

 要求メッセージ 

MSN 

登録種別（位置登録による着信登録） 

登録番号リスト（着信登録 MSI） 

 応答メッセージ 

なし 

 

（7）オペレーション番号 84-9 

 要求メッセージ 

MSN 

登録種別（位置登録による着信登録とデフォルト着信登録） 

登録番号リスト（着信登録 MSI） 

 応答メッセージ 

なし 



 

 - 381 - ＪＪ－７０．１０ 

（8）オペレーション番号 75-5、84-12 

 要求メッセージ 

MSN 

登録種別（位置登録によるデフォルト着信登録） 

登録番号リスト（着信登録 MSI） 

 応答メッセージ 

なし 

 

（9）オペレーション番号 87-9 

 要求メッセージ 

MSI 

登録種別（ローミング不許可ビット設定） 

登録番号リスト（MSN） 

 応答メッセージ 

なし 

 

4.4.1.19 登録抹消 

表 4-22/JJ-70.10 登録抹消 

登録抹消 timer=3 class=1 code=01110011 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 必須 4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

登録番号リスト オプション 4.6.43 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

 

オペレーション番号 83-3 

要求メッセージ 

MSI 

応答メッセージ 

登録番号リスト（着信登録 MSN リスト） 

C
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4.4.1.20 データ問合せ 

表 4-23/JJ-70.10 データ問合せ 

データ問合せ timer=3 class=1 code=01110100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

移動機データ種別 

加入者データ種別 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.40 

4.6.60 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

着信登録 MSI 

暗証番号  

オプション 

オプション 

4.6.42 

4.6.44 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

登録データなし 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

4.5.9 

 

（1）オペレーション番号 83-2 

 要求メッセージ 

MSI 

移動機データ種別（暗証番号） 

 応答メッセージ 

暗証番号 

 

（2）オペレーション番号 65-5 

 要求メッセージ 

MSN 

加入者データ種別（着信登録 MSI） 

 応答メッセージ 

着信登録 MSI 

C
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4.4.1.21 網間課金情報送出 

表 4-24/JJ-70.10 網間課金情報送出 

網間課金情報送出 timer=6 class=1 code=10000111 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSN 

MSI 

課金補助情報 

応答時刻 

通話度数 

ダイヤル番号 

応答月日 

切断月日 

通話時間 

デフォルト MSN（注） 

発信課金エリア情報 

着信課金エリア情報 

課金レート情報 

発付加ユーザ種別 

着付加ユーザ種別 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

オプション 

必須 

必須 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.9 

4.6.10 

4.6.11 

4.6.12 

4.6.22 

4.6.23 

4.6.25 

4.6.54 

4.6.67 

4.6.68 

4.6.69 

4.6.70 

4.6.71 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

（注）デフォルト MSN をもつ場合には、必ず設定することとする。 

 

オペレーション番号 77-3、78-3、79-5、80-5 

C
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4.4.1.22 網間課金情報再送 

表 4-25/JJ-70.10 網間課金情報再送 

網間課金情報再送 timer=0 class=4 code=10001000 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSN 

MSI 

課金補助情報 

応答時刻 

通話度数 

ダイヤル番号 

応答月日 

切断月日 

通話時間 

再送理由 

デフォルト MSN（注） 

発信課金エリア情報 

着信課金エリア情報 

課金レート情報 

発付加ユーザ種別 

着付加ユーザ種別  

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

オプション 

必須 

必須 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.9 

4.6.10 

4.6.11 

4.6.12 

4.6.22 

4.6.23 

4.6.25 

4.6.33 

4.6.54 

4.6.67 

4.6.68 

4.6.69 

4.6.70 

4.6.71 

リンクするオペレーション 

なし 

（注）デフォルト MSN をもつ場合には、必ず設定することとする。 

 

 

4.4.1.23 初期設定 

表 4-26/JJ-70.10 初期設定 

初期設定 timer=0 class=4 code=10100001 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

 

オペレーション番号 101-1 

C

C
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4.4.1.24 初期設定受付 

表 4-27/JJ-70.10 初期設定受付 

初期設定受付 timer=0 class=4 code=10100010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

 

オペレーション番号 101-2 

 

4.4.1.25 初期設定完了 

表 4-28/JJ-70.10 初期設定完了 

初期設定完了 timer=0 class=4 code=10100011 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

 

オペレーション番号 101-3 

 

4.4.1.26 LM オールクリア 

表 4-29/JJ-70.10 LM オールクリア 

LM オールクリア timer=0 class=4 code=10100100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

 

オペレーション番号 102-1 

C

C

C
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4.4.1.27 アドレス翻訳試験 

表 4-30/JJ-70.10 アドレス翻訳試験 

アドレス翻訳試験 timer=3 class=1 code=11010011 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

GT 翻訳種別 

GT アドレス情報 

必須 

必須 

4.6.34 

4.6.35 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

網番号 

信号局コード（国内用） 

必須 

必須 

4.6.31 

4.6.36 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

アドレスエラー 4.5.5 

 

オペレーション番号 104-1 

 

4.4.1.28 網間位置登録（注１） 

表 4-31/JJ-70.10 網間位置登録 

網間位置登録 timer=6 class=1 code=11100001 

起動に含まれるパラメータ  オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

RON 

GLR 番号 

必須 

必須 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.26 

4.6.32 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

発信情報 

着信情報 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

移動機情報 

パケット通信情報 

NID リスト 

発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報（注２）

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.5 

4.6.6 

4.6.18 

4.6.19 

4.6.28 

4.6.62 

4.6.63 

4.6.66 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

4.5.1 

4.5.2 

（注１）第 2 版をサポートするためのオプションである。 

（注２）発信者番号通知サービス時に設定されることがある 

％

％

％

％

C

C
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4.4.1.29 網間認証情報読出（2 版）（注） 

表 4-32/JJ-70.10 網間認証情報読出（2 版） 

網間認証情報読出（2 版） timer=6 class=1 code=11100010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

必須 

必須 

4.6.18 

4.6.19 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可  

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

（注）第 2 版をサポートするためのオプションである。 

 

 

4.4.1.30 網間発信情報読出 

表 4-33/JJ-70.10 網間発信情報読出 

網間発信情報読出 timer=12 class=1 code=11100011 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

RON 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.26 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

発信情報 

加入者 LM 情報 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

加入者秘匿キー 

発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報（注） 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.5 

4.6.7 

4.6.45 

4.6.46 

4.6.58 

4.6.66 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング情報未登録 

ローミング不許可 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.3 

4.5.4 

4.5.6 

（注）発信者番号通知サービス時に設定されることがある 

％

％

％

C

C
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（1）オペレーション番号 73-2 

 要求メッセージ 

MSN 

 応答メッセージ 

発信情報 

加入者 LM 情報 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

加入者秘匿キー 

 

（2）オペレーション番号 73-3 

 要求メッセージ 

RON 

 応答メッセージ 

発信情報 

加入者 LM 情報 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

加入者秘匿キー 

 

4.4.1.31 加入者ローミング番号消去 

表 4-34/JJ-70.10 加入者ローミング番号消去 

加入者ローミング番号消去 timer=6 class=1 code=11100100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

RON 

デフォルト RON 

必須 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.26 

4.6.57 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

4.5.1 

4.5.2 

 

オペレーション番号 94-1、95-1 C

C
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4.4.1.32 加入者データ削除（注） 

表 4-35/JJ-70.10 加入者データ削除 

加入者データ削除 timer=6 class=1 code=11100101 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

RON 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.26 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

4.5.1 

4.5.2 

（注）第 2 版をサポートするためのオプションである。 

 

 

4.4.1.33 加入者ローミング番号問合せ 

表 4-36/JJ-70.10 加入者ローミング番号問合せ 

加入者ローミング番号問合せ timer=6 class=1 code=11100110 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 必須 4.6.1 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

RON 

デフォルト RON 

必須 

必須 

4.6.26 

4.6.57 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

4.5.1 

4.5.2 

 

％

％

％

C
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4.4.1.34 加入者データ変更 

表 4-37/JJ-70.10 加入者データ変更 

加入者データ変更 timer=6 class=1 code=11100111 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN（注１） 

MSI（注２） 

発信情報（注４） 

着信情報（注４） 

RON 

移動機情報（注２） 

パケット通信情報 

NID リスト 

発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報（注３）

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

必須 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.5 

4.6.6 

4.6.26 

4.6.28 

4.6.62 

4.6.63 

4.6.66 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

4.5.1 

4.5.2 

（注１）第３版以降に準拠した網とのインターワーク時には必須である。 

（注２）第 2 版に準拠した網とのインタワーク時のみ設定されうる。 

（注３）発信者番号通知サービス時に設定されることがある。 

（注４）第 2 版に準拠した網とのインタワーク時には設定されない場合がある。 

 

 

4.4.1.35 ローミング情報クリア指示 

表 4-38/JJ-70.10 ローミング情報クリア指示 

ローミング情報クリア指示 timer=12 class=1 code=11101000 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

網番号 

GLR 番号 

必須 

必須 

4.6.31 

4.6.32 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 4.5.1 

 

オペレーション番号 103-1 

D

D

D

C

C

C
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4.4.1.36 ローミング情報クリア 

表 4-39/JJ-70.10 ローミング情報クリア 

ローミング情報クリア timer=3 class=1 code=11101001 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

網番号 

GLR 番号 

必須 

必須 

4.6.31 

4.6.32 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 4.5.1 

 

オペレーション番号 103-2 

 

4.4.1.37 移動機位置登録 

表 4-40/JJ-70.10 移動機位置登録 

移動機位置登録 timer=6 class=1 code=11101010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

RMI 

GLR 番号 

必須 

必須 

必須 

4.6.2 

4.6.27 

4.6.32 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

移動機情報 

登録番号リスト 

暗証番号 

移動機認証情報リスト（注） 

デフォルト MSN 

所有者 MSN 

必須 

オプション 

オプション 

必須 

オプション 

オプション 

4.6.28 

4.6.43 

4.6.44 

4.6.50 

4.6.54 

4.6.56 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

4.5.6 

 

（注）リスト中の認証情報数は２以下とする 

 

オペレーション番号 84-4、87-4 

C

C

C
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4.4.1.38 ユーザ位置登録 

表 4-41/JJ-70.10 ユーザ位置登録 

ユーザ位置登録 time=6 class=1 code=11101010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

RON 

GLR 番号 

登録種別 

加入者認証種別 

着信登録 MSI 

必須 

オプション 

オプション 

必須 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.26 

4.6.32 

4.6.38 

4.6.41 

4.6.42 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

発信情報 

着信情報 

加入者認証種別 

着信登録 MSI 

加入者認証情報リスト（注１） 

所有 MSI 

パケット通信情報 

NID リスト 

発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報（注２）

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

必須 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.5 

4.6.6 

4.6.41 

4.6.42 

4.6.49 

4.6.61 

4.6.62 

4.6.63 

4.6.66 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可 

登録制御中 

登録不許可 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

4.5.6 

4.5.7 

（注１）リスト中の認証情報数は２以下とする 

（注２）発信者番号通知サービス時に設定されることがある 

 

（1）オペレーション番号 62-6 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

GLR 番号 

登録種別（着信登録） 

 応答メッセージ 

発信情報 

着信情報 

加入者認証種別 

着信登録 MSI（旧登録先 MSI：ある場合のみ） 

加入者認証情報リスト 

C
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（2）オペレーション番号 66-5 

 要求メッセージ 

MSN 

登録種別（着信登録解除） 

 応答メッセージ 

着信登録 MSI（旧登録先 MSI：ある場合のみ） 

 

（3）オペレーション番号 67-4、68-5 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

登録種別（着信登録解除） 

加入者認証種別 

 応答メッセージ 

なし 

 

（4）オペレーション番号 83-5 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

登録種別（登録抹消） 

 応答メッセージ 

なし 

 

（5）オペレーション番号 84-7、87-7 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

GLR 番号 

登録種別（位置登録による着信登録） 

着信登録 MSI 

 応答メッセージ 

発信情報 

着信情報 

加入者認証種別 

加入者認証情報リスト 

パケット通信情報 

NID リスト 

 

（6）オペレーション番号 84-10 

要求メッセージ 

MSN 

RON 
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GLR 番号 

登録種別（位置登録による着信登録とデフォルト着信登録） 

着信登録 MSI 

 応答メッセージ 

発信情報 

着信情報 

加入者認証種別 

加入者認証情報リスト 

 

（7）オペレーション番号 75-6、84-13 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

GLR 番号 

登録種別（位置登録によるデフォルト着信登録） 

 応答メッセージ 

着信情報 
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4.4.1.39 網間認証情報読出（３版） 

表 4-42/JJ-70.10 網間認証情報読出 

網間認証情報読出（３版） timer=6 class=1 code=11101100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

移動機認証用乱数 

移動機認証演算結果 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.45 

4.6.46 

4.6.47 

4.6.48 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

4.5.6 

 

（1）オペレーション番号 62-3、66-3、64-3、65-3、68-3 

 要求メッセージ 

MSN 

 応答メッセージ 

加入者認証用乱数 

加入者認証演算結果 

 

（2）オペレーション番号 84-2、86-2、87-2 

 要求メッセージ 

MSI 

 応答メッセージ 

移動機認証用乱数 

移動機認証演算結果 

C

C

C

C

C
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4.4.1.40 セキュリティ情報読出 

表 4-43/JJ-70.10 セキュリティ情報読出 

セキュリティ情報読出 timer=6 class=1 code=11101101 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

要求数 

オプション 

オプション 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.53 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

加入者認証情報リスト 

移動機認証情報リスト 

オプション 

オプション 

4.6.49 

4.6.50 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

ローミング不許可 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.4 

4.5.6 

 

（1）オペレーション番号 89-1 

 要求メッセージ 

MSN 

要求数（要求数は 5 以下） 

 応答メッセージ 

加入者認証情報リスト 

 

（2）オペレーション番号 88-1 

 要求メッセージ 

MSI 

要求数（要求数は 4 以下） 

 応答メッセージ 

移動機認証情報リスト 

C

C



 

 - 397 - ＪＪ－７０．１０ 

4.4.1.41 移動機ローミング番号消去 

表 4-44/JJ-70.10 移動機ローミング番号消去 

移動機ローミング番号消去 timer=6 class=1 code=11101110 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

RMI 

必須 

必須 

4.6.2 

4.6.27 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー  参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

オペレーション番号 96-1 

 

4.4.1.42 移動機情報消去 

表 4-45/JJ-70.10 移動機情報消去 

移動機情報消去 timer=6 class=1 code=11101111 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

RMI 

必須 

必須 

4.6.2 

4.6.27 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

登録番号リスト 

移動機認証情報リスト（注） 

オプション 

オプション 

4.6.43 

4.6.50 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

（注）リスト中の認証情報数は２以下とする 

オペレーション番号 84-5、87-5 

C

C

C

C



 

 - 398 - ＪＪ－７０．１０ 

4.4.1.43 ユーザ情報消去 

表 4-46/JJ-70.10 ユーザ情報消去 

ユーザ情報消去 timer=6 class=1 code=11110001 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI (登録 MSI) 

RON 

登録種別 

必須 

オプション 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.26 

4.6.38 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

加入者認証種別 

着信登録 MSI 

加入者認証情報リスト（注） 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.41 

4.6.42 

4.6.49 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

登録不許可 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

4.5.7 

（注）リスト中の認証情報数は２以下とする 

（1）オペレーション番号 62-7 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

登録種別（着信登録） 

 応答メッセージ 

加入者認証種別 

着信登録 MSI（旧登録先 MSI） 

加入者認証情報リスト 

 

（2）オペレーション番号 66-6、68-6 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

登録種別（着信登録解除） 

 応答メッセージ 

加入者認証種別 

着信登録 MSI（旧登録先 MSI） 

加入者認証情報リスト 

 

（3）オペレーション番号 84-8、87-8 

 要求メッセージ 

MSN 

C

C

C
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RON 

登録種別（位置登録による着信登録） 

 応答メッセージ 

加入者認証種別 

加入者認証情報リスト 

 

（4）オペレーション番号 84-11 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

登録種別（位置登録による着信登録とデフォルト着信登録） 

 応答メッセージ 

加入者認証種別 

加入者認証情報リスト 

 

（5）オペレーション番号 75-7、84-14 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

登録種別（位置登録によるデフォルト着信登録） 

 応答メッセージ 

なし 

 

4.4.1.44 移動機ローミング番号問合せ 

表 4-47/JJ-70.10 移動機ローミング番号問合せ 

移動機ローミング番号問合せ timer=6 class=1 code=11110010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 必須 4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

RMI 必須 4.6.27 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

オペレーション番号 100-1 

 

C

C
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4.4.1.45 網間ユーザ登録 

表 4-48/JJ-70.10 網間ユーザ登録 

網間ユーザ登録 timer=12 class=1 code=11110100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

RMI 

登録種別 

登録番号リスト 

必須 

オプション 

必須 

必須 

4.6.2 

4.6.27 

4.6.38 

4.6.43 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

 

（1）オペレーション番号 62-9、65-7、66-8、68-8 

 要求メッセージ 

MSI 

登録種別（着信登録解除） 

登録番号リスト（登録解除 MSN） 

 応答メッセージ 

なし 

（2）オペレーション番号 62-10、65-8、66-9、68-9 

 要求メッセージ 

MSI 

RMI 

登録種別（着信登録解除） 

登録番号リスト（登録解除 MSN） 

 応答メッセージ 

なし 

C

C

C

C
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4.4.1.46 移動機データ変更 

表 4-49/JJ-70.10 移動機データ変更 

移動機データ変更 timer=6 class=1 
code=00000001 

+11100000 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

RMI 

移動機情報 

暗証番号  

必須 

必須 

必須 

オプション 

4.6.2 

4.6.27 

4.6.28 

4.6.44 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

オペレーション番号 98-1 

 

4.4.1.47 網間 LM 制御 

表 4-50/JJ-70.10 網間 LM 制御 

網間 LM 制御 timer=0 class=4 
code=00000001 

+11100001 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

LM 制御情報 

RON 

必須 

必須 

オプション 

4.6.1 

4.6.8 

4.6.26 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

 

（1）オペレーション番号 79-2、80-2 

 要求メッセージ 

MSN 

LM 制御情報 

 

（2）オペレーション番号 79-3、80-3 

 要求メッセージ 

MSN 

RON 

LM 制御情報 

C

C

C

C
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4.4.1.48 加入者ローミング番号変更 

表 4-51/JJ-70.10 加入者ローミング番号変更 

加入者ローミング番号変更 timer=3 class=1 
code=00000001 

+11000000 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

RON 

RON 

GLR 番号  

必須 

必須 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.26 

4.6.26 

4.6.32 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

登録不許可 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

4.5.7 

オペレーション番号 105-2、106-2 

 

4.4.1.49 移動機ローミング番号変更 

表 4-52/JJ-70.10 移動機ローミング番号変更 

移動機ローミング番号変更 timer=3 class=1 
code=00000001 

+11000001 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

RMI 

RMI 

GLR 番号 

必須 

必須 

必須 

必須 

4.6.2 

4.6.27 

4.6.27 

4.6.32 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

登録不許可 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

4.5.7 

オペレーション番号 107-2、108-2 

C

C

C

C

C
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4.4.1.50 加入者データ移設 

表 4-53/JJ-70.10 加入者データ移設 

加入者データ移設 timer=6 class=1 
code=00000001 

+11000010 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

発信情報 

着信情報 

RON 

加入者認証種別 

着信登録 MSI 

加入者認証情報リスト 

パケット通信情報 

NID リスト 

発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報（注） 

必須 

オプション 

必須 

必須 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.1 

4.6.5 

4.6.6 

4.6.26 

4.6.41 

4.6.42 

4.6.49 

4.6.62 

4.6.63 

4.6.66 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

登録不許可 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

4.5.7 

（注）発信者番号通知サービス時に設定されることがある。 

 

オペレーション番号 105-1、106-1 

C

C
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4.4.1.51 移動機データ移設 

表 4-54/JJ-70.10 移動機データ移設 

移動機データ移設 timer=6 class=1 
code=00000001 

+11000011 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSI 

位置情報 

PRN 

RMI 

移動機情報 

登録番号リスト 

暗証番号 

移動機認証情報リスト 

デフォルト MSN 

所有者 MSN 

必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

4.6.2 

4.6.3 

4.6.4 

4.6.27 

4.6.28 

4.6.43 

4.6.44 

4.6.50 

4.6.54 

4.6.56 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

なし   

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

登録制御中 

登録不許可 

4.5.1 

4.5.2 

4.5.6 

4.5.7 

オペレーション番号 107-1、108-1 

C

C
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4.4.1.52 パケット通信登録 

表 4-55/JJ-70.10 パケット通信登録 

パケット通信登録 Timer=3 Class=1 code=00000100 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

PRN 

PAI 

必須 

必須 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.4 

4.6.65 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

発信情報 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

必須 

必須 

必須 

4.6.5 

4.6.18 

4.6.19 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

4.5.1 

4.5.2 

 

 

4.4.1.53 パケット通信登録解除 

表 4-56/JJ-70.10 パケット通信登録解除 

パケット通信登録解除 Timer=3 Class=1 code=00000101 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須  

加入者認証キー 

移動機認証キー 

必須 

必須 

4.6.18 

4.6.19 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

4.5.1 

4.5.2 

 

C

C

C

B

B

C

C

C
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4.4.1.54 パケットチャンネル登録 

表 4-57/JJ-70.10 パケットチャンネル登録 

パケットチャンネル登録 Timer=3 Class=1 code=00000110 

起動に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

MSN 

MSI 

PRN 

PAI 

必須 

必須 

必須 

必須 

4.6.1 

4.6.2 

4.6.4 

4.6.65 

応答結果に含まれるパラメータ オプション/必須 参照 

発信情報 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

必須 

必須 

必須 

4.6.5 

4.6.18 

4.6.19 

リンクするオペレーション 

なし 

エラー 参照 

イリーガル 

メモリエラー 

4.5.1 

4.5.2 

 

 

4.4.2 付加サービスパラメータ設定条件 

 

各々の付加サービスについて、付加サービスパラメータの設定条件を以下に示す。 

 

4.4.2.1 発信者番号通知サービス 

表 4-57-1/JJ-70.10 発信者番号通知サービスのパラメータ設定条件 

パラメータ 

発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報 

(4.6.66) 
オペレーション 

起動 応答 

23)網間位置登録 － ○ 

25)網間発信情報読出 － ○ 

29)加入者データ変更 ○ － 

33)ユーザ位置登録 － ○ 

45)加入者データ移設 ○ － 

 

C

C

B

D

C

C
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4.4.3 オペレーションコードの割当 

 

オペレーションコードの割当ては以下の通りである。 

 

i) オペレーションコード長が 1 オクテットの場合 

 

 オペレーションコード長が 1 オクテットの場合の、オペレーションコードの割当てを表 4-58/JJ-70.10 に示

す。 

 

ii) オペレーションコード長が 2 オクテットの場合 

 

 オペレーションコード長が 2 オクテットの場合の、オペレーションコードの上位オクテットの割当てを表

4-59/JJ-70.10 に示す。 

 オペレーションコードの上位オクテットの値は、00000001～11111111 を使用する。00000000 は、1 オクテッ

ト長のオペレーションコードとの混同を避けるため、使用しない。 

 オペレーションコードの上位オクテットの値が 00000001 である場合の、下位オクテットの割当てを表

4-60/JJ-70.10 に示す。 
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表 4-58/JJ-70.10 オペレーションコード付与状況（オペレーションコード長が１オクテットの場合） 

 0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111 

0000  位置登録
（２版）

 位置登録
（３版）

パケット
通信登録

ﾊﾟｹｯﾄ通信
登録解除

ﾊﾟｹｯﾄﾁｬﾝﾈ
ﾙ登録          

0001               
  

0010               
  

0011               
  

0100  
発信情報  

読出 
（２版）

  
着信情報 
読出 

（２版）

ＬＭ制御

（２版）  ＰＲＮ 
登録 

移動機 
制御 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ 
設定要求

ｺｰﾃﾞｨｯｸ 
設定確認

ｺｰﾃﾞｨｯｸ 
監視要求

ｺｰﾃﾞｨｯｸ 
監視確認

基地局 
制御 

  

0101     
発信情報 
読出 

（３版）

着信情報
読出 
（３版） 

ＬＭ制御
（３版）        

  

0110  
認証情報  

読出 
（２版）

認証情報  
読出 

（３版） 
           

  

0111   ユーザ 
登録 抹消登録

データ 
問合せ          

  

1000        網間課金
情報送出

網間課金
情報再送      

  

1001               
  

1010  初期設定
初期設定

受付 
初期設定

完了 
LM ｵｰﾙ 
ｸﾘｱ          

  

1011               
  

1100               
  

1101    アドレス

翻訳試験
          

  

1110  網間位置

登録 

網間認証

情報読出
（２版） 

網間発信

情報読出

加入者 
ﾛｰﾐﾝｸﾞ 

番号消去

加入者 
ﾃﾞｰﾀ削除

加入者 
ﾛｰﾐﾝｸﾞ番
号問合せ

加入者 
ﾃﾞｰﾀ変更

ﾛｰﾐﾝｸﾞ情

報ｸﾘｱ指示 
ﾛｰﾐﾝｸﾞ 
情報ｸﾘｱ 

移動機 
位置登録

ユーザ 
位置登録

網間認証

情報読出
（３版）

ｾｷｭﾘﾃｨ 
情報読出

移動機 
ﾛｰﾐﾝｸﾞ 

番号消去 

移動機情

報消去 

1111  ユーザ 
情報消去

移動機ﾛｰ

ﾐﾝｸﾞ番号
問合せ 

 網間ユー

ザ登録          
  

（注）      は予約済

下位 
上位 

位置

登録 

付加 

ｻｰﾋﾞｽ 

基本 

呼設定

認証 

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ

 

課金 

 

ﾘｶﾊﾞﾘｰ

保守・

試験 

 

ﾛｰﾐﾝｸﾞ

C 
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表 4-59/JJ-70.10  オペレーションコード付与状況（２オクテット長のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ上の上位オクテット） 

第 1Oct 下位 

上位 
0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111 

0000                 

0001                 

0010                 

0011                 

0100                 

0101                 

0110                 

0111                 

1000                 

1001                 

1010                 

1011                 

1100                 

1101                 

1110                 

1111                 

（注） インタワーク時に使用する 予約済、 網共通に使用、 
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表 4-60/JJ-70.10 オペレーションコード付与状況（オペレーションコード長＝２オクテット、上位コード値＝00000001） 

 0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111 

0000                 

0001               
  

0010               
  

0011               
  

0100               
  

0101               
  

0110               
  

0111               
  

1000               
  

1001               
  

1010               
  

1011               
  

1100 
加入者ﾛｰ

ﾐﾝｸﾞ番号

変更 

移動機ﾛｰ

ﾐﾝｸﾞ番号

変更 

加入者

データ移

設 

移動機

データ移

設 
          

  

1101               
  

1110 
移動機

データ変

更 

網間 LM
制御 

            
 

 

1111               
  

下位 
上位 

位置

登録 

付加 

ｻｰﾋﾞｽ 

基本 

呼設定

認証 

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ

 

課金 

 

ﾘｶﾊﾞﾘｰ

保守・

試験 

 

ﾛｰﾐﾝｸﾞ
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4.5 アプリケーションエラー定義 

4.5.1 イリーガル 

 このエラーは何らかの理由（例えば、リソースブロック等）でオペレーションを実行できない時、いくつ

かのシステムエンティティによって返される。 

表 4-61/JJ-70.10 イリーガル 

イリーガル Code=00000001 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

なし   

 

 

4.5.2 メモリエラー 

 このエラーは HLR、GLR 等のロケーションレジスタをアクセスする際、読出、書込に失敗した場合、HLR、

GLR によって返される。 

表 4-62/JJ-70.10 メモリエラー 

メモリエラー Code=00000010 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

なし   

 

 

4.5.3 ローミング情報未登録 

 ローミング加入者の発信時、VMSC から GLR に対して加入者または移動機データの読出を行った際、GLR

上にローミング加入者、移動機のデータが登録されていない時に GLR によって返される。 

表 4-63/JJ-70.10 ローミング情報未登録 

ローミング情報未登録 Code=00001101 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

なし   

 

 

4.5.4 ローミング不許可 

 ローミング後、初めての位置登録時において、認証情報を網間で読み出すために GLR がホーム網の HLR

へアクセスを行った際、HLR で当加入者がローミングを許可されていないことを検出した時に、HLR によっ

て返される。また、この場合には VMSC から GLR に対する認証情報読出に対する応答としても使用される。 

表 4-64/JJ-70.10 ローミング不許可 

ローミング不許可 Code=00001110 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

なし   
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4.5.5 アドレスエラー 

 SCCP 中継試験時に試験局からアドレス翻訳試験要求メッセージ中の GT 翻訳種別パラメータ、アドレス

情報が受信局で許容されていない場合に試験局に対して返送される。また、この場合に受信局において自網

番号と自信号局コードを収集し、応答結果に含まれるパラメータに設定する。 

表 4-65/JJ-70.10 アドレスエラー 

アドレスエラー Code=00001111 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

網番号 

信号局コード（国内用） 

必須 

必須 

4.6.31 

4.6.36 

 

 

4.5.6 登録制御中 

このエラーはロケーションレジスタに対して登録、変更、削除を行った場合、該当データが処理中である場

合に返される。 

表 4-66/JJ-70.10 登録制御中 

登録制御中 Code=00010000 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

なし   

 

 

4.5.7 登録不許可 

 このエラーはロケーションレジスタに対して登録、変更、削除を行った場合、本要求が許可されない場合

に返される。 

表 4-67/JJ-70.10 登録不許可 

登録不許可 Code=00010001 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

なし   

 

 

 

4.5.8 登録済み 

 このエラーはロケーションレジスタに対して登録を行った場合、すでに該当データが登録済みの場合に返

される。 

表 4-68/JJ-70.10 登録済み 

登録済み Code=00010010 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

なし   

 

C

C
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4.5.9 登録データなし 

 このエラーはロケーションレジスタからデータの読出を行った場合、該当するデータがロケーションレジ

スタにない場合に返される。 

表 4-69/JJ-70.10 登録データなし 

登録データなし Code=00010011 

応答結果に含まれるパラメータ ｵﾌﾟｼｮﾝ/必須 参 照 

なし   

 



 

 - 414 - ＪＪ－７０．１０ 

表 4-70/JJ-70.10 アプリケーションエラーコード付与状況 

  下位 

上位 
0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111 

0000 

 
イリー

ガル 

メモリ 

エラー 

          ローミン

グ情報未

登録 

ローミン

グ不許可

アドレス 

エラー 

0001 
登録 

処理中 

登録 

不許可 

登録 

済み 

登録デー

タなし 

            

0010                 

0011                 

0100                 

0101                 

0110                 

0111                 

1000                 

1001                 

1010                 

1011                 

1100                 

1101                 

1110                 

1111                 

(注) 

 

予約済 
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4.6 標準パラメータの定義 

 MAP のパラメータのビットマッピングは基本的に以下の法則に従う。（図 4-4/JJ-70.10 参照） 

・LSB は最下位オクテットの最下位ビット 

・MSB は最上位オクテットの最上位ビット 

 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

       LSB 1 

        2 

 MSB  3 

 

図 4-4/JJ-70.10 MAP パラメータのビットマッピング 

 

 パラメータに複数のフィールドがある場合は、それぞれのフィールド毎に上記の法則に従う。（図

4-5/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

フィールド 2      LSB MSB    フィールド 1    LSB 1 

フィールド 3 LSB MSB フィールド 2 2 

 MSB  3 

 

図 4-5/JJ-70.10 複数フィールドがある場合の MAP パラメータのビットマッピング 

 

 ただし、例外として 4.6.13 移動機制御情報、4.6.14 基地局制御情報は上記の法則には従わない。ビット

マッピングはそれぞれの項を参照されたい。 

 また、斜線部分は全て 0 保証とする。 
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4.6.1 MSN〔パラメータコード=10000001〕 

 "MSN"パラメータは、加入者を識別するための加入者番号である。本パラメータは可変長である。（図

4-6/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

～ ～ ： 

第 2n-2 アドレス情報 第 2n-3 アドレス情報 n-1 

フィラー（注） 第 2n-1 アドレス情報 n 

（注）フィラーは桁数が奇数の場合に設定される。 

 

図 4-6/JJ-70.10 MSN パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   予備 

 1110   予備 

 1111   予備 

 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。 

 

C
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4.6.2 MSI〔パラメータコード=10000010〕 

 "MSI"パラメータは、移動端末を識別するための移動機番号である。本パラメータは可変長である。（図

4-7/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

～ ～  

第 2n-2 アドレス情報 第 2n-3 アドレス情報 n-1 

フィラー（注） 第 2n-1 アドレス情報 n 

 

（注）フィラーは桁数が奇数の場合に設定される。 

 

図 4-7/JJ-70.10 MSI パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   予備 

 1110   予備 

 1111   予備 

 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。 

C
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4.6.3 位置情報〔パラメータコード=10000011〕 

 "位置情報"パラメータは、移動機が在圏する位置登録エリアを識別する番号である。本パラメータは 2 オ

クテットである。（図 4-8/JJ-70.10 参照） 

 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

LAI 1

 システム種別 2

 

図 4-8/JJ-70.10 位置情報パラメータフィールド 

 

a）LAI 

 設定値は各網が規定する。 

b）システム種別 

 設定値は各網が規定する。 

 

4.6.4 PRN〔パラメータコード=10000100〕 

 "PRN"パラメータは、網内ルーチングのための識別番号である。本パラメータは 2 オクテットである。（図

4-9/JJ-70.10 参照） 

 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

    1

  
PRN 

  2

 

図 4-9/JJ-70.10 PRN パラメータフィールド 

 

a）PRN 

 設定値は各網が規定する。 

C

C
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4.6.5 発信情報〔パラメータコード=10000101〕 

 "発信情報"パラメータは、発信接続時に使用される各網に共通な加入者情報を示す。本パラメータは 1 オ

クテットである。（図 4-10/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

     1

 

 

 

 

 

 

 

図 4-10/JJ-70.10 発信情報パラメータフィールド 

 

a）発信一時撤去有無表示 

0：一時停止無 

1：一時停止有 

 

b）発信通話停止表示 

0：通話許容 

1：通話非許容 

 

c）発信許容表示 

0：非許容 

1：許容 

 

d）加入者優先度 

0：一般優先加入者 

1：優先加入者 

発信一時撤去有無表示 

発信通話停止表示 

発信許容表示

加入者優先度

C

C
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4.6.6 着信情報〔パラメータコード=10000110〕 

 "着信情報"パラメータは、着信接続時に使用される各網に共通な加入者情報を示す。本パラメータは 1 オ

クテットである。（図 4-11/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

      1

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-11/JJ-70.10 着信情報パラメータフィールド 

 

a）着信端末種別 

00：通知着信端末（加入者番号未割当、改番等による加入者番号空きのとき、トーキー接続とする。） 

01：特殊着信端末（試験用の自動トランク応答接続の場合） 

10：移動着信端末（通常の移動端末の場合） 

11：網個別使用 

 

b）着信通話停止表示 

0：非停止中 

1：停止中 

 

c）着信許容表示 

0：非許容 

1：許容 

 

d）着信一時撤去表示 

00：着信一時撤去なし 

01：着信一時撤去加入者 

10～11：未使用 

 

e）着信非課金表示 

0：課金 

1：非課金 

着信端末種別 

着信通話停止表示

着信許容表示

着信一時撤去表示

着信非課金表示

C

C
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4.6.7 加入者 LM 情報〔パラメータコード=10000111〕 

 "加入者 LM 情報"パラメータは、加入者の LM 情報を示す。本パラメータは 1 オクテットである。（図

4-12/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

 

 

 

 

図 4-12/JJ-70.10 加入者 LM 情報パラメータフィールド 

 

a）加入者 LM 情報 

 0：加入者 LM ビジー 

 1：加入者 LM 空き 

（注）本パラメータは第 2 版では LM 情報として使用されていたが、第 3 版では移動機 LM 情報を新たに設

けたため、区別するために名称を改めた。 

 

4.6.8 LM 制御情報〔パラメータコード=10001000〕 

 "LM 制御情報"パラメータは、LM の空塞を制御するために用いる。本パラメータは 1 オクテットである。

（図 4-13/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 LM 制御情報 1 

 

図 4-13/JJ-70.10 LM 制御情報パラメータフィールド 

 

a）LM 制御情報 

000：LM リード 

001：LM リード、ビジー 

010：LM ビジー 

011：LM アイドル 

加入者ＬＭ情報 

C

C
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4.6.9 課金補助情報〔パラメータコード=10001001〕 

 "課金補助情報"パラメータは、通話時の課金指数、課金クラス及び料金精算種別を示す。本パラメータは

2 オクテットである。（図 4-14/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 課金指数 課金クラス 1 

 料金精算 

種別 
2 

 

図 4-14/JJ-70.10 課金補助情報パラメータフィールド 

 

a）課金クラス 

000：非課金 

001：固定網一般 

010：固定網公衆 

011：国際自即課金 

100：複度数登算課金 

101：未使用 

110：移動網一般 

111：移動網公衆 

 通常の一般呼では、110 が使用される。網間では、当面 000 と 110 を使用する。 

 非課金呼（ユーザ非課金）に対しては、課金クラスを非課金（000）に設定して課金情報送出を行う。 

 

b）課金指数 

0000 を設定する。 

 

c）料金精算種別 

00：一般精算 

01：長時間料金精算 

10：予備 

11：予備 

 長時間通話等（注）による料金精算時に 01（長時間料金精算）とし、通常は 00（一般課金）とする。 

（注）料金精算は、長時間通話以外に課金指数更新時にも必要になる。この時は、通話中呼を全て課金指数

更新時に旧課金指数で精算する。 

C
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4.6.10 応答時刻〔パラメータコード=10001010〕 

 "応答時刻"パラメータは、被呼者が応答した時分秒を表す。本パラメータは 3 オクテットである。（図

4-15/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

 
応答時刻 

 2 

  3 

 

図 4-15/JJ-70.10 応答時刻パラメータフィールド 

 

a）応答時刻 

 0.5 秒単位で表す。 

 例）1 時 23 分 45.5 秒の場合（図 4-16/JJ-70.10 参照） 

1 時 23 分 45.5 秒＝5025 秒＋0.5 秒＝5025.5×2＝10051（dec） 

＝2743（hex） 

＝000010011101000011（bin） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

0 1 0 0 0 0 1 1 1 

0 0 1 0 0 1 1 1 2 

 0 0 3 

 

図 4-16/JJ-70.10 応答時刻設定例 

C

C
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4.6.11 通話度数〔パラメータコード=10001011〕 

 "通話度数"パラメータは、１コール毎に登算した通話度数メータを示す。本パラメータは 5 オクテットで

ある。（図 4-17/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

   1 

  MET1  2 

    3 

 MET2   4 

   5 

 

図 4-17/JJ-70.10 通話度数パラメータフィールド 

 

a）MET1、MET2 

 通話度数が 2 進数表現で設定される。MET1、MET2 は同じ値が設定される。 

 例）通話度数が 500 の場合（図 4-18/JJ-70.10 参照） 

500（dec）=1F4（hex）=00000000000111110100（bin） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

1 1 1 1 0 1 0 0 1 

0 0 0 0 0 0 0 1 2 

0 1 0 0 0 0 0 0 3 

0 0 0 1 1 1 1 1 4 

0 0 0 0 0 0 0 0 5 

 

図 4-18/JJ-70.10 通話度数設定例 

C

C

C
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4.6.12 ダイヤル番号〔パラメータコード=10001100〕 

 "ダイヤル番号"パラメータは、発呼者の指定したダイヤルを示す。本パラメータは可変長である。（図

4-19/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

～ ～  

第 2n-2 アドレス情報 第 2n-3 アドレス情報 n-1

フィラー（注） 第 2n-1 アドレス情報 n 

 

（注）フィラーは桁数が奇数の場合に設定される。 

図 4-19/JJ-70.10 ダイヤル番号パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   予備 

 1110   予備 

 1111   予備 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。 

C
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4.6.13 移動機制御情報〔パラメータコード=10001101〕 

 "移動機制御情報"パラメータは、デジタル移動通信システム標準規格（レイヤ 3 規格）に示される無線区

間信号（CC、MM）である。本パラメータは可変長である。また、ビットマッピングは以下の通りである。

（図 4-20/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

MSB  1 

 

 

 ： 

  LSB n 

 

図 4-20/JJ-70.10 移動機制御情報パラメータフィールド 

 

4.6.14 基地局制御情報〔パラメータコード=10001110〕 

 基地局制御情報は、4.7.2  基地局制御パラメータの定義を参照されたい。本パラメータは可変長である。

また、ビットマッピングは以下の通りである。（図 4-21/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

MSB  1 

 

 

 ： 

  LSB n 

 

図 4-21/JJ-70.10 基地局制御情報パラメータフィールド 

 

4.6.15 SCR 情報〔パラメータコード=10001111〕 

 "SCR 情報"パラメータは、SCR の制御情報である。本パラメータは 1 オクテットである。（図 4-22/JJ-70.10

参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

SCR 情報 1 

 

図 4-22/JJ-70.10 SCR 情報パラメータフィールド 

 

a）SCR 情報 

00000000：開始 

00000001：継続 

00000010：終了 

00000011：継続開始 

00000100：開始応答 

00000101：予約済 

00000110：変更設定 

00000111～11111111：未使用 

C

C

C

C
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4.6.16 SCR-D〔パラメータコード=10010000〕 

 "SCR-D"パラメータは、デスティネーション側で捕捉された SCR 番号を示す。本パラメータは 2 オクテッ

トである。（図 4-23/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

 
SCR-D 

 2 

 

図 4-23/JJ-70.10 SCR-D パラメータフィールド 

 

a）SCR-D 

 設定値は各網が規定する。 

 

4.6.17 SCR-S〔パラメータコード=10010001〕 

 "SCR-S"パラメータは、ソース側で捕捉された SCR 番号を示す。本パラメータは 2 オクテットである。（図

4-24/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

 
SCR-S 

 2 

 

図 4-24/JJ-70.10 SCR-S パラメータフィールド 

 

a）SCR-S 

 設定値は各網が規定する。 

 

C

C
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4.6.18 加入者認証キー〔パラメータコード=10010010〕 

 "加入者認証キー"パラメータは、加入者認証の際の演算用の認証キーを示す。本パラメータは 8 オクテッ

トである。（図 4-25/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

  2 

  3 

  4 

  5 

  6 

  7 

 

加入者認証キー 

 8 

 

図 4-25/JJ-70.10 SCR-S パラメータフィールド 

 

a）加入者認証キー 

 設定値は各網が規定する。 

 

C
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4.6.19 移動機認証キー〔パラメータコード=10010011〕 

 "移動機認証キー"パラメータは移動機認証の際の演算用の認証キーを示す。本パラメータは 8 オクテット

である。（図 4-26/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

  2 

  3 

  4 

  5 

  6 

  7 

 

移動機認証キー 

 8 

 

図 4-26/JJ-70.10 移動機認証キーパラメータフィールド 

 

a）移動機認証キー 

 設定値は各事業者が規定する。 

 

4.6.20 IICR〔パラメータコード=10010100〕 

 "IICR"パラメータはデスティネーション側の IICR を示す。本パラメータは 3 オクテットである。（図

4-27/JJ-70.10 参照） 
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  1 

  2 

 

IICR 

 3 

 

図 4-27/JJ-70.10 IICR パラメータフィールド 

 

a）IICR 

 設定値は各網が規定する。 

C

C
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4.6.21 コーディック状態〔パラメータコード=10010101〕 

 "コーディック状態"パラメータはコーディックの遷移状態を示す。本パラメータは 1 オクテットである。

（図 4-28/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  コーディッ

ク状態 
1 

 

 

 

図 4-28/JJ-70.10 コーディック状態パラメータフィールド 

 

a）コーディック状態 

 00：音声 

 01：非電話 

 10：コーディックスルー 

 11：予備 

 

b）コーディックスルーレート情報 

 コーディックスルーレート情報はコーディックスルー通信時のみ有効となる。 

０：フルレート 

１：ハーフレート 

 

注） コーディック状態フィールドに「00：音声」、「01：非電話」を設定する場合はコーディック設定要

求メッセージを送信する側の網で「コーディックスルーレート」情報を”０”保証する。 

 

コーディックスルーレート情報 

C
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4.6.22 応答月日〔パラメータコード=10010110〕 

 "応答月日"パラメータは被呼者が応答した月日を示す。本パラメータは 2 オクテットである。（図

4-29/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

月 日 1 

 月 2 

 

図 4-29/JJ-70.10 応答月日パラメータフィールド 

 

a）応答月日 

 月、日はそれぞれ 2 進数で設定される。 

 例）11 月 13 日の場合（図 4-30/JJ-70.10 参照） 

11（dec）=B（hex）=1011（bin） 

13（dec）=D（hex）=01101（bin） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

0 1 1 0 1 1 0 1 1 

 1 2 

 

図 4-30/JJ-70.10 応答月日使用例 

 

4.6.23 切断月日〔パラメータコード=10010111〕 

 "切断月日"パラメータは発呼者または被呼者が切断した月日を示す。本パラメータは 2 オクテットである。

（図 4-31/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

月 日 1 

 月 2 

 

図 4-31/JJ-70.10 切断月日パラメータフィールド 

 

a）切断月日 

 月、日はそれぞれ 2 進数で設定される。 

 具体例は 4.6.22 応答月日を参照。 

C

C
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4.6.24 OK/NG〔パラメータコード=10011000〕 

 "OK/NG"パラメータは要求された命令に対する処理結果を示す。本パラメータは 1 オクテットである。（図

4-32/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 OK/NG 1 

 

図 4-32/JJ-70.10 OK/NG パラメータフィールド 

 

a）OK/NG 

00：NG 

01：OK 

10：REJECT 

11：予備 

 

4.6.25 通話時間〔パラメータコード=10011001〕 

 "通話時間"パラメータは、被呼者が応答した時刻から発呼者または被呼者が切断した時刻までの経過時間

を示す。本パラメータは 3 オクテットである。（図 4-33/JJ-70.10 参照） 
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    1 

  
通話時間 

  2 

   3 

 

図 4-33/JJ-70.10 通話時間パラメータフィールド 

 

a） 通話時間 

 0.5 秒単位で表す。 

 時間の表現は、4.6.10 応答時刻と同様。具体例は 4.6.10 応答時刻の項を参照。 

C

C
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4.6.26 RON〔パラメータコード=10011010〕 

 "RON"パラメータはローミング加入者を識別するためのローミング番号である。本パラメータは可変長で

ある。（図 4-34/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

～ ～  

第 2n-2 アドレス情報 第 2n-3 アドレス情報 n-1

フィラー（注） 第 2n-1 アドレス情報 n 

（注）桁数が奇数の場合に設定される 

 

図 4-34/JJ-70.10 RON パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   コード 13 

 1110   コード 14 

 1111   予備 

 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。 

C
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4.6.27 RMI〔パラメータコード=10011011〕 

 "RMI"パラメータはローミング移動機を識別するためのローミング番号である。本パラメータは可変長で

ある。（図 4-35/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

～ ～  

第 2n-2 アドレス情報 第 2n-3 アドレス情報 n-1

フィラー（注） 第 2n-1 アドレス情報 n 

（注）桁数が奇数の場合に設定される 

 

図 4-35/JJ-70.10 RMI パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   予備 

 1110   予備 

 1111   予備 

 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。 

C
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4.6.28 移動機情報〔パラメータコード=10011100〕 

 移動機情報は各網で共通に使用される移動機情報を示す。本パラメータは 1 オクテットである。（図

4-36/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

 

 

 

図 4-36/JJ-70.10 移動機情報パラメータフィールド 

 

a）移動機空塞表示 

0：空き 

1：塞がり 

 

（注）本パラメータは移動機 LM 情報とは異なる。本パラメータは LM 情報ではなく、移動機に着信登録が

されている場合には 1（塞がり）を設定し、着信登録がされていない場合には 0（空き）を設定する

ものである。 

移動機空塞表示 

C
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4.6.29 発信エリア情報〔パラメータコード=10011101〕 

 "発信エリア情報"パラメータは発信点の網番号と MA を示す。本パラメータは可変長である。（図

4-37/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 3 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 4 

～ ～  

第 2n-6 アドレス情報 第 2n-7 アドレス情報 n-1

フィラー（注） 第 2n-5 アドレス情報 n 

（注）桁数が奇数の場合に設定される 

図 4-37/JJ-70.10 発信エリア情報パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   予備 

 1110   予備 

 1111   予備 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。網番号は 4.6.31 網番号を参照。MA は各網が規定する。 

網番号 

MA 

C



 

 - 437 - ＪＪ－７０．１０ 

4.6.30 着信エリア情報〔パラメータコード=10011110〕 

 "着信エリア情報"パラメータは着信点の網番号と MA を示す。本パラメータは可変長である。（図

4-38/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 3 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 4 

～ ～  

第 2n-6 アドレス情報 第 2n-7 アドレス情報 n-1

フィラー（注） 第 2n-5 アドレス情報 n 

（注）桁数が奇数の場合に設定される 

図 4-38/JJ-70.10 着信エリア情報パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   予備 

 1110   予備 

 1111   予備 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。網番号は 4.6.31 網番号を参照。MA は各網が規定する。 

網番号 

MA C

C
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4.6.31 網番号〔パラメータコード=10011111+00011111〕 

 "網番号"パラメータは網を識別する番号を示す。本パラメータは 2 オクテットである。（図 4-39/JJ-70.10

参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

 

図 4-39/JJ-70.10 網番号パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   予備 

 1110   予備 

 1111   予備 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。 

C
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4.6.32 GLR 番号〔パラメータコード=10011111+00100000〕 

 "GLR 番号"パラメータは GLR を識別する番号を示す。本パラメータは可変長である。 

（図 4-40/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 アドレス情報 第 1 アドレス情報 1 

第 4 アドレス情報 第 3 アドレス情報 2 

～ ～  

第 2n-2 アドレス情報 第 2n-3 アドレス情報 n-1

フィラー（注） 第 2n-1 アドレス情報 n 

（注）桁数が奇数の場合に設定される。 

 

図 4-40/JJ-70.10 GLR 番号パラメータフィールド 

 

a）アドレス情報 

 0000   フィラー 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

 1011   コード 11 

 1100   コード 12 

 1101   予備 

 1110   予備 

 1111   予備 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビットフィールドで送ら

れる。 

C
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4.6.33 再送理由〔パラメータコード=10011111+00100001〕 

 "再送理由"パラメータは網間で課金情報を送出する場合、再送理由を通知するために用いる。本パラメー

タは 1 オクテットである。（図 4-41/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 再送理由 1 

 

図 4-41/JJ-70.10 再送理由パラメータフィールド 

 

a）再送理由 

00：未使用 

01：イリーガル、メモリエラー、拒否表示による再送 

10：タイムアウト、中止指示による再送 

11：予備 

（注）01 は HLR 上に課金情報が書き込まれなかった場合。 

10 は HLR 上に課金情報が書き込まれたか不明の場合。 

 

4.6.34 GT 翻訳種別〔パラメータコード=10011111+00100010〕 

 "GT 翻訳種別"パラメータは SCCP 中継試験時の被試験 GT 翻訳種別を示す。本パラメータは 1 オクテット

である。（図 4-42/JJ-70.10 参照） 
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GT 翻訳種別 1 

 

図 4-42/JJ-70.10 GT 翻訳種別パラメータフィールド 

 

a）GT 翻訳種別 

00000001：加入者番号 

00000010：移動機番号 

00000011：加入者ローミング番号 

00000100：移動機ローミング番号 

00000101：網番号 

00000110：網番号＋信号局番号 

C

C
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4.6.35 GT アドレス情報〔パラメータコード=10011111+00100011〕 

 "GT アドレス情報"パラメータは SCCP 中継試験時の被試験 GT アドレス情報を示す。本パラメータは可変

長である。（図 4-43/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

  … 

 

GT アドレス情報 

 n 

 

図 4-43/JJ-70.10 GT アドレス情報パラメータフィールド 

 

4.6.36 信号局コード（国内用）〔パラメータコード=10011111+00100100〕 

 "信号局コード（国内用）"パラメータは信号局を識別する番号である。本パラメータは 2 オクテットであ

る。（図 4-44/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

 
信号局コード 

 2 

 

図 4-44/JJ-70.10 信号局コード（国内用）パラメータフィールド 

 

4.6.37 移動機 LM 情報〔パラメータコード=10011111+00100101〕 

 "移動機 LM 情報"パラメータは、移動機の LM 情報を示す。本パラメータは 1 オクテットである。（図

4-45/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

 

 

 

図 4-45/JJ-70.10 移動機 LM 情報パラメータフィールド 

 

a）移動機 LM 情報 

0：塞 

1：空 

移動機ＬＭ情報

C

C

C

C
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4.6.38 登録種別〔パラメータコード=10011111+00100110〕 

 "登録種別"パラメータは、ユーザ登録の種別を示す。本パラメータは 1 オクテットである。（図 4-46/JJ-70.10

参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

登録種別 1 

 

図 4-46/JJ-70.10 登録種別パラメータフィールド 

 

a）登録種別 

 00000000 ：予備 

〔000･････〕  ：登録クラス 

 00000001 ：着信登録 

 00000010 ：位置登録による着信登録 

 00000011 ：位置登録による着信登録とデフォルト着信登録 

 00000100 ：位置登録によるデフォルト着信登録 

〔001･････〕  ：登録解除クラス 

 00100001 ：着信登録解除 

 00100010 ：登録抹消 

〔111･････〕  ：その他クラス 

 11100001 ：ローミング不許可ビット設定 

 

4.6.39 （未使用）〔パラメータコード=10011111+00100111〕 

 

4.6.40 移動機データ種別〔パラメータコード=10011111+00101000〕 

 "移動機データ種別"パラメータは、移動機データの種別を示す。本パラメータは 1 オクテットである。（図

4-47/JJ-70.10 参照） 
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移動機データ種別 1 

 

図 4-47/JJ-70.10 移動機データ種別パラメータフィールド 

 

a）移動機データ種別 

00000000：予約 

00000001：登録抹消用暗証番号 

C

C

C
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4.6.41 加入者認証種別〔パラメータコード=10011111+00101001〕 

 "加入者認証種別"パラメータは、加入者認証の種別を示す。本パラメータは 1 オクテットである。（図

4-48/JJ-70.10 参照） 
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加入者認証種別 1 

 

図 4-48/JJ-70.10 加入者認証種別パラメータフィールド 

 

a）加入者認証種別 

00000000：着信時認証不要 

00000001：着信時認証要 

 

4.6.42 着信登録 MSI〔パラメータコード=10011111+00101010〕 

 着信登録 MSI は、着信登録先の MSI を示す。本パラメータのコーディングは 4.6.2 MSI と同様。 

 

4.6.43 登録番号リスト〔パラメータコード=10111111+00101011〕 

 登録番号リストは、MSN のセットまたは MSI のセットが設定される。 

 

4.6.44 暗証番号〔パラメータコード=10011111+00101100〕 

 "暗証番号"パラメータは、移動機所有者を確認するための番号である。本パラメータは 2 オクテットとす

る。（図 4-49/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 数字 第 1 数字 1 

第 4 数字 第 3 数字 2 

 

図 4-49/JJ-70.10 暗証番号パラメータフィールド 

 

a）数字 

 0001   ディジット 1 

 0010   ディジット 2 

 0011   ディジット 3 

 0100   ディジット 4 

 0101   ディジット 5 

 0110   ディジット 6 

 0111   ディジット 7 

 1000   ディジット 8 

 1001   ディジット 9 

 1010   ディジット 0 

C

C

C

C



 

 - 444 - ＪＪ－７０．１０ 

4.6.45 加入者認証用乱数〔パラメータコード=10011111+00101101〕 

 "加入者認証用乱数"パラメータは加入者認証演算用の乱数を示す。本パラメータは 8 オクテットである。

（図 4-50/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

  2 

  3 

  4 

  5 

  6 

  7 

 

加入者認証用乱数 

 8 

 

図 4-50/JJ-70.10 加入者認証用乱数パラメータフィールド 

 

a） 加入者認証用乱数 

 設定値は各網が規定する。 

 

4.6.46 加入者認証演算結果〔パラメータコード=10011111+00101110〕 

 "加入者認証演算結果"パラメータは加入者認証の演算結果を示す。本パラメータは 8 オクテットである。

（図 4-51/JJ-70.10 参照） 
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  6 

  7 

 

加入者認証演算結果 

 8 

 

図 4-51/JJ-70.10 加入者認証演算結果パラメータフィールド 

 

a） 加入者認証演算結果 

 設定値は各網が規定する。 

C

C
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4.6.47 移動機認証用乱数〔パラメータコード=10011111+00101111〕 

 "移動機認証用乱数"パラメータは移動機認証演算用の認証乱数を示す。本パラメータは 8 オクテットであ

る。（図 4-52/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

  2 

  3 

  4 

  5 

  6 

  7 

 

移動機認証用乱数 

 8 

 

図 4-52/JJ-70.10 移動機認証用乱数パラメータフィールド 

 

a）移動機認証用乱数 

 設定値は各網が規定する。 

 

4.6.48 移動機認証演算結果〔パラメータコード=10011111+00110000〕 

 "移動機認証演算結果"パラメータは移動機認証の演算結果を示す。本パラメータは 8 オクテットである。

（図 4-53/JJ-70.10 参照） 
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移動機認証演算結果 

 8 

 

図 4-53/JJ-70.10 移動機認証演算結果パラメータフィールド 

 

a）移動機認証演算結果 

 設定値は各網が規定する。 

C

C
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4.6.49 加入者認証情報リスト〔パラメータコード=10111111+00110001〕 

 加入者認証情報リストは、加入者認証情報のセットを含む。 

 

4.6.50 移動機認証情報リスト〔パラメータコード=10111111+00110010〕 

 移動機認証情報リストは、移動機認証情報のセットを含む。 

 

4.6.51 加入者認証情報〔パラメータコード=10111111+00110011〕 

 加入者認証情報は加入者認証乱数と加入者認証演算結果と加入者秘匿キーを含む。 

 

4.6.52 移動機認証情報〔パラメータコード=10111111+00110100〕 

 移動機認証情報は移動機認証乱数と移動機認証演算結果と加入者認証演算結果と移動機秘匿キーを含む。 

 

4.6.53 要求数〔パラメータコード=10011111+00110101〕 

 "要求数"パラメータは、加入者認証情報または移動機認証情報の要求数である。本パラメータは 1 オクテッ

トである。（図 4-54/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 要求数  1 

 

図 4-54/JJ-70.10 要求数パラメータフィールド 

 

a）要求数 

 要求数は 2 進数で設定される。 

 

4.6.54 デフォルト MSN〔パラメータコード=10011111+00110110〕 

 "デフォルト MSN"パラメータは移動機所有者の加入者番号を表す。本パラメータは可変長である。ビット

マッピングは 4.6.1 MSN と同様である。 

 

4.6.55 デフォルト着信登録 MSI〔パラメータコード=10011111+00110111〕 

 デフォルト着信登録 MSI は加入者が着信登録していない場合に着信先となる移動機を識別するための番

号である。本パラメータは可変長である。ビットマッピングは 4.6.2 MSI と同様である。 

 

4.6.56 所有者 MSN〔パラメータコード=10011111+00111000〕 

 所有者 MSN は移動機の所有者を示す加入者番号である。本パラメータは可変長である。ビットマッピン

グは 4.6.1 MSN と同様である。 

 

4.6.57 デフォルト RON〔パラメータコード=10011111+00111001〕 

 デフォルト RON は、デフォルト着信登録によるローミング加入者を識別するためのローミング番号であ

る。本パラメータは可変長である。ビットマッピングは 4.6.26 RON と同様である。 
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C
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4.6.58 加入者秘匿キー〔パラメータコード=10011111+00111010〕 

 "加入者秘匿キー"パラメータは無線区間の秘匿の秘密鍵となる情報である。本パラメータは 8 オクテット

である。（図 4-55/JJ-70.10 参照） 
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加入者秘匿キー 

 8 

 

図 4-55/JJ-70.10 加入者秘匿キーパラメータフィールド 

 

a）加入者秘匿キー 

 設定値は各網が規定する。 

 

4.6.59 移動機秘匿キー〔パラメータコード=10011111+00111011〕 

 "移動機秘匿キー"パラメータは無線区間の秘匿の秘密鍵となる情報である。本パラメータは 8 オクテット

である。（図 4-56/JJ-70.10 参照） 
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移動機秘匿キー 
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図 4-56/JJ-70.10 移動機秘匿キーパラメータフィールド 

 

a）移動機秘匿キー 

 設定値は各網が規定する。 

C

C
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4.6.60 加入者データ種別〔パラメータコード=10011111+00111100〕 

 "加入者データ種別"パラメータは、加入者データの種別を示す。本パラメータは 1 オクテットである。（図

4-57-1/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 加入者データ種別  1 

 

図 4-57-1/JJ-70.10 加入者データ種別パラメータフィールド 

 

a）加入者データ種別 

00000000：予約 

00000001：着信登録 MSI 

 

4.6.61 所有 MSI〔パラメータコード=10011111+00111101〕 

 所有 MSI は、加入者の所有する移動機の移動機番号である。本パラメータは可変長である。ビットマッピ

ングは 4.6.2 MSI と同様である。 

 

4.6.62 パケット通信情報〔パラメータコード=10011111+00111110〕 

 加入者のパケット通信に関する情報を示す。本パラメータは、１オクテットである。 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 i) 1 

 

図 4-57-2/JJ-70.10 パケット通信情報パラメータフィールド 

 

i) パケット通信許容／非許容表示 

0： パケット通信非許容 

1： パケット通信許容 

 

 

4.6.63 NID リスト〔パラメータコード=10011111+00111111〕 

 NID リストは、NID のセットを含む。 
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4.6.64 NID〔パラメータコード=10011111+01000000〕 

 NID は、パケット通信をする NIM を識別する番号である。本パラメータは、可変長、最大７オクテット

である。 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第 2 ｱﾄﾞﾚｽ情報 第 1 ｱﾄﾞﾚｽ情報 1 

第 4 ｱﾄﾞﾚｽ情報 第 3 ｱﾄﾞﾚｽ情報 2 

 

図 4-57-3/JJ-70.10 NID パラメータフィールド 

アドレス情報のコーディングは MSN のアドレス情報のコーディングに従う。 

 

4.6.65 PAI〔パラメータコード=10011111+01000001〕 

 PAI は、移動機が在圏するパケット通信登録エリアを識別する番号である。本パラメータは２オクテット

である。 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

  1 

 
PAI 

 2 

 

図 4-57-4/JJ-70.10 PAI パラメータフィールド 

 設定値は各事業者が規定する。 

 

4.6.66 発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報〔パラメータコード=10011111+01000010〕 

 発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報は、発信者番号通知（CLIP）サービス、発信者番号通知禁止

（CLIR）サービスに関する加入者契約情報を示す。（図 4-57-5/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 iii) ii) i) 1 

 

図 4-57-5/JJ-70.10 発信者番号通知／発信者番号通知禁止情報パラメータフィールド 

 

i) CLIP 

０：非許容 

１：許容 

ii) CLIR 

０：禁止 

１：通知（呼毎選択） 

iii) Reset 

０：解除手順あり 

１：解除手順なし 

D
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4.6.67 発信課金エリア情報〔パラメータコード=10011111＋01000011〕 

 発信課金エリア情報パラメータは発信点のコードを示す。本パラメータは可変長である。 

（図 4-57-6/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

識別子 1 

エリア情報 2 

        … 

  n 

図 4-57-6/JJ-70.10 発信課金エリア情報パラメータフィールド 

 

ａ）識別子  

00000000：事業者識別コード＋ＣＡコード 

00000001～11111111：予備 

 

ｂ）エリア情報 

 ⅰ）識別子＝00000000 の時のフォーマット 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第２アドレス情報 第１アドレス情報 1 

第４アドレス情報 第３アドレス情報 2 

第２アドレス情報 第１アドレス情報 3 

第４アドレス情報 第３アドレス情報 4 

フィラー 第５アドレス情報 5 

 

（注）アドレス情報のビットマッピングはＭＳＮと同様 

事業者識別コード 

ＣＡコード 

C
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4.6.68 着信課金エリア情報〔パラメータコード=10011111＋01000100〕 

 着信課金エリア情報パラメータは着信点のコードを示す。本パラメータは可変長である。 

（図 4-57-7/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

識別子 1 

エリア情報 2 

        …

  n 

図 4-57-7/JJ-70.10 着信課金エリア情報パラメータフィールド 

 

ａ）識別子  

00000000：事業者識別コード＋ＣＡコード 

00000001～11111111：予備 

 

ｂ）エリア情報 

 ⅰ）識別子＝00000000 の時のフォーマット 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

第２アドレス情報 第１アドレス情報 1 

第４アドレス情報 第３アドレス情報 2 

第２アドレス情報 第１アドレス情報 3 

第４アドレス情報 第３アドレス情報 4 

フィラー 第５アドレス情報 5 

 

（注）アドレス情報のビットマッピングはＭＳＮと同様 

事業者識別コード 

ＣＡコード 

C
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4.6.69 課金レート情報〔パラメータコード=10011111＋01000101〕 

 課金レート情報パラメータは呼毎の課金レートを識別するための情報を示す。本パラメータは可変長であ

る。 

（図 4-57-8/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

単位料金表示 1 

拡張 課金レート情報種別 2 

課金レート情報長 3 

        4 

課金レート情報内容  

        n 

図 4-57-8/JJ-70.10 課金レート情報パラメータフィールド 

 

ａ）単位料金表示 

00000000：予備 

00000001～10000000：網固有情報として留保 

10000001～11111011：予備 

11111100：単位料金１００円 

11111101：単位料金１０円 

11111110：表示なし 

11111111：予備 

 

ｂ）課金レート情報種別 

0000000：予備 

0000001～1000000：網固有情報として留保 

1000001～1111011：予備 

1111100：柔軟課金レート指示（公衆） 

1111101：柔軟課金レート指示（一般） 

1111110：柔軟課金レート情報なし 

1111111：予備 

 

ｃ）拡張表示 

１：最終オクテット 

（注）１つの柔軟課金レート情報を設定する場合のみ、拡張表示を“１”に設定する。 

 

ｄ）課金レート情報長 

課金レート情報内容のオクテット数をバイナリで表す 

 

ｅ）課金レート情報内容 

柔軟課金レートの設定はＩＡ５形式とし、ＩＳＵＰに準拠する（ＪＴ－Ｑ７６３参照） 

 

C
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4.6.70 発付加ユーザ種別〔パラメータコード=10011111＋01000110〕 

 発付加ユーザ種別パラメータは発側の付加的なユーザ種別情報を示す。設定されている情報要素について

は付加ユーザ種別名で判断する。本パラメータは可変長である。 

（図 4-57-9/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

情報長 1 

付加ユーザ種別名 2 

付加ユーザ種別１ 3 

・・・  

付加ユーザ種別名 n+1 

付加ユーザ種別ｎ n+2 

（注１）付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に組み合わ

せて設定する。 

（注２）同一コードが同一パラメータ内で繰り返されることはない。 

 

図 4-57-9/JJ-70.10 発付加ユーザ種別パラメータフィールド 

 

ａ）情報長 

パラメータのオクテット数をバイナリで表す 

 

ｂ）付加ユーザ種別名 

00000000：予備 

00000001～10000000：網固有情報として留保 

10000001～11111010：予備 

11111011：移動系付加ユーザ種別３ 

11111100：移動系付加ユーザ種別２ 

11111101：移動系付加ユーザ種別１ 

11111110：予備 

11111111：予備 

 

ｃ）移動系付加ユーザ種別１ 

00000000：予備 

00000001：移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

00000010：移動通信（船舶電話サービス） 

00000011：移動通信（航空機電話サービス） 

00000100：移動通信（無線呼び出しサービス） 

00000101：PHS 通信（PHS サービス） 

00000110～11111111：予備 

C
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ｄ）移動系付加ユーザ種別２ 

00000000：予備 

00000001：移動通信（大容量方式） 

00000010：移動通信（Ｎ／Ｊ－ＴＡＣＳ） 

00000011：移動通信（ＰＤＣ８００ＭＨｚ） 

00000100：移動通信（ＰＤＣ１．５ＧＨｚ） 

00000101：移動通信（Ｎ－ＳＴＡＲ衛星） 

00000110：移動通信（ｃｄｍａＯｎｅ８００ＭＨｚ） 

00000111：移動通信（イリジウム衛星） 

00001000：移動通信（IMT2000） 

00001001：PHS 通信（PHS 活用型） 

00001010～11111111：予備 

 

ｅ）移動系付加ユーザ種別３ 

00000000～11111111：網固有情報として留保（注） 

（注）設定値は各網が規定する 
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4.6.71 着付加ユーザ種別〔パラメータコード=10011111＋01000111〕 

 着付加ユーザ種別パラメータは着側の付加的なユーザ種別情報を示す。設定されている情報要素について

は付加ユーザ種別名で判断する。本パラメータは可変長である。 

（図 4-57-10/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

情報長 1 

付加ユーザ種別名 2 

付加ユーザ種別１ 3 

・・・  

付加ユーザ種別名 n+1 

付加ユーザ種別ｎ n+2 

（注１）付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に組み合わ

せて設定する。 

（注２）同一コードが同一パラメータ内で繰り返されることはない。 

 

図 4-57-10/JJ-70.10 着付加ユーザ種別パラメータフィールド 

 

ａ）情報長 

パラメータのオクテット数をバイナリで表す 

 

ｂ）付加ユーザ種別名 

00000000：予備 

00000001～10000000：網固有情報として留保 

10000001～11111010：予備 

11111011：移動系付加ユーザ種別３ 

11111100：移動系付加ユーザ種別２ 

11111101：移動系付加ユーザ種別１ 

11111110：固定系付加ユーザ種別１ 

11111111：予備 

ｃ）固定系付加ユーザ種別１ 

00000000：予備 

00000001：列車公衆 

00000010：ピンク 

00000011～11111111：予備 

C
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ｄ）移動系付加ユーザ種別１ 

00000000：予備 

00000001：移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

00000010：移動通信（船舶電話サービス） 

00000011：移動通信（航空機電話サービス） 

00000100：移動通信（無線呼び出しサービス） 

00000101：PHS 通信（PHS サービス） 

00000110～11111111：予備 

 

ｅ）移動系付加ユーザ種別２ 

00000000：予備 

00000001：移動通信（大容量方式） 

00000010：移動通信（Ｎ／Ｊ－ＴＡＣＳ） 

00000011：移動通信（ＰＤＣ８００ＭＨｚ） 

00000100：移動通信（ＰＤＣ１．５ＧＨｚ） 

00000101：移動通信（Ｎ－ＳＴＡＲ衛星） 

00000110：移動通信（ｃｄｍａＯｎｅ８００ＭＨｚ） 

00000111：移動通信（イリジウム衛星） 

00001000：移動通信（IMT2000） 

00001001：PHS 通信（PHS 活用型） 

00001010～11111111：予備 

 

ｆ）移動系付加ユーザ種別３ 

00000000～11111111：網固有情報として留保（注） 

（注）設定値は各網が規定する 
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4.6.72 事業者識別コード〔パラメータコード=10011111＋01001000〕 

 事業者識別コードパラメータは事業者を識別する番号を示す。本パラメータは３オクテットである。 

（図 4-57-11/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 コード種別  1 

第２アドレス情報 第１アドレス情報  2 

第４アドレス情報 第３アドレス情報  3 

 

図 4-57-11/JJ-70.10 事業者識別コードパラメータフィールド 

 

ａ）コード種別 

0000：発事業者 

0001：着事業者 

0010～1111：予備 

 

ｂ）アドレス情報 

0000  フィラー 

0001  ディジット１ 

0010  ディジット２ 

0011  ディジット３ 

0100  ディジット４ 

0101  ディジット５ 

0110  ディジット６ 

0111  ディジット７ 

1000  ディジット８ 

1001  ディジット９ 

1010  ディジット０ 

1011  コード１１ 

1100  コード１２ 

1101  予備 

1110  予備 

1111  予備 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した４ビットフィールドで送ら

れる。 

 

事業者識別コード 

C
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4.6.73 ＣＡコード〔パラメータコード=10011111＋01001001〕 

 ＣＡコードパラメータは各事業者で共通に使用されるＣＡ（チャージエリア）の情報を示す。本パラメー

タは４オクテットである。 

（図 4-57-12/JJ-70.10 参照） 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

 コード種別 1 

第２アドレス情報 第１アドレス情報 2 

第４アドレス情報 第３アドレス情報 3 

フィラー 第５アドレス情報 4 

 

図 4-57-12/JJ-70.10 ＣＡコードパラメータフィールド 

 

ａ）コード種別 

0000：発ＣＡ 

0001：着ＣＡ 

0010～1111：予備 

 

ｂ）アドレス情報 

0000  フィラー 

0001  ディジット１ 

0010  ディジット２ 

0011  ディジット３ 

0100  ディジット４ 

0101  ディジット５ 

0110  ディジット６ 

0111  ディジット７ 

1000  ディジット８ 

1001  ディジット９ 

1010  ディジット０ 

1011  コード１１ 

1100  コード１２ 

1101  予備 

1110  予備 

1111  予備 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した４ビットフィールドで送ら

れる。 

 

ＣＡコード 

C
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4.7 基地局制御情報、移動局制御情報パラメータ定義 

4.7.1 フレーム構成 

 

 図 4-58/JJ-70.10 にフレーム構成を示す。 

 

ﾋﾞｯﾄ 8 7 6 5 4 3 2 1 

ｵｸﾃｯﾄ 1 

・ 
基地局制御、移動局制御、共通情報 

・ 

n*1 

n+1 

n+2 RT/MM/CC 情報要素長 

n+3 

n+4 
RT メッセージ 

・ 

MM メッセージ ・ 

CC メッセージ ・ 

 
 

*1：ｎは網個別定義 

図 4-58/JJ-70.10  フレーム構成 

 

4.7.1.1 基地局制御、移動局制御共通情報フィールド 

 

 基地局制御、移動局制御各メッセージにおける共通の情報を指定するために使用する。内容、コーディン

グは網個別に定義。 

 

4.7.1.2 RT/MM/CC 情報要素長フィールド 

 

 相乗りしている基地局制御、移動局制御の RT、MM、CC の各メッセージのオクテット数をバイナリで表

す。相乗りしていないメッセージの情報要素長は０を指定する。図 4-59/JJ-70.10 に RT/MM/CC 情報要素長

フィールドの構成を示す。 

 

ﾋﾞｯﾄ 8 7 6 5 4 3 2 1 

RT 情報要素長 ｵｸﾃｯﾄ 1 

MM 情報要素長 ｵｸﾃｯﾄ 2 

CC 情報要素長 ｵｸﾃｯﾄ 3 

 

図 4-59/JJ-70.10 RT/MM/CC 情報要素長フィールド 
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4.7.1.3 RT メッセージ、MM メッセージ、CC メッセージフィールド 

 基地局制御、移動局制御の RT、MM、CC の各メッセージの内容を表す。 

 

4.7.2 基地局制御情報パラメータ定義 

4.7.2.1 基地局制御情報一覧 

 表 4-71/JJ-70.10 に基地局制御情報 (図 4-58/JJ-70.10 のメッセージ部に入る部分) を示す。 

 

表 4-71/JJ-70.10 基地局制御情報 

通信の起動に関するメッセージ 参 照 制御情報種別 

一斉呼出要求 4.7.2.2.1 ＲＴ 

一斉呼出応答 4.7.2.2.2 ＲＴ 

一斉呼出中止 4.7.2.2.3 ＲＴ 

一斉呼出ﾘｻｲｸﾙｵｰﾊﾞー 4.7.2.2.4 ＲＴ 

通信の解放に関するメッセージ   

ＲＴ解放 4.7.2.2.5 ＲＴ 

チャネルの設定に関するメッセージ   

チャネル割当要求 4.7.2.2.6 ＲＴ 

チャネル割当応答 4.7.2.2.7 ＲＴ 

チャネル選択要求 4.7.2.2.8 ＲＴ 

チャネル選択応答 4.7.2.2.9 ＲＴ 

チャネル指定要求 4.7.2.2.10 ＲＴ 

チャネル指定完了 4.7.2.2.11 ＲＴ 

チャネル設定中に関するメッセージ   

チャネル切替要求 4.7.2.2.12 ＲＴ 

チャネル切替中止 4.7.2.2.13 ＲＴ 

チャネルの解放に関するメッセージ   

接続不可 4.7.2.2.14 ＲＴ 

制御チャネル解放 4.7.2.2.15 ＲＴ 

接続不成功 4.7.2.2.16 ＲＴ 

接続解放 4.7.2.2.17 ＲＴ 

 

C
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4.7.2.2 基地局制御情報の定義と内容 

4.7.2.2.1 一斉呼出要求 

 本メッセージはＭＳ着信時にＡＭＳＣから基地局に一斉呼出を要求するために送出される。 

 

表 4-72/JJ-70.10 一斉呼出要求メッセージ内容 

制御種別: 一斉呼出要求 

方向: ＡＭＳＣ → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

移動局番号 4.7.2.3.3.2? M ｎ （注１） 

位置番号 4.7.2.3.3.2@ O ｎ （注２） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

 

（注１）呼び出す移動局の移動局番号を指定するために使用する。 

（注２）ＶＭＳＣ配下に複数の位置登録エリアが存在する場合に一斉呼出しを行う位置登録エリアの位置

番号を指定するために使用する。 

 

4.7.2.2.2 一斉呼出応答 

 本メッセージは一斉呼出の応答があったことを通知するために、基地局からＡＭＳＣに対して送出される。 

 

表 4-73/JJ-70.10 一斉呼出応答メッセージ内容 

制御種別: 一斉呼出応答 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＡＭＳＣ 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

 

4.7.2.2.3 一斉呼出中止 

 本メッセージは一斉呼出の停止を要求するために、ＡＭＳＣから基地局に送出される。 

 

表 4-74/JJ-70.10 一斉呼出中止メッセージ内容 

制御種別: 一斉呼出中止 

方向: ＡＭＳＣ → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

 

C

C

C
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4.7.2.2.4 一斉呼出ﾘｻｲｸﾙｵｰﾊﾞー 

 本メッセージは一斉呼出のリサイクルの結果、ＭＳからの応答がなかったことを通知するために、基地局

からＡＭＳＣに対して送出される。 

 

表 4-75/JJ-70.10 一斉呼出ﾘｻｲｸﾙｵｰﾊﾞー メッセージ内容 

制御種別: 一斉呼出ﾘｻｲｸﾙｵｰﾊﾞー 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＡＭＳＣ 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

 

4.7.2.2.5 ＲＴ解放 

 本メッセージは、ＭＳＣにおいて準正常時にＭＳを共通制御チャネルから解放する必要が生じた場合にＡ

ＭＳＣから基地局に対して、もしくは基地局において準正常時にＭＳを解放したことを通知するために基地

局からＡＭＳＣに対して送出される。 

 

表 4-76/JJ-70.10 ＲＴ解放メッセージ内容 

制御種別: ＲＴ解放 

方向: ＡＭＳＣ → ＶＭＳＣ（基地局）、ＶＭＳＣ（基地局） → ＡＭＳＣ 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

 

4.7.2.2.6 チャネル割当要求 

 本メッセージは無線チャネル及び基地局内のリソースの割当てを要求するためにＡＭＳＣから基地局に

対して送出される。 

 

表 4-77/JJ-70.10 チャネル割当要求メッセージ内容 

制御種別: チャネル割当要求 

方向: ＡＭＳＣ → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

 

C

C

C



 

 - 463 - ＪＪ－７０．１０ 

4.7.2.2.7 チャネル割当応答 

 本メッセージはチャネル割当要求信号に対する応答として、基地局内のチャネルリソースの番号をＡＭＳ

Ｃに通知するために、基地局からＡＭＳＣに対して送出される。 

 

表 4-78/JJ-70.10 チャネル割当応答メッセージ内容 

制御種別: チャネル割当応答 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＡＭＳＣ 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

呼識別情報 4.7.2.3.3.2A M ｎ （注１） 

付加情報 4.7.2.3.3.2 O ｎ  

（注１）基地局で選択したチャネルのチャネル識別情報を指定するために使用する。 

 

4.7.2.2.8 チャネル選択要求 

 本メッセージはＭＳＣをまたがるチャネル切替時、または発着呼における他ゾーン選択時に呼受付側（切

替元側）基地局から回線設定側（切替先側）基地局へチャネル選択を要求するために送出される。 

 

表 4-79/JJ-70.10 チャネル選択要求メッセージ内容 

制御種別: チャネル選択要求 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

論理番号 4.7.2.3.3.2B M ｎ （注１） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

（注１） 基地局間で呼を識別する論理番号を指定するために使用する。 

 

4.7.2.2.9 チャネル選択応答 

 本メッセージはチャネル選択要求に対する応答として、回線設定側（切替先側）基地局から呼受付側（切

替元側）基地局へ選択したチャネルを通知するために送出される。 

 

表 4-80/JJ-70.10 チャネル選択応答メッセージ内容 

制御種別: チャネル選択応答 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

論理番号 4.7.2.3.3.2B M ｎ （注１） 

呼識別情報 4.7.2.3.3.2A O ｎ （注２） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

（注１）基地局間で呼を識別する論理番号を指定するために使用する。 

（注２）基地局間で選択したチャネルのチャネル識別情報を指定するために使用する。 

 

C

C

C

C
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4.7.2.2.10 チャネル指定要求 

 本メッセージはＭＳＣをまたがるチャネル切替時、または発着呼における他ゾーン選択時に回線設定側

（切替先側）基地局から呼受付側（切替元側）基地局へ、ＭＳへの無線チャネル指定を依頼するために送出

される。 

 

表 4-81/JJ-70.10 チャネル指定要求メッセージ内容 

制御種別: チャネル指定要求 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

論理番号 4.7.2.3.3.2B M ｎ （注１） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

（注１）基地局間で呼を識別する論理番号を指定するために使用する。 

 

4.7.2.2.11 チャネル指定完了 

 本メッセージはＭＳＣをまたがるチャネル切替時、または発着呼における他ゾーン選択時に回線設定側

（切替先側）基地局から呼受付側（切替元側）基地局へ、ＭＳへのチャネル指定が完了したことを通知する

ために送出される。 

 

表 4-82/JJ-70.10 チャネル指定完了メッセージ内容 

制御種別: チャネル指定完了 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

論理番号 4.7.2.3.3.2B M ｎ （注１） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

（注１）基地局間で呼を識別する論理番号を指定するために使用する。 

 

4.7.2.2.12 チャネル切替要求 

 本メッセージはチャネル切替の開始を要求するために基地局からＡＭＳＣに対して送出される。 

 

表 4-83/JJ-70.10 チャネル切替要求メッセージ内容 

制御種別: チャネル切替要求 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＡＭＳＣ 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

呼識別情報 4.7.2.3.3.2A M ｎ （注１） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

（注１）チャネル切替先のチャネルのチャネル識別情報を指定するために使用する。 

C

C

C
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4.7.2.2.13 チャネル切替中止 

 本メッセージはＡＭＳＣにおけるチャネル切替処理中の準正常時に基地局に対してチャネル切替の中止

を通知するため、または基地局における準正常時にＭＳＣに対してチャネル切替の中止を通知するために送

出される。本メッセージ送出後、または受信後各ノードは旧チャネルにおけ通信を継続する。 

 

表 4-84/JJ-70.10 チャネル切替中止メッセージ内容 

制御種別: チャネル切替中止 

方向: ＡＭＳＣ → ＶＭＳＣ（基地局）、ＶＭＳＣ（基地局） → ＡＭＳＣ 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

 

4.7.2.2.14 接続不可 

 本メッセージはＭＳＣをまたがるチャネル切替、または発着呼における他ゾーン選択の準正常時に呼受付

側（切替元側）基地局から回線設定側（切替先側）基地局へチャネルの解放を指示するために送出される。 

表 4-85/JJ-70.10 接続不可メッセージ内容 

制御種別: 接続不可 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

呼識別情報 4.7.2.3.3.2A O ｎ （注１） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

（注１）回線設定側 (切替先側) のチャネルのチャネル識別情報を指定するために使用する。 

 

4.7.2.2.15 制御チャネル解放 

 本メッセージは発着呼における呼受付側の基地局におけるＭＳとの共通制御チャネルのリンクの解放を

要求するために基地局に対して送出される。 

 

表 4-86/JJ-70.10 制御チャネル解放メッセージ内容 

制御種別: 制御チャネル解放 

方向: ＡＭＳＣ → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

 

C

C

C

C
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4.7.2.2.16 接続不成功 

 本メッセージはＭＳＣにまたがるチャネル切替、または発着呼における他ゾーン選択の準正常時に回線設

定側（切替先側）基地局から呼受付側（切替元側）基地局へ回線接続の不成功を通知するために用いる。本

メッセージは無線チャネルの同期完了前（チャネル切替時に移動局が旧チャネルに切り戻る可能性がある場

合）に用いる。 

 

表 4-87/JJ-70.10 接続不成功メッセージ内容 

制御種別: 接続不成功 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

論理番号 4.7.2.3.3.2B O ｎ （注１） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

（注１） 基地局間で呼を識別する論理番号を指定するために使用する。 

 

4.7.2.2.17 接続解放 

 本メッセージはＭＳＣにまたがるチャネル切替、または発着呼における他ゾーン選択の準正常時に回線設

定側（切替先側）基地局から呼受付側（切替元側）基地局へ回線接続の不成功を通知するために用いる。本

メッセージは無線チャネルの同期完了後（チャネル切替時に移動局が旧チャネルに切り戻らない場合）に用

いる。 

 

表 4-88/JJ-70.10 接続解放メッセージ内容 

制御種別: 接続解放 

方向: ＶＭＳＣ（基地局） → ＶＭＳＣ（基地局） 

情報要素 参照 種別 情報長 備考 

制御種別 4.7.2.3.2.1 M 1  

論理番号 4.7.2.3.3.2B O ｎ （注１） 

付加情報 4.7.2.3.3.2C O ｎ  

（注１）基地局間で呼を識別する論理番号を指定するために使用する。 

 

C

C

C

C
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4.7.2.3 メッセージフォーマットと情報要素 

4.7.2.3.1 メッセージフォーマットの構成 

 図 4-60/JJ-70.10 にメッセージフォーマットの基本構成を示す。制御種別のコーディングは規定されるが、

情報要素フィールドに含まれる各情報要素のコーディングは規定されない（網個別に規定)。付加情報には網

個別に必要な情報要素を規定する。 

 

 

制御種別 

情報要素フィールド 

付加情報 

図 4-60/JJ-70.10 メッセージフォーマットの構成 

 

4.7.2.3.2 情報要素コーディング 

4.7.2.3.2.1 制御種別 

 "制御種別" 情報要素は転送しているメッセージの機能を識別するために用いる情報要素であり、図

4-61/JJ-70.10 に示す通りとする。本情報要素長は１オクテット。 

 

 

 

 

図 4-61/JJ-70.10 制御種別情報要素 

 

オクテット１ 

制  御  種  別１ 

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ビット 
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a) 制御種別 (オクテット 1) 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

０ ０ ０ － － － － － 通信の起動に関するメッセージ 

 ０ ０ ０ １ ０ 一斉呼出要求 

 ０ ０ ０ １ １ 一斉呼出応答 

 ０ ０ １ ０ ０ 一斉呼出中止 

 ０ ０ １ ０ １ 一斉呼出ﾘｻｲｸﾙｵｰﾊﾞー  

０ ０ １ － － － － － 通信の解放に関するメッセージ 

 ０ ０ ０ ０ １ ＲＴ解放 

０ １ ０ － － － － － チャネルの設定に関するメッセージ 

 ０ ０ ０ ０ １ チャネル割当要求 

 ０ ０ ０ １ ０ チャネル割当応答 

 ０ ０ １ １ ０ チャネル選択要求 

 ０ ０ １ １ １ チャネル選択応答 

 ０ １ ０ ０ ０ チャネル指定要求 

 ０ １ ０ ０ １ チャネル指定完了 

０ １ １ － － － － － チャネル設定中に関するメッセージ 

 ０ ０ ０ ０ １ チャネル切替要求 

 ０ ０ ０ １ ０ チャネル切替中止 

１ ０ ０ － － － － － チャネルの解放に関するメッセージ 

 ０ ０ ０ １ １ 接続不可 

 ０ ０ １ ０ ０ 制御チャネル解放 

 ０ ０ １ ０ １ 接続不成功 

 ０ ０ １ １ ０ 接続解放 

 

4.7.2.3.3 その他の情報要素 

4.7.2.3.3.1 情報要素一覧 

表 4-89/JJ-70.10 に情報要素一覧を示す。 

 

表 4-89/JJ-70.10 情報要素一覧 

情報要素名 情報要素長 

移動局番号 ｎ（注） 

位置番号 ｎ（注） 

呼識別情報 ｎ（注） 

論理番号 ｎ（注） 

付加情報 ｎ（注） 

（注）網個別に定義 

 

C

C
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4.7.2.3.3.2 情報要素コーディング 

？ 移動局番号 

 "移動局番号" 情報要素は移動局を識別する番号である。本情報要素の情報要素長、コーディングは網個別

に規定。 

 

＠ 位置番号 

 "位置番号" 情報要素は位置登録エリアを識別する番号である。本情報要素の情報要素長、コーディングは

網個別に規定。 

 

A 呼識別情報 

 "呼識別情報" は呼を識別する番号である。本情報要素の情報要素長、コーディングは網個別に規定。 

 

B 論理番号 

 "論理番号" 情報要素は基地局- 基地局間で呼を識別する番号である。本情報要素の情報要素長、コーディ

ングは網個別に規定。 

 

C 付加情報 

 "付加情報" 情報要素は網個別に必要なパラメータを定義する領域である。本情報要素の情報要素長、コー

ディングは網個別に規定。 
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表 4-90/JJ-70.10 基地局制御情報内の制御種別コード付与状況 

    下位

上位 
0000 0001 00010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111 

0000 

  
一斉呼

出要求

一斉呼

出応答

一斉呼

出中止

一斉呼出

リサイク

ルｵｰﾊﾞ 

          
通信 

の 

起動 
0001                 

0010  ＲＴ解放               通信 

の 

解放 
0011 

                

0100 
 ﾁｬﾈﾙ割

当要求 

ﾁｬﾈﾙ割

当応答

   ﾁｬﾈﾙ選

択要求

ﾁｬﾈﾙ選

択応答

ﾁｬﾈﾙ指

定要求 

ﾁｬﾈﾙ指

定完了

      
ﾁｬﾈﾙ 

設定 
0101                 

0110 
 ﾁｬﾈﾙ切

替要求 

ﾁｬﾈﾙ切

替中止

             ﾁｬﾈﾙ 

設定 

中 0111                 

1000 
   接続不

可 

制御ﾁｬ

ﾈﾙ解放

接続 

不成功

接続 

解放 

         ﾁｬﾈﾙ 

の 

解放 1001                 

1010                 ﾁｬﾈﾙ 

閉塞 1011                 

1100                 初期 

設定 1101                 

1110                  

1111                 

 

（注）   は予約済  

 

C 

C 
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4.7.3 移動機制御情報パラメータ定義 

4.7.3.1 移動機制御情報一覧 

表 4-91/JJ-70.10 に移動機制御情報を示す。 

表 4-91/JJ-70.10 移動機制御情報 

メッセージ 参照 制御情報種別

認証要求 *1 ＭＭ 

認証応答 *1 ＭＭ 

ＣＣ信号すべて *1 ＣＣ 

*1 これらの制御情報の定義はＲＣＲ標準を参照。 

C
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4.8 シーケンス 

 本節は、以下のシーケンスを示す。 

4.8.1 着信登録シーケンス 

図 4-62/JJ-70.10  ローミング移動機への着信登録時（直前までの着信登録移動機が他網に在圏の場合） 

図 4-63/JJ-70.10  ローミング移動機への着信登録時（直前までの着信登録移動機が同一網に在圏の場合） 

図 4-64/JJ-70.10  ローミング移動機への着信登録時（ユーザがローミング不許可の場合） 

図 4-65/JJ-70.10  すでに登録されている加入者が、再度着信登録を起動した場合 

 

4.8.2 着信登録解除シーケンス 

図 4-66/JJ-70.10  ローミング移動機への着信登録に対する他網在圏の移動機からの着信登録解除時 

図 4-67/JJ-70.10  ローミング移動機への着信登録に対する同一網在圏の移動機からの着信登録解除時 

図 4-68/JJ-70.10  ローミング移動機への着信登録に対する他網在圏の移動機からの着信登録解除時 

（着信登録解除起動網に浮上り RON がある場合） 

 

4.8.3 着信シーケンス 

図 4-69/JJ-70.10  ローミング移動機に着信登録しているユーザへの着信時 

（加入者認証を行いかつ再同期型*4 の秘匿変更を行う場合） 

図 4-70/JJ-70.10  ローミング移動機に着信登録しているユーザへの着信時（加入者認証なし）および、移

動機所有者への着信時 

図 4-71/JJ-70.10  ローミング移動機に着信登録しているユーザへの着信時（着信情報読出失敗） 

 

4.8.4 発信シーケンス 

図 4-72/JJ-70.10  着信登録している移動機の在圏網からの発信時 

図 4-73/JJ-70.10  着信登録している移動機の在圏網とは異なる移動網からの発信時 

図 4-74/JJ-70.10  GLR-T に必要なデータがない時 

図 4-75/JJ-70.10  デフォルト MSN を用いて発信したが、GLR-P にデフォルト MSN に関するデータがない

時 

図 4-76/JJ-70.10  着信登録している移動網からの発信時（発信情報読出失敗） 

 

4.8.5 終話シーケンス 

図 4-77/JJ-70.10  着信登録している移動機の在圏網から発信した場合の発側切断時 

図 4-78/JJ-70.10  着信登録している移動機の在圏網から発信した場合の着側切断時 

図 4-79/JJ-70.10  着信登録している移動機の在圏網とは異なる移動網から発信した場合の発側切断時 

図 4-80/JJ-70.10  着信登録している移動機の在圏網とは異なる移動網から発信した場合の着側切断時 

図 4-81/JJ-70.10  移動着信における着側切断時 

図 4-82/JJ-70.10  移動着信における発側切断時 

C

C

C

C
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4.8.6 登録抹消シーケンス 

図 4-83/JJ-70.10  登録抹消 

 

4.8.7 位置登録シーケンス 

図 4-84/JJ-70.10  着信登録が行われている移動機の網間ローミング後、初回の位置登録時 

図 4-85/JJ-70.10  網間ローミング後、２回目以降の位置登録時 

図 4-86/JJ-70.10  移動機ローミング不許可返送時 

図 4-87/JJ-70.10  着信登録が行われている移動機の網間ローミング後の初回の位置登録における、ローミ

ング不許可加入者についての手順 

 

4.8.8 セキュリティ情報読出シーケンス 

図 4-88/JJ-70.10  移動機用セキュリティ情報読出時 

図 4-89/JJ-70.10  加入者用セキュリティ情報読出時 

 

4.8.9 チャネル切替シーケンス 

図 4-90/JJ-70.10  基本チャネル切替時 

図 4-91/JJ-70.10  拡張／連続チャネル切替時 

 

4.8.10 PRN 登録シーケンス 

図 4-92/JJ-70.10  PRN 登録 

 

4.8.11 コーディック制御シーケンス 

図 4-93/JJ-70.10  コーディック制御 

 

4.8.12 ローミング番号消去シーケンス 

図 4-94/JJ-70.10  加入者ローミング番号消去シーケンス（RON を消す場合） 

図 4-95/JJ-70.10  加入者ローミング番号消去シーケンス（デフォルト RON を消す場合） 

図 4-96/JJ-70.10  移動機ローミング番号消去シーケンス（RMI を消す場合） 

 

4.8.13 データ変更シーケンス 

図 4-97/JJ-70.10  加入者データ変更  

図 4-98/JJ-70.10  移動機データ変更 

 

4.8.14 ローミング番号問い合わせシーケンス 

図 4-99/JJ-70.10  加入者ローミング番号問い合わせ 

図 4-100/JJ-70.10  移動機ローミング番号問い合わせ 

 

4.8.15 初期設定シーケンス 

図 4-101/JJ-70.10  初期設定 

 

4.8.16 LM オールクリアシーケンス 

図 4-102/JJ-70.10  LM オールクリア 

C
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4.8.17 ローミング情報クリアシーケンス 

図 4-103/JJ-70.10  ローミング情報クリア 

 

4.8.18 SCCP 中継試験シーケンス 

図 4-104/JJ-70.10  SCCP 中継試験 

 

4.8.19 データ移設シーケンス 

図 4-105/JJ-70.10  加入者データ移設 

図 4-106/JJ-70.10  加入者データ移設（旧 RON がアンマッチの場合） 

図 4-107/JJ-70.10  移動機データ移設 

図 4-108/JJ-70.10  移動機データ移設（旧 RMI がアンマッチの場合）  

 

（注）4.8 節では、ローミングユーザ、ローミング移動機に関わる手順を示しており、ホームユーザ、ホー

ム移動機のホーム網内における手順は特に示していない。 

 

（注）PDC 標準無線インタフェース信号、インチャネル信号およびユーザ－MS 間インタラクションは、本

標準の規定外である。 

D
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 図 4-62/JJ-70.10  着信登録シーケンス 
ローミング移動機への着信登録時（直前までの着信登録移動機が他網に在圏の場合） 

HLR-TVMSC 

移動機ホーム網

GLR-TGLR-P GLR-P GLR-T

ﾕｰｻﾞ情報消去要求［着信登録］（登録解除 RON､MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ情報消去応答（加入者認証情報ﾘｽﾄ､加入者認証種別､登録解除 MSI）

 ﾕｰｻﾞ位置登録応答（発信情報､着信情報､加入者認証情報ﾘｽﾄ､登録解除 MSI､加入者認証種別） 

 網間ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 網間ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（RMI､登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 網間ﾕｰｻﾞ登録応答
 網間ﾕｰｻﾞ登録応答

ユーザローミング元網 

［6］ 

［7］

［9］

［10］

*3

*1､*2 認証 NG の場合は､移動機に「ユーザ登録拒

否」（理由表示=認証 NG）を送出し、処理を

終了する｡ 
 
 
*3  RON有り､デフォルト着信登録MSI有り(MSN

に対するデフォルト着信登録移動機が同一網

に在圏) 
：着信登録 MSI 登録 
RON なし(MSN に対するデフォルト着信登録

移動機が他網に在圏) 
：RON 捕捉､着信登録 MSI 登録 

 
 
*4  GLR-P で捕捉した RON､あるいはすでに

GLR-P で捕捉されていた RON を設定する｡

 
 
 
 
 
 
*5  ユーザ位置登録要求の登録種別が「着信登

録」の場合､メッセージ上の RON を RON とし

て登録する｡ 
 
 
 
 
 
 
 
*6   この時点で移動機へ返送するユーザ登録応答

は正常応答とする。 
 
 
*7  デフォルト着信登録用のデフォルト RON を

管理する GLR-P と着信登録用の RON を管理

する GLR-P が同一網であっても他網であって

もシーケンスは変わらない。 

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数）

 認証応答（認証演算結果）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録］（MSI､登録 MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ登録応答 

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録］（MSN､登録 MSI､登録種別､加入者認証種別）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ登録応答（登録解除 MSI） 

 ﾕｰｻﾞ登録応答 

 認証要求（認証乱数） 

*2 

［4］ 

［5］ 

［8］ 

*1 

*6 

移動機ユーザ HLR-P

ユーザホーム網着信登録起動網 

 網間認証情報読出要求（MSN）

 網間認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果）

［3］ 

着信登録操作

 認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果）

 ﾕｰｻﾞ登録応答 

 認証情報読出要求（MSI）

ﾕｰｻﾞ登録要求（MSI､MSN､ﾕｰｻﾞ登録種別､加入者認証種別）

［1］ 

［2］ 

操作完了表示

MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞｰ MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 
 認証情報読出要求（MSN）

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

ﾕｰｻﾞ位置登録要求［着信登録］（MSN､RON*4､登録種別､GLR 番号）

移動機認証 

RON 登録*5 

加入者認証 

MSN 登録 

ﾕｰｻﾞ情報転送 

旧ﾕｰｻﾞ情報削除 

登録 MSN 削除 

排他制御開始 

排他制御終了 
C 
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図 4-63/JJ-70.10  着信登録シーケンス 

ローミング移動機への着信登録時（直前までの着信登録移動機が同一網に在圏の場合）*4 

*1､*2  認証 NG の場合は､移動機に「ユーザ登録

拒否」（理由表示=認証 NG）を送出し、処

理を終了する｡ 
 
 
*3  この時点で移動機に返送するユーザ登録

応答は正常応答とする。 
 
 
*4 デフォルト着信登録用のデフォルト RON

を管理するGLR-Pと着信登録用のRONを

管理する GLR-P が同一網であっても他網

であってもシーケンスは変わらない。 
 

HLR-P旧 GLR-T

ユーザホーム網

ユーザ 移動機 VMSC GLR-P GLR-T HLR-T 

着信登録操作

 認証情報読出要求（MSN）

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

 認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果）

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数）

 認証応答（認証演算結果）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録］（MSI､登録 MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ登録応答 

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録］（MSN､登録 MSI､登録種別､加入者認証種別）

 ﾕｰｻﾞ登録応答（登録解除 MSI） 

 ﾕｰｻﾞ登録応答

 認証要求（認証乱数） 

移動機ホーム網 着信登録起動網（=前着信登録網）

 認証情報読出要求（MSI）

ﾕｰｻﾞ登録要求（MSI､MSN､ﾕｰｻﾞ登録種別､加入者認証種別）

［1］ 

*2 

［2］ 

［3］ 

［4］ 

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

［5］ 

*1 

*3 

 ﾕｰｻﾞ登録応答 
操作完了表示

MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞｰ MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 

加入者認証 

着信登録 MSI 登録 

MSN 登録解除 

移動機認証 

MSN 登録 

排他制御開始 

排他制御終了 C 
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図 4-64/JJ-70.10  着信登録シーケンス 

ローミング移動機への着信登録時（ユーザがローミング不許可の場合） 

 

移動機 ユーザ VMSC GLR-P GLR-T HLR-P

ユーザホーム網 着信登録起動網

網間認証情報読出要求（MSN）

エラー応答（ローミング不許可）

エラー応答（ローミング不許可）

 ﾕｰｻﾞ登録拒否

認証情報読出要求（MSI）

ﾕｰｻﾞ登録要求（MSI､MSN､ﾕｰｻﾞ登録種別､加入者認証種別）

［1］

登録失敗表示

MAP

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞｰ MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

認証情報読出要求（MSN）

認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

着信登録操作 

［2］

［3］
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図 4-65/JJ-70.10  着信登録シーケンス 

すでに登録されている加入者が、再度着信登録を起動した場合 

移動機ホーム網 ユーザローミング元網 ユーザホーム網 着信登録起動網

VMSC HLR-TGLR-TGLR-P GLR-P GLR-T

 網間ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 網間ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（RMI､登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 網間ﾕｰｻﾞ登録応答
 網間ﾕｰｻﾞ登録応答

［6］

［7］

［8］ 

*1､*2 認証 NG の場合は､移動機に「ユーザ登録拒

否」（理由表示=認証 NG）を送出し、処理を

終了する｡ 
 
 
 

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数）

 認証応答（認証演算結果）

ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録］（MSI､登録 MSN､登録種別）

エラー応答（登録済み）

データ問合せ要求(MSN)

ﾕｰｻﾞ登録応答

 認証要求（認証乱数） 

*2

［5］

*1

移動機ユーザ HLR-P

 網間認証情報読出要求（MSN）

 網間認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果）

［3］

着信登録操作

 認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果） 

 ﾕｰｻﾞ登録応答

 認証情報読出要求（MSI）

ﾕｰｻﾞ登録要求（MSI､MSN､ﾕｰｻﾞ登録種別､加入者認証種別）

［1］

［2］

操作完了表示

MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞｰ MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 
 認証情報読出要求（MSN）

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果） 

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別） 

データ問合せ応答(着信登録 MSI)

加入者認証

移動機認証

着信登録 MSI を検索し、返送する。 
登録 MSI が登録されていなければ、 
エラー応答（登録データなし）を返送する。

［4］

登録 MSN 削除 

MSN 登録 

移動機から受信した MSI と GLR-T から受信した着信登録 MSI
が一致していれば、ユーザ登録済みとみなし、正常応答を移動

機へ送付する。 
一致しない場合およびエラー応答（登録データなし）を受信し

た場合は、①を行う。 
① 

排他制御開始 

排他制御終了 C 

C 
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図 4-66/JJ-70.10  着信登録解除シーケンス 

ローミング移動機への着信登録に対する他網在圏の移動機からの着信登録解除時 

VMSC HLR-T

移動機ホーム網

GLR-TGLR-P GLR-P GLR-T

ﾕｰｻﾞ情報消去要求［着信登録解除］（登録解除 RON､MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ情報消去応答（加入者認証情報ﾘｽﾄ､加入者認証種別､登録解除 MSI）

 ﾕｰｻﾞ位置登録応答（登録解除 MSI）

 網間ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 網間ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（RMI､登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 網間ﾕｰｻﾞ登録応答
 網間ﾕｰｻﾞ登録応答

ユーザローミング元網 

［5］ 

［6］

［8］

［9］ 

*3 

*1､*2 認証 NG の場合は､移動機に「ユーザ登録解除拒否」

（理由表示=認証 NG）を送出し、処理を終了する｡ 
 
 
*3  VMSC からのユーザ登録要求［着信登録解除］メッ

セージに含まれる MSN から GLR-P 内の RON を検索

する。RON を検索した結果、GLR-P に RON が存在

しない場合、あるいは、RON が存在してもそれに対

してデフォルト着信登録 MSI のみが登録されている

場合は、ユーザ位置登録要求［着信登録解除］メッセー

ジに RON を設定しない。 
  
 
*4  ユーザ位置登録要求［着信登録解除］メッセージに

RON を設定されていない場合、HLR-P に RON が記

憶されているならば、HLR-P はユーザローミング元網

の GLR-P にユーザ情報消去要求メッセージを送信す

る。HLR-P に RON が記憶されていないならば、ユー

ザ位置登録応答を返送する。 
 
*5  この時点で移動機に返送するユーザ登録解除応答は

正常応答とする。 
 

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数）

 認証応答（認証演算結果）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ登録応答（登録解除 MSI） 

 ﾕｰｻﾞ登録応答 

 認証要求（認証乱数） 

*2 

［4］ 

［7］ 

*1 

*5 

移動機ユーザ HLR-P

ユーザホーム網着信登録解除起動網 

 網間認証情報読出要求（MSN）

 網間認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果）

［3］ 

 認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果）

  ﾕｰｻﾞ登録解除応答 

 認証情報読出要求（MSI）

ﾕｰｻﾞ登録解除要求（MSI､MSN､ﾕｰｻﾞ登録種別）

［1］ 

［2］ 

操作完了表示

MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞｰ MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 
 認証情報読出要求（MSN）

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

ﾕｰｻﾞ位置登録要求［着信登録解除］（MSN､登録種別）

*4 

着信登録解除操作

移動機認証

旧ﾕｰｻﾞ情報削除 

加入者認証 RON 削除 

ﾕｰｻﾞ情報転送 

登録 MSN 削除 

排他制御開始 

排他制御終了 
C 

C 
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図 4-67/JJ-70.10  着信登録解除シーケンス 

ローミング移動機への着信登録に対する同一網在圏の移動機からの着信登録解除時 

 ﾕｰｻﾞ位置登録応答 

旧 GLR-T

*6 

VMSC HLR-T

移動機ホーム網

GLR-TGLR-P 

［4］ 

*3 

*1､*2 認証 NG の場合は､移動機に「ユーザ登録解除拒否」

（理由表示=認証 NG）を送出し、処理を終了する｡

 
 
*3  VMSC からのユーザ登録要求［着信登録解除］メッ

セージに含まれる MSN から GLR-P 内の RON を検索

する。RON を検索した結果 GLR-P に RON が存在し、

かつ、それに対して着信登録 MSI が登録されている場

合は、ユーザ位置登録要求［着信登録解除］に RON
および加入者認証種別を設定する。 

  
 
 
 
 
*4  ユーザ位置登録要求［着信登録解除］メッセージに

RON が設定されている場合、HLR-P はこの RON と

記憶されている RON を比較して、一致するならば位

置登録応答メッセージを GLR-P に返送する。 
 
 
 
*5 デフォルト着信登録 MSI､着信登録 MSI が先に登録さ

れていれば、着信登録 MSI を消去し、着信登録 MSI
のみの登録であれば、GLR-P 上の解除対象ユーザの

データのすべてを消去する。 
 
*6  この時点で移動機へ返送するユーザ登録応答は、正常

応答とする。 

 認証応答（認証演算結果）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

ﾕｰｻﾞ登録応答（登録解除 MSI） 

 ﾕｰｻﾞ登録応答 

 認証要求（認証乱数） 

［3］ 

［5］ 

*5 

移動機ユーザ HLR-P

ユーザホーム網着信登録解除起動網

  ﾕｰｻﾞ登録解除応答 

 認証情報読出要求（MSI）

ﾕｰｻﾞ登録解除要求（MSI､MSN､ﾕｰｻﾞ登録種別）

［1］ 

［2］ 

操作完了表示

MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞｰ MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 

 認証情報読出要求（MSN）

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

 ﾕｰｻﾞ位置登録要求［着信登録解除］（MSN､RON､登録種別､加入者認証種別） 

*4 

着信登録解除操作

 認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果）

移動機認証

登録 MSN 削除 

 認証要求（認証乱数）

 認証応答（認証演算結果）

*2 

*1 

加入者認証

RON 削除 

排他制御開始 

排他制御終了 C 
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図 4-68/JJ-70.10  着信登録解除シーケンス 

ローミング移動機への着信登録に対する他網在圏の移動機からの着信登録解除時 

（着信登録解除起動網に浮上り RON がある場合） 

VMSC HLR-T

移動機ホーム網

GLR-TGLR-P GLR-P GLR-T

 ﾕｰｻﾞ情報消去要求［着信登録解除］（登録解除 RON､MSN､登録種別） 

 ﾕｰｻﾞ情報消去応答（加入者認証情報ﾘｽﾄ､加入者認証種別､登録解除 MSI）

 ﾕｰｻﾞ位置登録応答（登録解除 MSI）

 網間ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 網間ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（RMI､登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 網間ﾕｰｻﾞ登録応答
 網間ﾕｰｻﾞ登録応答

ユーザローミング元網 

［5］ 

［6］

［8］

［9］ 

*3 

*1､*2 認証 NG の場合は､移動機に「ユーザ登録解除拒否」

（理由表示=認証 NG）を送出し、処理を終了する｡ 
 
 
*3  VMSCからのユーザ登録要求［着信登録解除］メッセー

ジに含まれる MSN から GLR-P 内の RON を検索す

る。RON を検索した結果、GLR-P に RON が存在し、

かつ、それに対して着信登録 MSI が登録されている場

合は、ユーザ位置登録要求［着信登録解除］メッセー

ジに RON、および加入者認証種別を設定する。 
  
 
*4  ユーザ位置登録要求［着信登録解除］メッセージに

RON を設定されている場合、HLR-P はこの RON と記

憶されている RON を比較して不一致になるときユー

ザローミング元網の GLR-P 上へユーザ情報消去要求

メッセージを送信する。不一致になるのは着信登録起

動網の GLR-P 上に解除起動ユーザの MSN に対する

RON が浮き上がり状態で記憶されている場合であ

る。着信登録解除起動網の GLR-P が HLR-P からユー

ザ位置登録応答メッセージを受信したときに図 4-66
着信登録解除シーケンスの手順に従いユーザ情報の消

去を行うことによりRONの浮き上がりは解除される。

 
 
 

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数）

 認証応答（認証演算結果）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（登録解除 MSI､登録解除 MSN､登録種別）

 ﾕｰｻﾞ登録応答（登録解除 MSI）

 ﾕｰｻﾞ登録応答 

 認証要求（認証乱数） 

*2 

［4］ 

［7］ 

*1 

移動機ユーザ HLR-P

ユーザホーム網着信登録解除起動網 

 網間認証情報読出要求（MSN）

 網間認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果）

［3］ 

 認証情報読出応答（加入者認証用乱数､加入者認証演算結果） 

  ﾕｰｻﾞ登録解除応答  

 認証情報読出要求（MSI）

ﾕｰｻﾞ登録解除要求（MSI､MSN､ﾕｰｻﾞ登録解除種別） 

［1］ 

［2］ 

操作完了表示

MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号 

ﾕｰｻﾞｰ MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ  認証情報読出要求（MSN）

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

 ﾕｰｻﾞ位置登録要求［着信登録解除］（MSN､RON､登録種別､加入者認証種別） 

*4 

着信登録解除操作

加入者認証

ﾕｰｻﾞ情報転送 

移動機認証 

RON 削除 

旧ﾕｰｻﾞ情報削除 

登録 MSN 削除 

排他制御開始 

排他制御終了 
C 

C 

C 
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図 4-69/JJ-70.10  着信シーケンス 

ローミング移動機に着信登録しているユーザへの着信時（加入者認証を行いかつ再同期型*4 の秘匿変更を行う場合） 

*1､*3 認証 NG の場合は､呼を切断し､

GLR-T､GLR-P の LM 制御情報を

クリアする｡ 
 
*2 着信時に認証を行う場合、認証要

求と呼設定を相乗りする。 
  
*4  秘匿変更手順は RCR-27C 版を参

照のこと。 
 秘匿変更手順にかかわらず局間

信号手順は同一である。 
 
*5  CHG 信号については ACM 信号

から ANM 信号の間にて送受信さ

れる場合がある。 

［1］

発信網ユーザホーム網在圏網

VMSC GLR-TGLR-P GMSC GMSC移動機 ユーザ HLR-P GMSC

 着信情報読出要求(MSN)

 着信情報読出応答(RON)

IAM(RON) 
着信情報読出要求(RON) 

着信情報読出応答（着信情報､加入者認証用乱数､加入者認証演算結果､加入者秘匿キー､加入者 LM 情報､加入者認証種別､着信登録 MSI､着信先 MSN） 

着信情報読出要求(MSI)

着信情報読出応答（移動機情報､移動機認証用乱数､移動機認証演算結果､移動機秘匿キー､加入者認証演算結果､位置情報､PRN､移動機 LM 情報､所有者 MSN） 

代表接続 IAM3 

ACM

(CHG) 

ACM 

(CHG) 

ACM 

(CHG) 

着信無線状態報告 

呼出 

認証要求(認証乱数) 

認証応答(認証演算結果) 

ﾚﾍﾞﾙ測定応答 

ﾚﾍﾞﾙ測定要求 

［2］

［3］

SB1
無線ﾁｬﾈﾙ指定 

SB2
SB3
SB4

認証要求(認証乱数)､SETUP(着信先 MSN)*2

ALERT 

認証応答(認証応答結果) 

秘匿変更指令 

秘匿変更指令確認 

SB1
SB2
SB3
SB4

CONN 

CONN ACK 

通話中 

CPG CPG 
CPG 

ANM
ANM 

ANM 

Ringing 

ｵﾌﾌｯｸ 

*1 

*3 

*5 

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号 
ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 
ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 

IAM(MSN)

加入者着信情報読出 
RON 読出 

移動機認証 

呼出、加入者認証 

移動機着信情報読出 
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図 4-70/JJ-70.10  着信シーケンス 

ローミング移動機に着信登録しているユーザへの着信時（加入者認証なし） 

および、移動機所有者への着信時 

着信情報読出応答（移動機情報､移動機認証用乱数､移動機認証演算結果､移動機秘匿キー､加入者認証演算結果､位置情報､PRN､移動機 LM 情報､所有者 MSN） 

*1 認証 NG の場合は､呼を切断し､

GLR-T､GLR-P の LM 制御情報を

クリアする｡ 
 
*2  CHG 信号については ACM 信号

から ANM 信号の間にて送受信さ

れる場合がある。 
 

［1］

発信網ユーザホーム網在圏網

VMSC GLR-TGLR-P GMSC GMSC移動機 ユーザ HLR-P GMSC

 着信情報読出要求(MSN)

 着信情報読出応答(RON)

IAM(RON) 
着信情報読出要求(RON) 

着信情報読出応答（着信情報､加入者認証用乱数､加入者認証演算結果､加入者秘匿キー､加入者 LM 情報､加入者認証種別､着信登録 MSI､着信先 MSN） 

着信情報読出要求(MSI)

代表接続 IAM2 

ACM

(CHG) 

ACM 

(CHG) 

ACM 

(CHG) 

着信無線状態報告

呼出 

認証要求(認証乱数)

認証応答(認証演算結果)

ﾚﾍﾞﾙ測定応答 

ﾚﾍﾞﾙ測定要求 

［2］

［3］

SB1
無線ﾁｬﾈﾙ指定 

SB2
SB3
SB4

SETUP(着信先 MSN)

ALERT 

CONN 

CONN ACK 

通話中 

CPG CPG 
CPG 

ANM
ANM 

ANM 

Ringing 

ｵﾌﾌｯｸ 

*1 

*2 

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号 
ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 
ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 

IAM(MSN)

RON 読出 
加入者着信情報読出

移動機着信情報読出 

移動機認証 

呼出 
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図 4-71/JJ-70.10  着信シーケンス 

ローミング移動機に着信登録しているユーザへの着信時（着信情報読出失敗） 
 

発信網ユーザホーム網在圏網

VMSC GLR-TGLR-P GMSC GMSC移動機 ユーザ HLR-P GMSC

着信情報読出応答(RON)

着信情報読出要求(RON)

拒否表示､イリーガル等

REL

RLC

REL

RLC

［2］ 

［3］ 

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

IAM(MSN)

IAM(RON)

着信情報読出要求(MSN) 

LM 制御指示(RON､LM 制御情報)

［1］ RON 読出

加入者着信情報読出
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図 4-72/JJ-70.10  発信シーケンス 

着信登録している移動網からの発信時 

*1 SETUP 上の MSN と［1］の発信情報読出応答で

返送された所有者 MSN が一致する場合にはエア

インターフェース上の認証は一手順で行う。 
 
*2､*3 認証 NG の場合は､呼を切断し､GLR-T､GLR-P の

LM 制御情報をクリアする｡ 
 
*4 この時点における、GLR-T に記憶される位置情報

を書き換えるための網内オペレーションは網固有

とする。 
このオペレーションにより、位置登録失敗等何ら

かの理由で着信不能になっていた移動機が救済さ

れる。 
 
*5  CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号の

間にて送受信される場合がある。 

着信網発信網

VMSC GLR-TGLR-P GMSC移動機 ユーザ

発信無線状態報告､SETUP(MSN､MSI､ﾀﾞｲﾔﾙ番号) 

発信情報読出要求(MSN) 

IAM(ﾀﾞｲﾔﾙ番号)

ACM

CALL PROC 

認証要求(認証乱数)

認証応答(認証演算結果)

認証応答（認証演算結果）

認証要求(認証乱数)

［2］

ﾚﾍﾞﾙ測定要求 

SB1
無線ﾁｬﾈﾙ指定 

SB2
SB3
SB4

ALERT 

CONN 

CONN ACK

通信中 

*1 

発信要求（ﾀﾞｲｱﾙ番号） 

発信情報読出要求(MSI) 

発信情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果､加入者認証演算結果､移動機秘匿キー､所有者 MSN､デフォルト MSN､移動機 LM 情報） 

［1］

*2 

*3 

ﾚﾍﾞﾙ測定応答 

GMSC

IAM(ﾀﾞｲﾔﾙ番号)

ACM 

(CHG) 
(CHG)

CPG

ANM

CPG 

ANM 

ISUP
MAP 
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号 
ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 
ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 

発信情報読出応答（発信情報､加入者認証用乱数､加入者認証演算結果、加入者秘匿キー､加入者 LM 情報） 

*4 

*5 

移動機認証

加入者発信情報読出 

移動機発信情報読出 

加入者認証
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図 4-73/JJ-70.10  発信シーケンス 

着信登録している移動網とは異なる移動網からの発信時 

 

発信情報読出要求(MSN) 

IAM(ﾀﾞｲﾔﾙ番号)

ACM

CALL PROC 

認証要求(認証乱数) 

認証応答(認証演算結果)

認証応答（認証演算結果）

認証要求(認証乱数) 

［2］ 

ﾚﾍﾞﾙ測定要求 

SB1
無線ﾁｬﾈﾙ指定 

SB2
SB3
SB4

ALERT 

CONN ACK 

通信中 

*1 

［1］ 

*2 

*3 

ﾚﾍﾞﾙ測定応答 

IAM(ﾀﾞｲﾔﾙ番号) 

ACM 

(CHG) (CHG)

CPG

ANM

CPG 

ANM 

*1 MSN に対する RON があったとしても､着信登録

MSI が登録されていなければ、網間発信情報読出

を送出する｡ 
 
*2 SETUP 上の MSN と［1］の発信情報読出応答で

返送された所有者 MSN が一致する場合はエアイ

ンターフェース上の認証は一手順で行う。 
 
*3､*4 認証 NG の場合は､呼を切断し､GLR-P､GLR-T の

LM 制御情報をクリアする｡ 
 
*5 この時点における、GLR-T に記憶される位置情報

を書き換えるための網内オペレーションは網固有

とする。 
このオペレーションにより、位置登録失敗等何ら

かの理由で着信不能になっていた移動機が救済さ

れる。 
 
*6  CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号の

間にて送受信される場合がある。 

VMSC GLR-TGLR-P GMSC移動機 ユーザ GMSC HLR-P GLR-P
着信先網発信網 ユーザホーム網 着信登録網

発信無線状態報告､SETUP(MSN､MSI､ﾀﾞｲﾔﾙ番号) 

発信要求（ﾀﾞｲﾔﾙ番号）

発信情報読出要求(MSI) 

発信情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果､加入者認証演算結果､移動機秘匿キー､所有者 MSN､デフォルト MSN､移動機 LM 情報） 

発信情報読出応答（発信情報､加入者認証用乱数､加入者認証演算結果、加入者秘匿キー､加入者 LM 情報） 

*4 

*6 

網間発信情報読出要求(MSN) 
網間発信情報読出要求(RON) 

網間発信情報読出応答 
（発信情報、加入者認証用乱数､加入者認証演算結果､加入者秘匿キー､加入者 LM 情報） 

網間発信情報読出応答(発信情報、加入者認証用乱数､加入者認証演算結果､加入者秘匿キー､加入者 LM 情報） 
)

*5 

CONN 

［3］ ［4］

移動機認証

移動機発信情報読出 

加入者発信情報読出 

加入者認証

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号 
ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 
ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 
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図 4-74/JJ-70.10  発信シーケンス 

GLR-T に必要なデータがない時 

VMSC GLR-T GLR-P GMSC移動機ユーザ GMSC
着信網発信網

発信無線状態報告､SETUP(MSN､MSI､ﾀﾞｲﾔﾙ番号) 

発信要求（ﾀﾞｲﾔﾙ番号）

エラー応答(ローミング情報未登録) 

MAP

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

移動局解放(移動局ローミング未登録)､REL COMP 

発信情報読出要求(MSI)
［1］

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報) 
［2］
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図 4-75/JJ-70.10  発信シーケンス 

デフォルト MSN を用いて発信したが､GLR-P にデフォルト MSN に関するデータがない時 

発信情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果､加入者認証演算結果､移動機秘匿キー､所有者 MSN､デフォルト MSN､移動機 LM 情報） 

VMSC GLR-TGLR-P HLR-P移動機 ユーザ GLR-P
ユーザホーム網 発信網

発信無線状態報告､SETUP(MSN､MSI､ﾀﾞｲﾔﾙ番号)

発信要求（ﾀﾞｲﾔﾙ番号）

移動局解放(その他の正常クラス)､RELCOMP

発信情報読出要求(MSI)
［1］

発信情報読出要求（デフォルト MSN）
［2］

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報)
［3］

エラー応答(ローミング情報未登録)

LM 制御指示(MSN､LM 制御情報)
［4］

ユーザ登録要求［位置登録+デフォルト着信登録］(MSN､登録 MSI､登録種別)
［5］

ﾕｰｻﾞ位置登録要求［位置登録+デフォルト着信登録］(MSN､登録 MSI､RON､登録種別､GLR 番号)
［6］

ﾕｰｻﾞ情報消去要求［位置登録+デフォルト着信登録］(登録解除 RON､MSI､登録種別) 
［7］

ﾕｰｻﾞ情報消去応答

ﾕｰｻﾞ位置登録応答 (着信情報)

ユーザ登録応答
*1 MSNに対する着信登録移動機が在圏している場合

には､RON が既に捕捉されているため､新たに
RON を捕捉しない｡デフォルト着信登録 MSI のみ
を登録する｡ 

ユーザローミング元網

移動機発信情報読出

加入者発信情報読出 

RON 捕捉*1
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ着信登録 MSI 登録 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON 登録

1 ○  着信登録 MSI 無;ﾕｰｻﾞ情報全て削除
  着信登録 MSI 有;ﾃﾞﾌｫﾙﾄ着信登録 MSI のみ削除 

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 
ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ
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図 4-76/JJ-70.10  発信シーケンス 

着信登録している移動網からの発信時（発信情報読出失敗） 

発信情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果､加入者認証演算結果､移動機秘匿キー､所有者 MSN､デフォルト MSN､移動機 LM 情報） 

VMSC GLR-TGLR-P GMSC 移動機 ユーザ GMSC
発信網

発信無線状態報告､SETUP(MSN､MSI､ﾀﾞｲﾔﾙ番号)

発信要求（ﾀﾞｲﾔﾙ番号） 

発信情報読出要求(MSI)
［1］

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報)
［3］

拒否表示､イリーガル等

LM 制御指示(MSN､LM 制御情報)
［4］

着信網

［2］
発信情報読出要求（MSN）

移動局解放､RELCOMP

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

加入者発信情報読出

移動機発信情報読出 

C 
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図 4-77/JJ-70.10  終話シーケンス 

着信登録している移動機の在圏網から発信した場合の発側切断時 

VMSC GLR-TGLR-P Gate 局移動機 発信ユーザ HLR-P
発信網 ユーザホーム網

REL 

REL COMP

無線ﾁｬﾈﾙ切断

無線ﾁｬﾈﾙ切断確認

*1

*1

［3］

DISC 

ｵﾝﾌｯｸ

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報)
［2］

*1 LM 制御指示の送出タイミングについ
ては､無線インタフェースの解放処理
をトリガとするが､網個別に規定す
る｡ 

 
*2 網間課金情報送出要求の送出タイミ

ングについては､網個別に規定する｡ 

［1］
LM 制御指示(MSN､LM 制御情報)

網間課金情報送出要求(MSN､MSN､課金補助情報､応答時刻､通話度数､ﾀﾞｲﾔﾙ番号､応答月日､切断月日､通話時間､発信課金ｴﾘｱ情報､着信課金ｴﾘｱ情報)*2 

網間課金情報送出応答

通話中

GMSC
着信網

REL
REL 

RLC 
RLC

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

排他制御開始 

排他制御終了 C 
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図 4-78/JJ-70.10  終話シーケンス 

着信登録している移動機の在圏網から発信した場合の着側切断時 

VMSC GLR-TGLR-P Gate 局移動機 発信ユーザ HLR-P
発信網 ユーザホーム網

REL 

REL COMP

無線ﾁｬﾈﾙ切断

無線ﾁｬﾈﾙ切断確認

*1

*1

［3］

DISC 

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報)
［2］

*1 LM 制御指示の送出タイミングについ
ては､無線インタフェースの解放処理
をトリガとするが､網個別に規定す
る｡ 

 
*2 網間課金情報送出要求の送出タイミ

ングについては､網個別に規定する｡ 

［1］
LM 制御指示(MSN､LM 制御情報)

網間課金情報送出要求(MSN､MSN､課金補助情報､応答時刻､通話度数､ﾀﾞｲﾔﾙ番号､応答月日､切断月日､通話時間､発信課金ｴﾘｱ情報､着信課金ｴﾘｱ情報)*2 

網間課金情報送出応答

通話中

GMSC
着信網

REL
REL 

RLC 
RLC

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

排他制御開始 

排他制御終了 C 
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図 4-79/JJ-70.10  終話シーケンス 

着信登録している移動機の在圏網とは異なる移動網から発信した場合の発側切断時 

VMSC GLR-TGLR-P Gate 局移動機 発信ユーザ HLR-P
発信網 ユーザホーム網

REL 

REL COMP

無線ﾁｬﾈﾙ切断

無線ﾁｬﾈﾙ切断確認

*1

DISC 

*1 LM 制御指示の送出タイ
ミングについては､無線
インタフェースの解放処
理をトリガとするが､網
個別に規定する｡ 

 
*2 網間課金情報送出要求の

送出タイミングについて
は､網個別に規定する｡ 

通話中

GMSC
着信網

REL
REL 

RLC 
RLC

GLR-P

ｵﾝﾌｯｸ

*1

［5］

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報)
［4］

［1］
LM 制御指示(MSN､LM 制御情報)

網間課金情報送出要求(MSN､MSN､課金補助情報､応答時刻､通話度数､ﾀﾞｲﾔﾙ番号､応答月日､切断月日､通話時間､発信課金ｴﾘｱ情報､着信課金ｴﾘｱ情報)*2 

網間課金情報送出応答

網間 LM 制御指示(MSN､LM 制御情報) 
［2］

［3］
網間 LM 制御指示(RON､MSN､LM 制御情報)

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

着信登録網

排他制御開始 

排他制御終了 C 
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図 4-80/JJ-70.10  終話シーケンス 

着信登録している移動機の在圏網とは異なる移動網から発信した場合の着側切断時 

VMSC GLR-TGLR-P Gate 局移動機 発信ユーザ HLR-P
発信網 ユーザホーム網

REL COMP

無線ﾁｬﾈﾙ切断

無線ﾁｬﾈﾙ切断確認

DISC 

*1 LM 制御指示の送出タイミン
グについては､無線インタ
フェースの解放処理をトリ
ガとするが､網個別に規定す
る｡ 

 
*2 網間課金情報送出要求の送

出タイミングについては､網
個別に規定する｡ 

通話中

GMSC
着信網

REL
REL 

RLC 
RLC

着信登録網

GLR-P

REL 

*1

［5］

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報)
［4］

［1］
LM 制御指示(MSN､LM 制御情報)

網間課金情報送出要求(MSN､MSN､課金補助情報､応答時刻､通話度数､ﾀﾞｲﾔﾙ番号､応答月日､切断月日､通話時間､発信課金ｴﾘｱ情報､着信課金ｴﾘｱ情報)*2 

網間課金情報送出応答

網間 LM 制御指示(MSN､LM 制御情報) 
［2］

［3］
網間 LM 制御指示(RON､MSN､LM 制御情報)

*1

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

排他制御開始 

排他制御終了 C 
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図 4-81/JJ-70.10  終話シーケンス 

移動着信における着側切断時 

VMSC GLR-TGLR-P Gate 局移動機 着信ユーザ HLR-P
着信網 ユーザホーム網

RELCOMP

無線ﾁｬﾈﾙ切断

無線ﾁｬﾈﾙ切断確認

DISC 

*1 LM 制御指示の送出タイミングについて
は､無線インタフェースの解放処理をト
リガとするが､網個別に規定する｡ 

 

通話中

GMSC
発信網

REL
REL 

RLC 

RLCREL 

*1

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報)
［2］

［1］
LM 制御指示(MSN､LM 制御情報)

*1

ｵﾝﾌｯｸ

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

C 
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図 4-82/JJ-70.10  終話シーケンス 

移動着信における発側切断時 

VMSC GLR-TGLR-P Gate 局移動機 着信ユーザ HLR-P
着信網 ユーザホーム網

RELCOMP

無線ﾁｬﾈﾙ切断

DISC 

*1 LM 制御指示の送出タイミングについて
は､無線インタフェースの解放処理をト
リガとするが､網個別に規定する｡ 

 

通話中

GMSC
発信網

REL
REL 

RLC 
RLC

REL 

*1

LM 制御指示(MSI､LM 制御情報)
［2］

無線ﾁｬﾈﾙ切断確認

［1］
LM 制御指示(MSN､LM 制御情報)

*1

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞ-MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

C 
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図 4-83/JJ-70.10  登録抹消シーケンス 

 

VMSC GLR-TGLR-P

ﾕｰｻﾞ位置登録要求［登録抹消］（MSN､RON､登録種別）

 認証応答（認証演算結果）

ﾃﾞｰﾀ問合せ要求（MSI､移動ﾃﾞｰﾀ種別）

 ﾕｰｻﾞ登録応答

 認証要求（認証乱数）

移動機 ユーザ HLR-P 

ユーザホーム網 登録抹消起動網

登録抹消要求(暗証番号) 

 認証情報読出要求（MSI）

登録抹消要求（MSI､暗証番号）

［1］ 
 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果） 

*1､*2 移動機認証 NG および移動機所有者認証 NG 
の場合は､移動機に登録抹消拒否（理由表示＝認
証 NG）を送出し処理を終了する｡ 

 
*3  この時点で移動機に返送する登録抹消応答は、

正常応答とする。 
 

ﾃﾞｰﾀ問合せ応答（暗証番号）

登録抹消要求(MSI)

登録抹消応答(着信登録 MSN ﾘｽﾄ)

 ﾕｰｻﾞ登録要求［登録抹消］（MSN､登録解除 MSI､登録種別） 

ﾕｰｻﾞ位置登録応答

登録抹消応答 

登録抹消応答

［2］ 

［3］ 

［4］ 

［5］

MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ﾕｰｻﾞｰ MS 間ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ

*3 

着信登録されている MSN ﾘｽﾄの抹消

移動機認証 *1

移動機所有者認証 *2 

登録抹消 MSN ﾘｽﾄ中のすべ
ての MSN について本手順を
行う 

登録解除 MSI が記憶している MSI に
･一致する場合､MSI を消去｡ 
･不一致の場合､MSI を消去せず､VMSC に対して
ユーザ登録応答を送出する。 

登録状態の抹消(RON の消去)
RON が不一致の場合､RON を消去せず､ユーザ情
報消去要求は送出せず､ユーザ位置登録応答を送
出 

ﾕｰｻﾞ情報削除

排他制御開始 

排他制御終了 
C 
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図 4-84/JJ-70.10  位置登録シーケンス 

着信登録が行われている移動機の網間ローミング後、初回の位置登録時 

 網間認証情報読出要求（MSI）
［2］

 網間認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

移動機位置登録要求(MSI､RMI､GLR 番号) 

移動機情報消去要求(登録解除 RMI､MSI) 

移動機情報消去応答(移動機認証情報ﾘｽﾄ､着信登録 MSN ﾘｽﾄ) 

移動機位置登録応答(移動機情報､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSN､暗証番号､移動機認証情報ﾘｽﾄ､着信登録 MSN ﾘｽﾄ､所有者 MSN) 

*1 移動機認証 NG の場合は､GLR-T への位置登録は

行わない｡なお､位置登録受付の返送は網個別に規

定する｡ 

GLR-P
 

HLR-T
移動機ホーム網

GLR-T
 

GLR-P GLR-T
移動機ローミング元網 

VMSC 移動機 HLR-P
ユーザホーム網移動機ローミング先網 

［1］ 
MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

位置登録要求(MSI､MSN) 

 認証情報読出要求（MSI） 

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数） 

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

位置登録要求(MSI､MSN､位置情報､PRN､PAI)

位置登録応答(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSN､着信登録 MSN ﾘｽﾄ) 

 ﾕｰｻﾞ情報消去要求［位置登録+着信登録］（登録解除 RON､MSN､登録 MSI､登録種別） 

 ﾕｰｻﾞ情報消去応答（加入者認証情報ﾘｽﾄ､加入者認証種別） 

 ﾕｰｻﾞ位置登録応答（発信情報､着信情報､加入者認証情報ﾘｽﾄ､加入者認証種別、パケット通信情報、NID リスト）

［7］ 
［8］

 ﾕｰｻﾞ登録要求［位置登録+着信登録］（MSN､登録 MSI､登録種別）
［6］  ﾕｰｻﾞ位置登録要求［位置登録＋着信登録］（MSN､登録 MSI､RON、登録種別､GLR 番号） 

 ﾕｰｻﾞ登録応答

 ﾕｰｻﾞ情報消去要求［位置登録+着信登録+デフォルト着信登録］（登録解除 RON､MSN､登録 MSI､登録種別） 

 ﾕｰｻﾞ情報消去応答（加入者認証情報ﾘｽﾄ､加入者認証種別） 

 ﾕｰｻﾞ位置登録応答（発信情報､着信情報､加入者認証情報ﾘｽﾄ､加入者認証種別） 

［10］ 
［11］

 ﾕｰｻﾞ登録要求［位置登録+着信登録+デフォルト着信登録］（MSN､登録 MSI､登録種別） 
［9］ 

 ﾕｰｻﾞ登録応答

 ﾕｰｻﾞ位置登録要求［位置登録＋着信登録+デフォルト着信登録］（MSN､登録 MSI､ＲＯＮ、登録種別､GLR 番号） 

 ﾕｰｻﾞ情報消去応答 

 ﾕｰｻﾞ位置登録応答（着信情報）

［13］ 
［14］

 ﾕｰｻﾞ登録要求［位置登録+デフォルト着信登録］（MSN､登録 MSI､登録種別）
［12］ 

 ﾕｰｻﾞ登録応答

 ﾕｰｻﾞ位置登録要求［位置登録＋デフォルト着信登録］（MSN､ＲＯＮ、登録種別､GLR 番号） 
 ﾕｰｻﾞ情報消去要求［位置登録+デフォルト着信登録］（登録解除 RON､MSN､登録種別） 

 ﾕｰｻﾞ登録要求［着信登録解除］（MSI､登録解除 MSN､登録種別） 

ﾕｰｻﾞ登録応答 

*2 MSN に対するデフォルト着信登録移動機が在圏している場合には､

RON が既に捕捉されているため、新たに RON を捕捉しない｡着信登録

MSI のみを登録する｡ 
 
*3 MSN に対する着信登録移動機が在圏している場合には､RON が既に捕

捉されているため､新たに RON を捕捉しない｡デフォルト着信登録

MSI のみを登録する｡ 
①のユーザ登録応答がエラー（登録不許可）の場合､④を実行 
②のユーザ登録応答がエラー（登録不許可）の場合､③及び④を実行 

［3］ 
［4］

［5］

位置登録受付 

① 

② 

③ 

④ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSN が着信登録 MSN
リストに含まれる場合､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

MSN に対して本手順を実行 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSN が着信登録 MSN
リストに含まれていない場合､

②のユーザ登録応答がエラー

の場合､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSN に対して

本手順を実行 

①･②のユーザ登録応答がエ

ラー（登録不許可）の場合に実

行 

RON 捕捉 
着信登録 MSI 登録 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ着信登録 MSI 登録 

RON 登録 

RON 捕捉*3 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ着信登録 MSI 登録 

1 ○  「登録 MSI」=「記憶している着信 MSI」をチェック 
  ( ≠の場合はエラー応答（登録不許可）) 
2 ○   ﾕｰｻﾞ情報削除 
3 ○   引き続きユーザ情報転送 

1 ○   着信登録 MSI 無: ユーザ情報全て削除 
2 ○   着信登録 MSI 有: ﾃﾞﾌｫﾙﾄ着信登録 MSI のみ削除 

RMI 捕捉､PRN､位置情報登録 

移動機認証*1

着信登録 MSN ﾘｽﾄに含まれる

MSN(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSN を除く) 
に対して本手順を実行 

RON 捕捉*2 
着信登録 MSI 登録 

RON､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON 登録

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON 登録 

1 ○  「登録 MSI」=「記憶している着信 MSI」をチェック 
  ( ≠の場合はエラー応答（登録不許可）) 
2 ○   ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSI 無:ユーザ情報全て削除 
 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSI 有:着信登録 MSI のみ削除 
3 ○   引き続きユーザ情報転送  

移動機認証情報生成 

RMI 登録 

1 ○    移動機情報削除 
2 ○    引き継ぎ移動機情報転送   

[15] 

B 

C 
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図 4-85/JJ-70.10  位置登録シーケンス 

移動機の網間ローミング後、２回目以降の位置登録時 

*1 移動機認証NGの場合は､GLR-Tへの位置登録
は行わない｡なお､位置登録受付の返送は網個
別に規定する｡ 

 

MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

GLR-P HLR-T

移動機ホーム網

GLR-TVMSC 移動機 HLR-P

ユーザホーム網位置登録起動網

［1］ 

位置登録要求(MSI､MSN) 

 認証情報読出要求（MSI）

 認証応答（認証演算結果） 

認証要求（認証乱数） 

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

位置登録要求(MSI､MSN､位置情報､PRN､PAI)

    位置登録応答

位置登録受付 

［2］ 

移動機認証*1

排他制御開始 

排他制御終了 C 

B 
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図 4-86/JJ-70.10  位置登録シーケンス 

移動機の網間ローミング後、２回目以降の位置登録時（移動機ローミング不許可返送時） 

MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

GLR-P HLR-T

移動機ホーム網

GLR-TVMSC 移動機 HLR-P

ユーザホーム網移動機ローミング先網

［1］ 

位置登録要求(MSI､MSN) 

 認証情報読出要求（MSI）

網間認証情報読出要求(MSI) 

位置登録拒否（ローミング非許可）

［2］
エラー応答（ローミング不許可） 

エラー応答（ローミング不許可）

B 

C 
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図 4-87/JJ-70.10  位置登録シーケンス 

着信登録が行われている移動機の網間ローミング後、初回の位置登録に 

おける、ローミング不許可加入者についての手順 

 網間認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

移動機位置登録要求(MSI､RMI､GLR 番号) 

移動機情報消去要求(登録解除 RMI､MSI) 

移動機情報消去応答(移動機認証情報ﾘｽﾄ､着信登録 MSN ﾘｽﾄ) 

移動機位置登録応答(移動機情報､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSN､暗証番号､移動機認証情報ﾘｽﾄ､着信登録ﾘｽﾄ､所有者 MSN) 

*1 移動機認証 NG の場合は､GLR-T への位置登録

は行わない｡なお､位置登録受付の返送は網個

別に規定する｡ 

 網間認証情報読出要求（MSI）
［2］

HLR-T
移動機ホーム網

HLR-P
ユーザホーム網

GLR-P 
 

GLR-T
 

GLR-P GLR-T
移動機ローミング元網 

VMSC 移動機

移動機ローミング先網 

［1］ 
MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

位置登録要求(MSI､MSN) 

 認証情報読出要求（MSI） 

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数） 

 認証情報読出応答（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

位置登録要求(MSI､MSN､位置情報､PRN､PAI)

位置登録応答(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSN､着信登録 MSN ﾘｽﾄ) 

［3］ 

［4］

［5］

 ﾕｰｻﾞ情報消去要求［位置登録+着信登録］（登録解除 RON､MSN､登録 MSI､登録種別） 

 ﾕｰｻﾞ情報消去応答（加入者認証情報ﾘｽﾄ､加入者認証種別） 

エラー応答(ローミング不許可) 

［7］ 
［8］

 ﾕｰｻﾞ登録要求［位置登録+着信登録］（MSN､登録 MSI､登録種別） 
［6］  ﾕｰｻﾞ位置登録要求［位置登録＋着信登録］（MSN､登録 MSI､ＲＯＮ、登録種別､GLR 番号） 

エラー応答（ローミング不許可）

 ﾕｰｻﾞ登録要求［ﾛｰﾐﾝｸﾞ不許可ビット設定］（MSI､MSN､登録種別）

ﾕｰｻﾞ登録応答 

［9］ 

RMI 捕捉､PRN､位置情報登録 

移動機認証*1

ローミング不許可加入者に関

する手順 

RON 捕捉 
着信登録 MSI 登録 

1 ○  「登録 MSI」=「記憶している着信 MSI」をチェック 
  (≠の場合はエラー応答（登録不許可）) 
2 ○   ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSI 無:ユーザ情報全て削除 
 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ MSI 有:着信登録 MSI のみ削除 
3 ○   引き続きユーザ情報転送  

移動機認証情報生成 

RMI 登録 

1 ○    移動機情報削除 
2 ○    引き継ぎ移動機情報転送   

要求メッセージに含まれるMSNに対し

ローミング不許可ビットを設定｡ 
応答メッセージには何も含まれない｡

加入者認証種別登録 

･ローミング不許可を検出 
･MSN に対し､ローミング不許可ビットを設定 
･着信登録 MSI 登録 

位置登録受付 

B 
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図 4-88/JJ-70.10  移動機用セキュリティ情報読出 

 

 

 

 

 

 

 

ｾｷｭﾘﾃｨ情報読出要求(MSI､要求数)
［1］

HLR-T

移動機ホーム網 

GLR-T

在圏網

ｾｷｭﾘﾃｨ情報読出応答(移動機認証情報リスト) 

MAP
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図 4-89/JJ-70.10  加入者用セキュリティ情報読出 

 

 

 

 

 

 

ｾｷｭﾘﾃｨ情報読出要求(MSN､要求数)
［1］

HLR-P

ユーザホーム網 

GLR-P

在圏網

ｾｷｭﾘﾃｨ情報読出応答(加入者認証情報リスト) 

MAP
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図 4-90/JJ-70.10  チャネル切替シーケンス 

基本チャネル切替時 

FMSC 移動機’AMSC移動機

無線状態報告 2 

ﾁｬﾈﾙ切替 IAM

［1］
基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ選択要求］(制御種別､論理番号､付加情報)

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号

通信中 

基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ選択応答］(制御種別､論理番号､呼識別番号､付加情報)
［2］

ﾚﾍﾞﾙ測定要求 

ﾚﾍﾞﾙ測定応答 

ACM

基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ指定要求］(制御種別､論理番号､付加情報)
［3］

基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ指定完了］(制御種別､論理番号､付加情報)
［4］

ANM

切替先ﾁｬﾈﾙ指定 

通信中

SB2

SB1

C 
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図 4-91/JJ-70.10  チャネル切替シーケンス 

拡張／連続チャネル切替時 

移動機’’

無線状態報告 2 

［1］ 
基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ選択要求］(制御種別､論理番号､付加情報)

通信中 

基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ選択応答］(制御種別､論理番号､呼識別番号､付加情報)
［2］

ﾚﾍﾞﾙ測定要求 

ﾚﾍﾞﾙ測定応答 

ACM

基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ指定要求］(制御種別､論理番号､付加情報)
［4］

基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ指定完了］(制御種別､論理番号､付加情報)
［5］

ANM

切替先ﾁｬﾈﾙ指定 

通信中

SB2

SB1

REL

RLC

FMSC2FMSC1 移動機’ 

ﾁｬﾈﾙ切替 IAM
基地局制御指示［ﾁｬﾈﾙ切替要求］(制御種別､呼識別番号､付加情報) 

［3］ 

AMSC

ISUP
MAP
PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号

C 
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以降の手順は図 4-69 を参照。 

 

 

図 4-92/JJ-70.10  PRN 登録シーケンス 

 

GLR-T/HLR-TVMSCGMSC VMSC

ISUP
MAP

I AM 

PRN 登録指示

代表接続 I AM

代表接続 I AM

移動機呼出

認証手順

認証結果

OK

IAM 中の
PRN=自局の PRN

NO
［1］

NG

図 4.69 を参照。

Yes

回線ビジー
迂回接続 

C 

C 
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図 4-93/JJ-70.10  コーディック制御シーケンス 

MS MS AMSCAMSC GMSC GMSC FMSC

［1］

コーディックスルー通信中 

SB1 

ISUP 

MAP 

PDC 標準無線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ信号 

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 

I AM［IICR1］ 

発信情報読出､認証 

I AM［IICR1］ 

ACM［IICR2］ 

着信情報読出 

IAM［IICR3］ 

発信無線状態報告､SETUP 

I AM［IICR1］ 

基地局制御指示 (一斉呼出要求) 

基地局制御指示 (一斉呼出応答) 
［2］

認証

(CHG) 

ACM［IICR4］ 

無線ﾁｬﾈﾙ指定 

SB2 ANM 

［3］
移動局制御指示(SETUP) 

SETUP 

ALERT 

［4］
移動局制御指示(ALERT) 

ACM［IICR2］ 

(CHG) 

ACM［IICR2］ 

(CHG) 

SB1 

無線チャネル指定 

CPG CPG 
CPG ALERT

SB2

CONN 
移動局制御指示(CONN) 

［6］
移動局制御指示(CONN ACK)

CONN ACK 

［9］
コーディック監視要求指示

[IICR4]
コーディック監視確認指示[IICR3]

［10］

［5］

RBT 

［7］
ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定要求指示[IICR1] 

ｺｰﾃﾞｨｯｸ設定確認指示[IICR2] 
［8］ 

ANM ANM 
ANM CONN

（注） CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号

の間にて送受信される場合がある。 

発信網 着信網 

C 

C 
C 

C 
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図 4-94/JJ-70.10  加入者ローミング番号消去シーケンス（RON を消す場合） 

 

 

 

 

 

［1］

HLR-P 

ユーザホーム網 

GLR-P

在圏網

加入者ローミング番号消去応答

加入者ローミング番号消去要求(MSN､RON) 

MAP

ローミング番号解放

MSN に対して HLR-P に登録されている RON
が受信されたRONと等しい場合､HLR-Pに登録
されている RON をクリアする 

加入者ローミング番号使用状態の異常検出
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図 4-95/JJ-70.10  加入者ローミング番号消去シーケンス（デフォルト RON を消す場合） 

 

 

 

 

 

［1］

HLR-P

ユーザホーム網

GLR-P

在圏網

加入者ローミング番号消去応答

加入者ローミング番号消去要求(MSN､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON) 

MAP

ローミング番号解放

MSNに対してHLR-Pに登録されているデフォルトRONが受信され
たデフォルト RONと等しい場合､HLR-Pに登録されているデフォル
ト RON をクリアする｡ 

加入者ローミング番号使用状態の異常検出
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図 4-96/JJ-70.10  移動機ローミング番号消去シーケンス(RMI を消す場合) 

 

 

 

 

 

 

［1］

HLR-T

移動機ホーム網 

GLR-T

在圏網

移動機ローミング番号消去応答

移動機ローミング番号消去要求(MSI､RMI)
MAP

ローミング番号解放

MSI に対して HLR-T に登録されている RMI が受信された RMI と等
しい場合､HLR-T に登録されている RMI をクリアする｡ 
 

移動機ローミング番号使用状態の異常検出
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図 4-97/JJ-70.10  加入者データ変更シーケンス 

 

 

 

 

 

［1］ 

ホーム網

HLR-P
/HLR-P 
/HLR(２版網)

GLR-P 
/GLR(2 版網) 
/GLR-T 

在圏網 

加入者データ変更応答

加入者データ変更要求(MSN*1､MSI*2､発信情報*1､着信情報*1､RON､移動機情報*2､パケット通信情報､NID リスト)

MAP 

*1 GLR-T-HLR(2 版網)インターフェースにおいては､設
定されないことがある｡ 

 
*2 GLR-T-HLR(2 版網)インターフェースにおいてのみ

設定されうる｡ 

加入者データ変更

加入者データ変更 
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図 4-98/JJ-70.10  移動機データ変更シーケンス 

 

 

 

 

［1］

HLR-T

ホーム網

GLR-T

在圏網

移動機データ変更応答

移動機データ変更要求(MSI､RMI､移動機情報､暗証番号)

MAP

移動機データ変更

移動機データ変更 
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図 4-99/JJ-70.10  加入者ローミング番号問合せシーケンス 

HLR-P
ユーザホーム網

GLR-P
在圏網

［1］
加入者ローミング番号問合せ要求(MSN) 

MAP

加入者ローミング番号問合せ応答(RON､デフォルト RON) 

時刻起動によるローミング番号監視

GLR-P 上に記憶される RON
と受信した RON､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON
とを比較 

RON､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON とも一致 
Y

N

Y

N
着信登録 MSI が記憶されて

いれば削除 

Y

N
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ着信登録 MSI が記憶

されていれば削除 

Y

N
RON 削除 
加入者データ削除

終了 

RON 不一致､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON 一致

RON 一致､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON 不一致

RON､ﾃﾞﾌｫﾙﾄ RON とも不一致

C 
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図 4-100/JJ-70.10  移動機ローミング番号問合せシーケンス 

 

 

 

 

［1］

HLR-T

移動機ホーム網
 

GLR-T

在圏網

移動機ローミング番号問合せ応答(RMI) 

移動機ローミング番号問合せ要求(MSI) 

MAP時刻起動によるローミング番号監視

GLR-T 上に記憶される RMI と
受信した RMI とを比較 

一致

不一致

RMI 削除
移動機データ削除

終了 
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図 4-101/JJ-70.10  初期設定受付シーケンス 

 

 

 

 

［1］

GLR-P/GLR-T/HLR-P/HLR-T/VMSC再開 MSC

初期設定受付指示

初期設定指示
MAP

初期設定完了指示

［2］

［3］
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図 4-102/JJ-70.10  LM オールクリアシーケンス 

 

 

 

 

 

［1］

GLR-P/GLR-T/HLR-P/HLR-T 再開 MSC

LM オールクリア指示
MAP

C 
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図 4-103/JJ-70.10  ローミング情報クリアシーケンス 

 

 

 

GLR-P GMSC HLR-P1/HLR-T1 HLR-P2/HLR-T2

再開 

網内初期設定処理 

［1］ 
ローミング情報クリア指示要求(網番号､GLR 番号)

クリア処理 クリア処理 

位置登録許容 

ローミング情報クリア指示応答

応答待ちﾀｲﾏ
*1

ｸﾘｱ処理完了 
待ちﾀｲﾏ起動 

ﾀｲﾑｱｳﾄ 

位
置
登
録
非
許
容 

*1本タイマのタイムアウト時には､
ローミング情報クリア要求を再
送する｡ 

MAP

［2］
ローミング情報クリア要求(網番号､GLR 番号)

［3］
ローミング情報クリア要求(網番号､GLR 番号)

ローミング情報クリア応答

ローミング情報クリア応答
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図 4-104/JJ-70.10  SCCP 中継試験シーケンス 

 

 

 

 

 

 

［1］ 

GMSC2GMSC1 

アドレス翻訳試験要求(GT 翻訳種別､GT ｱﾄﾞﾚｽ情報) MAP
試験起動 

試験結果判定

アドレス翻訳試験応答(NC､PC)

エラー応答(NC､PC)

*1

*1

OK NG 

試験結果 
*1 本パラメータには､GMSC2 の網番号(NC)と信号局コード

((国内用)(PC))が設定される｡ 
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図 4-105/JJ-70.10  加入者データ移設シーケンス 

 

 

 

 

 

［1］ 

移設先 GLR-P移設元 GLR-P 

MAP

旧 RON を消去

新 RON をハント

加入者データ移設要求(MSN､旧 RON､パケット通信情報､NID リスト､他)

HLR-P

在圏網 ユーザホーム網

加入者ローミング番号変更要求(MSN､旧 RON､新 RON､移設先 GLR 番号)
［2］

RONおよびデフォルトRONのう

ち､旧RONと一致するものをすべ

て新 RON に変更｡ 

加入者ローミング番号変更応答 

加入者データ移設応答
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図 4-106/JJ-70.10  加入者データ移設シーケンス 

（旧 RON がアンマッチの場合） 

 

 

 

 

［1］ 

移設先 GLR-P移設元 GLR-P 

MAP

旧 RON を消去

新 RON をハント

HLR-P

在圏網 ユーザホーム網

加入者ローミング番号変更要求(MSN､旧 RON､新 RON､移設先 GLR 番号)
［2］

エラー応答(登録不許可)

エラー応答(登録不許可)

新 RON を消去

加入者データ移設要求(MSN､旧 RON､パケット通信情報､NID リスト､他)

RONもデフォルトRONも受信
した旧 RON と一致しない｡
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図 4-107/JJ-70.10  移動機データ移設シーケンス 

 

 

 

 

 

［1］ 

移設先 GLR-T移設元 GLR-T 

MAP

旧 RMI を消去 

新 RMI をハント

HLR-T

在圏網 移動機ホーム網

移動機ローミング番号変更要求(MSI､旧 RMI､新 RMI､移設先 GLR 番号)
［2］

移動機ローミング番号変更応答 

移動機データ移設応答

移動機データ移設要求（MSI､旧 RMI､他）

RMI が旧 RMI と一致するため､

RMI を新 RMI に変更 

C 

C 
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図 4-108/JJ-70.10  移動機データ移設シーケンス 

（旧 RMI がアンマッチの場合） 

 

 

［1］ 

移設先 GLR-T移設元 GLR-T 
 

MAP

旧 RMI を消去 

新 RMI をハント

HLR-T

在圏網 移動機ホーム網

移動機ローミング番号変更要求(MSI､旧 RMI､新 RMI､移設先 GLR 番号)
［2］

エラー応答(登録不許可)

エラー応答(登録不許可)

新 RMI を消去

移動機データ移設要求(MSI､旧 RMI､他)

RMI が受信した旧 RMI と一致
しない｡ 

C 
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５．インタワーク方式 

5.1 インタワーク規定 

 本標準第 2 版をサポートする網（以下では 2 版網と表現する）と本標準第 3 版をサポートする網（以下で

は 3 版網と表現する）との相互接続において網間で送受される MAP 信号は本標準第 2 版の規定に従う。 

 

5.2 インタワークシーケンス例 

5.2.1 位置登録 

 表 5-1/JJ-70.10 に位置登録制御におけるインタワークパターンを示す。 

 

表 5-1/JJ-70.10 位置登録におけるインタワークパターン 

シーケンス図番号 位置登録起動網 
移動機ホーム網 

ユーザホーム網 
ローミング元網 

図 5-1/JJ-70.10 2 版網 2 版網 2 版網 

図 5-2/JJ-70.10 2 版網 2 版網 3 版網 

図 5-3/JJ-70.10 3 版網 2 版網 2 版網 

図 5-4/JJ-70.10 3 版網 2 版網 3 版網 

図 5-5/JJ-70.10 2 版網 3 版網 2 版網 

図 5-6/JJ-70.10 2 版網 3 版網 3 版網 

図 5-7/JJ-70.10 3 版網 3 版網 2 版網 

 

 

5.2.2 着信 

 表 5-2/JJ-70.10 に着信制御におけるインタワークパターンを示す。 

 

表 5-2/JJ-70.10 着信におけるインタワークパターン 

シーケンス図番号 着信網 
移動機ホーム網 

ユーザホーム網 

図 5-8/JJ-70.10 2 版網 2 版網 

図 5-9/JJ-70.10 3 版網 2 版網 

図 5-10/JJ-70.10 2 版網 3 版網 

 

 
 

Ｃ

Ｃ
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図 5-1/JJ－70.10 位置登録シーケンス 

移動機
ローミング元網（2 版）位置登録起動網（2 版） ユーザ、移動機ホーム網（2 版）

網間認証情報読出要求［2 版］（MSN、MSI）

網間位置登録要求［2 版］（MSN、MSI、RON、GLR 番号）

認証情報読出要求［2 版］（MSN、MSI）

認証応答（認証演算結果）

位置登録要求（MSN、MSI）

位置登録受付

認証要求（認証乱数）

RON 捕捉 
PRN､位置情報登録 

認証情報読出応答［2 版］（加入者認証キー、移動機認証キー）

位置登録指示［2 版］（MSN、MSI、位置情報、PRN）

移動機 GLR

加入者データ削除応答［2 版］

VMSC HLR GLR

ユーザ、移動機情報転送

網間認証情報読出応答［2 版］（加入者認証キー、移動機認証キー）

網間位置登録応答［2 版］（発信情報、着信情報、移動機情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

RON 登録

ユーザ、移動機認証

加入者データ削除要求［2 版］（RON、MSN）

MAP

PDC 標準無線インタフェース信号

旧ユーザ、旧移動機情報削除
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図 5-2/JJ-70.10 位置登録シーケンス 

 

認証応答（認証演算結果）

位置登録要求（MSN、MSI）

認証要求（認証乱数）

移動機 

位置登録起動網（2 版） ユーザ、移動機ホーム網（2 版）

網間認証情報読出要求［2 版］（MSN、MSI）

網間位置登録要求［2 版］（MSN、MSI、RON、GLR 番号）

認証情報読出要求［2 版］（MSN、MSI）

位置登録受付

RON 捕捉 
PRN､位置情報登録 

認証情報読出応答［2 版］（加入者認証キー、移動機認証キー）

位置登録指示［2 版］（MSN、MSI、位置情報、PRN）

GLR

加入者データ削除応答［2 版］

VMSC HLR GLR-P

ユーザ、移動機情報転送

網間認証情報読出応答［2 版］（加入者認証キー、移動機認証キー）

網間位置登録応答［2 版］（発信情報、着信情報、移動機情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

RON 登録 

ユーザ、移動機認証

加入者データ削除要求［2 版］（RON、MSN）

MAP

PDC 標準無線インタフェース信号

旧ユーザ情報削除

移動機
ローミング元網（3 版）

GLR-T

インタワーク移動機データ削除要求応答

インタワーク移動機データ削除要求（MSI）

旧移動機情報削除 
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図 5-3/JJ-70.10 位置登録シーケンス 

 

認証応答（認証演算結果）

位置登録要求（MSN、MSI）*

認証要求（認証乱数）

移動機 

位置登録起動網（3 版） ユーザ、移動機ホーム網（2 版）

網間認証情報読出要求［2 版］（MSN、MSI）

網間位置登録要求［2 版］（MSN、MSI、RON、GLR 番号）

認証情報読出要求［3 版］（MSN、MSI）

位置登録受付 

RON 捕捉

認証情報読出応答［3 版］（移動機認証用乱数、加入者認証演算結果、移動機認証演算結果）

位置登録要求［3 版］（MSN、MSI、位置情報、PRN）

GLR

加入者データ削除応答［2 版］

VMSC HLR GLR-P

ユーザ情報登録

網間認証情報読出応答［2 版］（加入者認証キー、移動機認証キー）

網間位置登録応答［2 版］（発信情報、着信情報、移動機情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

RON 登録

ユーザ、移動機認証

加入者データ削除要求［2 版］（RON、MSN）

MAP

PDC 標準無線インタフェース信号 

移動機
ローミング元網（2 版）

GLR-T

インタワーク加入者位置登録応答（移動機情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

インタワーク加入者位置登録要求（MSN、MSI）

旧ユーザ、旧移動機情報削除 

移動機情報登録

位置登録応答［3 版］

送られてきた認証キー
を基に、演算を実行しそ
の結果を送出 

* 2版網とのインタワークを考 

 慮して、MSI パラメータ設定 

 時に MSN パラメータを同時 

に設定する場合がある

Ｃ 

Ｄ 
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図 5-4/JJ-70.10 位置登録シーケンス 

認証応答（認証演算結果）

位置登録要求（MSN、MSI）

認証要求（認証乱数）

移動機

位置登録起動網（3 版） ユーザ、移動機ホーム網（2 版）

網間認証情報読出要求［2 版］（MSN、MSI）

網間位置登録要求［2 版］（MSN、MSI、RON、GLR 番号）

認証情報読出要求［3 版］(MSN,MSI)*

位置登録受付 

RON 捕捉

認証情報読出応答［3 版］（移動機認証用乱数、加入者認証演算結果、移動機認証演算結果）

位置登録要求［3 版］（MSN、MSI、位置情報、PRN）

GLR-P

加入者データ削除応答［2 版］

VMSC HLR GLR-P

ユーザ情報登録

網間認証情報読出応答［2 版］（加入者認証キー、移動機認証キー）

網間位置登録応答［2 版］（発信情報、着信情報、移動機情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

RON 登録

ユーザ、移動機認証

加入者データ削除要求［2 版］（RON、MSN）

MAP

PDC 標準無線インタフェース信号

移動機
ローミング元網（3 版）

GLR-T

インタワーク加入者位置登録応答（移動機情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

インタワーク加入者位置登録要求（MSN、MSI）

旧ユーザ情報削除

移動機情報登録

GLR-T

インタワーク移動機データ削除要求応

インタワーク移動機データ削除要求（MSI）

旧移動機情報削除 

位置登録応答［3 版］

送られてきた認証キー
を基に、演算を実行しそ
の結果を送出 

* 2版網とのインタワークを考 

 慮して、MSI パラメータ設定 

 時に MSN パラメータを同時 

に設定する場合がある

Ｃ 

Ｄ 
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図 5-5/JJ-70.10 位置登録シーケンス 

認証応答（認証演算結果）

位置登録要求（MSN、MSI）

認証要求（認証乱数）

移動機 

位置登録起動網（2 版） ユーザ、移動機ホーム網（3 版）

網間認証情報読出要求［2 版］（MSN、MSI）

網間位置登録要求［2 版］（MSN、MSI、RON、GLR 番号）

認証情報読出要求［2 版］（MSN、MSI）

位置登録受付

RON 捕捉
PRN､位置情報登録 

認証情報読出応答［2 版］（加入者認証キー、移動機認証キー）

位置登録指示［2 版］（MSN、MSI、位置情報、PRN）

GLR

加入者データ削除応答［2 版］

VMSC HLR-P HLR-T 

移動機情報転送

網間認証情報読出応答［2 版］（加入者認証キー、移動機認証キー）

網間位置登録応答［2 版］（発信情報、着信情報、移動機情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

RON 登録 

ユーザ、移動機認証

加入者データ削除要求［2 版］（RON、MSN）

MAP

PDC 標準無線インタフェース信号

移動機
ローミング元網（2 版）

GLR

インタワーク移動機位置登録応答（移動機情報、移動機認証キー）

インタワーク移動機位置登録要求（MSI）

旧移動機情報削除

インタワーク移動機認証情報読出応答（移動機認証キー）

インタワーク移動機認証情報読出要求（MSI）
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図 5-6/JJ-70.10 位置登録シーケンス 

GLR 
 

HLR-P

ユーザホーム網（3 版）

GLR-T GLR-P

ユーザ、移動機 
ローミング元網 

（3 版） 
VMSC 移動機 HLR-P

移動機ホーム網（3 版）位置登録起動網（2 版） 

MAP 

PDC 標準無線インタフェース信号

位置登録要求(MSN､MSI) 

 認証情報読出要求[2 版]（MSN､MSI）

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数） 

位置登録受付 

HLR-T

 網間認証情報読出要求[2 版]（MSN､MSI） 

インタワーク移動機認証情報読出要求(MSI)

インタワーク移動機認証情報読出応答(移動機認証キー) 

 網間認証情報読出応答[2 版]（加入者認証キー､移動機認証キー）

 認証情報読出応答[2 版]（加入者認証キー､移動機認証キー）

 位置登録指示[2 版]（MSN､MSI､位置情報､PRN） 

 網間位置登録要求[2 版]（MSN､MSI､RON､GLR 番号） 

インタワーク移動機位置登録要求(MSN,MSI) 

インタワーク移動機位置登録応答(移動機情報､移動機認証キー)

 網間位置登録応答[2 版]（発信情報､着信情報､移動機情報､加入者認証キー､移動機認証キー）

移動機情報消去要求[3 版]（登録解除 RMI､MSI） 

移動機情報消去応答[3 版]（移動機認証情報リスト､着信登録 MSN リスト）

ユーザ位置登録要求[ローミング不許可ビット設定] [3 版] (MSN､MSI､登録種別) 

ユーザ情報消去要求[位置登録による着信登録] [3 版] (登録解除 RON､MSN､登録 MSI､登録種別) 

ユーザ情報消去応答[3 版]  (加入者認証情報リスト､加入者認証種別)
ユーザ位置登録応答[3 版] 

インタワークユーザ情報消去要求[位置登録による着信登録とデフォルト着信登録](MSN､登録 MSI､登録種別) 
ビ

ユーザ情報消去要求[位置登録による着信登録とデフォルト着信登録] [3 版] (登録解除 RON､MSN､登録 MSI､登録種別) 
ビ ト]
ユーザ情報消去応答[3 版] (加入者認証情報リスト､加入者認証種別) 
ビット]
インタワークユーザ情報消去応答 

インタワークユーザ情報消去要求[位置登録によるデフォルト着信登録](MSN､登録 MSI､登録種別) 
ビ ト]
ユーザ情報消去要求[位置登録によるデフォルト着信登録] [3 版] (登録解除 RON､MSN､登録種別) 

ユーザ情報消去応答[3 版] 

インタワークユーザ情報消去応答 

ユーザ､移動機認証 

デフォルト RON 登録 

旧移動機情報削除 

1 ○  「登録 MSI」=「記憶している着信登録 MSI」をチェック 
 ( ≠の場合にはエラー応答（登録不許可）を返送) 
2 ○   デフォルト MSI 無：ユーザ情報全て削除 
 デフォルト MSI 有：着信登録 MSI のみ削除 
3 ○   引き継きユーザ情報転送  

1 ○  「登録 MSI」=「記憶している着信登録 MSI」をチェック 
 (≠の場合にはエラー応答（登録不許可）を返送) 
2 ○   ユーザ情報全て削除 
3 ○   引き継きユーザ情報転送  

1 ○   着信登録 MSI 無：ユーザ情報全て削除 
 着信登録 MSI 有：デフォルト着信登録 MSI のみ削除 

着信登録 MSN リスト登録

ユーザ認証種別登録 

ユーザ認証種別登録 

デフォルト RON 削除 

① 

着信登録 MSN リスト中に含ま

れる MSN に対して本手順を実

行(ただし､網間位置登録[２版]
メッセージにて受信した MSN
を除く) 

③ 

網間位置登録[２版]メッセージ

にて受信した MSN が着信登録

MSN リスト中に含まれない場

合､MSNに対して本手順を実行

 

② 

網間位置登録[２版]メッセージ

にて受信した MSN が着信登録

MSN リストに含まれる場合､

MSN に対して本手順を実行 
 

RON 削除､デフォルト RON 削除

着信登録 MSI 登録 

RON 削除､ 
ルーミング不許可ビット設定

着信登録 MSI 登録 

RON 捕捉 
PRN､位置情報登録 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｂ 
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図 5-7/JJ-70.10 位置登録シーケンス 

MAP 

PDC 標準無線インタフェース信号

GLR-P
 

HLR-P

移動機ホーム網（3 版）

GLR 

移動機 
ローミング元網

（2 版） 
VMSC 移動機 GLR-T

ユーザホーム網
（3 版） 

位置登録起動網（3 版） 

位置登録要求(MSN､MSI)

 認証情報読出要求[3 版]（MSN､MSI）*4 

位置登録受付 

HLR-P

 網間認証情報読出要求[3 版]（MSI）

ユーザ登録要求[位置登録による着信登録] [3 版] (MSN､登録 MSI､登録種別) 
ビ

ユーザ位置登録応答[3 版] (発信情報､着信情報､加入者認証情報リスト､加入者認証種別)

HLR-T

 網間認証情報読出応答[3 版]（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

 認証情報読出応答[3 版]（移動機認証用乱数､移動機認証演算結果）

 認証応答（認証演算結果）

 認証要求（認証乱数） 

位置登録要求[3 版](MSI､位置情報､PRN)

移動機位置登録要求[3 版](MSI､RMI､GLR 番号) 

移動機位置登録応答[3 版](移動機情報､移動機認証情報リスト､着信登録 MSN リスト､デフォルト MSN､暗証番号)

位置登録応答[3 版](着信登録 MSN リスト､デフォルト MSN) 

ユーザ位置登録要求[位置登録による着信登録] [3 版] (MSN､登録 MSI､RON､登録種別､GLR 番号)

ユーザ登録応答[3 版]

ユーザ登録要求[位置登録による着信登録とデフォルト着信登録] [3 版] (MSN､登録 MSI､登録種別) 
ビ ユーザ位置登録要求[位置登録による着信登録とデフォルト着信登録] [3 版] (MSN､登録 MSI､RON､登録種別､GLR 番号) 

ビ

ユーザ登録応答[3 版]

加入者データ削除要求[2 版](登録解除 RON､MSN) 

加入者データ削除応答[2 版] 

ユーザ位置登録応答[3 版]  (発信情報､着信情報､加入者認証情報リスト､加入者認証種別) 

ユーザ登録要求[位置登録によるデフォルト着信登録] [3 版] (MSN､登録 MSI､登録種別)
ユーザ位置登録要求[位置登録によるデフォルト着信登録] [3 版] (MSN､RON､登録種別､GLR 番号) 
ビ ト]

ユーザ登録応答[3 版]

加入者データ削除要求[2 版](登録解除 RON､MSN) 

加入者データ削除応答[2 版]
ユーザ位置登録応答[3 版] (着信情報)

*1  MSN に対するデフォルト着信登録移動機が在圏している場

合には､RON が既に捕捉されているため､新たに RON を捕

捉しない｡着信登録 MSI のみを登録する｡ 
 
*2 MSN に対する着信登録移動機が在圏している場合には､

RON が既に捕捉されているため､新たに RON を捕捉しな

い｡デフォルト着信登録 MSI のみを登録する｡ 
 
*3 ①､②､③のいずれの場合にも､HLR-P において MSN に対す

るローミング不許可ビットが設定されている場合は､ユー

ザ情報消去要求は送出されないが､②､③においてローミン

グ元網の GLR に対し､加入者データ削除要求が送出される｡

ローミング不許可ビットが設定されていない場合は､4.8 図

4-84/JJ-70.10 に準ずる｡ 
 
*4    2 版網とのインタワークを考慮して、MSI パラメータ設定時

に MSN パラメータを同時に設定する場合もある。 

移動機認証 

① 

着信登録 MSN リストに

含まれる MSN(デフォル

ト MSN を除く)に対して

本手順を実行 

RON 捕捉 
着信登録 MSI 登録 
デフォルト着信登録 MSI
登録

RMI 登録 

RON 登録 

旧ユーザ情報削除

旧ユーザ情報削除

デフォルト RON 登録

RMI 捕捉 
PRN､位置情報登録 

RON 捕捉*1 
着信登録 MSI 登録 

RON 捕捉*2 
デフォルト着信登録 MSI
登録

② 

デフォルト MSN が着信登

録 MSN リストに含まれる

場合､デフォルト MSN に

対して本手順を実行 

③ 

デフォルト MSN が着信

登録 MSN リストに含ま

れない場合､デフォルト

RON､デフォルトRON登録

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｃ 
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図 5-8/JJ-70.10 着信シーケンス 

* CHG 信号については ACM 

 信号から ANM信号の間に

  て送受信される場合が 

 ある。 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

着信網（2 版） 移動機ホーム網（2 版） 発信網

IAM（RON）

代表接続 IAM
ACM

ACM ACM
着信無線状態報告 

レベル測定応答

レベル測定要求 

呼出

認証応答(認証演算結果)

認証要求(認証乱数) 

移動機 VMSC

着信情報読出応答[2 版]（RON）

着信情報読出要求[2 版]（MSN）

IAM(MSN)

着信情報読出要求[2 版]（RON） 

GLR GMSC HLR GMSC GMSC

SB1
無線チャネル指定 

SB2
SB3
SB4

SETUP 

ALERT CPG
CPG

CONN 

CONN ACK
ANM

ANM

通話中

CPG

ANM

ISUP
MAP

PDC標準無線インタフェース信号

ユーザ､移動機認証

ユーザ、移動機着信情報読出

RON 読出

着信情報読出応答[2 版]（MSI、位置情報、PRN、着信情報､加入者 LM 情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

(CHG)
(CHG) (CHG)

* 

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 Ｃ 
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図 5-9/JJ-70.10 着信シーケンス 

* CHG 信号については ACM 

 信号から ANM 信号の間に 

  て送受信される場合が 

 ある。 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

着信網（3 版） 移動機ホーム網（2 版） 発信網

IAM（RON）

着信情報読出要求 [3 版]（MSI）

着信情報読出応答（位置情報､PRN､移動機 LM 情報､移動機認証用乱数､加入者認証演算結果､移動機認証演算結果､移動機秘匿キー､移動機情報､所有者 MSN）

代表接続 IAM

ACM
ACM

ACM
着信無線状態報告 

レベル測定応答 

レベル測定要求 

呼出 

認証応答(認証演算結果)

認証要求(認証乱数) 

移動機 VMSC

着信情報読出応答 [2 版] (RON)

着信情報読出要求 [2 版] (MSN）

IAM(MSN)

着信情報読出応答[3 版]（着信情報､加入者 LM 情報､加入者認証用乱数､加入者認証演算結果､加入者秘匿キー､デフォルト着信登録 MSI､着信先 MSN）

着信情報読出要求 [3 版]（RON）

GLR-P GLR-T GMSC HLR GMSC GMSC

SB1
無線チャネル指定 

SB2
SB3
SB4

SETUP 
ALERT CPG

CPG

CONN 
CONN ACK 

ANM
ANM

CPG

ANM
通話中

ユーザ認証､移動機認証

ユーザ、移動機着信情報読出

RON 読出

ISUP
MAP
PDC 標準無線インタフェース信号 

(CHG）
(CHG)

(CHG)
＊

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 Ｃ 
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図 5-10/JJ-70.10 着信シーケンス

* CHG 信号については ACM 

 信号から ANM信号の間に

  て送受信される場合が 

 ある。 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

着信網（2 版） ユーザ、移動機
ホーム網（3 版） 発信網

IAM（RON）

代表接続 IAM

ACM
ACM ACM

着信無線状態報告

レベル測定応答 

レベル測定要求 

呼出 

認証応答(認証演算結果)

認証要求(認証乱数)

移動機 VMSC

着信情報読出応答[3 版]（RON）

着信情報読出要求[3 版]（MSN）

IAM(MSN)

着信情報読出応答[2 版]（MSI、位置情報、PRN、着信情報､加入者 LM 情報、加入者認証キー、移動機認証キー）

着信情報読出要求[2 版]（RON）

GLR GMSC HLR-P GMSC

SB1
無線チャネル指定

SB2
SB3
SB4

SETUP 
ALERT CPG

CPG

CONN 

CONN 
ACK

ANM
ANM

通話中

CPG

ANM

ISUP
MAP

PDC 標準無線インタフェース信号 

ユーザ､移動機認証

ユーザ、移動機着信情報読出

RON 読出

送られてきた MSN によりロー
ミング先網を判断し、2 版の場
合には LM 制御は実行しない。

GMSC

(CHG)
（CHG） (CHG) ＊

ｲﾝﾁｬﾈﾙ信号 Ｃ 
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付録１：ISUP（ISDN ユーザ部） 

 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本付録は、TTC 標準 JT-Q761、Q762、Q763、Q764 に準拠する。本付録は、上記勧告の中からディジタ

ル移動通信ノード間における移動通信応用部（MAP）信号方式に必要となる部分のみを抽出して記述してい

る。 

 さらに TTC 標準 JT-I251 第４版に追加されたナショナルマター項目（発信者番号が通知されないその他の

理由の明示）にも準拠する。 

 

２．上記勧告等に対する追加項目 

 (1) 本付録においては、TTC 標準、ITU-T 勧告に対し、表１に示される項目について追加している。 

これらの項目については、本文中に@で表示する。 

 なお、ITU-T 勧告では規定しているが、TTC 標準及び本付録では規定していない項目については、項

目あるいは記述は残すが、#で表示する。 

 また、ITU-T 勧告では規定していないが、TTC 標準及び本付録では規定している項目については、*

で表示する。 

 

３．その他 

 (1) 参照している勧告、標準等 

  ・TTC 標準 

JT-Q761 (2001/4/19)  No.7 信号方式 ISDN ユーザ部の機能 

JT-Q762 (2002/5/30)  ISUP 信号と信号情報の機能概要 

JT-Q763 (2002/5/30)  ISUP フォーマットおよびコード 

JT-Q764 (2002/5/30)  ISUP 信号手順 

JT-I251 (1996/11/27) 番号通知付加サービス 

  ・ITU-T 勧告（ 1988 年度版） 

Q.761、Q.762、Q.763、Q.764 
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表１ 追加または変更した項目 

項目 章番 内容 記事 

逆方向呼表示、

順方向呼表示パ

ラメータ 

 

1.1 

相互接続表示の「相互接続あり」

は、NO.7 であっても ISUP 以外の

信号方式とインタワークした場合

にも設定する。 

左記を着網側、発網側に通知するた

め、機能を変更する。 

移動通信用 

呼番号 

パラメータ 

 

2.2.1.1 

詳細な内容を規定する。 

内容は以下の通りである。 

・IICR[3oct] 

・SCR[2oct] 

・信号局コード[2oct] 

交換局間で加入者線信号を中継転送

することを可能とするため、またエン

ドエンド交換局（移動－移動通信時）

間での回線非対応信号転送を可能と

するため、IAM と ACM により交換局

間で相互の受信アドレスを交換する

機能を追加する。 

着番号パラメー

タに設定される

番号種別 

 

2.2.2 

着番号パラメータのアドレス情報

として、ルーチング番号を設定す

る。 

移動着信時、着加入者番号でなく交換

局番号によりルーチングを行うこと

を可能とするため、IAM の着番号とし

て、ルーチング番号（交換局番号）を

設定できる機能を追加する。 

着番号パラメー

タのアドレス情

報 

 

1.1 

コード 13(1101)､ コード 14(1110)

をローミング番号を設定するため

に定義している。（ローミング番

号を着番号パラメータに設定する

場合は、Ｆコードとして 1101 また

は 1110 を使用する。） 

ローミングユーザへの着信時、ローミ

ング先網内でローミングユーザを識

別することを可能とするため、新規

コードの定義を追加する。 

ユーザサービス

情報パラメータ 

 

2.2.1.2 

移動網－移動網接続の場合には、

ユーザサービス情報のコーディン

グ標準は、移動網特有標準を使用

する。 

無線インタフェースのコーディング

標準で規定された信号を、網間でその

まま転送するため、移動網特有標準を

使用する。 

移動通信用エン

ド情報転送部パ

ラメータ 

 

2.2.1.3 

IAM 信号のオプションパラメータ

として規定する。以下の場合に本

パラメータは付加される。 

・代表接続 IAM 

・在圏接続 IAM 

・チャネル切替 IAM 

・代表接続 IAM2 

・代表接続 IAM3 

移動着信時、IAM によって加入者デー

タを呼制御交換局に転送するために

使用する。 

移動網間 ISUP

信号の詳細 

 

3 

移動網間の ISUP 信号について以

下の規定を行う。（シーケンス、

使用するコーディング、準正常処

理、網間試験、コーディック制御）

インプリメント上の対処のため。 
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１．概説 

移動通信事業者間で用いられるＩＳＵＰ仕様は「ＴＴＣ標準  網間インタフェース 網間信号方式（ＩＳ

ＤＮ網間信号方式）」に準拠し、移動網特有機能追加している。 

 

1.1 ベースドキュメントとの仕様互換表 

本標準で規定するＩＳＤＮユーザ部のメッセージとコードは、ＪＴ－Ｑ７６３をベースドキュメントとし

て、ＩＳＵＰ仕様互換表（付表 1-1/JJ-70.10 参照）に示す。 
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付表 1-1/JJ-70.10(1/7) ＩＳＵＰ仕様互換表 
 

ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 移動通信仕様 備  考 

項 番 項    目  

1. 概説   

1.1 ルーチングラベル ベースドキュメントどおり  

1.2 回線番号 CIC 設定フィールドは 13 ビットとする  

1.3 メッセージ種別 ベースドキュメントどおり  

1.4 フォーマッティングの原則   

1.5 固定長必須部   

1.6 
 

可変長必須部 
 

オプション部開始ポインタはオプション部が存在しないメッセージ

種別についてもオール”0”に設定する。ただし、オプション部が存在

しないメッセージ種別にこのポインタが設定されてない場合も正常

処理を行う 

 

1.7 オプション部 ベースドキュメントどおり  

1.8 
 

オプションパラメータの終了 
表示オクテット 

  

1.9 送出順序   

1.10 予備ビットのコーディング 予備ビットは送信時”0”を設定し、受信時無視とする  

1.11 国内用信号種別とパラメータ ベースドキュメントどおり  

1.12 国内用信号フィールドのコード値   

2. パラメータのコード   

2.1 メッセージ種別のコード ベースドキュメントどおり  

2.2 長さ表示のコーディング   

2.3 ポインタのコーディング   

 

＠

＠
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付表 1-1/JJ-70.10(2/7) ＩＳＵＰ仕様互換表 

 

ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 移動通信仕様 備  考 

項 番 項    目  

3. ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ   

3.1   パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

3.3   アクセス転送 ベースドキュメントどおり  
3.5  逆方向呼表示   
  BA：課金表示 ベースドキュメントどおり  
  DC：着ユーザ状態表示（CLS）   
  FE：着ユーザ種別表示   
  HG：エンド・エンド法表示   

  I ：相互接続表示  “1”は ISUP 以外の信号方式とインタワークした場合も含む。 
  J ：エンド・エンド情報表示（国内

用） 
  

  K ：ＩＳＵＰ１リンク表示   
  L ：保留表示（国内用）   
  M ：ＩＳＤＮアクセス表示   
  N ：エコー制御装置表示   
  PO：ＳＣＣＰ法表示   
3.9   着番号   
  a)奇数／偶数表示 ベースドキュメントどおり  
  b)番号種別表示   
  c)網内番号表示（INN 表示）   
  d)番号計画表示   
  e)アドレス情報 “0000～1001,1101,1110”を使用する “1101,1110”はローミングを識別する場合にのみ用いられる。 
  f)フィラー ベースドキュメントどおり  

＠

＠
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付表 1-1/JJ-70.10(3/7) ＩＳＵＰ仕様互換表 

 

ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 移動通信仕様 備  考 

項 番 項    目  

3.10   発番号 ベースドキュメントどおり  

3.11  発ユーザ種別 ベースドキュメントどおり  

3.12   理由表示 ベースドキュメントどおり  

3.14  回線状態表示（国内用） ベースドキュメントどおり 回線状態表示パラメータフィールドは、示された範囲＋１ 

3.20   オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

3.21   イベント情報 ベースドキュメントどおり  

3.23   順方向呼表示   

  A ：国内／国際呼表示 ベースドキュメントどおり  

  CB：エンド・エンド法表示   

  D ：相互接続表示   

  E ：エンド・エンド情報表示   

  F ：ＩＳＵＰ１リンク表示  “1”は ISUP 以外の信号方式とインタワークした場合も含む。 

  HG：ＩＳＵＰ１リンク希望表示   

  I ：ＩＳＤＮアクセス表示   

  KJ：ＳＣＣＰ法表示   

  L ：予備   

  P-M：国内使用に留保   

 

＠

＠
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付表 1-1/JJ-70.10(4/7) ＩＳＵＰ仕様互換表 

 

ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 移動通信仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.26 汎用番号  本パラメータは最大２つ設定される可能性がある。 

  a) 番号情報識別子 “00000110, 00000111”を使用する  

  b) 奇数／偶数表示 ベースドキュメントどおり  

  c) 番号種別表示   

  d) 番号不完全表示   

  e) 番号計画表示   

  f) 表示識別   

  g) 網検証識別   

  h) アドレス情報   

  i) フィラー   

3.35  接続特性表示   

  BA：衛星回線表示 ベースドキュメントどおり  

  DC：導通試験表示   

  E ：エコー制御装置表示  現時点ではエコーキャンセラ制御にエコー制御装置表示を 
使用せず、固定的に”0”を設定する。 

  H-F：予備   

3.37   オプション逆方向呼表示   

  A ：インバンド情報表示 ベースドキュメントどおり  

  B ：着信転送可能性表示  固定的に”0”を設定する。 
  C：簡易分割表示  固定的に”0”を設定する。 
  D：MLPP ユーザ表示 使用しない  

  H-E：国内使用に留保 ベースドキュメントどおり  

 

＠

＠
＠

＃

＠

＠

＠
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付表 1-1/JJ-70.10(5/7) ＩＳＵＰ仕様互換表 

 

ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 移動通信仕様 備  考 

項 番 項    目   

3.43   範囲と状態   

  a)範囲 CQM、GRS、CQR：０から２５５の範囲のバイナリ表現の数。状態

サブフィールドは含まれない。 
GRA：０から２５５の範囲のバイナリ表現の数。範囲コード値が０

の場合、このメッセージに状態サブフィールドは含まれない。 

 

  b)状態 GRA のみ使用する  

3.50   信号局コード（国内用） ベースドキュメントどおり  

3.52   中断／再開表示 ベースドキュメントどおり  

3.54   通信路要求表示 ベースドキュメントどおり SETUP 信号内の「伝達能力」情報要素の「情報伝達能力」が”
音声”の場合でも、コーディック制御のために 64kbit/s 非制限を

設定。 
3.57  ユーザサービス情報 付録１ 2.2.1.2 項参照  

3.103   料金区域情報 ベースドキュメントどおり  

3.104   課金情報 ベースドキュメントどおり  

3.105   課金情報種別 “11111110”を使用する  

3.106  契約者番号 ベースドキュメントどおり 発番号と同じ番号情報が設定される場合には使用しない 
3.107  移動通信用エンド情報転送 付録１ 2.2.1.3 項参照  

3.108  移動通信用呼番号 付録１ 2.2.1.1 項参照  

3.110  発信者番号非通知理由 ベースドキュメントどおり 本パラメータは発番号パラメータが設定されないあるいは通

知不可となっている場合のみ使用する。 
3.112  付加ユーザ種別 ベースドキュメントどおり  

3.113  課金情報遅延 ベースドキュメントどおり  

3.114  事業者情報転送 ベースドキュメントどおり  

3.117  緊急通報呼表示 ベースドキュメントどおり  

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＊ 
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付表 1-1/JJ-70.10(6/7) ＩＳＵＰ仕様互換表 

 

4 ＩＳＤＮユーザ部信号とコード   

4.1  概説 ベースドキュメントどおり  
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付表 1-1/JJ-70.10(7/7) ＩＳＵＰ仕様互換表 
 

ＪＴ－Ｑ７６３の参照節 移動通信仕様 備  考 

 項 番 メッセージ種別 
  

表 4-1   ＡＣＭ 「メッセージ種別」「逆方向呼表示」「オプション逆方向呼表示」「理由表示」「料金区域

情報」「課金情報」「課金情報種別」「移動通信用呼番号」「課金情報遅延」「付加ユーザ

種別」「事業者情報転送」「オプションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-2   ＡＮＭ 「メッセージ種別」「逆方向呼表示」「アクセス転送」「料金区域情報」「付加ユーザ種別」

「オプションパラメータ終了表示」を使用する 
 

表 4-3   ＣＰＧ 「メッセージ種別」「イベント情報」「オプション逆方向呼表示」「理由表示」「アクセス転

送」「課金情報」「課金情報種別」「課金情報遅延」「事業者情報転送」「料金区域情報」「付

加ユーザ種別」「オプションパラメータ終了表示」を使用する 

 

表 4-4   ＣＱＲ ベースドキュメントどおり  

表 4-5   ＧＲＡ ベースドキュメントどおり  

表 4-12   ＩＡＭ 
 

「メッセージ種別」「接続特性表示」「順方向呼表示」「発ユーザ種別」「通信路要求表示」

「着番号」「発番号」「アクセス転送」「ユーザサービス情報」「汎用番号」「料金区域情

報」「契約者番号」「移動通信用エンド情報転送」「移動通信用呼番号」「付加ユーザ種別」

「発信者番号非通知理由」「事業者情報転送」「緊急通報呼表示」「オプションパラメータ

終了表示」を使用する 

 

表 4-13   ＲＥＬ 「メッセージ種別」「理由表示」「信号局コード（国内用）」「アクセス転送」「オプショ

ンパラメータ終了表示」を使用する 
 

表 4-14   ＲＬＣ 「メッセージ種別」のみ使用する  

表 4-18   ＳＵＳ，ＲＥＳ 「メッセージ種別」「中断／再開表示」のみ使用する  

表 4-19 ＢＬＯ，ＢＬＡ，  

ＲＳＣ，ＵＢＬ， 
ＵＢＡ 

パラメータはベースドキュメントどおり  

表 4-21   ＧＲＳ，ＣＱＭ ベースドキュメントどおり  

表 4-31  ＣＨＧ ベースドキュメントどおり  

(注１) 必要なオプションパラメータのみ使用する。 
(注２) 不要なパラメータは送信側で規制し送信しない。 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠ Ｃ 
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２．移動網特有の ISUP 信号 

2.1 基本的考え方 

移動網内で使用される ISUP 信号は、JT-Q761、JT-Q762、JT-Q763、JT-Q764 をベースドキュメントとし、

移動網内特有の信号フォーマットとはしない。したがって、移動網用に新しい ISUP 信号を定義したり、新

しいパラメータを定義するようなことは基本的には行わない。 

呼接続に必要となる情報に関しては、IAM メッセージ内に対応するパラメータが定義されている場合はそ

のパラメータフィールドに設定する。また、対応するパラメータが定義されていない場合は、『移動通信用

エンド情報転送パラメータ』に設定することとする。以下 2.2 項で、呼接続時に移動網内で転送する必要が

ある情報について述べ、2.3 項で、移動網内 IAM メッセージの移動通信用エンド情報転送パラメータのフォー

マットを示す。 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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2.2 移動網内で転送する情報 

2.2.1 移動網特有の ISUP パラメータフィールド構成 

 

2.2.1.1 移動通信用呼番号 

 
 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １８ 

１  

  

  

ＩＩＣＲ 

  

  
ＳＣＲ 

  

７  
信号局コード 

 

付図 1-1/JJ-70.10 移動通信用呼番号パラメータフィールド 

 

 以下のコードが、移動通信用呼番号パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。 

 

   (1)  ＩＩＣＲ 

      呼に割り当てられた識別番号を、２進数で表現したコード 

      設定されない時、デフォルト値は、all"0"を設定。 

   (2)  ＳＣＲ 

      呼に割り当てられた識別番号を、２進数で表現したコード 

      設定されない時、デフォルト値は、all"0"を設定。 

   (3)  信号局コード 

      呼識別番号に関連した信号局コード 

 

 （注）ＪＴ－Ｑ７６３参照 

 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＊

＠

＠
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2.2.1.2 ユーザサービス情報 

 
 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

１ 

 

拡張表示 

 

コーディング 

標準 
情報伝達能力 

２ 拡張表示 情報伝達モード 情報伝達速度 

２ａ 拡張表示 構        造 通信形態 呼設定法 

２ｂ 拡張表示 対称性 情報伝達速度（着→発） 

３ 拡張表示 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ１プロトコル 

４ 拡張表示 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ２プロトコル 

５ 拡張表示 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ３プロトコル 

 

注）・オクテット２ａと２ｂの全フィールドにデフォルト値が適用される場合、オクテット２ａは省略され

る。 

・オクテット２ｂの全フィールドにデフォルト値が適用される場合、オクテット２ｂは省略される。 

・オクテット３、４、５又は、これらのオクテット任意の組み合わせは、省略可能である。 

 

付図 1-2/JJ-70.10 ユーザサービス情報パラメータフィールド 

 

 次のコードがユーザサービス情報パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。 

 

  (1) 拡張表示 

０  オクテットが次のオクテットへ続く 

（例えば、オクテット２から２ａへ、２ａから２ｂへ、３から３ａへ） 

１  最後のオクテット 

 

  (2) コーディング標準 

００  ＩＴＵ－Ｔ勧告およびＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠するＴＴＣ標準 

０１  ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注）  

１０  国内標準（注） 

１１  「インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準」（注） 

 

（注）これら他のコーディング標準は、必要な伝達能力がＩＴＵ－Ｔ勧告およびＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠する

ＴＴＣ標準のコーディングで表わせない場合のみ使用されるべきである。 

 移動網間でユーザサービス情報が転送される場合には、インタフェースの網（公衆または私設のい

ずれも）側において定義された標準が使用される。この場合には、以降の(3)～(12)は、移動網特有の

コーディング標準となる。 
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  (3) 情報伝達能力 

０００００  音声 

０１０００  非制限ディジタル 

１０１１１  音声＋データ 

０１００１ 

１００００ 

１０００１   予備 

１１０００ 

 その他 

 

  (4) 情報伝達モード 

００  回線交換 

その他  予備 

 

  (5) 情報転送速度 

００１１１  回線交換 11.2kbit/s 

１００００  回線交換 5.6kbit/s 

１０００１ 

１００１１ 

１０１０１   予備 

１０１１１ 

 その他 

 

  (6) 構造 

０００  デフォルト 

００１  ５０Ｈz 構造保存 

０１０  ２５Ｈz 構造保存 

その他  予備 

 

  (7) 通信形態 

００   ポイント・ポイント 

その他  予備 

 

  (8) 呼設定法 

００   即時接続 

その他  予備 

 

  (9) 対称性 

００   両方向対称 

その他  予備 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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  (10) レイヤ識別 

０１ ユーザ情報レイヤ１プロトコル 

 

注） 同じオクテットの５－１は後述する(11)項のように、相応する識別を表す。オクテット３、

４、５が省略された場合、相応するユーザ情報プロトコルが規定されていないと仮定する。 

 

  (11) ユーザ情報レイヤ１プロトコル 

００００１  ＲＣＲ速度整合 

            これは下記に定義されたオクテット３ａが存在することを示します。 

０００１０  勧告Ｇ．711  μ－law 音声 

０１０１０  ＶＳＥＬＰ音声 

０１０１１  ＰＳＩ－ＣＥＬＰ音声 

 

   (12) レイヤ１速度整合の場合のオクテット３ａ 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
         

３ａ 
拡張 

表示 

同期／

非同期
交渉 ユーザ速度 

 

付図 1-3/JJ-70.10 基本レイヤ１速度整合フィールド 

 

－同期／非同期表示は、以下のようにコード化される。 

０ 同期 

１ 予備 

同期ユーザ速度の場合は、オクテット３ｂ～３ｄは省略されうる。 

注） オクテット３ｂ～３ｄについては、本標準では規定しないため、記述を省略する。 

 

－交渉表示は以下のようにコード化される。 

０ インバンド交渉不可能 

１ 予備 

注） ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．１１０及びＸ．３０参照 

 

－ユーザ速度は以下のようにコード化される。 

００１１１  8kbit/s ＲＣＲ標準 

 その他   予約 

＠＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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2.2.1.3 移動通信用エンド情報転送 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  
        

  

１  従属パラメータ名 

２  従属パラメータ長 

３ 

 

ｍ 

 

詳細情報 

 

ｎ 

・ 

・ 

 

注１ オクテット１からｍまでは繰り返して設定することができる。 

 

付図 1-4/JJ-70.10   移動通信用エンド情報転送パラメータフィールド 

 

 次のコードが移動通信用エンド情報転送パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。 

 

  ａ）従属パラメータ名 

００００００００  移動通信サービス共通情報 

１０００００００  移動通信サービス個別情報 

その他は予備 

  ｂ）従属パラメータ長 

従属パラメータの長さをオクテット長で示す。 

  ｃ）詳細情報 

詳細は付録１ 2.2.3 項参照。 

＊

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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2.2.2 既存パラメータフィールドに設定する情報 

移動網内では、ルーチングにルーチング番号（PRN）を用いる。IAM メッセージ内には、着番号フィール

ドに PRN を設定する。 

 

2.2.3 IAM メッセージの移動通信用エンド情報転送パラメータに設定する情報 

 呼接続情報を転送する必要がある各場合に対する IAM メッセージ種別を以下にあげ、各場合について設

定パラメータを列挙する。ただし、呼制御を行う MSC を呼制御 MSC(AMSC)、実際に通話回線を捕捉でき

た MSC を在圏 MSC(FMSC)と呼ぶ。 

 移動機着信時においては、登録された位置登録エリア内のMSCに対して一斉呼出指示を行う代表MSCが、

呼制御 MSC(AMSC)なる。また、移動機発信時においては、SETUP を受けた MSC が呼制御 MSC(AMSC)

となる。 

 

  (1)代表接続 IAM 

移動機への着信時、代表 MSC（呼制御 MSC）への接続に用いる IAM 

  (2)在圏接続 IAM 

着信時あるいは発信時に呼制御 MSC から在圏 MSC への接続に用いる IAM 

(3)チャネル切替 IAM 

チャネル切替時、呼制御 MSC から切替先 MSC への接続に用いる IAM 

  (4)代表接続 IAM2 

ユーザが自所有移動機を用いて着信を行う場合、またはユーザが自所有移動機以外の移動機において

ユーザ認証なしで着信を行う場合の代表 MSC（呼制御 MSC）への接続に用いる IAM 

  (5)代表接続 IAM3 

ユーザが自所有移動機以外の移動機においてユーザ認証ありで着信を行う場合の代表 MSC（呼制御

MSC）への接続に用いる IAM 

 

 (1), (2), (3), (4), (5)の 5 メッセージ内の移動通信用エンド情報転送パラメータに含まれる移動特有情報は次

のものがある。 

 

2.2.4 代表接続 IAM に含まれる情報 

〔移動通信サービス共通情報〕 

各網が共通に使用する情報を示しており、以下のものがある。 

  (1)回線接続種別 

 代表接続 IAM、在圏接続 IAM、チャネル切替 IAM、代表接続 IAM2、代表接続 IAM3 の識別を行う。 

  (2)位置番号（システム種別、LAI） 

 移動機が位置登録を行った位置登録エリアを識別する。 

  (3)着信情報 

着信端末種別 （TTEID） 

着信移動機の端末種別を識別する。 

着信通話停止表示 （TERSPSR） 

着信移動機の通話停止・非停止状態を識別する。 

着信許容表示 （TERADR） 

着信移動機の着信許容・非許容を識別する。 

着信一時撤去種別 （TTRMID） 
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＠

＠

＠

＠
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着信移動機の一時撤去許容・非許容を識別する。 

着信非課金表示 （TERNCHR） 

着信移動機の課金端末・非課金端末の識別をする。 

(4)認証キー（PID 用、SID 用） 

移動機の認証を行うため、代表 MSC に対して認証キーを転送する。 

  (5)移動機番号（MSI） （可変長） 

  (6)加入者番号（MSN） （可変長） 

 

〔移動通信サービス個別情報〕 

 各網が固有に使用する情報を示しており、本付録では規定しない。 

 

2.2.5 在圏接続 IAM およびチャネル切替 IAM に含まれる情報 

〔移動通信サービス共通情報〕 

 各網が共通に使用する情報を示しており、以下のものがある。 

  (1)回線接続種別 

代表接続 IAM、在圏接続 IAM、チャネル切替 IAM、代表接続 IAM2、代表接続 IAM3 の識別を行う。 

(2)呼識別情報 

在圏 MSC において、呼を識別する情報を示す。 

  (3)移動機番号（MSI） （可変長） 

  (4)加入者番号（MSN） （可変長） 

 

〔移動通信サービス個別情報〕 

 各網が固有に使用する情報を示しており、本付録では規定しない。 

 

2.2.6 代表接続 IAM2、代表接続 IAM3 に含まれる情報 

〔移動通信サービス共通情報〕 

 各網が共通に使用する情報を示しており、以下のものがある。 

  (1)回線接続種別 

代表接続 IAM、在圏接続 IAM、チャネル切替 IAM、代表接続 IAM2、代表接続 IAM3 の識別を行う。 

  (2)位置番号（システム種別、LAI） 

移動機が位置登録を行った位置登録エリアを識別する。 

  (3)着信情報 

着信端末種別 （TTEID） 

着信移動機の端末種別を識別する。 

着信通話停止表示 （TERSPSR） 

着信移動機の通話停止・非停止状態を識別する。 

着信許容表示 （TERADR） 

着信移動機の着信許容・非許容を識別する。 

着信一時撤去種別 （TTRMID） 

着信移動機の一時撤去許容・非許容を識別する。 

着信非課金表示 （TERNCHR） 

着信移動機の課金端末・非課金端末の識別をする。 
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  (4)認証用乱数、加入者認証用乱数、移動機認証用乱数、加入者認証演算結果、移動機認証演算結果 

加入者および移動機の認証を行うため代表 MSC に転送する。 

  (5)移動機番号（MSI）（可変長） 

  (6)加入者番号（MSN)（可変長） 

 

〔移動通信サービス個別情報〕 

 各網が固有に使用する情報を示しており、本付録では規定しない。 
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2.3 IAM メッセージ移動通信用エンド情報転送パラメータフォーマット 

2.3.1 代表接続 IAM 

パラメータ 8(H) 7(G) 6(F) 5(E) 4(D) 3(C) 2(B) 1(A) 

パラメータ名(11111000 : 移動通信用エンド情報転送パラメータ) 

パラメータ長 

従属パラメータ名(00000000 : 移動通信サービス共通情報) 

従属パラメータ長 

位置番号(システム種別) 回線接続種別(0000 : 代表接続) 

位置番号(LAI) 

着信情報 

(d.c) (TERNCHR) (TTRMID) (TERADR) (TERSPSR) (TTEID) 

 

 

 

 

 

 

 

 

加入者認証キー 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動機認証キー 

移動機番号ポインタ 

加入者番号ポインタ 

移動機番号長 

奇数/偶数  

移動機番号(MSI) 

加入者番号長 

奇数/偶数  

加入者番号(MSN) 

従属パラメータ名(10000000 : 移動通信サービス個別情報) 

従属パラメータ長 

移動通信用

エンド情報

転送(O) 

 

 

 

 

 

 

網共通 

情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網個別 

情報 

内容は各網が独自に規定する。 

 

＠

％
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2.3.2 在圏接続 IAM 

2.3.3 チャネル切替 IAM 

パラメータ 8(H) 7(G) 6(F) 5(E) 4(D) 3(C) 2(B) 1(A) 

パラメータ名(11111000 : 移動通信用エンド情報転送パラメータ) 

パラメータ長 

従属パラメータ名(00000000 : 移動通信サービス共通情報) 

従属パラメータ長 

 
回線接続種別(0001 : 在圏接続) 

回線接続種別(0010 : チャネル切替) 

呼識別情報（注） 

移動機番号ポインタ 

加入者番号ポインタ 

移動機番号長 

奇数/偶数  

移動機番号(MSI) 

加入者番号長 

奇数/偶数  

加入者番号(MSN) 

従属パラメータ名(10000000 : 移動通信サービス個別情報) 

従属パラメータ長 

移動通信用

エンド情報

転送(O) 

 

 

 

 

 

網共通 

情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網個別 

情報 

 
内容は各網が独自に規定する。 

 

（注）呼識別情報の長さは、各網自由な長さとするが、固定値とする。 

   内容は各網個別に規定する。 
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2.3.4 代表接続 IAM2 

パラメータ 8(H) 7(G) 6(F) 5(E) 4(D) 3(C) 2(B) 1(A) 

パラメータ名(11111000 : 移動通信用エンド情報転送パラメータ) 

パラメータ長 

従属パラメータ名(00000000 : 移動通信サービス共通情報) 

従属パラメータ長 

位置番号(システム種別) 回線接続種別(0011 : 代表接続 2) 

位置番号(LAI) 

着信情報 

(d.c) (TERNCHR) (TTRMID) (TERADR) (TERSPSR) (TTEID) 
 
 
 
 
 
 
 
 

認証用乱数 

 
 
 
 
 
 
 
 

加入者認証演算結果 

 
 
 
 
 
 
 
 

移動機認証演算結果 

移動機番号ポインタ 

加入者番号ポインタ 

移動機番号長 

奇数/偶数  

移動機番号(MSI) 

加入者番号長 

奇数/偶数  

加入者番号(MSN) 

従属パラメータ名(10000000 : 移動通信サービス個別情報) 

従属パラメータ長 

移動通信用

エンド情報

転送 (O) 

 

 

 

 

 

 

網共通 

情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網個別 

情報 
内容は各網が独自に規定する。 

＠
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2.3.5 代表接続 IAM3 

パラメータ 8(H) 7(G) 6(F) 5(E) 4(D) 3(C) 2(B) 1(A) 

パラメータ名(11111000 : 移動通信用エンド情報転送パラメータ) 

パラメータ長 

従属パラメータ名(00000000 : 移動通信サービス共通情報) 

従属パラメータ長 

位置番号(システム種別) 回線接続種別(0100 : 代表接続 3) 

位置番号(LAI) 

着信情報 

(d.c) (TERNCHR) (TTRMID) (TERADR) (TERSPSR) (TTEID) 
 
 
 
 
 
 
 
 

加入者認証用乱数 

 
 
 
 
 
 
 
 

加入者認証演算結果 

 
 
 
 
 
 
 
 

移動機認証用乱数 

 
 
 
 
 
 
 
 

移動機認証演算結果 

移動機番号ポインタ 

加入者番号ポインタ 

移動機番号長 

奇数/偶数  

移動機番号(MSI) 

加入者番号長 

奇数/偶数  

加入者番号(MSN) 

従属パラメータ名(10000000 : 移動通信サービス個別情報) 

従属パラメータ長 

移動通信用

エンド情報

転送(O) 

 

 

 

 

 

 

網共通 

情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網個別 

情報 

内容は各網が独自に規定する。 
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2.4 移動通信用エンド情報転送パラメータコーディング 

 移動通信サービスにおける移動通信用エンド情報転送パラメータのフォーマットは付図 1-5/JJ-70.10 で示

される。 

 下図の様に、移動通信用エンド情報転送パラメータは入れ子構造で、従属パラメータが設定される。 

また、移動通信用エンド情報転送パラメータは網内でのみ送受信し、網間では送受しない。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
                 

移動通信用エンド情報転送パラメー

タ名(11111000) 

 従属パラメータ名(00000000) 

（移動通信サービス共通情報） 

 従属パラメータ長 移動通信用エンド情報転送パラメー

タ長      回線接続種別 
                 

 詳細情報  
従属パラメータ 

 

         
         

 

 

 
従属パラメータ 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
                 

 従属パラメータ名(10000000) 

（移動通信サービス個別情報） 

 従属パラメータ長 

 

 

詳細情報 

 

付図 1-5/JJ-70.10 移動通信用エンド情報パラメータフィールド 
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2.4.1 移動通信用エンド情報転送パラメータ名 

 移動通信用エンド情報転送パラメータ名（11111000）が設定される。 

 

2.4.2 移動通信用エンド情報転送パラメータ長 

 移動通信用エンド情報転送パラメータの内容部（従属パラメータ）のオクテット長を２進数で示す。 

 

2.4.3 従属パラメータ 

 (1)従属パラメータ名 

HGFEDCBA 

00000000  移動通信サービス共通情報（各網が共通に使用する情報） 

00000001 

  ～   予備 

01111111 

10000000   移動通信サービス個別情報（各網が固有に使用する情報） 

10000001 

  ～   予備 

11111111 

 

各網共通の情報と各網が固有に使用する情報を、別々の従属パラメータに分離して設定する。 

 

なお、H ビットは以下の意味を持つ。 

H ： 網共通／固有表示 

0 網共通従属パラメータ 

1 網固有従属パラメータ 

 

 (2)従属パラメータ長 

 従属パラメータの内容部のオクテット長を２進数で表す。 
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2.4.4 情報フィールドの値 

 次のコードが移動通信サービス共通情報の内容部のフィールドで使用される。移動通信サービス個別情報

の内容については、各網個別に規定する。 

 

 (1)回線接続種別 

DCBA 

0000   代表接続 

0001   在圏接続 

0010   チャネル切替 

0011   代表接続 2 

0100   代表接続 3 

0101 

 ～    予備 

0111 

1000 

 ～    網固有 

1111 

 

回線接続種別についても、従属パラメータ同様に D ビットにより各網共通に使用するものか固有に使用す

るものかを識別する。 

 

 ビット D  ：網共通／固有表示 

0   網共通回線接続種別 

1   網固有回線接続種別 

 

 (2)位置番号（システム種別） 

 網内に複数システムが混在する場合、それらを識別する場合に使用する。内容は、各網個別に規定する。 

 

 (3)位置番号（LAI） 

 位置登録エリア番号（LAI）を２進数で表す。 
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 (4)着信情報 

 
８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

付図 1-6/JJ-70.10 着信情報 

 

 ビット BA：着信端末種別（TTEID） 

00   通知着信端末 

01   特殊着信端末 

10     移動着信端末 

11      網個別使用 

 ビット C ：着信通話停止表示（TERSPSR） 

0      非停止中 

1      停止中 

 ビット D ：着信許容表示（TERADR） 

0      非許容 

1      許容 

 ビット FE：着信一時撤去種別（TTRMID） 

00      着信一時撤去非許容 

01      着信一時撤去許容 

10      予備 

11      予備 

 ビット G ：着信非課金表示（TERNCHR） 

0      課金 

1      非課金 

 ビット H ：予備 

 

 (5)加入者認証キー 

  加入者認証キーを２進数で表す。 

 

 (6)移動機認証キー 

  移動機認証キーを２進数で表す。 

 

 (7)認証用乱数 

  認証用乱数を２進数で表す。 

 

 (8)認証演算結果 

  認証演算結果を２進数で表す。 
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 (9)呼識別情報 

 
 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ 

ｎ 
呼識別情報 

付図 1-7/JJ-70.10 呼識別情報 

 

 長さは、各網自由な長さとするが、固定長とする。内容は、各網個別に規定する。 

 

 (10)移動機番号ポインタ 

 移動機番号長までのオクテット数（移動機番号ポインタ自身を含め、移動機番号長の前までのオク

テット数）を２進数で表す。 

 

 (11)移動機番号（MSI）（可変長） 

 
 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

１ 移動機番号長 

２ 
奇数／

偶数 

 

３ 第２数字 第１数字 

・  

・ ～ 

・  

ｎ 第２ｎ－４数字／ＤＣ 第２ｎ－５数字 

付図 1-8/JJ-70.10 移動機番号 

 

  第 1 オクテット：移動機番号長 

 2 オクテットから n オクテットまでのオクテット長（n-1 オクテット）を２進数で表す。（移動機番

号長自身は含まない） 

 

  第２オクテットのビット 8：奇数／偶数表示 

0      移動機番号桁数が偶数 

1      移動機番号桁数が奇数 

 

  第３オクテット以降：移動機番号  

 移動機番号を BCD コードで表す。移動機番号が奇数桁の場合は、最終数字は Don't Care とする。 

  （注）斜線は予備 

 

 (12)加入者番号ポインタ 

 加入者番号長までのオクテット数（加入者番号ポインタを含め、加入者番号長の前までのオクテット

数）を２進数で表す。 
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 (13)加入者番号（MSN）（可変長） 

 
 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

１ 加入者番号長 

２ 
奇数／

偶数 

 

３ 第２数字 第１数字 

・  

・ ～ 

・  

ｎ 第２ｎ－４数字／ＤＣ 第２ｎ－５数字 

付図 1-9/JJ-70.10 加入者番号 

 

  第１オクテット：加入者番号長 

 ２オクテットからｎオクテットまでのオクテット長（ｎ－１オクテット）を２進数で表す。（加入

者番号長自身は含まない） 

 

  第２オクテットのビット８：奇数／偶数表示 

0 加入者番号桁数が偶数  

1 加入者番号桁数が奇数 

 

  第３オクテット以降：加入者番号 

加入者番号を BCD コードで表す。加入者番号が奇数桁の場合は、最終数字は Don't Care とする。 

 

（注）斜線は予備 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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３．移動通信網間ＩＳＵＰ信号詳細 

3.1 基本呼接続での信号シーケンス 

 移動通信網間での基本呼接続における信号シーケンスを付表 1-2/JJ-70.10 に示す。 

 

付表 1-2/JJ-70.10  信号シーケンス一覧 

No 呼種別 接続状態 参照コーディング表 

１ NW1(D)移動機⇒NW2(D)移動機      正常接続  付表 1-3/JJ-70.10 

２ NW1(D)移動機⇒NW2(D)移動機 

 

 着 GMSC，VMSC 輻輳 

 回線ビジー，着側話中，欠番 

 付表 1-4/JJ-70.10 

３  NW1(D)移動機⇒NW2(D)移動機  着ユーザ無応答  付表 1-5/JJ-70.10 

       NW1 :移動網 1    NW2 :移動網 2 

      (D)移動機 :ディジタル移動機 

注） 

(1) 準正常シーケンスについては、着側話中、無応答、欠番および網輻輳クラス相当準正常状態（交換機輻

輳、回線ビジー）の場合を示した。 

(2)ディジタル移動機発－ディジタル移動機着の場合の基本呼接続（発着側で第２コール発着信・着信転送を

伴わない）では、最初の呼接続手順において網間でコーディックスルー通信を行うためのコーディック制

御を行う。この場合のコーディック制御におけるＩＳＵＰ信号詳細を 3.6 章に示す。 

(3) CHG 信号シーケンスについては存在しない場合もあるが、ACM 後に送受された場合を示した。 

＠

＠

＠

＠

＠

＠＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠＠

＠
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移動網 2 移動網 1 

NO １ 端末種別０A０CDEFGHJK NW1(D)移動機⇒NW2(D)移動機 番号計画

接続形態 VMSC(D)～ GMSC ～GMSC  ～VMSC(D)

MS(D) VMSC(D) GMSC GMSC VMSC(D) MS(D) 
POI
◎ SETUP

(0A0CDEFGHJK) 

CALL PROC IAM 
IAM

IAM

ACM

CPG

ACM

(CHG)

(CHG)*2
SETUP 

ALERT 

(CHG)

CPG

CPG
ALERT 

*1 
(PI=8 or なし) 

CONN 

CONN ACK 
ANM

ANMCONN 

CONN ACK*1 

ANM

通信中

発信者先掛けの場合のシーケンス

DISC

REL

REL COMP 
REL

RLC 
REL

REL

RLC
RLC

DISC 

REL 

REL COMP 

DISC 

REL 

着信者先掛けの場合のシーケンス

REL

REL
REL

DISC 

REL COMP 
RLC

RLC
RLC

REL 

REL COMP 

*1  オプション 
*2  CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号の間に送受信される場合がある。 

VMSC(D)：ディジタル移動通信交換機

ACM

RBT

一斉呼出 

一斉呼出応答 
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２ 端末種別０A０CDEFGHJK NW1(D)移動機⇒NW2(D)移動機 番号計画

接続形態 

NO 

VMSC(D)～ GMSC ～GMSC  ～VMSC(D)

移動網 2 移動網 1 
VMSC(D) GMSC GMSC VMSC(D) MS(D) 

POI
◎ ａ） SETUP

(0A0CDEFGHJK) 
CALL PROC 

IAM 
IAM

輻輳,回線ビジー

ACM 
ACM *2

DISC *1

ガイダンス

REL 

REL COMP 
REL 

RLC 
REL

RLC

MS(D) 

（着側でガイダンスを流さない場合）*3

REL

RLC
REL 

RLC 
DISC

ＢＴ 

REL COMP 
REL 

ｂ） 
SETUP

(0A0CDEFGHJK) 
CALL PROC 

IAM 
IAM

欠 番

REL

RLC

REL 

RLC 
DISC*1

トーキ

REL 

REL COMP 

 
*1 網からガイダンスが提供される場合は PI（#8）。 

網からガイダンスが提供されない場合は PI なし。 
*2 着側網において ACM 送出後にガイダンスを流す場合は CPG を送出する。 
*3 ACM を返送しない場合もある。 



 

 - 567 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動網 2 移動網 1 

VMSC(D) GMSC GMSC VMSC(D) MS(D) MS(D) 

POI
◎ 

ｃ） 

ｄ） 

  *1 網からガイダンスが提供される場合は PI（#8）。 
     網からガイダンスが提供されない場合は PI なし。 
  *3 ACM を返送しない場合もある。 

SETUP 

(0A0CDEFGHJK) 
CALL PROC 

IAM
IAM

着側話中

REL

RLC
REL

RLC
DISC*1 

ＢＴ 

REL  

REL COMP 

  *1 網からガイダンスが提供される場合は PI（#8）。 
    網からガイダンスが提供されない場合は PI なし。 

SETUP 

(0A0CDEFGHJK) 
CALL PROC 

IAM IAM

輻輳,回線ビジー 

ACM
ACM 

IAM

ACM

DISC*1 
ガイダンス

REL 

REL COMP 
REL

RLC
REL

RLC
REL

RLC

（着側でガイダンスを流さない場合）*3 

REL

RLC
REL

RLC
REL

RLC
DISC*1 ＢＴ 

REL 

REL COMP 
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NO ３ 端末種別０A０CDEFGHJK NW1(D)移動機⇒NW2(D)移動機 番号計画

接続形態 VMSC(D)～ GMSC ～GMSC  ～VMSC(D)

移動網 2 移動網 1 

VMSC(D) GMSC GMSC VMSC(D) MS(D) MS(D) 

 
*1 リングタイムアウト時にガイダンス接続するのであれば CPG（#19：着ユーザ呼  
    出中、応答なし）を返送する。 
 
*2 CHG 信号については ACM 信号から REL 信号の間に送受信される場合がある。 

SETUP

(0A0CDEFGHJK) 
CALL PROC 

IAM 
IAM

ACM 

ACM

無応答

一斉呼出 

CPG 

CPG

POI
◎

IAM

ACM 

CPG
（#18：着ユーザ応答なし） 

DISC(PI#8) 
ガイダンス

REL 

REL COMP 

REL 

RLC 
REL

RLC
REL

RLC

リングタイムアウトの場合 

一斉呼出応答 

一斉呼出 

(CHG)

(CHG)*2
(CHG)

SETUP 

ALERT 

CPG 
CPG

CPG 
(PI#8 or なし) 

ALERT 

REL*1

RLC
REL

RLC
REL 

RLC 
DISC

REL

REL COMP 

T.O

無応答 
RBT 

 Ｃ
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3.2 基本呼接続でのＩＳＵＰ信号コーディング 

3.2.1 相互接続で使用するＩＳＵＰ信号 

基本呼接続に関する信号は以下のものを使用する。なお、各信号のシーケンスは 3.1 章を参照とする。 

 

・ＩＡＭ 

・ＡＣＭ 

・ＣＨＧ 

・ＣＰＧ 

・ＡＮＭ 

・ＲＥＬ 

・ＲＬＣ 

・ＳＵＳ 

・ＲＥＳ 

 

3.2.2 基本呼接続でのＩＳＵＰ信号コーディング 

 ここでは基本呼についてのコーディングを示す。付表 1-3 ～1-5/JJ-70.10 は、それぞれ 3.1 章の基本接続で

の信号シーケンスの、No.1～3 に対応している。 

 

注）表中における表記は以下の通り。 

 

 (1) 以下のコーディングはシーケンス上の順番に従っており、移動網間で送受される信号のみを示している。 

 

3.2.3 ローミング接続時のＩＳＵＰ信号コーディング 

 (1) 発移動網とホーム網の間のＩＳＵＰ信号コーディングは、 3.2.2 章に準ずる。 

 (2) ホーム網とローミング先網の間のＩＳＵＰ信号コーディングは、発網と移動網間のＩＳＵＰ信号コー

ディングに準ずる。 

 ＡＣＭ、ＣＰＧの課金情報遅延パラメータ（課金情報種別パラメータ、課金情報パラメータ）及びＡＣＭ、 

ＣＨＧの課金情報種別パラメータは、柔軟課金方式をとりうる場合に設定される。 

 但し、ローミング移動機への着信時にホーム網からローミング先網へ送出するＩＡＭの着番号パラメータ

のアドレス情報にはＲＯＮが設定されるため、ＦコードとしてディジットＤ、ディジットＥを使用する。Ａ

～Ｅ、Ｇ～Ｋコードとしてディジット０～９を使用する。 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(1/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

接続特性表示  

 衛星回線表示 00 接続において衛星回線なし  

 導通試験表示 00 導通試験不要  

 エコー制御装置表示 0 出回線エコー制御装置挿入せず 現時点ではエコーキャンセラ制御にエコー制御装置表示を使用せ

ず、固定的に”0”を設定する。 

順方向呼表示  

 国内／国際呼表示 0 国内呼として処理される呼  

 エンド・エンド法表示 00 エンド・エンド法利用不可（リンクバイリ

ンク法のみ利用可） 

 

 相互接続表示 0 相互接続表示なし  

 エンド・エンド情報表示 0 エンド・エンド情報利用できない  

 ISUP1 リンク表示 1 ISUP1 リンクである  

 ISUP1 リンク希望表示 10 ISUP1 リンクを希望し必須である  

 ISDN アクセス表示 1 発側のユーザ網インタフェースが ISDN  

 SCCP 法表示 00 表示なし  

発ユーザ種別 00001010

00001011

一般発ユーザ 

優先発ユーザ 

 

ＩＡＭ 

通信路要求表示 00000010 64kbit/s 非制限 SETUP 信号内の「伝達能力」情報要素の「情報伝達能力」が“音声”

の場合でも、コーディック制御のために 64kbit/s 非制限を設定 

 

 

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(2/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

着番号  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 番号種別表示 0000011 国内番号  

 網内番号表示 0 網内へのルーチング可  

 番号計画表示 001 ISDN 番号計画  

 アドレス情報 0000

～

1001

1101

1110

ディジット０ 

  ～ 

ディジット９ 

コード 13（ディジットＤ） 

コード 14（ディジットＥ） 

コード１３、コード１４はローミングを識別する場合にのみ用いられ

る。 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

発番号  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 番号種別表示 0000011 国内番号  

 発番号不完全表示 0 完全  

 番号計画表示 001 ISDN 番号計画  

 表示識別 00

01

表示可 

表示不可 

ユーザが設定したものをそのまま設定する。 

ＩＡＭ 

 網検証識別 01 ユーザ投入、網検証あり、成功 発番号は移動機発信時、移動機から受信され、網により検証されるた

め”01”を設定する。 

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(3/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 アドレス情報 0000

～

1001

ディジット０ 

  ～ 

ディジット９ 

Ａ０ＣＤＥＦＧＨＪＫの形式の番号を設定する。 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

アクセス転送 ベースドキュメントどおり Setup の「高位レイヤ整合性」「経過識別子」「発サブアドレス」「着

サブアドレス」を「情報要素識別子」、「情報長」を含めてマッピン

グ 

ユーザサービス情報 ユーザサービス情報は setup の「伝達機能」情報要素からマッピング

する 

 拡張表示 0

1

オクテットが次のオクテットへ続く 

最後のオクテット 

 

 コーディング標準 11 インタフェースの網側での網特有標準 ユーザ・インタフェースにおいて移動網特有の標準(RCR)を用いる。 

 情報伝達能力 00000

10111

音声 

音声＋データ 

 

 情報伝達モード 00 回線交換  

 情報伝達速度 00111

01000

回線交換 11.2kbit/s 

回線交換 5.6kbit/s 

 

 

 構造 001

010

50Hz 構造保存 

25Hz 構造保存 

 

 通信形態 00 ポイント・ポイント  

 呼設定法 00 即時接続  

 対称性 00 両方向対称  

ＩＡＭ 

 レイヤ識別 01 ユーザ情報レイヤ１プロトコル  

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(4/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 ユーザ情報レイヤ１プロトコル 00010

01010

01011

勧告 G.711 μ-law 音声 

VSELP 音声 

PSI-CELP 音声 

コーディックを通して通信を行う場合は”μ-law 音声”を設定する。フ

ルレートコーディックスルーで通信を行う場合は”VSELP 音声”を設

定する。ハーフレートコーディックスルーで通信を行う場合

は”PSI-CELP 音声”を設定する。 

00001 RCR 標準規格速度整合が設定されたときのみレイヤ１速度適

応が設定されるが、本仕様上は 00001 が設定されることはない。 

汎用番号  

 番号情報識別子 00000110

00000111

付加発番号 

付加第一着番号 

 

 奇数／偶数表示 

 番号種別表示 

 番号不完全表示 

 番号計画表示 

 表示識別 

 網検証識別 

 アドレス情報 

 フィラー 

ベースドキュメントどおり  

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 発信地域 

ＩＡＭ 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(5/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

移動通信用呼番号  

 ＩＩＣＲ 

 ＳＣＲ 

 信号局コード 

ＩＣＲ＝ＩＩＣＲ＋信号局コード 

ＩＣＲおよびＳＣＲは割り当てられた識

別コードを２進数で表現したコード 

網間でコーディック制御を行うためにＩＡＭとＡＣＭでＩＩＣＲと

信号局コードを送出する。 

付加ユーザ種別  

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり  

ＩＡＭ 

発信者番号非通知理由 0000001

0000010

0000011

ユーザ拒否のため通知不可 

サービス競合のため通知不可 

公衆電話発信のため通知不可 

本パラメータに発番号パラメータが設定されないあるいは通知不可

となっている場合のみ使用する。 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(6/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

事業者情報転送   

 経由情報転送表示 ベースドキュメントどおり 経由情報の転送の要否、転送方向を指示する情報として、順方向に end

～end で常に転送する情報とする。 

 事業者情報名 11111010

11111011

11111101

11111110

ＳＣＰ事業者情報 

発事業者情報 

選択中継事業者情報 

経由事業者情報 

 

 事業者情報長 ベースドキュメントどおり 事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード、ＰＯＩ－料金区域

情報、ＰＯＩ－階梯情報以外のフィールドが設定された場合拡張性を

考慮し、すべての情報を含んだ長さとする。 

 事業者情報名が発事業者情報の場合 発事業者情報は、発事業者が常に設定し end～end で転送する情報とす

る。 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

事業者識別コード 

 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

ＩＡＭ 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(7/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 事業者情報名が選択中継事業者情報／経由事業者情報の場合 選択中継事業者情報は、中継網が設定された場合には順方向の転送を

必須とする。経由事業者情報は、経由情報転送表示が”01”または”11”

の時、経由事業者が設定する。経由事業者情報は複数設定されること

がある。 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111101

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

ＰＯＩ－料金区域情報 

事業者識別コード 

 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－料金区域情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  ＰＯＩ－料金区域情報 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

ＩＡＭ 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(8/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 事業者情報名がＳＣＰ事業者情報の場合 ＳＣＰ事業者情報は必要時に、ＳＣＰ事業者が設定する。 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

ＩＡＭ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

＠

Ｃ 
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付表 1-3/JJ-70.10(9/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

逆方向呼表示  

 課金表示 00

01

10

表示なし 

非課金 

課金 

 

 着ユーザ状態表示 00

01

表示なし 

加入者空き 

 

 着ユーザ種別表示 01 一般ユーザ  

 エンド・エンド法表示 00 エンド・エンド法利用不可（リンクバイリ

ンク法のみ利用可） 

国内すべて 

 相互接続表示 0 相互接続なし  

 エンド・エンド情報表示（国内用） 0 エンド・エンド情報利用不可  

 ISUP1 リンク表示 1 ISUP1 リンクである  

 保留表示（国内用） 0 保留必要なし  

 ISDN アクセス表示 1 着側のユーザ網インタフェースが ISDN  

 エコー制御装置表示 0 入回線エコー制御装置挿入なし 現時点ではエコーキャンセラ制御にエコー制御装置表示を使用せず

固定的に 0 を設定する。 

ＡＣＭ 

 SCCP 法表示 00 表示なし  

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(10/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

移動通信用呼番号  

 ＩＩＣＲ 

 ＳＣＲ 

 信号局コード 

ＩＣＲ＝ＩＩＣＲ＋信号局コード 

ＩＣＲおよびＳＣＲは割り当てられた識

別コードを２進数で表現したコード 

網間でコーディック制御を行うためにＩＡＭとＡＣＭでＩＩＣＲと

信号局コードを送出する。 

課金情報遅延 11111101

11111110

課金レート転送 

着信地域情報 

本パラメータはＡＣＭで課金情報が転送できずかつ後続のＣＨＧで

課金情報を転送する場合にその旨を通知する。 

事業者情報転送   

 経由情報転送表示 00 転送なし  

 事業者情報名 11111010

11111100

11111110

ＳＣＰ事業者情報 

着事業者情報 

経由事業者情報 

 

 事業者情報長 ベースドキュメントどおり 事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード、ＰＯＩ－料金区域

情報、ＰＯＩ－階梯情報以外のフィールドが設定された場合拡張性を

考慮し、すべての情報を含んだ長さとする。 

 事業者情報名が着事業者情報の場合 着事業者情報は、着事業者が常に設定し end～end で転送する情報とす

る。 

ＡＣＭ 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

事業者識別コード 

 

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(11/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名が選択中継事業者情報／経由事業者情報の場合 選択中継事業者情報および経由事業者情報は、経由情報転送表示

が”10”または”11”の時、経由事業者が設定する。経由事業者情報は複

数設定されることがある。 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－料金区域情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

ＡＣＭ 

  ＰＯＩ－料金区域情報 

ベースドキュメントどおり  

 

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(12/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名がＳＣＰ事業者情報の場合 ＳＣＰ事業者情報は必要時に、ＳＣＰ事業者が設定する。 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 着信地域 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

付加ユーザ種別  

ＡＣＭ 

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

＠

Ｃ 
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付表 1-3/JJ-70.10(13/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり 網毎に規定される 

ＡＣＭ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(14/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

課金情報種別 11111110 課金レート転送  

課金情報  ベースドキュメントどおり  

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 着信地域 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

付加ユーザ種別  

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

ＣＨＧ 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(15/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり 網毎に規定される ＣＨＧ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(16/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

イベント情報  

 イベント表示 0000001

0000010

呼出中 

経過表示 

 

 イベント提示制限表示（国内用） 0 表示なし  

アクセス転送 複数の Q.931 情報要素を含む Alert,prog の「高位レイヤ整合性」「経過識別子」を「情報要素識別子」

「情報長」を含めてマッピング 

課金情報種別 11111110 課金レート転送  

課金情報  ベースドキュメントどおり  

課金情報遅延 11111101

11111110

課金レート転送 

着信地域情報 

本パラメータはＣＰＧで課金情報が転送できずかつ後続のＣＨＧで課

金情報を転送する場合にその旨を通知する。 

事業者情報転送   

 経由情報転送表示 00 転送なし  

 事業者情報名 11111010

11111100

11111110

ＳＣＰ事業者情報 

着事業者情報 

経由事業者情報 

 

ＣＰＧ 

 事業者情報長 ベースドキュメントどおり 事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード、ＰＯＩ－料金区域情

報、ＰＯＩ－階梯情報以外のフィールドが設定された場合拡張性を考慮

し、すべての情報を含んだ長さとする。 

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(17/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 事業者情報名が着事業者情報の場合 着事業者情報は、着事業者が常に設定し end～end で転送する情報とす

る。 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

事業者識別コード 

 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名が選択中継事業者情報／経由事業者情報の場合 選択中継事業者情報および経由事業者情報は、経由情報転送表示

が”10”または”11”の時、経由事業者が設定する。経由事業者情報は複数

設定されることがある。 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

ＣＰＧ 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(18/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－料金区域情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  ＰＯＩ－料金区域情報 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名がＳＣＰ事業者情報の場合 ＳＣＰ事業者情報は必要時に、ＳＣＰ事業者が設定する。 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 着信地域 

ＣＰＧ 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

＠

Ｃ 
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付表 1-3/JJ-70.10(19/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

付加ユーザ種別  

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり 網毎に規定される 

ＣＰＧ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

 

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(20/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

逆方向呼表示  

 課金表示 01

10

非課金 

課金 

 

 着ユーザ状態表示 01 加入者空  

 着ユーザ種別表示 01 一般ユーザ  

 エンド・エンド法表示 00 エンド・エンド法利用不可（リンクバイリ

ンク法のみ利用可） 

 

 相互接続表示 0 相互接続なし  

 エンド・エンド情報表示（国内用） 0 エンド・エンド情報利用不可  

 ISUP1 リンク表示 1 ISUP1 リンクである  

 保留表示（国内用） 0 保留必要なし  

 ISDN アクセス表示 1 着側のユーザ網インタフェースが ISDN  

 エコー制御装置表示 0 入回線エコー制御装置挿入なし  

 SCCP 法表示 00 表示なし  

アクセス転送 複数の Q.931 情報要素を含む conn の「高位レイヤ整合性」「経過識別子」を「情報要素識別子」「情

報長」を含めてマッピング 

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 着信地域 

ＡＮＭ 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

＠
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付表 1-3/JJ-70.10(21/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

付加ユーザ種別  

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり  

ＡＮＭ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

 

＠ 
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付表 1-3/JJ-70.10(22/22) ディジタル移動機発－ディジタル移動機着接続におけるＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

理由表示  

 拡張 ベースドキュメントどおり  

 コーディング標準 00 ＩＴＵ－Ｔ標準  

 生成源 0000

0011

0100

ユーザ 

中継網 

リモートユーザ収容の公衆網（相手側） 

 

 理由種別 #16:正常切断  

アクセス転送 複数の Q.931 情報要素を含む disc の「高位レイヤ整合性」「経過識別子」を「情報要素識別子」「情

報長」を含めてマッピング 

ＲＥＬ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

ＲＬＣ   ヘッダのみを送出する。 

ＳＵＳ 中断／再開表示 ベースドキュメントどおり 固定網との間で着信転送を行う場合に、固定網からの SUS が中継され

る場合がある。 

ＲＥＳ 中断／再開表示 ベースドキュメントどおり 固定網との間で着信転送を行う場合に、固定網からの RES が中継され

る場合がある。 

 

＠
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付表 1-4/JJ-70.10(1/8) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（輻輳、回線ビジー、着側話中、欠番） 

 

信号種別 参照 対応するシーケンスＮｏ 

ＩＡＭ 付表 1-3/JJ-70.10 ２ 

 

付表 1-4/JJ-70.10(2/8) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（輻輳、回線ビジー） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

逆方向呼表示  

 課金表示 00 表示なし  

 着ユーザ状態表示 00 表示なし  

 着ユーザ種別表示 00 表示なし  

 エンド・エンド法表示 00 エンド・エンド法利用不可（リンクバイリ

ンク法のみ利用可） 

 

 相互接続表示 0 相互接続なし  

 エンド・エンド情報表示（国内用） 0 エンド・エンド情報利用不可  

 ISUP1 リンク表示 1 ISUP1 リンクである  

 保留表示（国内用） 0 保留必要なし  

 ISDN アクセス表示 0 着側のユーザ網インタフェースが非 ISDN  

 エコー制御装置表示 0 入回線エコー制御装置挿入なし 現時点ではエコーキャンセラ制御にエコー制御装置表示を使用せず

固定的に’0’を設定する。 

ＡＣＭ 

輻輳 

 

回線 

ビジー 

ａ） 

ｄ） 

 SCCP 法表示 00 表示なし  

＠

＠
Ｃ
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付表 1-4/JJ-70.10(3/8) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（輻輳、回線ビジー） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

オプション逆方向呼表示  

 インバンド情報表示 1 インバンド情報又は適当なパターンが利

用可能 

呼設定中に不完了になった場合に設定される 

 着信転送可能性表示 0 固定的に”0”を設定する。  

 簡易分割表示 0 固定的に”0”を設定する。  

理由表示  

 拡張 ベースドキュメントどおり  

 コーディング標準 00 ＩＴＵ－Ｔ標準  

 生成源 0011

0100

中継網 

リモートユーザ収容の公衆網（相手側） 

 

 理由種別 #34:利用可回線／チャネルなし 

#38:網障害 

#41:一時的障害 

#42:交換機輻輳 

 

事業者情報転送   

 経由情報転送表示 00 転送なし  

ＡＣＭ 

 事業者情報名 11111010

11111100

11111110

ＳＣＰ事業者情報 

着事業者情報 

経由事業者情報 

着事業者情報は、着事業者が常に設定し、end～end で常に転送する情

報とする。 

 

＠
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付表 1-4/JJ-70.10(4/8) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（輻輳、回線ビジー） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 事業者情報長 ベースドキュメントどおり 事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード、ＰＯＩ－料金区域

情報、ＰＯＩ－階梯情報以外のフィールドが設定された場合拡張性を

考慮し、すべての情報を含んだ長さとする。 

 事業者情報名が着事業者情報の場合 着事業者情報は、着事業者が常に設定し end～end で転送する情報とす

る。 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

事業者識別コード 

 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名が選択中継事業者情報／経由事業者情報の場合 選択中継事業者情報および経由事業者情報は、経由情報転送表示

が”10”または”11”の時、経由事業者が設定する。経由事業者情報は複

数設定されることがある。 

ＡＣＭ 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111101

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

ＰＯＩ－料金区域情報 

事業者識別コード 

 

 

＠
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付表 1-4/JJ-70.10(5/8) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（輻輳、回線ビジー） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－料金区域情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  ＰＯＩ－料金区域情報 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名がＳＣＰ事業者情報の場合 ＳＣＰ事業者情報は必要時に、ＳＣＰ事業者が設定する。 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

ＡＣＭ 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

 

＠

Ｃ 
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付表 1-4/JJ-70.10(6/8) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（輻輳、回線ビジー） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 着信地域 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

付加ユーザ種別  

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり  

ＡＣＭ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

 

＠
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付表 1-4/JJ-70.10(7/8) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（着側話中、欠番） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

理由表示  

 拡張 ベースドキュメントどおり  

 コーディング標準 00 ＩＴＵ－Ｔ標準  

 生成源 0011

0100

中継網 

リモートユーザ収容の公衆網（相手側） 

 

 理由種別 #1: 欠番 

#17:着ユーザビジー 

欠番 

話中 

アクセス転送 複数の Q.931 情報要素を含む disc の「高位レイヤ整合性」「経過識別子」を「情報要素識別子」「情

報長」を含めてマッピング 

ＲＥＬ 

着側話中 

欠番 

 ｂ） 

ｃ） 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

 

 

付表 1-4/JJ-70.10(8/8) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（輻輳、回線ビジー） 

 

信号種別 参照 対応するシーケンスＮｏ 

ＲＥＬ ａ，ｄ） 付表 1-3/JJ-70.10 ２ ａ，ｄ） 

ＲＬＣ 付表 1-3/JJ-70.10 ２ 

 

＠

＠
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付表 1-5/JJ-70.10(1/7) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（着ユーザ無応答） 

 

信号種別 参照 対応するシーケンスＮｏ 

ＩＡＭ 付表 1-3/JJ-70.10 

ＡＣＭ 付表 1-3/JJ-70.10 

ＣＨＧ 付表 1-3/JJ-70.10 

３ 

 

＠
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付表 1-5/JJ-70.10(2/7) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（着ユーザ無応答） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

イベント情報  

 イベント表示 0000011 インバンド情報又は適当なパターンが利用

可能 

 

 イベント提示制限表示（国内用） 0 表示なし  

オプション逆方向呼表示  

 インバンド情報表示 1 インバンド情報又は適当なパターンが利用

可能 

ＡＣＭ返送後に不完了になった場合に設定される 

 着信転送可能性表示 0 表示なし  

 簡易分割表示 0 付加情報が送出されない  

理由表示  

 拡張 ベースドキュメントどおり 理由表示はＡＣＭ返送後に不完了になった場合に設定される。 

 コーディング標準 00 ＩＴＵ－Ｔ標準  

 生成源 0011

0100

中継網 

リモートユーザ収容の公衆網（相手側） 

 

 理由種別 #18:着ユーザ応答なし 

#19:着ユーザ呼出し中、応答なし 

無応答 

リングタイムアウト 

アクセス転送 ベースドキュメントどおり ALERT、PROG の「高位レイヤ整合性」「経過識別子」を「情報要

素識別子」「情報長」を含めてマッピング 

課金情報種別 11111110 課金レート転送  

ＣＰＧ 

課金情報  ベースドキュメントどおり  

 

 

＠
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付表 1-5/JJ-70.10(3/7) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（着ユーザ無応答） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

課金情報遅延 11111101

11111110

課金レート転送 

着信地域情報 

本パラメータはＣＰＧで課金情報が転送できずかつ後続のＣＨＧで課

金情報を転送する場合にその旨を通知する。 

事業者情報転送   

 経由情報転送表示 00 転送なし 逆方向に転送する場合、経由情報転送表示は意味を持たない。この場

合、"00"を設定する。 

 事業者情報名 11111010

11111100

11111110

ＳＣＰ事業者情報 

着事業者情報 

経由事業者情報 

 

 事業者情報長 ベースドキュメントどおり 事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード、ＰＯＩ－料金区域

情報、ＰＯＩ－階梯情報以外のフィールドが設定された場合拡張性を

考慮し、すべての情報を含んだ長さとする。 

 事業者情報名が着事業者情報の場合 着事業者情報は、着事業者が常に設定し end～end で転送する情報とす

る。 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

事業者識別コード 

 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

ＣＰＧ 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

 

 

 

＠



 

 - 601 - ＪＪ－７０．１０ 

 

付表 1-5/JJ-70.10(4/7) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（着ユーザ無応答） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名が選択中継事業者情報／経由事業者情報の場合 選択中継事業者情報および経由事業者情報は、経由情報転送表示が”10”

または”11”の時、経由事業者が設定する。経由事業者情報は複数設定さ

れることがある。 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－料金区域情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  ＰＯＩ－料金区域情報 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

ＣＰＧ 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 

＠
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付表 1-5/JJ-70.10(5/7) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（着ユーザ無応答） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 事業者情報名がＳＣＰ事業者情報の場合 ＳＣＰ事業者情報は必要時に、ＳＣＰ事業者が設定する。 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 着信地域 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

付加ユーザ種別  

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

ＣＰＧ 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

 

 

＠

Ｃ 
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付表 1-5/JJ-70.10(6/7) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（着ユーザ無応答） 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり 網毎に規定される 

ＣＰＧ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

 

 

付表 1-5JJ-70.10(7/7) ディジタル移動機発・ディジタル移動機着信、準正常時のＩＳＵＰ信号コーディング（着ユーザ無応答） 

 

信号種別 参照 対応するシーケンスＮｏ 

ＲＥＬ 付表 1-3/JJ-70.10 

ＲＬＣ 付表 1-3/JJ-70.10 
３ 

 

＠

＠
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3.3 準正常処理 

3.3.1 ガイダンス接続 

 着側網での準正常状態発生時、必要なガイダンスは原則として着側網より流す。 

 着側網がガイダンスを発側へ流す際には、事前にＡＣＭ（ＡＣＭ送出済の場合はＣＰＧ）を発側へ送出す

る必要がある。ＡＣＭを送出する場合はオプション逆方向呼表示中のインバンド情報表示を”1:インバンド

情報または適当なパターン利用可”とし、理由表示を設定する。またＣＰＧを送出する場合はイベント情報

中のイベント表示を”3:インバンド情報または適当なパターン利用可”とし、理由表示を設定する。 

 

 例外的に「欠番」ガイダンスは既に各網に普及しているため、回線の有効利用を考慮し、着側が欠番を検

知した時点でＲＥＬ（＃１）を返送し、ＲＥＬの理由種別により発側で「欠番」ガイダンス接続とする。 

 

3.3.2 理由表示の生成源 

 理由表示の生成源の設定は付表 1-6/JJ-70.10 の通りとする。”ユーザ収容の公衆網（自分側）”が設定さ

れている信号を他網へ送出する時は”ユーザ収容の公衆網（相手側）”に変換して送出する。 

 

付表 1-6/JJ-70.10 理由表示の生成源 

理由表示設定場所 網内送出信号の理由表示生成源 他網送出信号の理由表示生成源 

ユーザ ユーザ ユーザ 

ＭＳＣ ユーザ収容の公衆網（自分側） ユーザ収容の公衆網（相手側） 

中継網ＭＳＣ 中継網 中継網 

 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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3.4 網間試験での信号シーケンス 

3.4.1 手動接続試験 

手動接続試験の信号シーケンスを付図 1-10/JJ-70.10 に示す。 

 (1) 強制切断なし（０Ａ０ＣＤＥ＋１２１） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 1-10/JJ-70.10 (1/2)   手動試験シーケンス 

 

（            ）

BLO

BLA

IAM

ACM

RBT

ANM

DT

REL

RLC

UBL

UBA

GMSC(A 網)

（             ）

（注）

（注）

約 6 秒

同時

GMSC(B 網)

（             ）

（             ）

＠

＠
＠

＠

＠
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 (2) 強制切断あり（０Ａ０ＣＤＥ＋１２５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 1-10/JJ-70.10 (2/2)   手動試験シーケンス 

 

 

（注）・ＧＭＳＣ起動の網間にわたる試験におけるＢＬＯの送出については、事業者個別とする。 

・移動機あるいはＶＭＳＣ起動の網間にわたる試験の場合にはＢＬＯを送出しない。 

・着側閉塞の場合には、発側からの試験は不可とする。 

 

各メッセージのパラメータ仕様については、次項 3.5 を参照すること。 

 

BLO 

BLA 

IAM 

ACM 

RBT 

ANM 

DT 

REL 

RLC 

UBL 

UBA 

GMSC(A 網)

（            ） 

（注）

（注）

約 6 秒

同時

GMSC(B 網)

（            ） 

（            ） 

（            ） 

SUS 

タイム 
アウト 

〔パターン１〕 

発信網側で強制切断タイマを持つ。

BLO

BLA

IAM

ACM

RBT

ANM

DT

REL

RLC

UBL

UBA

GMSC(A 網)

（            ） 

（注） 

（注） 

約 6 秒

同時 

GMSC(B 網)

（            ） 

（            ） 

（           ） 

SUS

タイム 
アウト 

約 10 秒 

〔パターン２〕 

着信網側で強制切断タイマを持つ。 

＠

＠

＠

＠

＠

＠



 

 - 607 - ＪＪ－７０．１０ 

3.4.2 回線自動試験 

 回線自動試験の信号シーケンスを付図 1-11/JJ-70.10 に示す。 

 

  （０Ａ０ＣＤＥ＋１２２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 1-11/JJ-70.10    回線自動試験シーケンス 

 

各メッセージのパラメータ仕様については、3.5 章を参照すること。 

 

（注）・回線自動接続試験は、隣接交換局間でのみ行う。網間でのＢＬＯ、ＢＬＡ、ＵＢＬ、ＵＢＡは必須。 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

BLO 

BLA 

IAM 

ACM 

ANM 

DT 

REL 

RLC 

UBL 

UBA 

GMSC(A 網)

５００ｍｓ

同時

GMSC(B 網)

SUS 

タイム 
アウト 

〔パターン１〕 

発信網側で強制切断タイマを持つ。

３秒

BLO

BLA

IAM

ACM

ANM

DT

REL

RLC

UBL

UBA

GMSC(A 網)

同時 

GMSC(B 網)

SUS

タイム
アウト

３秒

〔パターン２〕 

着信網側で強制切断タイマを持つ。 

５００ｍｓ
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3.4.3 回線開通試験 

 回線開通時に交換機間で、回線名, 回線番号及び通話の良否を相互に確認する。 

 

3.4.4 ＳＣＣＰ中継試験 

 ＭＳＣにおいて、ＳＣＣＰ中継機能に使用するアドレス翻訳データの確認を実施することにより、回線非

対応信号のルーチングの正常性を確認する。 

 ＳＣＣＰ中継試験シーケンスを付図1-12/JJ-70.10 に示す。なお、付図1-12/JJ-70.10のＳＣＣＰ中継試験シー

ケンスに基づいたＳＣＣＰ中継試験手順を以下に示す。 

 

〔ＳＣＣＰ中継試験手順〕 

 (1) 試験起動局（ＧＭＳＣ１）にて、ＧＴ情報をキー情報として、ＳＣＣＰ試験を起動する。 

 (2) 試験起動局（ＧＭＳＣ１）では、ＧＴ情報をＳＣＣＰ中継時に使用するテーブルにて展開し、ＳＣＣＰ

中継により接続される相手局のＤＰＣを求める。 

 (3) 試験起動局（ＧＭＳＣ１）では、(2)で求めたＤＰＣをアドレス翻訳試験要求メッセージのＭＴＰアドレ

ス及びＳＣＣＰアドレス（但し、ＳＣＣＰアドレスにおいてはＧＴではなく、信号局コードとしてアド

レス設定を行う。）に設定し、試験起動時のＧＴ情報をアドレス翻訳試験要求メッセージ中のＧＴ翻訳

種別・ＧＴアドレス情報パラメータとして設定し、アドレス翻訳試験要求メッセージを送出する。 

 (4) 相手局（ＧＭＳＣ２）では、アドレス翻訳試験要求メッセージを受信すると、設定パラメータ中のＧＴ

翻訳種別・ＧＴアドレス情報が自局で許容されているかの判定を行う。 

 (5)  (4)の判定で許容されているＧＴ情報であれば、正常な試験結果としてアドレス翻訳試験応答メッセー

ジを返送する。非許容なＧＴ情報であれば、異常な試験結果としてエラー応答メッセージを返送する。 

 (6) 相手局（ＧＭＳＣ２）では、試験結果をアドレス試験応答メッセージ、エラー応答メッセージの何れを

返送するときにも、パラメータとして自局ＰＣと自網ＮＣを設定する。 

 (7) 試験起動局（ＧＭＳＣ１）では、アドレス翻訳試験応答メッセージ、エラー応答メッセージのどちらの

メッセージを受信したかで試験結果を判断する。 

 

 信号フォーマットについては、JJ-70.10 4 章のＭＡＰオペレーション、パラメータ、アプリケーションエラー

定義を参照のこと。 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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 〔ＳＣＣＰ中継試験シーケンス〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）＊本パラメータには、ＧＭＳＣ２の網番号（ＮＣ）と信号局コード（ＰＣ）が設定される。 

 

付図 1-12/JJ-70.10     ＳＣＣＰ中継試験シーケンス 

 

 

3.4.5 共通線試験 

  試験対象は、ＭＴＰのレベル１～３であり、ＳＲＴ（信号ルーチング試験信号：Signal Routing Test) とＳ

ＲＡ（信号ルーチング確認信号：Signal Routing test Acknowledgement) の交換により、ＭＴＰレベルでの信号

メッセージの送受信の確認を行う。 

 シーケンスと信号フォーマットを付図 1-13/JJ-70.10 に示す。 

アドレス翻訳試験要求(GT 翻訳種別、GT アドレス情報)

(A 網) 
GMSC1 

(B 網)
GMSC2 

試験結果判定 
OK NG 

アドレス翻訳試験応答(NC,PC)＊

試 験 結 果

試 験 起 動

エラー応答(NC,PC)＊

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠ Ｃ
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・ＳＲＴがＧＭＳＣ（Ｂ網）に正常に届かなかった場合。 

・ＳＲＴ中のＰＣがＧＭＳＣ（Ｂ網）のＰＣと異なっていた場合。 

（この場合は、信号破棄。） 

 

 

 ＳＲＴ 

 

ルーチングラベル ＳＩＯ 
 
 
 
 
Ｆ 
 
 

(8) 
 

 
 
 
 

CK 
 
 

(16) 
 

 
 
 
 

7711 
 
 

(16) 
 

 
 
 
 
 
 
 

(8) 
 

 
 
 
 
２ 
 
 

(4) 
 

 
H０ 

 
 
３ 
 
 

(4) 
 

 
 
 
 
 

(12) 
 

 
Ｓ
Ｌ
Ｃ
 

(3)
 

 
Ａ
／
Ｂ
 

(1)
 

 
 

ＯＰＣ
 
 

(16) 
 

 
 

ＤＰＣ
 
 

(16) 
 

 
Ｓ
Ｓ
Ｆ
 

(4)
 

 
Ｓ 
Ｉ 
 
 

(4) 
 

 
 
 

PRI,LI,FIB, 
 

FSN,BIB,BSN 
 

(24) 
 

Ｆ

(8)

 

 ＳＲＡ 

 

ルーチングラベル ＳＩＯ 
 
 
 
 
Ｆ 
 
 

(8) 
 

 
 
 
 

CK 
 
 

(16) 
 

 
 
 
 

7711 
 
 

(16) 
 

 
 
 
 
 
 
 

(8) 
 

 
H１ 

 
 
８ 
 
 

(4) 
 

 
H０ 

 
 
４ 
 
 

(4) 
 

 
 
 
 

(12) 

Ｓ
Ｌ
Ｃ
 

(3)

Ａ
／
Ｂ
 

(1)

 
ＯＰＣ

 
 

(16) 

 
ＤＰＣ

 
 

(16) 

Ｓ
Ｓ
Ｆ
 

(4)

 
Ｓ 
Ｉ 
 
 

(4) 
 

 
 
 

PRI,LI,FIB, 
 

FSN,BIB,BSN 
 

(24) 
 

Ｆ

(8)

 

付図 1-13/JJ-70.10    共通線試験シーケンスと信号フォーマット 

パターン長

=0 =1 

=0 =1 

ＳＲＴ

ＳＲＡ

ＳＲＴ

ＧＭＳＣ（Ａ網） ＧＭＳＣ（Ｂ網）

ＧＭＳＣ（Ａ網） ＧＭＳＣ（Ｂ網）

正常時 

異常時 

＠
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3.5 網間試験でのＩＳＵＰ信号コーディング 

移動通信網間における試験時に使用するＩＳＵＰ信号のコーディングを付表 1-7/JJ-70.10 に示す。 

 

＠

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(1/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

接続特性表示  

 衛星回線表示 00 接続において衛星回線なし  

 導通試験表示 00 導通試験不要  

 エコー制御装置表示 0 出回線エコー制御装置挿入せず エコーキャンセラ制御にエコー制御装置表示を使用せず、固定的に”0”

を設定する。 

順方向呼表示  

 国内／国際呼表示 0 国内呼として処理される呼  

 エンド・エンド法表示 00 エンド・エンド法利用不可（リンクバイリ

ンク法のみ利用可） 

 

 相互接続表示 ベースドキュメントどおり 途中でＩＳＵＰ以外の信号方式が使用された場合に” 1”を設定 

 エンド・エンド情報表示 0 エンド・エンド情報利用できない  

 ISUP1 リンク表示 ベースドキュメントどおり 途中でＩＳＵＰ以外の信号方式が使用された場合に” 0”を設定 

 ISUP1 リンク希望表示 00 ISUP1 リンクを希望するが必須でない  

 ISDN アクセス表示 ベースドキュメントどおり  

 SCCP 法表示 00 表示なし  

発ユーザ種別 00001010

00001101

一般発ユーザ 

試験呼 

一般端末から発呼した場合 

コマンドによって起動された場合 

ＩＡＭ 

通信路要求表示 00000010

00000011

64kbit/s 非制限 

3.1KHz オーディオ 

移動機から起動された場合には、SETUP 信号内の「伝達機能」情報要

素の「情報伝達能力」をのせかえる。（64kbit/s 非制限 or3.1kHz オー

ディオ)コマンドによって起動された場合、3.1kHz オーディオを設定

する。 

 

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(2/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

着番号  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 番号種別表示 0000011 国内番号  

 網内番号表示 0 網内へのルーチング可  

 番号計画表示 0001 ISDN 番号計画  

 アドレス情報 0000

～

1001

1101

1110

ディジット０ 

  ～ 

ディジット９ 

コード 13（ディジットＤ） 

コード 14（ディジットＥ） 

移動機からあるいはコマンドで投入された着番号を設定する（Ａ～

Ｋ） 

   A0CDE+121 

   A0CDE+125 

   A0CDE+122 

コード１３、コード１４はローミングを識別する場合にのみ用いられ

る。 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

発番号  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 番号種別表示 0000011 国内番号  

 発番号不完全表示 0 完全  

 番号計画表示 001 ISDN 番号計画  

 表示識別 00

01

表示可 

表示不可 

移動機発信時はユーザが設定したものをそのまま設定する。コマンド

入力の場合は 01 を設定する 

ＩＡＭ 

 網検証識別 01

11

ユーザ投入、網検証あり、成功 

網投入 

ディジタル 移動機発信時、01 を設定する。コマンド入力の場合 11 を設

定する。 

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(3/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 アドレス情報 0000

～

1001

ディジット０ 

  ～ 

ディジット９ 

移動機発信時は、Ａ０＋ＣＤＥＦＧＨＪＫの形式の番号を設定する。 

但し、コマンド入力の場合、Ａ０＋ＣＤＥ＋試験用番号（固定設定）

を設定する。 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

アクセス転送 ベースドキュメントどおり ディジタル移動機発の場合のみ設定される。コマンド入力の場合設定

されない。setup の「高位レイヤ整合性」「経過識別子」「サブアド

レス」をマッピング 

ユーザサービス情報 ディジタル移動機発の場合のみ設定される。コマンド入力の場合設定さ

れない。setup の「伝達機能」情報要素からマッピングする。 

 拡張表示 0

1

オクテットが次のオクテットへ続く 

最後のオクテット 

 

 コーディング標準 11 インタフェースの網側での網特有標準 ユーザ・インタフェースにおける移動網特有の標準(RCR)を用いる。 

 情報伝達能力 00000

10111

音声 

音声＋データ 

 

 情報伝達モード 00 回線交換  

 情報伝達速度 00111

01000

回線交換 11.2kbit/s 

回線交換 5.6kbit/s 

 

 構造 001

010

50Hz 構造保存 

25Hz 構造保存 

 

 通信形態 00 ポイント・ポイント  

ＩＡＭ 

 呼設定法 00 即時接続  

 

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(4/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 対称性 00 両方向対称  

 レイヤ識別 01 ユーザ情報レイヤ１プロトコル  

 ユーザ情報レイヤ１プロトコル 00010

01010

01011

勧告 G.711 μ-law 音声 

VSELP 音声 

PSI-CELP 音声 

0001 RCR 標準規格速度整合が設定されたときのみレイヤ１速度適応

が設定されるが、本仕様上は 0001 が設定されることない。 

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 発信地域 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

移動通信用呼番号  

 ＩＩＣＲ 

 ＳＣＲ 

 信号局コード 

ＩＣＲ＝ＩＩＣＲ＋信号局コード 

ＩＣＲおよびＳＣＲは割り当てられた識

別コードを２進数で表現したコード 

ディジタル移動機発信の場合のみ設定される。コマンド入力の場合設定

されない 

付加ユーザ種別  

ＩＡＭ 

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(5/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり  

発信者番号非通知理由 0000001

0000010

0000011

ユーザ拒否のため通知不可 

サービス競合のため通知不可 

公衆電話発信のため通知不可 

本パラメータに発番号パラメータが設定されないあるいは通知不可

となっている場合のみ使用する。 

事業者情報転送   

 経由情報転送表示 ベースドキュメントどおり 経由情報の転送の要否、転送方向を指示する情報として、順方向に end

～end で常に転送する情報とする。 

ＩＡＭ 

 事業者情報名 11111011

11111101

11111110

発事業者情報 

選択中継事業者情報 

経由事業者情報 

 

 

＠

Ｃ 
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付表 1-7/JJ-70.10(6/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 事業者情報長 ベースドキュメントどおり 事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード、ＰＯＩ－料金区域

情報、ＰＯＩ－階梯情報以外のフィールドが設定された場合拡張性を

考慮し、すべての情報を含んだ長さとする。 

 事業者情報名が発事業者情報の場合 発事業者情報は、発事業者が常に設定し end～end で転送する情報とす

る。 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

事業者識別コード 

 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名が選択中継事業者情報／経由事業者情報の場合 選択中継事業者情報は、中継網が設定された場合には順方向の転送を

必須とする。経由事業者情報は、経由情報転送表示が”01”または”11”

の時、経由事業者が設定する。経由事業者情報は複数設定されること

がある。 

ＩＡＭ 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111101

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

ＰＯＩ－料金区域情報 

事業者識別コード 

 

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(7/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－料金区域情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  ＰＯＩ－料金区域情報 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

ＩＡＭ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(8/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

逆方向呼表示  

 課金表示 00 表示なし  

 着ユーザ状態表示 00 表示なし  

 着ユーザ種別表示 00 表示なし  

 エンド・エンド法表示 00 エンド・エンド法利用不可（リンクバイリ

ンク法のみ利用可） 

 

 相互接続表示 ベースドキュメントどおり 途中で ISUP 以外の信号方式が使用された場合に”1”を設定 

 エンド・エンド情報表示（国内用） 0 エンド・エンド情報利用不可  

 ISUP1 リンク表示 ベースドキュメントどおり 途中で ISUP 以外の信号方式が使用された場合に”0”を設定 

 保留表示（国内用） 0 保留必要なし  

 ISDN アクセス表示 0 着側のユーザ網インタフェースが非 ISDN  

 エコー制御装置表示 0 入回線エコー制御装置挿入なし 現時点ではエコーキャンセラ制御にエコー制御装置表示を使用せず

固定的に’0’を設定する。 

 SCCP 法表示 00 表示なし  

事業者情報転送   

 経由情報転送表示 00 転送なし  

ＡＣＭ 

 事業者情報名 11111100

11111110

着事業者情報 

経由事業者情報 

 

＠

Ｃ 
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付表 1-7/JJ-70.10(9/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

 事業者情報長 ベースドキュメントどおり 事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コード、ＰＯＩ－料金区域

情報、ＰＯＩ－階梯情報以外のフィールドが設定された場合拡張性を

考慮し、すべての情報を含んだ長さとする。 

 事業者情報名が着事業者情報の場合 着事業者情報は、着事業者が常に設定し end～end で転送する情報とす

る。 

  事業者情報従属パラメータ名 11111100

11111110

ＰＯＩ－階梯情報 

事業者識別コード 

 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 事業者情報名が選択中継事業者情報／経由事業者情報の場合 選択中継事業者情報および経由事業者情報は、経由情報転送表示

が”10”または”11”の時、経由事業者が設定する。経由事業者情報は複

数設定されることがある。 

ＡＣＭ 

  事業者情報従属パラメータ名 ベースドキュメントどおり  

 

 

 

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(10/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

  事業者情報従属パラメータ名が事業者識別コードの場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  事業者識別コード 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－料金区域情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  奇数／偶数 

  ＰＯＩ－料金区域情報 

ベースドキュメントどおり  

  事業者情報従属パラメータ名がＰＯＩ－階梯情報の場合  

  事業者情報従属パラメータ長

  出側ＰＯＩ－階梯情報 

ＡＣＭ 

  入側ＰＯＩ－階梯情報 

ベースドキュメントどおり  

 

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(11/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

料金区域情報  

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示 0000001 ＣＡコード  

 料金区域情報 ベースドキュメントどおり 着信地域 

 フィラー ベースドキュメントどおり  

付加ユーザ種別  

 付加ユーザ種別名 11111011

11111100

11111101

移動系付加ユーザ種別３ 

移動系付加ユーザ種別２ 

移動系付加ユーザ種別１ 

付加ユーザ種別パラメータフィールドには、付加ユーザ種別を任意に

組み合わせて設定する。同一コードは、同一パラメータ内に繰り返さ

れることはない。 

  移動系付加ユーザ種別１ 00000001

00000010

00000011

移動通信（自動車・携帯電話サービス） 

移動通信（船舶電話サービス） 

移動通信（航空機電話サービス） 

 

  移動系付加ユーザ種別２ 00000011

00000100

00000101

移動通信（PDC800MHz） 

移動通信（PDC1.5GHz） 

移動通信（N-STAR 衛星） 

 

  移動系付加ユーザ種別３ ベースドキュメントどおり 網毎に規定される 

ＡＣＭ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

 

＠

Ｃ 
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付表 1-7/JJ-70.10(12/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

逆方向呼表示  

 課金表示 10 課金  

 着ユーザ状態表示 00 表示なし  

 着ユーザ種別表示 00 表示なし  

 エンド・エンド法表示 00 エンド・エンド法利用不可（リンクバイリ

ンク法のみ利用可） 

 

 相互接続表示 ベースドキュメントどおり 途中でＩＳＵＰ以外の信号方式が使用された場合に”1”を設定 

 エンド・エンド情報表示（国内用） 0 エンド・エンド情報利用不可  

 ISUP1 リンク表示 ベースドキュメントどおり 途中でＩＳＵＰ以外の信号方式が使用された場合に”0”を設定 

 保留表示（国内用） 0 保留必要なし  

 ISDN アクセス表示 0 着側のユーザ網インタフェースが非 ISDN  

 エコー制御装置表示 0 入回線エコー制御装置挿入なし  

 SCCP 法表示 00 表示なし  

料金区域情報    

 奇数／偶数 ベースドキュメントどおり  

 情報識別表示   

 料金区域情報  着信地域 

 フィラー   

ＡＮＭ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

 

 

＠
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付表 1-7/JJ-70.10(13/13) 移動通信事業者間相互接続における手動接続試験、回線自動接続試験のＩＳＵＰ信号コーディング 

 

信号種別 パラメータ名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 移動通信仕様 備考 

理由表示  

 拡張 ベースドキュメントどおり  

 コーディング標準 00 ＩＴＵ－Ｔ標準  

 生成源 0000

0100

ユーザ 

リモートユーザ収容の公衆網（相手側） 

 

ディジタル移動機発信時の発端末先掛けの場合 0000、着網側先掛けの

場合 0100 を設定する。また、コマンド入力時の発網先掛けの場合、

着網先掛けの場合 0100 を設定する。 

 理由種別 #16:正常切断  

ＲＥＬ 

オプションパラメータ終了表示 ベースドキュメントどおり  

ＲＬＣ   ヘッダのみを送出する。 

ＳＵＳ 中断／再開表示 1 網起動  

 

・準正常切断時の理由表示は、通常の準正常時の理由表示に準拠。 

・ＢＬＯ、ＢＬＡ、ＵＢＬ、ＵＢＡはヘッダのみ（メッセージ種別のみ） 

 

＠



 

 - 625 - ＪＪ－７０．１０ 

3.6 網間におけるコーディック制御 

 ディジタル移動機－ディジタル移動機間の通信の場合にコーディック制御を行う。また移動通信網相

互接続時に網間においても、網間にまたがるコーディック制御を行う。このためにはＩＳＵＰ、ＭＡＰ

を含んだ制御手順が必要である。以下に網間コーディック制御のためのＩＳＵＰパラメータ設定法、Ｍ

ＡＰメッセージを送出する際のＳＣＣＰアドレス設定法および制御手順を示す。 

 

3.6.1 ＩＳＵＰパラメータ設定法 

3.6.1.1 通信路要求表示 

 '64kbit/s 非制限' …  ディジタル移動機－ディジタル移動機間の接続時にコーディックスルーを行う

場合に指定 (ディジタル回線が必須) 。 

 

3.6.1.2 ＩＳＵＰ１リンク希望表示 

 ' 希望し必須' …  着が移動の場合に GMSC に発 CA を通知する場合、または '64kbit/s 非制限' の場合

に指定 

 

3.6.1.3 レイヤ１プロトコル表示 

 'VSELP 音声' or ‘PSI-CELP 音声’ …  ディジタル移動機－ディジタル移動機間の接続時にコーディッ

クスルーを行う場合に指定。網間の場合で着移動機がアナログかディジタルかの判断が発網からできな

い場合でも本値を設定する。着側交換機は本値から発移動機がディジタル移動機であることを認識し、

着移動機がディジタル移動機の場合には、コーディックスルーにして発側にコーディック設定要求を送

出する。 

 

3.6.2 ＳＣＣＰアドレス設定法 

 発側移動網（ＮＷ１）のＭＳＣと、着側移動網（ＮＷ２）のＭＳＣの間でコーディック制御を行なう

場合、ＳＣＣＰアドレス表示部のグローバルタイトル（ＧＴ）に設定されるパラメータは以下の通りで

ある。 

注）JJ-70.10 付録２ ＳＣＣＰ（信号接続制御部）参照 
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3.6.2.1 信号局コード（ＰＣ）の設定 

 ここで設定する信号局コード（ＰＣ）は、ＩＡＭとＡＣＭで事前に交換しておいたものとする。 

 

3.6.2.2 網番号（ＮＣ）の設定 

 網間でのＭＡＰ信号転送（及びローミングによる事業者間精算）のために、移動網間で互いの網番号（Ｎ

Ｃ）を交換する。 

 網番号の交換については、ＮＷ１からＮＷ２へＮＣ１を通知する場合はＩＡＭを用い、ＮＷ２からＮＷ

１へＮＣ２を通知する場合はＡＣＭおよびコーディック設定要求メッセージに設定する。 

 

付表 1-8/JJ-70.10  コーディック制御でのＳＣＣＰアドレス設定 

 

 ＭＳＣ(NW1) ⇒ＭＳＣ(NW2) ＭＳＣ(NW2) ⇒ＭＳＣ(NW1) 

 DPC    着 

 ｱﾄﾞ 

 ﾚｽ  GT ＮＣ２＋ＰＣ（ＭＳＣ-NW2） ＮＣ１＋ＰＣ（ＭＳＣ-NW1） 

 OPC   

 Ｓ 

 Ｃ 

 Ｃ 

 Ｐ  発 

 ｱﾄﾞ 

 ﾚｽ  GT ＮＣ１＋ＰＣ（ＭＳＣ-NW1） ＮＣ２＋ＰＣ（ＭＳＣ-NW2） 

  ＊ ＮＣ１、ＮＣ２はそれぞれ移動網１と移動網２の網番号とする。 
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3.6.3 網間コーディック制御手順  

 

１） 網内(ディジタル移動機発─ディジタル移動機着) 

 

 

 

２） 網間(ディジタル移動機発─ディジタル移動機着)の場合、発側網での手順 

 

 

＠

ディジタル 
移動機 

発側 
AMSC 

着側
AMSC

着側
FMSC

ディジタル 
移動機 

*1 代表接続 IAM 在圏接続 IAM （コーディックスルー） 

ISUP1 リンク希望表示：’ISUP1 リンクを 
希望し必須である’

レイヤ１プロトコル表示：’VSELP 音声’ 
or’PSI-CELP 音声’ 

通信路要求表示：’64kbit/s 非制限’ 

ACM ACM

CONN
（コーディックスルー） 

コーディック設定要求 
＜

*1 ディジタル移動機－ディジタル移動機の場合でも RBT を通すために初めはコーディックを設定し

ておく。 

（同左）

ディジタル 
移動機 AMSC GMSC GMSC

IAM

ISUP1 リンク希望表示：’ISUP１リンクを 
希望し必須である’

通信路要求表示：’64kbit/s 非制限’ 

ACM ACM

(コーディックスルー) 
コーディック設定要求 

IAM 

発 CA 
レイヤ１プロトコル表示：’VSELP 音声’

or’PSI-CELP 音声’

POI

（同左）
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３） 網間(ディジタル移動機発─ディジタル移動機着)の場合、着側網での手順 

 

 

GMSC AMSC FMSC
ディジタル移動機POI 

代表接続 IAM 在圏接続 IAM (コーディックスルー) 

ISUP1 リンク希望表示：’ISUP1 リンクを 
希望し必須である’

レイヤ１プロトコル表示：’VSELP 音声’ 
or’PSI-CELP 音声’ 

通信路要求表示：’64kbit/s 非制限’ 

ACM ACM

CONNコーディック設定要求 
＜

ACM 

IAM 

（同左）
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４） 網間(ローミング加入者への着信)の場合の接続手順（ＮＷ２→NW3 へローミング） 

 

 

発 MSC(PC1) GMSC(NW1) 着 MSC(PC3) GMSC(NW2) GMSC(NW3)

〔NW1〕 〔NW2〕 〔NW3〕 

IAM（IICR1,PC1,事業者情報転送=NW1）

ACM（IICR3,PC3,事業者情報転送=NW3）

コーディック設定要求（着 GT=NW1＋PC1,発 GT=NW3+PC3） 注 1） 応答

注 1）コーディック設定確認（着 GT=NW3＋PC3, 発 GT=NW1+PC1） 

ANM

注1） 着網における GT の処理方法（どこのノードでどのように変換するか等）について

は、事業者個別仕様とする。 
 
注 2） コーディック設定要求、コーディック設定確認の MAP 信号は、NW1 と NW3 と 

の間で直接転送する。 
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５） 網間(ローミング加入者への着信)の場合の接続手順（ＮＷ２→NW1 へローミング） 

 

 

発 MSC(PC1) GMSC(NW1) 着 MSC(PC2)GMSC(NW2) GMSC(NW1)

〔NW1〕 〔NW2〕 〔NW1〕 

IAM（IICR1,PC1,事業者情報転送=NW1）

ACM（IICR2,PC2,事業者情報転送=NW1）

応答注 1） 

自網

＊ 

＊：発 NC 判定 

コーディック 設定要求（着 PC1, 発 PC2）   注 2） 

コーディック 設定確認（着 PC2, 発 PC1）   注 2） 

ANM

注1） 着 MSC では、発側の NC より網内接続呼と判断する。 
 
注2） 発 MSC は呼設定時には網間接続呼として設定しておくが、網内のコーディック設定

要求により、網内接続呼の設定に変更する。即ち、コーディック制御の MAP 信号は、

網内コーディック制御を適用する。 
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６） 網間での応答保留時のコーディック制御 

 

注１：●はＳＣＣＰ中継を行うノード、＊は事業者オプションである。 
注２：CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号の間にて送受信される場合がある。 

基地局制御指示（一斉呼出要求） 

基地局制御指示（一斉呼出応答） 

移動機制御指示(INFO) 
移動機制御指示(INFO) 

移動機制御指示(CONN) 
移動機制御指示(CONN ACK) 

移動機制御指示(ALERT)   
移動機制御指示(SETUP) 

発 MS 発側 AMSC 着 MS 発側 GMSC 着側 AMSC 着側 FMSC着側 GMSC

発信側 着信側

発信無線状態報告、SETUP 

発信情報読出、認証

着信情報読出
同期バースト 1 

無線チャネル指定 

同期バースト 2 

ALERT

CONN

IAM[IICR1]

ACM[IICR2]

(CHG)

CPG

ANM

IAM[IICR1]

ACM[IICR2]

(CHG)
(CHG) 

IAM[IICR1]

ACM[IICR2] 

CPG
CPG 

ANM
ANM 

RBT

HAT

認   証 IAM[IICR3]

[IICR4]

ANM

コーディック監視要求＊ 

コーディック監視確認＊ 
[IICR3]

網間コーディックスルー通信中 

呼出

着信無線状態報告 

ACM[IICR4]
同期バースト 1

無線チャネル指定

同期バースト 2

ALERT
SETUP

CONN (FA:応答保留)

CONN ACK

INFO (FA:保留解除)
INFO (FI:応答保留)

コーディック設定確認[IICR2]

コーディック設定要求[IICR1]
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3.6.4 その他 

3.6.4.1 ローミング時のコーディック制御 

 ローミング時のディジタル移動機間通信時に対してもコーディックスルー制御を行う。 

 

3.6.4.2 コーディックスルー通信中の第２コール起動時のコーディック制御 

 コーディックスルー通信中において、発側または着側において第２コール発信着信が起動された場合

は、コーディックスルー解除手順を起動してコーディック音声状態に設定変更し、コーディックノンス

ルー状態で通信を継続させ、その後、第１コールに戻った場合でもコーディックスルー状態へ設定変更

しない。 

 

3.6.4.3 着側応答保留時のコーディック制御 

 基本的に、応答保留中の第２コールは規制する。応答保留を起動した側では、応答保留を意識できる

ため第２コールの規制を行う。応答保留された側では、規制ができないため、第２コールを許容し応答

保留解除時には以下の対処を行う。 

 応答保留解除時に、発側ＶＭＳＣにて着側ＶＭＳＣからのコーディック設定要求（スルー）を受信し

た際、付加サービス状態でのコーディック設定要求を受け付けることができないことを着側ＶＭＳＣに

通知し、着側ＶＭＳＣではコーディックを音声に設定を行う。 

 

3.6.4.4 着信転送時のコーディック制御 

 移動網間にわたって着信転送が行われた場合には、END-END の網間でコーディック制御は行われな

い。 

 

3.6.4.5 コーディック制御時の準正常処理 

 コーディック設定要求に対する応答信号が受信されない場合の対処は、一律切断とする。  

 

 コーディック設定確認指示待ちタイマを１０秒とする。 

〔∵ ６秒（網間１リンク）＋３秒（網内１リンク）＋１秒（設定）＝１０秒〕 
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 - 633 - ＪＪ－７０．１０ 

付録２： ＳＣＣＰ（信号接続制御部） 

 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本付録は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７１１、Ｑ７１２、Ｑ７１３、Ｑ７１４に準拠したものである。 

 本付録は、上記勧告のなかからディジタル移動通信ノード間における移動通信応用部（ＭＡＰ）信号方式

に必要となる部分のみを抽出して記述している。 

 

２．上記勧告等に対する追加項目 

(1) 本付録においては、ＴＴＣ標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、付表１に示される項目を追加している。これ

らの項目については、本文中に＠で表示する。 

なお、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告では規定しているが、ＴＴＣ標準及び本付録では規定していない項目について

は、項目あるいは記述は残すが、＃で表示する。 

 また、ＩＴＵ－Ｔ勧告では規定していないが、ＴＴＣ標準及び本付録では規定している項目については

＊で表示する。 

 

３．その他 

(1)  参照している勧告、標準等 

・ＴＴＣ標準（１９９３年度版） 

ＪＴ－Ｑ７１１、ＪＴ－Ｑ７１２、ＪＴ－Ｑ７１３、ＪＴ－Ｑ７１４ 

・ＩＴＵ－Ｔ勧告（１９８８年度版） 

Ｑ．７１１、Ｑ．７１２、Ｑ．７１３、Ｑ．７１４、Ｑ．７１６ 
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付表１（１／２） 追加した項目 

 

章番号 内容 記事 

 

1.5.3 

 

返送オプションパラメータの設定値をＴＣＡＰ

の対話種別毎に規定する。 

 

インプリメント上の対処のため。 

 

1.5.6.3 

 

Ｎ－ユニットデータ要求／表示プリミティブ、

およびＮ－通知表示プリミティブ上に「信号バ

イト数」パラメータを追加している。 

 

プリミティブ上の信号バイト数をＳＣ

ＣＰユーザから、あるいはＳＣＣＰ

ユーザに対して通知するために使用。

 

1.5.6.3 

 

Ｎ－ユニットデータ要求プリミティブに「優先

度表示」パラメータを追加している。 

 

ＭＴＰ部に使用されるＰＲＩの値をＳ

ＣＣＰユーザから指定するために使

用。 

 

1.5.6.3 

 

Ｎ－ユニットデータ表示プリミティブ、 および

Ｎ－通知表示プリミティブ上に「 メッセージ種

別」パラメータを追加している。 

 

プリミティブ上のメッセージ種別をＳ

ＣＣＰユーザに対して通知するために

使用。 

 

1.5.6.3 

 

Ｎ－ユニットデータ要求プリミティブ上の「順

序制御」を、「プロトコルクラス」と「信号リ

ンク選択番号（ＳＬＳ）」の２つのパラメータ

で実現している。 

 

順序制御実現のため。 
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付表１（２／２） 追加した項目 

 

章番号 内容 記事 

 

1.5.6.3 

 

Ｎ－ユニットデータ、Ｎ－通知プリミティブの

拡張にあわせたＭＴＰ－転送プリミティブを

参考に記載する。 

 

インプリメント上の対処のため。 

 

2.2 

 

移動網におけるＳＣＣＰ信号のフォーマット

を規定している。 

 

インプリメント上の対処のため。 

 

2.4.1.2. 

3.1(3) 

 

ローミングユーザを識別するため、新規デジッ

ト（コード 13、14）を規定する。 

 

番号容量上の対処のため。 

 

2.4.1.2. 

3.5 

 

グローバルタイトルのコーディング方法を翻

訳種別の値毎に規定する。 

 

インプリメント上の対処のため。 

 

3.4 

 

ＵＤＴＳメッセージの返送について記述を追

加している。 

 

インプリメント上の対処のため。 Ｃ 
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１．ＳＣＣＰの機能概要 

 

1.1 概要 

 ＳＣＣＰ（Signalling Connection Control Part：信号接続制御部）は、共通線信号網を介して、任意のノード

間で回線非対応の信号情報を転送するための信号転送機能およびそのフロー制御、順序制御等を提供してい

る。 

 

1.2 プリミティブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 2-1/JJ-70.10 サービスプリミティブ 

(Service primitives) 

上位レイヤ

サービスプリミティブ SCCP のサービス 

ＳＣＣＰ

Ｍ Ｔ Ｐ

MTP のサービスサービスプリミティブ

注）    ｻｰﾋﾞｽｱｸｾｽ点
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1.3 ＳＣＣＰが提供するサービス 

全体としてのサービスは、以下の２つにわけられる。 

－ コネクションオリエンテッドサービス 

－ コネクションレスサービス 

 

ＳＣＣＰプロトコルにより、４種類のサービスクラスが提供される。 

０ ： 基本コネクションレスクラス 

１ ： 順序制御（ＭＴＰ）コネクションレスクラス 

２ ： 基本コネクションオリエンテッドクラス 

３ ： フロー制御コネクションオリエンテッドクラス 

 

1.4 コネクションレスサービス 

 ＳＣＣＰは、ＳＣＣＰユーザに信号コネクションを確立することなく、信号網を経由して信号メッセージ

を転送する能力を提供する。ＭＴＰ機能の「中継」に加えてＭＴＰサービスの信号局コードに着信アドレス

を設定する機能が、ＳＣＣＰ内に設けられる。 

 この設定機能は、各ノード内に備えることもできるし、網全体にわたって分散配置もできるし、あるいは

幾つかの特殊翻訳センタに設けることもできる。 

 サブシステムか信号局どちらかが輻輳および使用不可の状況下では、コネクションレスメッセージは伝達

されずに廃棄される。ＳＣＣＰユーザがメッセージ廃棄の通知を望む場合ＳＣＣＰに対するプリミティブで、

「返送オプション」パラメータが "エラー時メッセージ返送" に設定されなければならない。 

 

1.5 コネクションレスサービスプリミティブとパラメータ 

 

付表 2-1/JJ-70.10 コネクションレスサービスのプリミティブとパラメータ 

(Primitives and parameters of the connectionless service) 

 

プ リ ミ テ ィ ブ 

一般名称 特定名称 
パラメータ 

Ｎ－ユニットデータ 要 求 

表 示 

着信アドレス 

発信アドレス 

順序制御 

返送オプション 

ユーザデータ 

Ｎ－通知 表 示 着信アドレス 

発信アドレス 

返送理由 

ユーザデータ 
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1.5.1 アドレス 

 発信アドレスと着信アドレスは、コネクションレス通信の発信者と着信者を識別するものであり、これら

のパラメータは、「グローバルタイトル」、「サブシステム番号」及び「信号局コード」を含む場合がある。 

 

1.5.2 順序制御 

 「順序制御」パラメータは、ユーザが「順序保証」サービスか「順序保証無し」サービスのどちらを望ん

でいるのかを、ＳＣＣＰに指示する。 

 「順序保証」サービスの場合は、本パラメータはＭＴＰ機能を利用して与えられた一連のメッセージをシー

ケンス順に伝達しなければならないことをＳＣＣＰに指示する。 

 

1.5.3 返送オプション 

 「返送オプション」パラメータは、転送上の問題に遭遇したメッセージの処理を決定するために用いられ

る。 

「返送オプション」は、次の値を取り得る。 

－ エラー時、メッセージ廃棄 

－ エラー時、メッセージ返送 

 

 ＴＣＡＰにおいて対話種別がＴＣ－終了、ＴＣ－アボートおよびＴＣ－単方向に設定された場合は『エ

ラー時、メッセージ廃棄』に、それ以外の場合には『エラー時、メッセージ返送』に設定される。 

 

1.5.4 返送理由 

「返送理由」パラメータは、メッセージがなぜ最終着信局へ送達できなかったかの理由を示す。「返送理由」

は、次の値を取り得る。 

－ アドレスの性質上翻訳不可 

－ 特殊なアドレスのため翻訳不可 

－ サブシステム輻輳 

－ サブシステム障害 

－ 未実装ユーザ 

－ ネットワーク輻輳 

－ ネットワーク障害 

 

1.5.5 ユーザデータ 

 「ユーザデータ」パラメータは、ＳＣＣＰユーザ間にトランスペアレントに転送される情報である。 

＠

＠
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1.5.6 プリミティブ 

1.5.6.1 ユニットデータ 

 「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブは、ＳＣＣＰユーザが、データを他のユーザへ転送するために、

ＳＣＣＰへ要求する手段である。 

 

 「Ｎ－ユニットデータ」表示プリミティブは、データがＳＣＣＰより伝達されたことをユーザへ通知する。 

 

付表 2-2/JJ-70.10 Ｎ－ユニットデータプリミティブのパラメータ 

(Parameter of N-unit data primitive) 

 

プ  リ  ミ  テ  ィ  ブ 

パラメータ Ｎ－ユニットデータ 

要 求 

Ｎ－ユニットデータ 

表 示 

着信アドレス ○ ○ 

発信アドレス ○ ○ 

順序制御 ○  

返送オプション ○  

ユーザデータ ○ ○ 

 

 

1.5.6.2 通知 

 「Ｎ－通知」表示プリミティブは、最終着信者に到達できなかった信号をＳＣＣＰが発ユーザへ戻すため

の手段である。 

 

付表 2-3/JJ-70.10 Ｎ－通知プリミティブのパラメータ 

(Parameter of N-NOTICE primitive) 

 

プリミティブ 
パラメータ 

Ｎ－通知表示 

着信アドレス ○ 

発信アドレス ○ 

返送理由 ○ 

ユーザデータ ○ 
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1.5.6.3 インプリメント上の整理 

 インプリメントにおいては、「順序制御」として以下の２つのパラメータで実現する。 

 

－ プロトコルクラス 

順序保証サービスを希望するかどうかを示す。 

－ 信号リンク選択番号（ＳＬＳ） 

順序保証サービスを希望する場合に、ＭＴＰ部に指示する信号リンクを指定するのに使用する。 

 

 また、ＳＣＣＰ部が信号フォーマットを作成する上で必要になる「信号バイト数」、「メッセージ種別」

および共通線輻輳の場合等に必要になる信号の優先度を表す「優先度表示」を追加している。 

 

＠

＠

 

＠

＠

＠

＠

 

＠

＠
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付表 2-4/JJ-70.10 プリミティブのパラメータ 

(Primitive parameters) 

 

Ｎ－ユニットデータ Ｎ－通知 
パラメータ 

要 求 表 示 表 示 

信号バイト数 ○ ○ ○ 

メッセージ種別  ○ ○ 

信号ﾘﾝｸ 選択番号 ○   
順 序 
制 御 

プロトコルクラス ○   

返送オプション ○   

優先度表示 ○   

アドレス表示 ○ ○ ○ 

信号局コード ○ ○ ○ 

サブシステム番号 ○ ○ ○ 

着 
信 
ア 
ド 
レ 
ス 

グローバルタイトル ○ ○ ○ 

アドレス識別子 ○ ○ ○ 

信号局コード ○ ○ ○ 

サブシステム番号 ○ ○ ○ 

発 
信 
ア 
ド 
レ 
ス 

グローバルタイトル ○ ○ ○ 

ユーザデータ ○ ○ ○ 

 

 

 以上のＮ－ユニットデータ、Ｎ－通知プリミティブの拡張に従い、メッセージ転送部サービスプリミ

ティブのうちＭＴＰ－転送要求プリミティブに優先度表示を表す「ＰＲＩ」を追加する。 

＠

＠

＠
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付表 2-5/JJ-70.10 ＭＴＰ－転送プリミティブ 

 

プ リ ミ テ ィ ブ 

ジェネリック名 特定名称 
パラメータ 

要 求 ＯＰＣ 

ＤＰＣ 

ＳＬＳ 

ＳＩＯ 

ＰＲＩ       ＠ 

ユーザデータ 

 

ＭＴＰ－転送 

表 示 ＯＰＣ 

ＤＰＣ 

ＳＬＳ 

ＳＩＯ 

ユーザデータ 

 

 

1.6 ＳＣＣＰメッセージ 

 ＳＣＣＰ（信号接続制御部）メッセージは、ピア－ピア間（Peer-to-peer）プロトコルによって使用され

るものである。全てのメッセージには、メッセージ種別コードが付与されており、このメッセージ種別に

より、メッセージは唯一に識別される。 

 与えられたメッセージ内のパラメータフィールドの実際の内容は、プロトコルのクラスによってきまる。 

 

1.6.1 ユニットデータ（ＵＤＴ） 

 コネクションレスモードで、データを送出したいＳＣＣＰにより「ユニットデータ」メッセージが使用

される。 

 

付表 2-6/JJ-70.10 ＵＤＴメッセージのフィールド内容 

(Contents of fields in the UDT message） 

 

パラメータ タイプ 長さ（ｵｸﾃｯﾄ ） 

メッセージ種別 Ｆ １ 

プロトコルクラス Ｆ １ 

着信アドレス Ｖ ３（最小の場合） 

発信アドレス Ｖ ２（最小の場合） 

データ Ｖ  

 

Ｆ＝固定長必須、Ｖ＝可変長必須 

＠
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1.6.2 ユニットデータサービス（ＵＤＴＳ） 

 「ユニットデータサービス」メッセージは、相手に送った「ユニットデータ」メッセージがその目的地

へ配送できない事を、発ＳＣＣＰに表示するために使用される。「ユニットデータサービス」メッセージ

は、その「ユニットデータ」メッセージ内のオプションフィールドが『エラーで返送』と設定されている

時のみ使用される。 

 

付表 2-7/JJ-70.10 ＵＤＴＳメッセージのフィールド内容 

(Contents of fields in the UDTS message) 

 

ﾒｯｾｰｼﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ タイプ 長さ（ｵｸﾃｯﾄ ） 

メッセージ種別 Ｆ １ 

返送理由 Ｆ １ 

着信アドレス Ｖ ３（最小の場合） 

発信アドレス Ｖ ２（最小の場合） 

データ Ｖ  

 

Ｆ＝固定長必須、Ｖ＝可変長必須 

 

1.7 ＳＣＣＰパラメータ 

1.7.1 発信／着信アドレス 

 「発信／着信アドレス」パラメータフィールドは、発着信号局とＳＣＣＰサービスアクセスポイントの

いずれかあるいは両方を唯一に規定するための充分な情報を持つものである。これは、信号局コード、サ

ブシステム番号、グローバルタイトルのいくつかの組合せでありうる。サブシステム番号（ＳＳＮ）は、

ＳＣＣＰユーザ機能を表す。アドレス表示は、翻訳の必要を表示するルーチング識別子およびグローバル

タイトルのフォーマットを表示するグローバルタイトル識別子を含む。 

 

1.7.2 データ 

 「データ」パラメータフィールドは、上位レイヤまたはＳＣＣＰ管理から来る情報を含む。 

 ＳＣＣＰ管理からの情報は、「ユニットデータ」（ＵＤＴ）メッセージの「データ」パラメータフィー

ルドに含まれる。 

 

1.7.3 プロトコルクラス 

 「プロトコルクラス」パラメータフィールドは、コネクションレスプロトコルクラスのエラー発生時に、

メッセージを返すべきか否かを指示するために使用される。 

 

1.7.4 返送理由 

 コネクションレスプロトコルクラスで、「返送理由」パラメータフィールドは、メッセージが返送され

た理由を表示するために使用される。 
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２．ＳＣＣＰフォーマットとコード 

 

2.1 概要 

 ＳＣＣＰのメッセージは、付図 2-2/JJ-70.10 に示したフォーマットの信号ユニットにより、信号データ

リンク上を伝送される。 

 ＳＣＣＰ用のサービス表示（Service Indicator ）は、 "００１１" とコーディングされる。 

 ＳＣＣＰメッセージを含む各メッセージ信号ユニット（ＭＳＵ）の信号情報フィールド（ＳＩＦ）は、

複数のオクテットで構成される。 
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ＤＰＣ 

ＯＰＣ 
ラ
ベ
ル 

ル
ー
チ
ン
グ  

ＳＬＳ 

メッセージ種別コード 固 必 
定 須 
長 部 プロトコルクラス 

着信アドレスポインタ 

発信アドレスポインタ 

ポ 
イ 
ン 
タ 
部 データ部ポインタ 

着信アドレス内容長 

アドレス表示 

ＤＰＣ 

ＳＳＮ 

着 
信 
ア 
ド 
レ 
ス 
部 

着グローバルタイトル 

発信アドレス内容長 

アドレス表示 

ＯＰＣ 

ＳＳＮ 

発 
信 
ア 
ド 
レ 
ス 
部 

発グローバルタイトル 

データ内容長 

可 
変 
長 
必 
須 
部 

デ
ー
タ
部 データ 

 

 

付図 2-2/JJ-70.10 ＳＣＣＰメッセージフォーマット例 （ＵＤＴ） 

(Example of SCCP message format (UDT)) 

★ メッセージ種別コード 
 
 メッセージ種別コードは、１オクテットのフィー

ルドで構成され、全てのメッセージに対して必須で

ある。 
 メッセージ種別コードは、各ＳＣＣＰメッセージ

の機能及びフォーマットをユニークに定義してい

る。 
 
 
 
★ 固定長必須部 
 
 特定のメッセージに対して、必須で固定長のパラ

メータは、固定長必須部に含まれる。パラメータの

位置、長さ及び順序は、メッセージ種別毎に固有に

定義されている。従って、パラメータ名及び長さ表

示は、固定長必須部には、含まれない。 
 
 
 
 
 
★ 可変長必須部 
 
 各パラメータの名称及びポインタが現れる順序

は、メッセージ種別によって決まっている。従っ

て、可変長必須部には、パラメータの名称は、含ま

れない。ポインタは、各パラメータの開始位置を表

すために用いられる。 
 パラメータの数及びポインタの数はメッセージ

種別毎に固有に定義されている。 
 
 
 
 
 
 
★ 付加部（ＵＤＴには含まれない） 
 
 付加部は、特定のメッセージ種別において、現れ

ても現れなくてもよいパラメータを含んでいる。

 付加パラメータには、パラメータ名（１オクテッ

ト）及び長さ表示（１オクテット）がパラメータの

内容に先立って含まれる。 
 全ての付加パラメータが送られた後ａｌｌ‘０’

の「付加パラメータの終了」オクテットが転送され

る。このオクテットは、付加パラメータがメッセー

ジ内に存在する場合のみ含まれる。 
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2.2 移動網における信号フォーマット 

 移動網におけるＳＣＣＰ信号フォーマットについては、信号を送受する目的と送受されるノードによって

決まる表 2-1/JJ-70.10  の各信号に対応するＳＣＣＰ信号フォーマットの例を付図 2-3/JJ-70.10 に示す。 

＠

＠

＠
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BIB BSN 

FIB FSN 

PRI LI 

Ｍ 
Ｔ 
Ｐ 

SSF=0 SI=3 

ＤＰＣ 

ＯＰＣ 

ラ
ベ
ル 

ル
ー
チ
ン
グ 

 ＳＬＳ 

メッセージ種別：ＵＤＴ 固 必 
定 須 
長 部 プロトコルクラス 

着信アドレス部ポインタ 

発信アドレス部ポインタ 

ポ 
イ 
ン 
タ 
部 データ部 ポインタ 

着信アドレス内容長 

アドレス表示 

ＳＳＮ 

 
着 
信 
ア 
ド 
レ 
ス 
部 
 

着グローバルタイトル 

発信アドレス内容長 

アドレス表示 

ＳＳＮ 

 
発 
信 
ア 
ド 
レ 
ス 
部 
 

発グローバルタイトル 

データ内容長 

可 
変 
長 
必 
須 
部 

 

デ
ー
タ
部 データ 

 

 

付図 2-3/JJ-70.10 移動網におけるＳＣＣＰ信号フォーマット 

(Signal formats in mobile communications network) 
＠

⑦、⑧、⑨、⑩、⑪、⑫、⑬の場合 

ＶＭＳＣ   ＧＬＲ／ＨＬＲ（網間） 

ＶＭＳＣ   ＶＭＳＣ（網間） 

での信号送受 

 

 

 

①～⑥のＳＣＣＰ信号フォーマットは網独自

に規定する。 
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2.3 コーディング 

2.3.1 メッセージ種別のコーディング 

 メッセージ種別のコーディングを付表 2-8/JJ-70.10 に示す。 

 

付表 2-8/JJ-70.10 ＳＣＣＰメッセージ種別 (SCCP message type) 

 

クラス 
メッセージ種別 

０ １ ２ ３

コーディング 

CR 接続要求   ○ ○ ００００ ０００１ 

CC 接続確認   ○ ○ ００００ ００１０ 

CREF 接続拒否   ○ ○ ００００ ００１１ 

RLSD 切断   ○ ○ ００００ ０１００ 

RLC 復旧完了   ○ ○ ００００ ０１０１ 

DT1 データ形式１   ○  ００００ ０１１０ 

DT2 データ形式２    ○ ００００ ０１１１ 

AK データ確認    ○ ００００ １０００ 

UDT ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ ○ ○   ００００ １００１ 

UDTS ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀｻｰﾋﾞｽ ○ ○   ００００ １０１０ 

ED 優先データ    ○ ００００ １０１１ 

EA 優先ﾃ゙ ｰﾀ確認    ○ ００００ １１００ 

RSR リセット要求    ○ ００００ １１０１ 

RSC リセット確認    ○ ００００ １１１０ 

ERR ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 誤り   ○ ○ ００００ １１１１ 

IT 不活性試験   ○ ○ ０００１ ００００ 

 

（注）網かけのメッセージを移動網内、移動網間で使用する。 

 
＠

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

Ｃ 
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2.3.2 長さ表示のコーディング 

 長さ表示フィールドは、パラメータの内容のフィールドのオクテット数を、バイナリ符号化して表したも

のである。長さ表示には、パラメータ（名）オクテットおよび長さ表示オクテットは含まれない。 

 

2.3.3 ポインタのコーディング 

 ポインタ値は、ポインタ自身（そのオクテットを含む）から、そのポインタに関連したパラメータの最初

のオクテットの前までのオクテット数を表す。 

 メッセージ種別で付加部の使用が許容されていない場合は、ポインタは存在しない。しかし、メッセージ

種別では付加部の使用が許容されているが、メッセージ中に付加部が全く無い場合、ａｌｌ "０" に設定さ

れたポインタフィールドが使用される。 
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2.4 ＳＣＣＰパラメータ 

 パラメータ名のコーディングを表 2-9/JJ-70.10 に示す。 

 

付表 2-9/JJ-70.10 ＳＣＣＰパラメータ名のコード 

(Code of SCCP parameter names) 

 

パラメータ名 
パラメータ名のコーディング 

８７６５ ４３２１ 

オプションパラメータ終了 ００００ ００００ 

着信先ローカル参照番号 ００００ ０００１ 

発信元ローカル参照番号 ００００ ００１０ 

着信アドレス ００００ ００１１ 

発信アドレス ００００ ０１００ 

プロトコルクラス ００００ ０１０１ 

分割／再組立 ００００ ０１１０ 

受信シーケンス番号 ００００ ０１１１ 

順序制御／分割 ００００ １０００ 

クレジット ００００ １００１ 

切断理由 ００００ １０１０ 

返送理由 ００００ １０１１ 

リセット理由 ００００ １１００ 

誤り理由 ００００ １１０１ 

拒否理由 ００００ １１１０ 

データ ００００ １１１１ 

 

 

（注）網かけのパラメータが移動網内、網間で使用されるＵＤＴ、ＵＤＴＳメッセージに含まれるパラメー

タである。但し、ＵＤＴ、ＵＤＴＳメッセージは必須パラメータのみを含むメッセージなのでパラメータ名

コード自体が信号上に設定されることは無い。 

＠

＠

＠

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

Ｃ 
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2.4.1 発信アドレス・着信アドレス 

 「発信アドレス」、および「着信アドレス」は、可変長パラメータである。その構造を付図 2-4/JJ-70.10  に

示す。 

 

 

 

アドレス識別子 

アドレス 

 

 

付図 2-4/JJ-70.10 発信アドレス、着信アドレスの構造 

（Structure of calling party address, called party address） 

 

2.4.1.1 アドレス識別子 

 「アドレス識別子」は、アドレスフィールド内に含まれるアドレス情報の種別を示す。 

アドレスは、以下の要素のうちの１つあるいはいくつかの組合せにより構成される。 

－ 信号局コード 

－ グローバルタイトル（ＧＴ） 

－ サブシステム番号（ＳＳＮ） 

 

 

０        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 2-5/JJ-70.10 アドレス識別子コード化 

(Address indicator encoding) 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２

オクテット１

オクテット２

オクテットｎ

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １

国内利用のため留保 

信号局コード識別子 

グローバルタイトル識別子 

サブシステム番号識別子 

ルーチング識別子 
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・ビット１ ： アドレスに信号局コードが含まれる時「１」 

・ビット２ ： アドレスにサブシステム番号が含まれる時「１」 

・ビット３～６ ： 

００００  グローバルタイトル無し 

０００１  グローバルタイトルは、アドレス識別子の種別のみを含む 

００１０  グローバルタイトルは、翻訳タイプのみを含む。 

００１１  グローバルタイトルは、翻訳タイプ、番号計画、コーディング体系を含む。 

０１００  グローバルタイトルは、翻訳タイプ、番号計画、コーディング体系、アドレス識別子の

種別を含む。 

０１０１ 

国際予備 

０１１１ 

１０００ 

国内予備 

１１１０ 

１１１１  拡張予備 

 

・ビット７ ： ルーチングがアドレス内のグローバルタイトルに基づくことを示すとき「０」 

ルーチングがＭＴＰルーチングラベル内の相手信号局コードと着信アドレス内のサブ

システム番号情報に基づくとき「１」 

・ビット８ ： 国特有の利用のために使用される。 

 

2.4.1.2 アドレス 

 いくつかの要素は、それが提供された際には、規定されている順序であらわれる。例えば、信号局コード、

サブシステム番号、グローバルタイトルの順である。 

 

 

信号局コード 

サブシステム番号 

グローバルタイトル 

 

付図 2-6/JJ-70.10 アドレス要素の順序 

(Ordering of address elements) 

～ 

～

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １
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2.4.1.2.1 信号局コード 

 信号局コードは、２オクテットで表現される。 

 

 

  

 

  

 

 

付図 2-7/JJ-70.10 信号局コードのフォーマット 

 

 

2.4.1.2.2 サブシステム番号 

 サブシステム番号（ＳＳＮ）は、ＳＣＣＰユーザ機能を識別するために用いられ、それが提供される際に

は、１オクテットのコードで構成される。 

 

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ＳＳＮ不明／未使用 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ＳＣＣＰ管理 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ＣＣＩＴＴ用のため留保 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ＩＳＵＰ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ＯＭＡＰ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ＭＡＰ 

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０  

 ＣＣＩＴＴでは予備 

１ １ １ １ １ １ １ ０  

１ １ １ １ １ １ １ １ 予備 

 

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １

Ｓ 

LSB

UB
Ｕ

LSBMSB

Ｍ

MSB LSB LSB 
UU

オクテット１ 
 

オクテット２ 

＃

＃

～ 

Ｃ 
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2.4.1.2.3 グローバルタイトル 

 グローバルタイトル（ＧＴ）のフォーマットは、可変長である。付図 2-8 、付図 2-10、付図 2-11、付図

2-12/JJ-70.10 にグローバルタイトルの４種のフォーマットを示す。 

 

2.4.1.2.3.1 グローバルタイトル表示＝０００１ 

 

 

 アドレス識別子の種別 

アドレス情報 

 

 

付図 2-8/JJ-70.10 グローバルタイトルフォーマット （表示＝０００１） 

 

(1) アドレス識別子の種別 

 オクテット１のビット１～７はアドレス識別子の種別を含み、以下のようにコーディングされる。 

 

ビット  ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 予備 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 加入者番号 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 国内使用のため留保 

０ ０ ０ ０ ０ １ １ 国内番号 

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 国際番号 

０ ０ ０ ０ １ ０ １  

 予備 

１ １ １ １ １ １ １  

 

(2) 偶奇表示 

 オクテット１のビット８は、アドレス情報の桁数の偶数奇数表示であり、以下のようにコーディングされ

る。 

ビット ８ 

 

０  偶数桁のアドレス情報 

１  奇数桁のアドレス情報 

偶奇表示

８ ７ ６ ２ ５ ４ ３ １

オクテット１ 

オクテット２及びそれ以降

～ 
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(3) アドレス情報 

 オクテット２以降にはアドレス情報の数字、およびフィラー（必要時）が含まれる。 

 

 

第２アドレス 第１アドレス 

第４アドレス 第３アドレス 

第６アドレス 第５アドレス 

ﾌｨﾗｰ（必要時） 第 2n-5 アドレス 

 

付図 2-9/JJ-70.10 アドレス情報フォーマット 

 

 

 各アドレス情報のコーディングを以下に示す。 

 

０ ０ ０ ０  ディジット０ 

０ ０ ０ １  ディジット１ 

０ ０ １ ０  ディジット２ 

０ ０ １ １  ディジット３ 

０ １ ０ ０  ディジット４ 

０ １ ０ １  ディジット５ 

０ １ １ ０  ディジット６ 

０ １ １ １  ディジット７ 

１ ０ ０ ０  ディジット８ 

１ ０ ０ １  ディジット９ 

１ ０ １ ０  予備 

１ ０ １ １  コード 11 

１ １ ０ ０  コード 12 

１ １ ０ １  コード 13（注） 

１ １ １ ０  コード 14（注） 

１ １ １ １  ＳＴ 

 

（注）コード 13、14 は、ローミングユーザを識別する場合にのみ用いられる。 

 

 アドレス情報が奇数桁の場合、フィラーコード（００００）が最終アドレスの後に挿入される。 

＠

＃

＃

＠

＃

＠

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １

オクテット２ 

オクテット３ 

オクテット４ 

オクテットｎ－１ 

Ｃ 
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2.4.1.2.3.2 グローバルタイトル表示＝００１０ 

 

 

翻訳タイプ 

アドレス情報 

 

 

付図 2-10/JJ-70.10 グローバルタイトルフォーマット （表示 ＝ ００１０） 

(Global title format for indicator 0010) 

 

(1) 翻訳タイプ（Translation type） 

 翻訳タイプは、メッセージを適切なグローバルタイトル翻訳機能へまわすために使用される１オクテット

フィールドである。例えば、アドレス情報は別の値および別の相手信号局コード、サブシステム番号、グロー

バルタイトルの組み合わせに翻訳されることが可能である。 

 このオクテットが使用されない時には、“００００００００”にコード化される。 

 ネットワーク間サービスの翻訳タイプは、“０００００００１”から昇順にコード化される。ネットワー

ク特有サービスは、“１１１１１１１０" から降順にコード化される。 

 “１１１１１１１１" コードは拡張用に留保される。 

 コード空間の割り付けおよびＴＴＣ固有仕様としてのコード化を以下のとおりとする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このグローバルタイトルフォーマット（００１０）の場合には、翻訳タイプは、アドレス情報をコード化

するためのコーディング体系、および番号計画をも意味する。 

＃

＃

＃

＊

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １

オクテット１ 

オクテット２及びそれ以降

ＩＴＵ－Ｔ固有領域 

ＴＴＣ固有領域 

網特有領域 

～ 

～ 

００００００００  
 
１１０１１１１１ 

１１１１００００  
 
１１１１１１１０  

１１１１１１１１ 留保  

～ 

１１１０００００ 
 
１１１０１００１ 
１１１０１０１０ 網番号＋信号局コード（移動通信）  
１１１０１０１１ 網番号（移動通信）  
１１１０１１００ 移動機ローミング番号（移動通信）  
１１１０１１０１ 加入者ローミング番号（移動通信）  
１１１０１１１０ 移動機番号（移動通信）  
１１１０１１１１ 加入者番号（移動通信）  

予備

＊
＊

＊

＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊

＊

＊
＊
＊

Ｃ 
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(2) アドレス情報 

 二進化十進数（ＢＣＤ）でコーディングする場合、グローバルタイトル値はオクテット２から始まり、付

図 2-9/JJ-70.10 のように符号化される。 

 

2.4.1.2.3.3 グローバルタイトル表示＝００１１ 

 

 

翻訳タイプ 

番号計画 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ体系 

アドレス情報 

 

 

付図 2-11/JJ-70.10 グローバルタイトルフォーマット （表示 ＝ ００１１） 

(Global title format for indicator 0010) 

 

(1) 翻訳タイプ 

 2.4.1.2.3.2 の(1)で規定されたものと同様である。 

 

(2) 番号計画 

 番号計画は、以下のようにコーディングされる。 

ビット ８ ７ ６ ５ 

０ ０ ０ ０ 未定 

０ ０ ０ １ ＩＳＤＮ／電話番号計画（勧告Ｅ．１６４） 

０ ０ １ ０ 予備 

０ ０ １ １ データ番号計画（勧告Ｘ．１２１） 

０ １ ０ ０ テレックス番号計画（勧告Ｆ．６９） 

０ １ ０ １ 船舶番号計画（勧告Ｅ．２１０、２１１） 

０ １ １ ０ 自動車番号計画（勧告Ｅ．２１２） 

０ １ １ １ ＩＳＤＮ／移動体番号計画（勧告Ｅ．２１４） 

１ ０ ０ ０  

 予備 

１ １ １ ０  

１ １ １ １ 留保 

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １

オクテット１ 

オクテット３及びそれ以降

オクテット２ 

～ 
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(3) コーディング体系 

 コーディング体系は、以下のようにコーディングされる。 

ビット ８ ７ ６ ５ 

０ ０ ０ ０ 未定 

０ ０ ０ １ ＢＣＤ（奇数桁）

０ ０ １ ０ ＢＣＤ（偶数桁）

０ ０ １ １  

 予備 

１ １ １ ０  

１ １ １ １ 留保 

 

(4) アドレス情報 

 コーディング体系が二進化十進数（ＢＣＤ）である場合、グローバルタイトル値はオクテット３から始ま

り、付図 2-9/JJ-70.10 のように符号化される。 

～ 
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2.4.1.2.3.4 グローバルタイトル表示＝０１００ 

 

 

翻訳タイプ 

番号計画 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ体系 

 アドレス識別子の種別 

アドレス情報 

 

 

付図 2-12/JJ-70.10 グローバルタイトルフォーマット （表示 ＝ ０１００） 

(Global title format for indicator 0100) 

 

(1) 翻訳タイプ（Translation type） 

2.4.1.2.3.2 の(1)で規定されたものと同様である。 

(2) 番号計画（Numbering plan） 

2.4.1.2.3.3 の(3)で規定されたものと同様である。 

(3) コーディング体系（Encoding scheme ） 

2.4.1.2.3.3 の(2)で規定されたものと同様である。 

(4) アドレス識別子の種別（Nature of address indicator ） 

2.4.1.2.3.1 の(1)で規定されたものと同様である。 

(5) アドレス情報（Address information ） 

コーディング体系が二進化十進数（ＢＣＤ）である場合、グローバルタイトル値はオクテット４から始ま

り、付図 2-9/JJ-70.10 のように符号化される。 

 

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １

予備 

オクテット１ 

オクテット３ 

オクテット２ 

オクテット４及びそれ以降
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2.4.1.2.3.5 移動網において使用されるグローバルタイトル 

 

 移動網内、網間において送受される回線非対応信号に含まれるグローバルタイトルは送受される内容に

よってコーディングが異なる。 

 

(1) 網間におけるＨＬＲアクセス、ＧＬＲアクセス等の場合 

 表 2-1/JJ-70.10 における信号の内、以下のものがこの場合に相当する。 

(a) ⑧の着グローバルタイトル（加入者番号） 

(b) ⑩の着グローバルタイトル（加入者ローミング番号） 

(c) ⑪の着グローバルタイトル（加入者番号） 

(d) ⑫の着グローバルタイトル（網番号） 

 

 コーディングは以下の規則に従う。 

 

・『グローバルタイトル表示』は、００１１（＝グローバルタイトルは、翻訳タイプ、番号計画、コーディ

ング体系を含む）を使用する。 

・『翻訳タイプ』は、それぞれの着グローバルタイトルに対応するものを選択する。 

・『番号計画』は、０１１１＝ＩＳＤＮ／移動体の番号計画を使用する。 

・アドレス情報は、ＢＣＤで符号化し、桁数が奇数の場合には『コーディング体系』を０００１＝ＢＣＤ

（奇数桁）、偶数の場合には００１０＝ＢＣＤ（偶数桁）とする。 

・『アドレス情報』は、以下のようなフォーマットとする。 

 

 

 

第２アドレス 第１アドレス 

第４アドレス 第３アドレス 

第６アドレス 第５アドレス 

ﾌｨﾗｰ（必要時） 第 2n-5 アドレス 

 

付図 2-13/JJ-70.10 アドレス情報フォーマット（(1)の場合） 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １

オクテット３ 

オクテット４ 

オクテット５ 

オクテットｎ 

Ｃ 

Ｃ 



 

 - 663 - ＪＪ－７０．１０ 

(2) 網間においてグローバルタイトルとして網番号＋信号局コードを使用する場合 

 

 表 2-1/JJ-70.10 における信号の内、以下のものがこの場合に相当する。 

(a) ⑦の発着グローバルタイトル 

(b) ⑧の発グローバルタイトル 

(c) ⑨の発着グローバルタイトル 

(d) ⑩の発着グローバルタイトル 

(e) ⑪の発着グローバルタイトル 

(f) ⑫の発グローバルタイトル 

(g) ⑬の発着グローバルタイトル 

 

 コーディングは以下の規則に従う。 

 

・『グローバルタイトル識別子』は、００１１（＝グローバルタイトルは、翻訳タイプ、番号計画、コー

ディング体系を含む）を使用する。 

・『翻訳タイプ』は、０００００１１０＝網番号＋信号局コードを使用する。 

・『番号計画』は、０１１１＝ＩＳＤＮ／移動体の番号計画を使用する。 

・アドレス情報のうち、網番号の部分は、ＢＣＤで符号化し、桁数が奇数の場合には『コーディング体系』

を０００１＝ＢＣＤ（奇数桁）、偶数の場合には００１０＝ＢＣＤ（偶数桁）とする。網番号に続いて

信号局コードとして２オクテットが設定される。 

信号局コードのフォーマットは、ＭＴＰ、ＳＣＣＰのアドレス情報を構成する信号局コードと同じもの

である 

・『アドレス情報』は、以下のようなフォーマットとする。 

 

 

 

第２アドレス 第１アドレス 

第４アドレス 第３アドレス 

第６アドレス 第５アドレス 

  

ﾌｨﾗｰ（必要時） 第 2n-5 アドレス 

信号局コード 

 

付図 2-14/JJ-70.10 アドレス情報フォーマット（(2)の場合） 

 網番号（オクテット３～ｎ）が奇数桁の場合、フィラーコード（００００）が上図のフィラー部分に挿入

される。 

 

＠

 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

 

＠

 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

８ ７ ６ ２５ ４ ３ １

オクテット３ 

オクテット４ 

オクテット５ 

オクテットｎ 

オクテットｎ＋１ 

オクテットｎ＋２ 

網
番
号 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 
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(3) その他の場合 

 表 2-1/JJ-70.10 における信号の内、以下のものがこの場合に相当する。 

(a) ④の発グローバルタイトル 

(b) ⑤の着グローバルタイトル 

(c) ⑥の発着グローバルタイトル 

 

 グローバルタイトルのコーディングは、各事業者個別に規定することとする。 

 

2.4.2 プロトコルクラス 

 「プロトコルクラス」パラメータフィールドは、プロトコルクラスを示す４ビットフィールドである。 

 

 ビット１～４は以下の様にコーディングされる。 

 

０ ０ ０ ０ クラス０ 

０ ０ ０ １ クラス１ 

０ ０ １ ０ クラス２ 

０ ０ １ １ クラス３ 

 

 ビット１～４がコネクションオリエンテッドプロトコルクラス（クラス２、クラス３）を示すコーディン

グの場合、ビット５～８は空となる。 

 

 ビット１～４がコネクションレスプロトコルクラス（クラス０、クラス１）を示すコーディングの場合、

ビット５～８は以下に示す様なメッセージ処理を規定するために用いられる。 

 

ビット ８ ７ ６ ５  

  

０ ０ ０ ０ 特別なオプションなし 

０ ０ ０ １  

 予備 

０ １ １ １  

  

１ ０ ０ ０ エラー時メッセージ返送 

１ ０ ０ １  

 予備 

１ １ １ １  

 

 

＠

＠

＠

＠

＠

 

＠

＃

＃

～ 

～ 

Ｃ 
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2.4.3 返送理由 

 「ユニットデータサービス」において、「返送理由」パラメータフィールドは１オクテットのフィールド

で、メッセージが返送された理由を含んでいる。 

 

ビット  ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ アドレスの性質上翻訳不可 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 特殊なアドレスのため翻訳不可 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ サブシステム輻輳 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ サブシステム障害 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 未実装ユーザ 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ネットワーク障害 

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ネットワーク輻輳 

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ 無資格 

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０  

 予備 

１ １ １ １ １ １ １ １  

 

 

～ 
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３．信号接続制御手順 

 

3.1 信号接続制御手順の一般的特徴 

3.1.1 プロトコルクラス 

 ネットワークサービスを提供するためにＳＣＣＰが用いるプロトコルは、下記に示す４つのプロトコルに

分類される。 

 

－ クラス０：基本コネクションレスクラス 

－ クラス１：順序制御（ＭＴＰ）コネクションレスクラス 

－ クラス２：基本コネクションオリエンテッドクラス 

－ クラス３：フロー制御コネクションオリエンテッドクラス 

 

 コネクションレスのプロトコルクラスは、「ユニットデータ（ＵＤＴ）」メッセージの「ユーザデータ」

フィールドに、１つのネットワークサービスデータユニット（ＮＳＤＵ）を転送するために必要な機能を提

供する。ＮＳＤＵの最大の長さは、２５５オクテット（注：ＳＣＣＰの発着信アドレスとしてグローバルタ

イトルを含まない場合）に制限される。これは、プロトコルクラス０と１では分割／組立制御を提供しない

ためである。 

 

3.1.2 プロトコルクラス０ 

 発ノード内の高位のレイヤからＳＣＣＰに渡されたネットワークサービスデータユニット（ＮＳＤＵ）は、

ＳＣＣＰにより着ノード内の高位レイヤに分配される。これらのデータユニットは、相互に独立に転送され

る。すなわち、データユニットの順序制御はなされずに転送されることになる。このように、本プロトコル

クラスは、純粋のコネクションレスネットワークサービスに相当する。 
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3.2 コネクションレスサービスの手順の概要 

3.2.1 概要 

 発ノードのＳＣＣＰ機能は、プロトコルクラス０と１のコネクションレスサービスを用いて転送するネッ

トワークサービスデータユニット（ＮＳＤＵ）を上位レイヤから受信すると、メッセージの転送先ノードを

識別するため着信アドレスを分析する。ネットワークサービスデータユニット（ＮＳＤＵ）は、ＭＴＰ機能

を用いて、転送先ノードに送られる「ユニットデータ（ＵＤＴ）」メッセージにユーザデータとして含まれ

る。「ユニットデータ（ＵＤＴ）」メッセージを受信すると、ＳＣＣＰ機能は、ルーチングの分析を行う。

その「ユニットデータ（ＵＤＴ）」メッセージの宛先が自ノードにあるユーザの場合には、ネットワークサー

ビスデータユニット（ＮＳＤＵ）を自ノードの高位レイヤ機能に分配する。着信アドレスがノード内にない

ユーザのときには、「ユニットデータ（ＵＤＴ）」メッセージは次のノードに転送される。このプロセスは、

ネットワークサービスデータユニット（ＮＳＤＵ）が着信アドレスに到達するまで続けられる。 

 

3.2.2 ＳＣＣＰの構造と仕様の内容 

 ＳＣＣＰの基本構造を、付図 2-15/JJ-70.10 に示す。 

 

3.2.2.1 ＳＣＣＰコネクションレス制御部 

 データユニットのコネクションレスな転送機能を与えることを目的とする。 

 

3.2.2.2 ＳＣＣＰ管理部 

 ＭＴＰの信号ルート管理及びフロー制御機能とともにＳＣＣＰユーザ、またはＳＣＣＰユーザまでの信号

ルートの輻輳と障害の処理機能を提供することを目的とする。 

 

3.2.2.3 ＳＣＣＰルーチング制御部 

 ＭＴＰまたはＳＣＣＰコネクションレス制御部からメッセージを受信すると、ＳＣＣＰルーチング機能は、

ＭＴＰに転送のためにメッセージを渡したり、ＳＣＣＰコネクションレス制御部にＭＴＰから受信したメッ

セージを渡したりするために必要なルーチング機能を与える。着信アドレスが自ノード内のユーザである

メッセージはＳＣＣＰコネクションレス制御部に渡されるが、そうでない場合は、遠隔のＳＣＣＰユーザへ

転送するためＭＴＰに渡される。 
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付図 2-15/JJ-70.10 ＳＣＣＰコネクションレス形の構成 

(Composition of SCCP connectionless) 

 

3.3 アドレッシング及びルーチング 

 

3.3.1 ＳＣＣＰアドレッシング 

 発着信アドレスは、ＳＣＣＰが発着信ノードを決めるのに必要な情報を含む。コネクションレス手順の場

合、アドレスはメッセージの発着信点を指す。 

Ｓ Ｃ Ｃ Ｐ
Ｍ

 

 

Ｔ

 

 

Ｐ
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Ｐ 
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ザ ＳＣＣＰ

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ

制御部 

(SCLC) 

ＳＣＣＰ

ﾙｰﾁﾝｸﾞ 

制御部 

(SCRC) 

N-ﾕﾆｯﾄﾃ゙ ｰﾀ要求 

N-ﾕﾆｯﾄﾃ゙ ｰﾀ表示 

CL ﾒｯｾｰｼ゙

ﾙｰﾁﾝｸ゙ 障害

CL ﾒｯｾｰｼ゙

「MTP-転送」

表示

「MTP-転送」

要求
N-通知表示 

ＳＣＣＰ管理

（ＳＣＭＧ）

Ｃ 
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3.3.1.1 グローバルタイトル（ＧＴ） 

 グローバルタイトル（ＧＴ）とは、そのままでは信号網でルーチングに使用できず、ＳＣＣＰで翻訳が必

要となるダイヤルディジットのようなアドレスである。グローバルタイトルの使用及びその翻訳は、ネット

ワークオプションとして任意とする。 

 

3.3.1.2 相手信号局コード（ＤＰＣ）＋サブシステム番号（ＳＳＮ） 

 相手信号局コード（ＤＰＣ）とサブシステム番号（ＳＳＮ）の組合せの場合は、ＳＣＣＰとＭＴＰで直接

ルーチングできる。即ち、ＳＣＣＰにおいて翻訳は不要である。 

 

3.3.2 ＭＴＰにより転送されるＳＣＣＰメッセージの受信 

 ＭＴＰにより転送されるＳＣＣＰメッセージは、メッセージのルーチングに必要な情報を含む着信アドレ

スパラメータを持つ。 

 着信アドレスパラメータがルーチングのために用いられる場合には、次の情報を含む。 

 

3.3.2.1 サブシステム番号（ＳＳＮ）のみ 

 これは、受信ＳＣＣＰがメッセージの着信点であることを示す。サブシステム番号（ＳＳＮ）は、自局の

サブシステムを決めるのに用いられる。 

 

3.3.2.2 グローバルタイトル（ＧＴ）のみ 

 この場合、翻訳が必要である。グローバルタイトル（ＧＴ）の翻訳によりメッセージのルーチングのため

新しい相手信号局コード（ＤＰＣ）をもたらす。そして、可能ならば、新しいサブシステム番号（ＳＳＮ）

又はグローバルタイトル（ＧＴ）又はその両者が着信アドレスの中に生成される。 

 

3.3.2.3 サブシステム番号（ＳＳＮ）＋グローバルタイトル（ＧＴ） 

 この場合、アドレス識別子が、サブシステム番号（ＳＳＮ）またはグローバルタイトル（ＧＴ）のいずれ

が前記 3.3.1 と 3.3.2 の処理を通してルーチング及び処理のために用いられるべきかを判断するために用いら

れる。 

Ｃ 
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3.3.3 コネクションレス制御部からＳＣＣＰルーチング制御部へのメッセージ 

 メッセージの着側を示すアドレス情報は、コネクションレス制御部から受信した内部メッセージに含まれ

る。コネクションレスメッセージの場合、アドレス情報は、「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに付

随する「着信アドレス」パラメータから得られる。アドレス情報は、次の形式をとる。 

 

(1) 相手信号局コード（ＤＰＣ）＋（サブシステム番号（ＳＳＮ）またはグローバルタイトル（ＧＴ）また

は両者） 

(2) グローバルタイトル（ＧＴ） 

(3) グローバルタイトル（ＧＴ）＋サブシステム番号（ＳＳＮ） 

 

 相手信号局コード（ＤＰＣ）が含まれない場合には、メッセージ転送前にグローバルタイトル（ＧＴ）の

翻訳が要求される。翻訳により相手信号局コードが生成され、更に新しいサブシステム番号（ＳＳＮ）また

は新グローバルタイトルまたは新しい両者が生成されることもある。 

 グローバルタイトル翻訳の結果、ＧＴ、ＳＳＮが、その前に着信アドレスに含まれていたＧＴ、ＳＳＮと

異なる場合、新しく生成されたＧＴ、ＳＳＮが既にあるものと置き換えられる。 

 

3.4 メッセージの返送 

 

3.4.1 ＵＤＴＳメッセージ返送 (Return of UDTS message) 

 ＵＤＴＳメッセージ生成時、ＵＤＴメッセージの発信アドレスと着信アドレスを単純に入れ換える。この

場合、着信アドレスと発信アドレスの長さが異なるようなことがあれば、着信アドレスポインタ、発信アド

レスポインタを変更する。また、ＭＴＰ部ルーチングラベルのＯＰＣには、ＵＤＴＳ生成局の信号局コード

が設定され、ＭＴＰ部ルーチングラベルのＤＰＣにはＵＤＴＳメッセージの着信アドレスを翻訳して決定さ

れる。 

 付図 2-16/JJ-70.10 に、ＵＤＴメッセージに対するＵＤＴＳメッセージの生成法を示す。 

＠

 

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠
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ＵＤＴ  ＵＤＴＳ生成時  ＵＤＴＳ送信時 

ﾙｰﾁﾝｸﾞﾗﾍﾞﾙ  ﾙｰﾁﾝｸﾞﾗﾍﾞﾙ  ﾙｰﾁﾝｸﾞﾗﾍﾞﾙ 

ﾒｯｾｰｼﾞ種別 UDT 変更 ﾒｯｾｰｼﾞ種別 UDTS  ﾒｯｾｰｼﾞ種別 UDTS 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙｸﾗｽ 変更 〔 返送理由 〕  〔 返送理由 〕 

着信ｱﾄﾞﾚｽﾎﾟｲﾝﾀ  着信ｱﾄﾞﾚｽﾎﾟｲﾝﾀ  着信ｱﾄﾞﾚｽﾎﾟｲﾝﾀ（注）

発信ｱﾄﾞﾚｽﾎﾟｲﾝﾀ  発信ｱﾄﾞﾚｽﾎﾟｲﾝﾀ 変更 発信ｱﾄﾞﾚｽﾎﾟｲﾝﾀ 

ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾀ  ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾀ  ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾀ 

着信ｱﾄﾞﾚｽ内容長  着信ｱﾄﾞﾚｽ内容長  着信ｱﾄﾞﾚｽ内容長 

ｱﾄﾞﾚｽ表示  ｱﾄﾞﾚｽ表示  ｱﾄﾞﾚｽ表示 

信号局ｺｰﾄﾞ  信号局ｺｰﾄﾞ  信号局ｺｰﾄﾞ 

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ番号  ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ番号  ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ番号 

発信ｱﾄﾞﾚｽ内容長  発信ｱﾄﾞﾚｽ内容長  発信ｱﾄﾞﾚｽ内容長 

ｱﾄﾞﾚｽ表示  ｱﾄﾞﾚｽ表示  ｱﾄﾞﾚｽ表示 

信号局ｺｰﾄﾞ  信号局ｺｰﾄﾞ  信号局ｺｰﾄﾞ 

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ番号  ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ番号  ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ番号 

ﾃﾞｰﾀ内容長  ﾃﾞｰﾀ内容長  ﾃﾞｰﾀ内容長 

ﾃﾞｰﾀ内容  ﾃﾞｰﾀ内容  ﾃﾞｰﾀ内容 

 

 

付図 2-16/JJ-70.10 ＵＤＴＳメッセージの生成法 

(Set up of parameters in UDTS message) 

 

（注）ＵＤＴＳ生成は、発着信アドレスの内容の入替えであるため、着信アドレスポインタの変更はない。 

 

＠

＠

入
れ
替
え

（必要なら）

Ｃ 



 

 - 672 - ＪＪ－７０．１０ 

付録３： ＴＣＡＰ（トランザクション機能応用部） 

 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本付録はＩＴＵ－Ｔ勧告１９８８年版Ｑ．７７１、Ｑ．７７２、Ｑ．７７３、Ｑ．７７４、Ｑ．７７５に

準拠したものである。 

 本付録は上記勧告のなかからディジタル移動通信ノード間における移動通信応用部（ＭＡＰ）信号方式に

必要な部分のみを抽出して記述している。 

 

２．上記勧告等に対する追加項目 

 本付録において、上記勧告に対して表１に示される項目を追加している。これらの項目については本文中

に＠で表示する。 

 

３．その他 

(1)参照している勧告、標準等 

・ＩＴＵ－Ｔ勧告（１９８８年度版） 

Ｑ．７７１、Ｑ．７７２、Ｑ７７３、Ｑ．７７４、Ｑ．７７５ 
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表 1 本付録において追加した項目 

 

章番号 内容 記事 

4.4 

 

オペレーションタグはローカルオペレーショ

ンを使用する。 

インプリメント上の対処のため。 

 

4.5 

 

パラメータセットタグはシーケンスタグを使

用する。 

インプリメント上の対処のため。 

 

4.6 

 

エラーコードタグはローカルエラータグを使

用する。 

インプリメント上の対処のため。 

 

6. 

 

 

コンポーネント処理プリミティブ・ダイアログ

処理プリメティブの規定を拡張・変更し、一覧

表に示す。 

インプリメント上の対処のため。 

 

 

7. 

 

プリミティブ受付結果の規定を、追加する。 

 

インプリメント上の対処のため。 

 

8.2 

 

独自のＳＤＬを規定する。 

 

インプリメント上の対処のため。 
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１．ＴＣＡＰメッセージの構成 

 付図 3-1/JJ-70.10 に示すように、ＴＣＡＰメッセージは、構造型形式の情報要素として構成される。ＴＣ

ＡＰはトランザクションサブレイヤで使用されるトランザクション部とコンポーネントサブレイヤで使用

されるコンポーネント部から構成される。トランザクション部の要素の１つはコンポーネントと呼ばれ、そ

れは、コンポーネントサブレイヤ情報要素を含む。 
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付図 3-1/JJ-70.10 ＴＣＡＰメッセージ構成(Composition of TCAP message) 

TCAP メッセージ種別タグ

総メッセージ長

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部情報要素

コンポーネント部タグ 

コンポーネント部長

・

・

・

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ種別タグ

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ長

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部

情報要素 

・

・

・

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部

情報要素 

・

・

・

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ種別タグ

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ長
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2. 情報要素の構成 

 ＴＣＡＰにおけるメッセージと情報要素の構成を付図 3-2/JJ-70.10 に示す。 

 

 

タグ(tag) 

内容長(Length) 

内容 (Contents)

 

 

 

 

付図 3-2/JJ-70.10 ＴＣＡＰにおけるメッセージと情報要素の構成 

(Structure of TCAP message and information element) 

 

2.1 タグ 

 全てのタグは１オクテット以上の長さで表示され、付図 3-3/JJ-70.10 に示されるように、“クラス”、“形

式”、“タグコード”から成る。 

 

 

 

クラス 形 式 タグコード（注） 

 

（注）タグコードは次のオクテットに拡張できる。 

 

付図 3-3/JJ-70.10 タグのフォーマット 

(Format of tag) 

 

2.1.1 タグクラス 

 タグクラスは、付表 3-1/JJ-70.10 に示されるようにコード化される。 

 

情報要素 

TCAP メッセージ 情報要素 

H G F E D C B A 
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付表 3-1/JJ-70.10 タグクラスのコーディング (Coding of tag class) 

 

クラス コーディング(H G) 

 

ユニバーサル 

アプリケーション－共通 

コンテキスト－特定 

プライベート 

 

 

００ 

０１ 

１０ 

１１ 

 

 

2.1.2 要素構造 

 要素構造は、付表 3-2/JJ-70.10 に示すように、その情報要素が“基本型”か“構造型”かを示すために用

いられる。 

 

付表 3-2/JJ-70.10 要素構造のコーディング (Coding of element form) 

 

形式 コーディング(F) 

 

基本型 

構造型 

 

 

０ 

１ 

 

 

2.1.3 タグコード 

 タグコードは、同一クラスの他の種別からその要素種別を識別するために用いられる。 

 タグコードは、第１オクテットのビットＡからＥを 11111 とコード化することで次オクテットに拡張でき

る。引続き、そのオクテットのビットＨが、拡張表示として用いられ、ビットＨが０の場合、次のオクテッ

トへは拡張しない。 
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クラス 形式 タグコード 

(00000-11110) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 3-4/JJ-70.10 タグコードのフォーマット 

(Format of Tag code) 

 

クラス 形式 タグコード(11111) 

拡張

１
MSB

拡張

０ LSB

ａ）１オクテットフォーマット 

(1 Octet format) 

ｂ）拡張オクテットフォーマット 

(Extended format) 
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2.2 内容長 

 内容長は、その情報要素の内容（タグコード、内容長オクテットは含まない）のオクテット数を表示する

ために用いられる。 

 内容長には、以下の３つが定義されている。 

 

2.2.1 短形式(Short form)： 

 内容が、１２７オクテット以下の場合、使用される。短形式において、ビットＨは０にコード化され、長

さはビットＡからＧを用いて、二進数でコード化される。 

 

2.2.2 長形式(Long form) ： 

 内容が、１２８オクテット以上の場合、使用される。長形式において、ビットＨは１にコード化され、第

１オクテットのＡからＧは、内容長フィールドの長さより１小さい値が書き込まれる。 

 

2.2.3 不定長形式(Indefinite form) ： 

 不定長形式は、１オクテット長であり、情報要素が構造型である時には、いつでも、短形式や長形式の代

わりに用いることができる。値は 10000000 であり、この形式を用いる時、内容終了（ＥＯＣ）表示により、

内容の終了を表す。 
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要素タグ（構造型） 

 内容長＝10000000 

 タグ   

 内容長 

 内容 

 

 

 

 

 タグ   

 内容長 

 内容 

ＥＯＣタグ 

    (00000000) 

ＥＯＣ長(00000000) 

 

 

 

 

 

 

 

付図 3-5/JJ-70.10 長さフィールドのフォーマット 

(Format of length field) 

2.3 内容 

 内容は、情報要素の本体であり、要素が伝えうる情報を含む。 

内容 

終了表示 

０ 内容長 
MSB LSB

ａ）短形式 

(short from) 

1 内容長フィールド長－１ 
MSB LSB

MSB 

LSB

ｂ）長形式 

(Long from) C）不定長形式

(Indefinite from)

・
・
・

・

LSB：最下位ビット MSB：最上位ビット
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3. トランザクション部 

 トランザクション情報要素はアプリケーション－共通クラス（ＨＧ＝０１）を用いる。 

 

3.1 トランザクション部の構成 

 トランザクションのメッセージには片方向、開始、終了、継続、Ｐ－アボート、Ｕ－アボートの６つがあ

る。付図 3-6/JJ-70.10  にそれぞれのトランザクションフィールド構成を示す。 

 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ種別タグ ﾒｯｾｰｼﾞ種別タグ 
 構造型 

総ﾒｯｾｰｼﾞ長 
必 須 構造型 

総ﾒｯｾｰｼﾞ長 
必 須 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部タグ 発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ 
 構造型 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部長 
必 須 

発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 長 基本型 

発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

必 須 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部タグ 構造型  1 以上のｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ    必 須 

 

構造型 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部長 

必 須 

（注１）

構造型  1 以上のｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ     ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ種別タグ ﾒｯｾｰｼﾞ種別タグ 
 構造型 

総ﾒｯｾｰｼﾞ長 
必 須 構造型

総ﾒｯｾｰｼﾞ長 
必 須 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ 発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 長 発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 長  基本型 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

必 須 基本型

発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

必 須 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部タグ 着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ 
 構造型 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部長 

必 須 

（注１） 着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ長 基本型 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ 

必 須 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部タグ 構造型  1 以上のｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ    ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

 構造型
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部長 

必 須 

（注１）

構造型  1 以上のｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ     ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ａ）片方向メッセージ 

(Unidirectional message type)

（ｂ）開始メッセージ(Begin message type) 

（ｄ）継続メッセージ(Continue message type)

（ｃ）終了メッセージ 

(End message type) 

＝ ＝

＝ ＝ 

＝ ＝

＝ ＝ 
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ﾒｯｾｰｼﾞ種別タグ ﾒｯｾｰｼﾞ種別タグ 
構造型 

総ﾒｯｾｰｼﾞ長 
必 須 構造型 

総ﾒｯｾｰｼﾞ長 
必 須 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ 着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 長 着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 長 基本型 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

必 須 基本型 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

必 須 

P-ｱﾎﾞｰﾄ理由タグ U-ｱﾎﾞｰﾄ情報タグ 

P-ｱﾎﾞｰﾄ理由長 U -ｱﾎﾞｰﾄ情報長 基本型 

P-ｱﾎﾞｰﾄ理由 

必 須 

（注２） 

 

構造型 

U -ｱﾎﾞｰﾄ情報 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

（注３） 

 

 

 

付図 3-6/JJ-70.10 トランザクションフィールド構成 (Structure of transaction portion fields) 

 

 

（注１）メッセージ内に送出されるコンポーネントがない場合は、コンポーネント部タグは不要であ

る。 

 

（注２）Ｐ－アボート理由は、アボートがトランザクションサブレイヤによって生成された場合のみ

現れる。 

 

（注３）Ｕ－アボート情報は、オプションであり、アボートがＴＣユーザにより生成された場合にの

み現れる場合がある。 

（ｅ）Ｐ－アボートメッセージ 

(P-Abort message type) 

（ｆ）Ｕ－アボートメッセージ 

(U-Abort message type) 



 

 - 685 - ＪＪ－７０．１０ 

3.2 メッセージ種別タグ 

本フィールドは１オクテットで構成され、全てのＴＣＡＰメッセージに対して必須であり、付表

3-3/JJ-70.10 に示すようにコード化される。 

 

付表 3-3/JJ-70.10 メッセージ種別タグコーディング 

(Coding of message type tag) 

 

メッセージ種別 タグのコーディング 

片方向 

開始 

（留保） 

終了 

継続 

（留保） 

アボート 

０１１００００１ 

０１１０００１０ 

０１１０００１１ 

０１１００１００ 

０１１００１０１ 

０１１００１１０ 

０１１００１１１ 

 

3.3 トランザクション ID タグ 

トランザクション ID タグは、トランザクション ID が発／着のいずれであるかを示すために使用される。

付表 3-4/JJ-70.10 に、メッセージ種別と使用されるトランザクション ID タグとの関係を示す。 

 

付表 3-4/JJ-70.10 各メッセージ種別で使用されるトランザクションＩＤ 

(Transaction IDs in each message type） 

 

メッセージ種別 発ＩＤ 着ＩＤ 

片方向 

開始 

終了 

継続 

アボート 

無 

有 

無 

有 

無 

無 

無 

有 

有 

有 

 

 発及び着トランザクション ID タグは付表 3-5/JJ-70.10 に示すようにコーディング化される。 
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付表 3-5/JJ-70.10 トランザクション ID タグのコーディング 

(Coding of transaction ID tags) 

 

 ＨＧＦＥＤＣＢＡ

発トランザクション ID タグ ０１００１０００

着トランザクション ID タグ ０１００１００１

 

 トランザクションＩＤ長は、可変（１～４オクテット）とする。 

 

3.4 Ｐ－アボート理由タグ 

 Ｐ－アボート理由タグは、付表 3-6/JJ-70.10  に示されるように、コーディング化される。 

 

付表 3-6/JJ-70.10 Ｐ－アボート理由タグのコーディング 

(Coding of P-Abort cause tags) 

 

 ＨＧＦＥＤＣＢＡ

Ｐ－アボート理由タグ ０１００１０１０

 

 Ｐ－アボート理由値は、付表 3-7/JJ-70.10 に示されるように、コーディング化される。 
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付表 3-7/JJ-70.10 Ｐ－アボート理由値のコーディング (Coding of P-Abort cause) 

 

Ｐ－アボート理由 設 定 要 因 理由値のコーディング 

 

認識不能メッセージ種別 

 

 

 

認識不能 

トランザクション ID 

 

フォーマット誤り 

トランザクション部 

 

不正トランザクション部 

 

 

 

リソース限界 

 

ﾒｯｾｰｼ゙  種別が、開始、継続、終了、

片方向、アボートのいずれでもない

 

存在しないﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに対するﾄﾗﾝ

ｻﾞｸｼｮﾝ ID を受信 

 

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部の２項で規定した符

号化法に従っていない。 

 

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部の要素構成が 3.1 項で

規定された構成にしたがっていな

い。 

 

十分なﾘｿｰｽが利用不可 

 

００００００００ 

 

 

 

０００００００１ 

 

 

００００００１０ 

 

 

００００００１１ 

 

 

 

０００００１００ 

 

3.5 Ｕ－アボート情報タグ 

Ｕ－アボート情報タグは、付表 3-8/JJ-70.10 に示されるように、コーディング化される。 

 

付表 3-8/JJ-70.10 Ｕ－アボート情報タグのコーディング 

(Coding of User abort information tag) 

 

 ＨＧＦＥＤＣＢＡ

Ｕ－アボート情報タグ ０１１０１０１１

 

 Ｕ－アボート情報要素内容については、未定義。 

 

3.6 コンポーネント部タグ 

 コンポーネント部タグは、以下はコンポーネント部であることを示すために使用され、付表 3-9/JJ-70.10  

に示されるように、コーディング化される。 
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付表 3-9/JJ-70.10 コンポーネント部タグのコーディング 

(Coding of component portion tag) 

 

 ＨＧＦＥＤＣＢＡ

コンポーネント部タグ ０１１０１１００

 

4. コンポーネント部 

 コンポーネント部は、１以上のコンポーネントより構成され、コンポーネントサブレイヤにより使用され

る。 

 

4.1 コンポーネント部の構成 

 トランザクションのメッセージには起動、結果応答（最終／途中）、エラー応答、拒否の４つがある。付

図 3-7/JJ-70.10 にそれぞれのコンポーネントフィールド構成を示す。 
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コンポーネント種別タグ コンポーネント種別タグ 

コンポーネント長 
必 須 

コンポーネント長 
必 須 

起動 ID タグ 起動 ID タグ 

起動 ID 長 起動 ID 長 

起動 ID 

必 須 

起動 ID 

必 須 

関連 ID タグ シーケンスタグ 

関連 ID 長 シーケンス長 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

（注１） 

関連 ID 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

オペレーションコードタグ 

オペレーションコードタグ オペレーションコード長 

オペレーションコード長 オペレーションコード 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

オペレーションコード 

必 須 

パラメータセットタグ 

パラメータセットタグ パラメータセット長 

パラメータセット長 

パラメータ情報要素 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

パラメータ情報要素 

（注１） 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

 

 

 

コンポーネント種別タグ コンポーネント種別タグ 

コンポーネント長 
必 須 

コンポーネント長 
必 須 

起動 ID タグ 起動 ID タグ（注２） 

起動 ID 長 起動 ID 長 

起動 ID 

必 須 

起動 ID 

必 須 

エラーコードタグ 問題コードタグ 

エラーコード長 問題コード長 

エラーコード 

必 須 

問題コード 

必 須 

パラメータセットタグ 

パラメータセット長 

パラメータセット情報要素 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

 

 

 

付図 3-7/JJ-70.10 コンポーネントフィールド構成(Structure of component fields) 

（注１）

（ｂ）結果応答（最終／途中）起動コンポーネント 

(Return result(Last) and  

  Return result(Not Last) components) 

（ａ）起動コンポーネント(Invoke component) 

（ｄ）拒否コンポーネント (Reject component) 

（ｃ）エラー応答コンポーネント(Return error component) 

＝ 

＝ 
＝ ＝ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

＝ 

＝ 



 

 - 690 - ＪＪ－７０．１０ 

（注１）パラメータが情報要素に含まれない場合、シーケンスタグ、シーケンス長、オペレーションコード

タグ、オペレーションコード長、オペレーションコードは省略される。パラメータが含まれる場合には、こ

の部分は必須である。 

（注２）起動ＩＤが使用できない場合は、ユニバーサルヌル(NULL)タグを設定する。この場合、起動ＩＤ長

は０とする。 

 

4.2 コンポーネント種別タグ 

 コンポーネント種別タグは、そのコンポーネントの種別を示すものであり、付表 3-10/JJ-70.10 に示される

ように、クラスはコンテキスト－特定、形式は構造型でコード化される。 

 

付表 3-10/JJ-70.10 コンポーネント種別タグ 

(Component type tag) 

 

コンポーネント種別タグ コーディング 

起動 

結果応答（最終） 

エラー応答 

拒否 

（留保） 

（留保） 

結果応答（途中） 

１０１００００１ 

１０１０００１０ 

１０１０００１１ 

１０１００１００ 

１０１００１０１ 

１０１００１１０ 

１０１００１１１ 

 

4.3 コンポーネント ID タグ 

 コンポーネント IDは起動 IDまたは関連 IDのいずれかを示す。コンポーネント IDタグは、付表3-11/JJ-70.10 

に示すようにコード化される。 
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付表 3-11/JJ-70.10 コンポーネント ID タグのコーディング 

(Coding of component ID tag) 

 

 ＨＧＦＥＤＣＢＡ

起動 ID ００００００１０

関連 ID １０００００００

 

 コンポーネントＩＤ長は、１オクテットとする。 

 

 また拒否コンポーネントでは、起動 ID として、拒否されるコンポーネント中にある起動 ID を用いる。こ

の ID が使用できない場合、起動 ID タグとしては、付表 3-12/JJ-70.10 に示されるユニバーサルヌル(NULL)

タグが使用される。ユニバーサルヌル(NULL)タグが使用される場合には、起動ＩＤ長として０が設定される。 

 

付表 3-12/JJ-70.10 ヌル(NULL)タグのコーディング(Coding of NULL tag) 

 

ＨＧＦＥＤＣＢＡ

ヌル(NULL)タグ ０００００１０１

 

 起動ＩＤおよび関連ＩＤの両者を含む起動ＩＤが拒否された場合には、起動ＩＤのみが拒否コンポーネン

トに用いられる。 
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4.4 オペレーションコードタグ 

 オペレーションコードタグは、各オペレーションをローカル／グローバルに分類するために使用され、付

表 3-13/JJ-70.10 に示すようにコード化される。 

 

付表 3-13/JJ-70.10 オペレーションコードタグのコーディング 

(Coding of operation code tag) 

 

 ＨＧＦＥＤＣＢＡ

ﾛｰｶﾙｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞﾀｸﾞ ００００００１０

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞﾀｸﾞ ０００００１１０

 

 ＭＡＰにおいてオペレーションコードタグはローカルオペレーションタグを使用する。 

 

4.5 パラメータセットタグ 

 パラメータセットタグは、パラメータの集合がセットであるかシーケンスであるかを識別するために使用

され、付表 3-14/JJ-70.10 に示すようにコード化される。 

 

付表 3-14/JJ-70.10 パラメータセットタグのコーディング 

(Coding of sequence and set tags) 

 

 ＨＧＦＥＤＣＢＡ

シーケンスタグ ００１１００００

セットタグ ００１１０００１

 

 ＭＡＰにおいてパラメータセットタグはシーケンスタグを使用する。ただし、パラメータ数が１個以下の

場合には、パラメータセットタグは使用しない。 

 

4.6 エラーコードタグ 

 エラーコードタグは、各エラーをローカル／グローバルに分類するために使用され、付表 3-15/JJ-70.10 に

示すようにコード化される。 

＠ 

＠ 

＠ 
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付表 3-15/JJ-70.10 エラーコードタグのコーディング 

(Coding of error code tag) 

 

 ＨＧＦＥＤＣＢＡ 

ﾛｰｶﾙｴﾗｰｺｰﾄ゙ ﾀｸﾞ ００００００１０ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾗｰｺｰﾄ゙ ﾀｸﾞ ０００００１１０ 

 

 ＭＡＰにおいて、エラーコードタグとしては、ローカルエラーコードタグを使用する。 

 

4.7 問題コード 

 問題コードは、拒否コンポーネントにおいて、何に対する拒否であるかを指し、付表 3-16/JJ-70.10 に示す

ようにコード化される。またそれらの値は付表 3-17～付表 3-20/JJ-70.10 に示される。 

 

付表 3-16/JJ-70.10 問題種別タグのコーディング(Coding of problem type tags) 

 

問題種別タグ コーディング 

 

一般問題 

起動問題 

結果応答問題 

エラー応答問題 

 

１０００００００ 

１００００００１ 

１０００００１０ 

１０００００１１ 

 

付表 3-17/JJ-70.10 一般問題のコーディング(Coding of general problem) 

 

問題種別 コーディング 設 定 要 因 

認識不能コンポーネント 

 

不正コンポーネント 

 

構成誤りコンポーネント 

 

００００００００ 

 

０００００００１ 

 

００００００１０ 

 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 種別が 4.2 項で規定したもののいずれで

もない 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 部の要素構成が 4.1 項で規定された構成

に従っていない 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ の内容が２項で規定した符号化則に従っ

ていない 

 

＠ 
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付表 3-18/JJ-70.10 起動問題のコーディング (Coding of invoke problem) 

問題種別 コーディング 設 定 要 因 

二重定義起動 ID 

 

認識不能オペレーション 

 

不正パラメータ 

 

リソース限界 

 

解放起動 

 

認識不能関連 ID 

 

期待されない関連応答 

 

 

期待されない関連ｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝ 

 

００００００００ 

 

０００００００１ 

 

００００００１０ 

 

００００００１１ 

 

０００００１００ 

 

０００００１０１ 

 

０００００１１０ 

 

 

０００００１１１ 

 

起動中のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝによって使用中の起動 ID を受信 

（ＴＣ-ﾕｰｻﾞによって生成） 

ＡＳＥで規定されていないｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞの受信 

（ＴＣ-ﾕｰｻ゙ によってのみ生成） 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ が起動されたｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝに無関係 

（ＴＣ-ﾕｰｻﾞによってのみ生成） 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 処理に十分なﾘｿｰｽが利用不可 

（ＴＣ-ﾕｰｻﾞによって生成） 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが解放されようとしているため、ｵﾍﾟﾚ-ｼｮﾝ起

動不可（ＴＣ-ﾕｰｻﾞによってのみ生成） 

起動されているｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝに対応するものがない関連

ID の受信（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｻﾌﾞﾚｲﾔによってのみ生成） 

関連 ID で参照されるｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝ は、関連起動が許容

されているｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝでない（ＴＣ-ﾕｰｻﾞによってのみ

生成） 

関連 ID で参照されるｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝが、許容していない関

連ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの受信（ＴＣ-ﾕｰｻﾞによってのみ生成） 

 

付表 3-19/JJ-70.10 結果応答問題のコーディング(Coding of return result problem) 

 

問題種別 コーディング 設 定 要 因 

認識不能起動 ID 

 

期待されない結果応答 

 

不正パラメータ 

 

００００００００ 

 

０００００００１ 

 

００００００１０ 

 

空き状態の起動 ID で結果応答受信 

（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｻﾌﾞﾚｲﾔによって生成） 

成功を返送しないｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝに対して結果応答を受信 

（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｻﾌ゙ ﾚｲﾔによって生成） 

起動ｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝ と関連のないﾊ゚ ﾗﾒｰﾀﾀｸ゙ の受信 

（ＴＣ-ﾕ-ｻ゙ によって生成） 
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付表 3-20/JJ-70.10 エラー応答問題のコーディング (Coding of return error problem) 

 

問題種別 コーディング 設 定 要 因 

認識不能起動 ID 

 

期待されないエラー応答 

 

認識不能エラー 

 

期待されないエラー 

 

不正パラメータ 

 

００００００００

 

０００００００１

 

００００００１０

 

００００００１１

 

０００００１００

 

空き状態の起動 ID でｴﾗｰ応答受信 

（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｻﾌﾞﾚｲﾔによって生成） 

失敗を返送しないｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝ に対してｴﾗｰ応答受信 

（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｻﾌ゙ ﾚｲﾔによって生成） 

ＡＳＥで規定されていないｴﾗｰの受信 

（ＴＣ-ﾕｰｻ゙ によって生成） 

起動したｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝに対して返送されるはずのない 

ｴﾗｰの受信（ＴＣ-ﾕｰｻ゙ によってのみ生成） 

起動ｵﾍ゚ ﾚｰｼｮﾝと関連のないﾊﾟﾗﾒｰﾀﾀｸﾞの受信 

（ＴＣ-ﾕｰｻﾞによってのみ生成） 
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5. ＴＣＡＰメッセージフォーマット例 

 以上で述べた各情報要素を組み合わせた場合のＴＣＡＰメッセージフォーマット例を付図 3-8/JJ-70.10 に

示す。 

メッセージ種別タグ メッセージ種別タグ 

総メッセージ長 

“開始” 

(01100010) 総メッセージ長 

“終了” 

(01100100) 

発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ 着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID タグ

発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 長 着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 長 

発ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

(01001000) 

着ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

(01001001) 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部タグ ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部タグ 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部長 

(01101100) 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部長 

(01101100) 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ種別タグ ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ種別タグ 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ種別長 

“起動” 

(10100001) ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ種別長 

“結果応答(最終)” 

(10100010) 

起動 ID タグ 起動 ID タグ 

起動 ID 長 起動 ID 長 

起動 ID 

(00000010) 

起動 ID 

(00000010) 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞﾀｸﾞ ｼｰｹﾝｽﾀｸﾞ 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ長 ｼｰｹﾝｽ長 

(00110000) 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ 

ﾛｰｶﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

(00000010) 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞﾀｸﾞ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄﾀｸﾞ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ長 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ長 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ 

ﾛｰｶﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

(00000010) 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾀｸﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄﾀｸﾞ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長 ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ長 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾀｸﾞ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾀｸﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長 ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾀｸﾞ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ  

 

 

“ｼｰｹﾝｽ” 

(00110000) 

 

 

“ｼｰｹﾝｽ” 

(00110000) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 3-8/JJ-70.10 ＴＣＡＰメッセージフォーマット 

(TCAP message format)

ａ）トランザクション種別＝開始 

 

コンポーネント種別=起動 の場合 

(Transaction type = BEGIN) 

(Component type = INVOKE) 

関連 ID を使用しない場合 

ｂ）トランザクション種別＝終了 

 

コンポーネント種別=結果応答（最終） の場合

(Transaction type = END) 

(Component type = RETURN RESULT(LAST) 

パラメータが含まれない場合には、（注）の部分

は省略される。 

パラメータが含まれる場合には、（注）の部分は

必須である。 

（注）

・
・
・

・
・
・

Ｃ 



 

 - 697 - ＪＪ－７０．１０ 

6. ＴＣＡＰ－ＭＡＰ間プリミティブ仕様 

6.1 ダイアログ処理プリミティブ 

付表 3-21/JJ-70.10 ダイアログ処理プリミティブ仕様 (Dialogue primitives specification) 
ＴＣ－片方向 ＴＣ－開始 ＴＣ－終了 ＴＣ－継続 ＴＣ－Ｕ－ｱﾎﾞｰﾄ ＴＣ－Ｐ－ｱﾎﾞｰﾄ

定 義 名 名       称 
要求 指示 要求 指示 要求 指示 要求 指示 要求 指示 要求 指示 

備  考 

ＤＩＬＩＤ ダイアログＩＤ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ  
ＣＭＰＥＸＲ コンポーネント有無表示 － Ｍ － Ｍ － － － Ｍ － － －  
ＤＩＬＰＲＩＤ ダイアログプリミティブ種別 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ  
ＣＤＡ 着アドレス             

ADTYP アドレスタイプ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ － － － － － － －  
DPC ポイントコード Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ － － － － － － －  
DSSSN サブシステム番号 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ － － － － － － －  

 

GRBLTTL グローバルタイトル Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ － － － － － － －  
ＣＧＡ 発アドレス   

ADTYP アドレスタイプ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ － － － － － － －  
OPC ポイントコード Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ － － － － － － －  
ORSSN サブシステム番号 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ － － － － － － －  

 

GRBLTTL グローバルタイトル Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ － － － － － － －  
ＴＥＲＭＩＤ ターミネイト種別 － － － － Ｍ － － － － － －  
ＰＡＢＣＡＳ プロバイダアボート理由 － － － － － － － － － － Ｍ  
ＵＡＢＢＹＮ ユーザアボートバイト数 － － － － － － － － Ｍ Ｍ －  
ＵＡＢＩＮＦ ユーザアボート情報 － － － － － － － － Ｍ Ｏ －  
ＱＬＴＹＳＶ サービス品質   

RTOP リターンオプション Ｍ － Ｍ － Ｍ － Ｍ － Ｍ － － （注１） 
CLPRCLAS プロトコルクラス Ｍ － Ｍ － Ｍ － Ｍ － Ｍ － －  
PRI 優先度表示 Ｍ － Ｍ － Ｍ － Ｍ － Ｍ － －  

 
 

SLS 信号リンク選択 Ｏ － － － － － － － － － 

 

－  

 
ダイアログ処理プリミティブ種別 内                      容 

ＴＣ－片方向 
ＴＣ－開始 
ＴＣ－継続 
ＴＣ－終了 
ＴＣ－Ｕ－アボート 
ＴＣ－Ｐ－アボート 

非構造ダイアログを要求／指示する。 
ダイアログ処理の開始を行う。 
ダイアログの継続を行う。ＴＣ－開始の応答としてダイアログを完全に確立するのに用いる。 
ダイアログの終了を行う。ターミネーション種別は、基本終了、プリアレンジド終了の識別に用いる。 
ＴＣユーザからのダイアログの強制終了。 
ＴＣＡＰ内での強制終了。このため要求方向のプリミティブは存在しない。 

（注１）TC- 終了の場合『無』、それ以外の場合『有』が設定される。＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 
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6.1.1 ダイアログＩＤ 

 対話プリミティブとコンポーネントプリミティブの対応をとるために用いる。 

 

6.1.2 コンポーネント有無表示 

 受信したＴＣＡＰメッセージ中にコンポーネントが含まれているかどうかを示す。 

 

6.1.3 ダイアログ処理プリミティブ種別 

 片方向、開始、終了、継続、アボートの識別に用いる。 

 

6.1.4 アドレスタイプ 

 アドレスとして、信号局コード、サブシステム番号、グローバルタイトルのうちどれを用いるかを示す。 

 

6.1.5 ポイントコード 

 信号局コード 

 

6.1.6 サブシステム番号 

 ＳＣＣＰユーザを識別するための番号 

 

6.1.7 グローバルタイトル 

 ポイントコード以外に使用されるルーチング情報 

 

6.1.8 ターミネイト種別 

 ＴＣ－終了プリミティブ中に含まれ、プリアレンジド終了か基本終了かの識別を行う。 

 

6.1.9 プロバイダアボート理由 

 プロバイダアボート理由として何を使用するかを示す。 

 

6.1.10 ユーザアボートバイト数 

 ユーザアボート情報のバイト長 

 

6.1.11 ユーザアボート情報 

 ユーザアボート理由として通知する内容を示す。 

 

6.1.12 リターンオプション 

 ＳＣＣＰのユニットデータ（ＵＤＴ）メッセージが何らかの理由で相手先に転送できない場合にその理由

を通知するためにユニットデータサービス（ＵＤＴＳ）メッセージを返送するかどうかを示す。 

 

6.1.13 プロトコルクラス 

 ＳＣＣＰのプロトコルクラス種別を示す。 

 

6.1.14 優先度表示 

 送出する信号の優先度（ＰＲＩ）を示す。 

 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ ＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

Ｃ 
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6.1.15 信号リンク選択 

 送出する信号の信号リンク選択（ＳＬＳ）を示す。

＠ 

＠ 
Ｃ 
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6.2 コンポーネント処理プリミティブ 

付表 3-22/JJ-70.10 コンポーネント処理プリミティブ仕様 (Component primitives specification) 

 

ＴＣ－起動 ＴＣ－結果応答 ＴＣ－ｴﾗｰ応答 ＴＣ－Ｌ－取消 ＴＣ－Ｕ－取消 ＴＣ－Ｕ－拒否 ＴＣ－Ｌ－拒否 ＴＣ－Ｒ－拒否 
定 義 名 名         称 

要求 指示 要求 指示 要求 指示 要求 指示 要求 指示 要求 指示 要求 指示 要求 指示 

備考 
 

ＤＬＩＤ ダイアログＩＤ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ  
ＬＳＴＣＭＰＲ 最終コンポーネント表示 － Ｍ － Ｍ － Ｍ Ｍ － － Ｍ Ｍ Ｍ  

ＣＭＰＰＲＩＤ コンポーネントプリミティブ種別 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ  

ＯＰＲＩＤ オペレーション種別 Ｍ Ｍ － － － － － － － － － －  

ＯＰＲＣＤＬＮ オペレーションコード長 Ｍ Ｍ －  － － － － － － － －  

ＯＰＲＣＤ オペレーションコード Ｍ Ｍ － － － － － － － － － －  

ＬＮＫＤＩＤ 関連ＩＤ Ｏ Ｏ － － － － － － － － － －  

ＩＮＶＩＤ 起動ＩＤ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ  

ＯＰＲＣＬＳ オペレーションクラス Ｍ － － － － － － － － － － －  

ＩＮＶＴＭＲ 起動タイミング値 Ｍ － － － － － － － － － － －  

ＥＲＲＩＤ エラー種別 － － － － Ｍ Ｍ － － － － － －  

ＥＲＲＣＤ エラーコード － － － － Ｍ Ｍ － － － － － －  

ＰＲＢＴＹＰ 問題タイプ － － － － － － － － Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ  

ＰＲＢＣＤ 問題コード － － － － － － － － Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ  

ＰＥＰＮＬＲ ＮＵＬＬ変換表示 － － － － － － － － － － Ｍ Ｍ  

ＬＮＫＤＩＤＲ 関連ＩＤ有無表示 Ｍ Ｍ － － － － － － － － － －  

ＰＲＭＩＤ パラメータ種別 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ － － － － － －  

ＰＲＭＢＹＮ パラメータバイト数 Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ － － － － － －  

ＵＳＰＲＭ ユーザパラメータ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ － － － － － －  

ＣＭＰＡＣＲＴ コンポーネント受付結果 Ｍ － － － － － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ 

 

－  

 
コンポーネント種別 内                      容 

ＴＣ－起動 
ＴＣ－結果応答 
ＴＣ－エラー応答 
ＴＣ－Ｌ－取消 
ＴＣ－Ｕ－取消 
ＴＣ－Ｕ－拒否 
ＴＣ－Ｌ－拒否 
ＴＣ－Ｒ－拒否 

オペレーションの起動要求を行う。オペレーションクラスは１～４まであり応答を期待するかどうかを表す。 
オペレーションが成功したことを表す。成功結果はユーザにより分割することができ、最終および途中に結果として要求できる。 
オペレーションが失敗したことを示す。 
起動ＩＤがタイムアウトにより非活性化された時にＴＣユーザに通知される。 
ユーザからの要求により起動ＩＤを非活性化する。 
ＴＣユーザによるコンポーネントの拒否を表す。 
コンポーネントサブレイヤが拒否が起動される状況を検出した時にローカルＴＣユーザに通知される。 
相手コンポーネントサブレイヤに拒否された場合にローカルＴＣユーザに通知される。 

＠ 

＠ 
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6.2.1 ダイアログＩＤ 

 対話プリミティブとコンポーネントプリミティブの対応をとるために用いる。 

 

6.2.2 最終コンポーネント表示 

 指示方向のコンポーネントについて、最終かそうでないかの識別を行う。 

 

6.2.3 コンポーネント処理プリミティブ種別 

 起動、結果応答（途中）、結果応答（最終）、エラー応答、拒否の識別に用いる。 

 

6.2.4 オペレーション種別 

 オペレーションがローカルかグローバルかの識別を行う。 

 

6.2.5 オペレーションコード長 

 オペレーションコードのバイト長 

 

6.2.6 オペレーションコード 

 ＭＡＰオペレーションを識別するための識別子 

 

6.2.7 関連ＩＤ 

 あるオペレーションに関連して別のオペレーションが起動される場合に、新たに起動されたオペレーショ

ンを識別するための番号。 

 

6.2.8 起動ＩＤ 

 オペレーションを識別するための番号。 

 

6.2.9 オペレーションクラス 

 以下のようなオペレーションの種別を示す。 

クラス１：正常結果、およびエラーを返送する。 

クラス２：エラーのみを返送する。 

クラス３：正常結果のみを返送する。 

クラス４：正常結果、エラーともに返送しない。 

 

6.2.10 起動タイミング値 

 ＴＣＡＰのコンポーネント処理部で設定されるタイマ値。 

 

6.2.11 エラー種別 

 各エラーがローカルかグローバルかの識別を行う。 

 

6.2.12 エラーコード 

 各エラーを識別するための識別子 

 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 
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6.2.13 問題タイプ 

 拒否コンポーネントにおいてどのコンポーネント種別のコンポーネントに対する拒否かを示す。一般問題、

起動問題、結果応答問題、エラー応答問題の識別を行う。 

 

6.2.14 問題コード 

 一般問題、起動問題、結果応答問題、エラー応答問題の中での問題種別を識別する。 

 

6.2.15 ＮＵＬＬ変換表示 

 ＴＣＡＰにおいて、ＳＣＣＰより受信した指示メッセージのコンポーネント部の分解チェックを行ったと

きに、コンポーネント種別チェックＮＧの時、または起動ＩＤチェックＮＧの場合にＭＡＰに対して送出す

る対話プリミティブ中の起動ＩＤとしてユニバーサルヌル(NULL)タグを設定し、またＮＵＬＬ変換表示にＹ

ＥＳを設定する。正常時はＮＵＬＬ変換表示はＮＯを設定する。 

 

6.2.16 関連ＩＤ有無表示 

 関連ＩＤを使用しているかを識別する。 

 

6.2.17 パラメータ種別 

 セットｏr シーケンス。 

 

6.2.18 パラメータバイト数 

 ユーザパラメータのバイト長 

 

6.2.19 ユーザパラメータ 

 相手に転送すべきパラメータ 

 

6.2.20 コンポーネント受付結果 

 ＴＣＡＰにてＭＡＰから受け付け返送するコンポーネント処理プリミティブの受付結果を示す。

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 
＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ ＠ 

＠ 

＠ 
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7. プリミティブ受付結果 

 

 ＴＣＡＰではＭＡＰからコンポーネント処理プリミティブ、ダイアログ処理プリミティブを受け付けると、

その受付結果をＭＡＰに返送する。以下に受信結果の内容を示す。 

 

7.1 コンポーネント処理プリミティブ受付結果 

 

付表 3-23/JJ-70.10  コンポーネント処理プリミティブ受付結果 

(Component primitives receipt result) 

 

定 義 名 意     味 理     由 

ＡＣＮＯＭＬ 正常  

ＤＩＬＥＲＲ 

 

ダイアログＩＤ不活性 

 

指定されたダイアログＩＤが捕捉されてい

ない 

 

ＩＮＶＥＲＲ 

 

 

 

起動ＩＤ誤り 

 

 

起動ＩＤに対応しているダイアログＩＤと

指定されたダイアログＩＤとが不一致であ

る。または、インボケーション状態が空き

である。 

ＣＭＰＬＯＶＲ コンポーネント長オーバ コンポーネント長＞２１０の時 

ＣＭＰＲＳＢＹ リソースビジー 使用できるリソースがない 

 

ＴＣＩＮＳＥ 

 

 

ＴＣＡＰ初期設定中 

 

ＣＡＮＣＥＬ以外のプリミティブ種別要求

時にＴＣＡＰが初期設定中であった時（注）

 

ＰＲＩＭＥＲＲ 

 

プリミティブ種別誤り 

 

指定されたプリミティブ種別がどのプリミ

ティブ種別にも該当しない。 

 

（注）トランザクション状態が『空き』から『送信開始』に移行する時点（ＴＲ－ＢＥＧＩＮ実行

時）から、その後ＴＲ－ＥＮＤ、ＣＯＮＴＩＮＵＥ、ＡＢＯＲＴを実行する時点までの間を

ＴＣＡＰ初期設定中と呼ぶ。 

 

7.2 ダイアログ処理プリミティブ受付結果 

 

付表 3-24/JJ-70.10 ダイアログ処理プリミティブ受付結果 

(Dialogue primitives receipt result) 

 

定 義 名 意    味 理      由 

 
ＲＣＭＰＥＸＲ 
 
 

残コンポーネント 
       有無表示 
 
 

コンポーネント長を加算した結果２１０を

越えた場合または１コンポーネント長が２

１０を越えた場合に残コンポーネント有り

を設定 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 
＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 
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8. ＴＣＡＰ部ＳＤＬ 

 

8.1 ＴＣＡＰ部の構成 

 ＴＣＡＰは付図 3-9/JJ-70.10  のように、コンポーネントサブレイヤとトランザクションサブレイヤにわけ

られ、さらにコンポーネントサブレイヤはコンポーネント処理部（ＣＨＡ）とダイアログ処理部（ＤＨＡ）

にわけられる。また、コンポーネント処理部はコンポーネント調整部（ＣＣＯ）と起動状態マシン（ＩＳＭ）

からなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 3-9/JJ-70.10 ＴＣＡＰ部の構成 

(Block diagram of TCAP) 

ダイアログ処理プリミティブ コンポーネント処理プリミティ

TC- 片方向（指示、要求） 
TC- 開始 （指示、要求） 
TC- 継続 （指示、要求） 
TC- 終了 （指示、要求） 
TC-U- アボート（指示、要求）

TC-P- アボート（指示） 

TC- 起動（指示、要求） 
TC- 結果（最終）（指示、要求）

TC- 結果（途中）（指示、要求）

TC-U- エラー（指示、要求） 
TC-L- 取消（指示） 
TC-U- 取消（要求） 
TC-R- 拒否（指示） 
TC-L- 拒否（指示） 
TC-U- 拒否（指示、要求） 

ＤＨＡ 
ＣＨＡ 

ＣＣＯ ＩＳＭ 
ＣＳＬ 

 ＴＣＵ 

（ＴＣユーザ） 

ＴＳＬ 

TR- 片方向（指示、要求） 
TR- 開始 （指示、要求） 
TR- 継続 （指示、要求） 
TR- 終了 （指示、要求） 
TR-U- アボート（指示、要求）

TR-P- アボート（指示） 

ＳＣＣＰ部 

ＣＳＬ：コンポーネントサブレイヤ 
ＴＳＬ：トライザクションサブレイヤ 
ＤＨＡ：ダイアログ処理 
ＣＨＡ：コンポーネント処理： 
ＣＣＯ：コンポーネント調整 
  ＩＳＭ：起動状態マシン 

ＣＣＯはダイアログに１つ 
ＩＳＭは起動ＩＤにつき１つ 
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8.2 ＴＣＡＰ部ＳＤＬ 

 付図 3-10/JJ-70.10 に、トランザクションサブレイヤのＳＤＬ 

 付図 3-11/JJ-70.10 に、コンポーネントサブレイヤのダイアログ処理部でのＳＤＬ 

 付図 3-12/JJ-70.10 に、コンポーネントサブレイヤのコンポーネント調整部でのＳＤＬ 

 付図 3-13/JJ-70.10 に、コンポーネントサブレイヤの起動状態マシンでのＳＤＬ 

をそれぞれ示す。 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 
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付図 3-10/JJ-70.10 （１／６） トランザクションサブレイヤ 

(Transaction sublayer) 

3
6

Y

        00
空 

｢N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ 
(片方向)｣要求 
TSL→SCCP 

｢TR-片方向｣ 
要求 

CSL→TSL 

｢TR-開始｣ 
要求 

CSL→TSL 

｢N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ｣
指示 

TSL←SCCP

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組み立て 

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組み立て 

開始フラグ 
 

設定 

         00 
空 

｢N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ
(開始)｣要求 
TSL→SCCP

        01(IS)
発呼 

継続
その他

ﾛｰｶﾙ
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ 

ID 割り付け

ﾘﾓｰﾄｱﾄﾞﾚｽ､
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

格納

｢TR-(開始)｣
指示 

CSL←TSL

        02(IR)
着呼 

         00
空 

｢TR-片方向｣
指示 

CSL←TSL 

?

ﾒｯｾｰｼﾞ
種別 

? 

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 

?

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ

終了
ｱﾎﾞｰﾄ

1
6

2
6

4
6 

N

開始

片方向

Y 
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付図 3-10/JJ-70.10 （２／６） トランザクションサブレイヤ 

(Transaction sublayer) 

        02(IR)
着呼 

「TR-継続」
要求 

CSL→TSL

「TR-終了」
要求 

CSL→TSL

「TR-U-ｱﾎﾞｰﾄ」 
要求 

CSL→TSL 

?

ﾌﾟﾘｱﾚﾝｼﾞﾄﾞ
終了 

N

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組立て 

ﾒｯｾｰｼﾞの
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組立て

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組立て 

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」 
（継続）要求 
TSL→SCCP

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」
（終了）要求 
TSL→SCCP

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」 
（ｱﾎﾞｰﾄ）要求 
TSL→SCCP 

   03(A) 
通信中 

 00
空 

Y
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付図 3-10/JJ-70.10 （３／６） トランザクションサブレイヤ 

(Transaction sublayer) 

Y

?

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ

N

        0１(IS)
発呼 

 

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」
指示 

TSL←SCCP

「TR-U-ｱﾎﾞｰﾄ」
要求 

CSL→TSL

「TR-終了」 
要求 

CSL→TSL 

         00 
空 

?  

ﾒｯｾｰｼﾞ
種別 

Y

? 

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 

N 1
6

開始フラグ 
 

クリア 

「TR-終了」
指示 

CSL←TSL

5 
6 

Yユーザ
ｱﾎﾞｰﾄか 

N

「TR-継続」 
指示 

CSL←TSL 

「TR-U ｱﾎﾞｰﾄ」
指示 

CSL←TSL 

「TR-P ｱﾎﾞｰﾄ」
指示 

CSL←TSL

         00
空 

         03(A) 
通信中 

1
6

Y

? 

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ

N 2
6 

（終了）

（ｱﾎﾞｰﾄ） （その他） （継続）
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付図 3-10/JJ-70.10 （４／６） トランザクションサブレイヤ 

(Transaction sublayer) 

        03(A)
通信中 

「TR-継続」 
要求 

CSL→TSL 

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」
指示 

TSL←SCCP

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組立て 

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」 
（継続）要求 
TSL→SCCP 

?

ﾒｯｾｰｼﾞ
種別 

Y

N 

? 

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ 
ID 認識可か 

Y 4 
6

N

?

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
ID 認識可か 

Y4
6

N 2
6

Y

? 

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 

N 1
6

Y

?

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ

N 1 
6

Y

?

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ

Y

?

TC ﾕｰｻﾞ
ｱﾎﾞｰﾄ

N

「TR-継続」 
指示 

CSL←TSL 

「TR-終了」
指示 

CSL←TSL 

「TR-U-ｱﾎﾞｰﾄ」
指示 

CSL←TSL 

「TR-P-ｱﾎﾞｰﾄ」
指示 

CSL←TSL 

       03(A) 
通信中 

       00
空 

5
5

5 
6

（継続） （終了） （アボート） （その他）
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付図 3-10/JJ-70.10 （５／６） トランザクションサブレイヤ 

(Transaction sublayer) 

5 
4 

「TR-終了」 
要求 

CSL→TSL 

「TR-U-ｱﾎﾞｰﾄ」
要求 

CSL→TSL 

N 

Y

? 

ﾌﾟﾘｱﾚﾝｼﾞﾄﾞ 
終了 

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組立て 

ﾒｯｾｰｼﾞの
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組立て 

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」 
（終了）要求 
TSL→SCCP 

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」
（ｱﾎﾞｰﾄ）要求
TSL→SCCP

        00
空 
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付図 3-10/JJ-70.10 （６／６） トランザクションサブレイヤ 

(Transaction sublayer) 

N 

Y

? 

開始フラグ 
が設定されて 

いるか 

Y 

N

? 

発 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ 

ID 識別可か 

Y 

N 

? 

発 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ 

ID 識別可か 

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組立て 

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ部 
を組立て 

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ 
(ｱﾎﾞｰﾄ)」 

TSL→SCCP 

「N-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」 
(ｱﾎﾞｰﾄ) 要求 
TSL→SCCP 

Ｙ

Ｎ

? 

着 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ 

ID 識別可か 

「TR-P-ｱﾎﾞｰﾄ」 
指示 

CSL→TSL 
ﾒｯｾｰｼﾞ 廃棄 

 
ﾒｯｾｰｼﾞ 廃棄 

廃棄 ﾒｯｾｰｼﾞ
 

受信前の状態

         00 
空 

         00 
空 

2 1 
（継続) 

5 3,4 
（その他)

4 1,4
（片方向)

1 1,3,4
（終了）
（アボート）

（開始）

3 1 

片方向時は「空」へ
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付図 3-11/JJ-70.10 （１／２） コンポーネントサブレイヤでのダイヤログ処理 

(Dialogue handling at the component sublayer) 

        00
空 

「TC-終了」 
要求 

TCU→DHA 

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部 
を組立て 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
要求 

DHA→CHA 

「TC-開始、 
継続」要求 
TCU→DHA 

「TC-U-ｱﾎﾞｰﾄ」 
要求 

TCU→DHA 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ終了 
 

DHA→CHA 

2 

? 

Y 

Nﾌﾟﾘｱﾚﾝｼﾞﾄﾞ 
終了 

 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
要求 

DHA→CHA 
         01 

コンポーネント 
待ち 

        02
終了ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

待ち

「TR-U-ｱﾎﾞｰﾄ」 
要求 

DHA→TSL 

要求された
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 

CHA→DHA 

Y 

N開始 
 

要求 

ﾒｯｾｰｼﾞの
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部 
を組立て

ﾛｰｶﾙ 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ 
ID 割当て 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ終了 
 

DHA→CHA 

「TR-開始、 
継続」要求 
DHA→TSL 

「TR-終了」
要求 

DHA→TSL 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
なし 

CHA→DHA 

        00
空 

1 

A 

B

B 

A

A 

B 

要求された 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 

CHA→DHA 

Ｃ 
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付図 3-11/JJ-70.10 （２／２） コンポーネントサブレイヤでのダイヤログ処理 

(Dialogue handling at the component sublayer) 

        00
空 

「TC-片方向」
要求 

TCU→DHA
「TR-片方向、
開始、継続、

終了」 
指示 

TSL→DHA 

「TR-P-ｱﾎﾞｰﾄ 
TR-U-ｱﾎﾞｰﾄ」 

指示 
 

TSL→DHA 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
要求 

DHA→CHA 
「TC-片方向、
開始、継続、

終了」 
指示 

DHA→TCU 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
 

DHA→CHA

「TC-P-ｱﾎﾞｰﾄ 
TC-U-ｱﾎﾞｰﾄ」 

指示 
 

DHA→TCU 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ終了
 

DHA→CHA 

要求された
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 

CHA→DHA 

ﾒｯｾｰｼﾞの 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ部 
を組立て 

「TR-片方向」
要求 

DHA→TSL 

         03
片方向 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ待ち

1 
1 

A 

B 

        00
空 
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付図 3-12/JJ-70.10 （１／４） コンポーネントサブレイヤでのコンポーネント調整 

(Component coodinator at the component sublayer) 

「TC-起動」 
要求 

TCU→CHA 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
廃棄

起動 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
組立て 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
組立て

「TC-U-取消」 
要求 

TCU→CHA 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ終了
 

DHA→CHA 

「TC-結果
（途中、最終）」
「TC-U-ｴﾗｰ」

要求 
TCU→CHA

「TC-U-拒否」
要求 

TCU→CHA 

拒否 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
組立て 

        00
空 

1
2

終了 
 

CCO→ISM 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ID 
を待つｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 

が何か 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
廃棄

終了
 

CCO→ISM 

起動 

ISM 通信中か
 

N

Y

問題種別 
 

起動 

結果応答
ｴﾗｰ応答

? 

終了
 

CCO→ISM 

        00
空 

ISM は 
空き 

ISM が空きに
なるとは限らない
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付図 3-12/JJ-70.10 （２／４） コンポーネントサブレイヤでのコンポーネント調整 

(Component coodinator at the component sublayer) 

        00
空 

5 
4

N 4 
3

Y 

? 

 
ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 

 

N 7
3

Y

? 

 
ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 

 

N 7
3

Y

?

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 
 

N 7 
3 

Y

?

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 
 

N 8
3

Y

? 

 
ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 

 

「TC-起動」 
指示 

CHA→TCU 

受信「結果 
応答（途中）」

CCO→ISM 

受信「結果
応答（最終）」

CCO→ISM 

受信
「エラー応答」

CCO→ISM 

「TC-R-拒否」
又は、 

「TC-U-拒否」
指示 

CHA→TCU 

? 
Y 

関連 
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

 

 

Y 

N 
関連元 

ISM 

起動 

問題種別 
 

終了 
 

CCO→ISM 

? 

結果応答 
（途中） 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
種別 

 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
 

DHA→CHA 

拒否ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
の生成 

CCO←ISM 

次ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ取出 
 

N任意 
更にｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 

 

Y 

拒否
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
を組立て 

「TC-L-拒否」
指示 

CHA→TCU 

        00
空 

1 
1 

2 
2,3 

結果応答
（終了） ｴﾗｰ応答 不定 拒否 

4
3

 
起動 

ｴﾗｰ応答
結果応答 

一般

2

4 
3 

N 
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付図 3-12/JJ-70.10 （３／４） コンポーネントサブレイヤでのコンポーネント調整 

(Component coodinator at the component sublayer) 

結果応答（途中）
結果応答（最終） 
エラー応答 

7 
2 

N

? 

INV 
ID 認識可 

 

Y 

その他、不定  
問題種別 

起動 

終了 
 

CCO→ISM 

終了 
 

CCO→ISM 

N
起動 ID 
識別可 

 

Y 

拒否 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
を組立て 

「TC-L-拒否」 
指示 

CHA→TCU 

 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 廃棄 

 

8 
2 拒否 

4 
2 

起動、不定 

2 
2 
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付図 3-12/JJ-70.10 （４／４） コンポーネントサブレイヤでのコンポーネント調整 

(Component coodinator at the component sublayer) 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 取出

5 
2 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
要求 

DHA→CHA 

7 
4 

起動
?

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
種別 

ISM とﾀﾞｲｱﾛｸﾞを
関連付ける 

送信
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

CCO→ISM 

N
更にｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

あるか 
 

Y

N 
ﾒｯｾｰｼﾞ 長 

超過 
 

Y 
? 

7 
4 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 取出
 

要求された 
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 

CHA→DHA 

Y

N
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
使用可 

 

その他

拒否

        00 
空 

7
4
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付図 3-13/JJ-70.10 （１／７） コンポーネントサブレイヤでの起動状態マシン 

(Invocation state machine at the component sublayer) 

        00
空 

送信
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

CCO→ISM 

起動タイマ
開始 

?

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
ｸﾗｽ 

 

1
2

ｸﾗｽ
1

2
4

ｸﾗｽ
2

3
5 

ｸﾗｽ
3

4 
6 

ｸﾗｽ 
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付図 3-13/JJ-70.10 （２／７） コンポーネントサブレイヤでの起動状態マシン 

(Invocation state machine at the component sublayer) 

「TC-L-取消」 
指示 

CHA→TCU 

受信「結果
応答(途中)」
CCO→ISM 

起動タイマ
停止 

        02
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 送出

/ ｸﾗｽ 1 

1
1

受信「結果 
応答（最終） 
「ｴﾗｰ 応答」 

 
CCO→ISM 

終了
 

CCO→ISM 
起動ﾀｲﾏ 
満了 
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停止 

拒否タイマ 
開始 

         03 
拒否待ち 
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/ ｸﾗｽ 1
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空  
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付図 3-13/JJ-70.10 （３／７） コンポーネントサブレイヤでの起動状態マシン 

(Invocation state machine at the component sublayer) 
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拒否待ち 

終了 
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拒否ﾀｲﾏ
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停止 
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付図 3-13/JJ-70.10 （４／７） コンポーネントサブレイヤでの起動状態マシン 

(Invocation state machine at the component sublayer) 

        04
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終了
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満了 
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指示 
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指示 
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停止 
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停止 
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付図 3-13/JJ-70.10 （５／７） コンポーネントサブレイヤでの起動状態マシン 

(Invocation state machine at the component sublayer) 

「TC-結果 
（最終）」指示

TCU←CHA 

3
1

拒否ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
の生成 

ISM→CCO 

        05
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受信「結果
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受信「結果 
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「TC-結果 
（途中）指示 
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停止 

起動ﾀｲﾏ
停止 

拒否ﾀｲﾏ 
開始 
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拒否待ち 
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空 

        05 
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 送出 

/ ｸﾗｽ 3 
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付図 3-13/JJ-70.10 （６／７） コンポーネントサブレイヤでの起動状態マシン 

(Invocation state machine at the component sublayer) 
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付図 3-13/JJ-70.10 （７／７） コンポーネントサブレイヤでの起動状態マシン 

(Invocation state machine at the component sublayer) 
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付録４：アプリケーション部処理手順および着信転送シーケンス 

 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本付録に関連する国際勧告はない。 

 

２．その他 

（１）参照している勧告、標準等 

 なし。 
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１． 機能ユニットモデル 

 移動通信網内では、論理的にＡ／ＦＭＳＣ、ＧＭＳＣ、ＨＬＲ／ＧＬＲの３つのノードが存在する。これ

らのノードにおいてＭＡＰ手順を実行する場合の信号方式機能ユニットモデルを以下に示す。 

 

1.1 Ａ／ＦＭＳＣの信号方式機能ユニットモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-1/JJ-70.10 Ａ／ＦＭＳＣの信号方式機能ユニットモデル 
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to circuit 
related 
signalling 
system 

Interface 
to non circuit 
related signal 
system 

BS/MSC 
procedures 

Interface 
to MBS 

C
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1.2 ＨＬＲ／ＧＬＲの信号方式機能ユニットモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-2/JJ-70.10 ＨＬＲ／ＧＬＲの信号方式機能ユニットモデル 

 

 

1.3. ＧＭＳＣの信号方式機能ユニットモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-3/JJ-70.10 ＧＭＳＣの信号方式機能ユニットモデル 
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２． ＡＰ処理手順 

2.1 ＳＤＬ記述規則 

 このＳＤＬ図は、各処理手順の流れをまとめたものである。 

１）網内に限るオペレーションが主となる手順、特に無線側の処理を含む一斉呼出、チャネル切替などにつ

いては、一つの参考例が示されている。 

２）１）により着信の場合の一斉呼出手順など、一部の手順についてはオプションを併記している。 

３）実際の処理においては２つの手順の並列処理であるべき所が、ここのＳＤＬ図では２つの手順をシーケ

ンシャルに記述している箇所がある。 

４）図中で使用するタイマ番号は本付録の中でのみローカルに付与しているものである。 

 

 図中の表記については以下の通りである。 

 各ＳＤＬでの入力、出力の方向は、シーケンス上での各ノードの位置関係により決定される。シーケンス

上で交換機Ａが交換機Ｂの左に位置する場合には、交換機Ａから交換機Ｂへの出力は右向きとなる。 

 各信号がＭＡＰ、ＩＳＵＰ、無線側との間で送受する信号の内のどれであるかは、2.4.2.機能ユニットモデ

ルの表記で区別される。 

 

ＭＡＰ信号 ： 信号名（α）と表記する。 

ＩＳＵＰ信号 ： 信号名（β） 〃 

無線側との間で送受する信号 ： 信号名（γ） 〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

α α の     はＡからＢへ送信を 
（α） 

と表記し、ＢからＡへの送信を 
（α） 

と表記することを意味する。 

Ａ Ｂ 



 

 - 730 - ＪＪ－７０．１０ 

2.1.1 発着信の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.2 位置登録の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     α 
      

α   α 
 

α   α 
 

ＨＬＲ

／ＧＬＲ

ＨＬＲ
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α

γ   α 
    β 

α   α 
β   β 

α 

ＨＬＲ

／ＧＬＲ

ＨＬＲ

／ＧＬＲ

着側ＧＭＳＣ 発側ＡＭＳＣ 

γ   α 
    β 

着側ＦＭＳＣ 

α   α 
β   β 

着側ＡＭＳＣ 

発側網 着側網 

C
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2.1.3 チャネル切替の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.4 終話の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

γ   α 
    β 

α   α 
β   β 

α   γ 
β 

α   α 
β   β 

ＡＭＳＣ ＦＭＳＣ１ ＦＭＳＣ２ 

 

 

ＧＭＳＣ 

γ   α 
    β 

α   α 
β   β 

ＰＳＴＮ ｏｒ 
 
ＰＬＭＮ 

ＦＭＳＣ ＡＭＳＣ

C

C
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2.2 タイマ条件 

 

付表 4-1/JJ-70.10 発信におけるＡＭＳＣでのタイマ条件 

 

タイマＮｏ 
（仮称） 

開始条件 正常停止条件 

Ｔ１５１ 
 

認証要求（γ） 
              送出

認証応答（γ） 
ＲＴ解放（γ）       受信 

Ｔ１５２ 
 

チャネル割当要求（γ） 
              送出

チャネル割当応答（γ） 
ＲＴ解放（γ）       受信 

Ｔ１５３ 
 
 
 

チャネル設定（γ） 
 
 
              送出

ＲＴ解放（γ） 
チャネル設定完了（γ） 
チャネル設定不成功（γ） 
              受信 

Ｔ１５４ 
 

チャネル切断（γ）     送出 チャネル切断確認（γ）   受信 

 

 

付表 4-2/JJ-70.10 着信におけるＡＭＳＣでのタイマ条件 

 

タイマＮｏ 
（仮称） 

開始条件 正常停止条件 

Ｔ１６１ 
 
 
 
 
 
 

基地局制御指示 
一斉呼出要求（α） 
 
              送信

 
 
 

基地局制御指示 
一斉呼出応答（α） 
              受信 
 
     一斉呼出 
＊１   リサイクルオーバ（α） 
     （全ＦＭＳＣより） 

Ｔ１６２ 
 
 

ＡＣＭ（β） 
 
              受信

ＲＴ解放（γ） 
ＲＥＬ（β） 
ＡＮＭ（β）        受信 

Ｔ２５１ 
 
 

移動機制御指示 
ＳＥＴＵＰ （α） 
              送出

移動機制御指示 
ＡＬＥＲＴ，ＣＯＮＮ（α） 
ＲＥＬ（β）        受信 

Ｔ２５２ 
 
 

移動機制御指示 
ＡＬＥＲＴ （α） 
受信 

移動機制御指示 
ＣＯＮＮ  （α） 
ＲＥＬ（β）        受信 

Ｔ１５１ 
 

認証要求（γ） 
送出 

認証応答（γ） 
ＲＴ解放（γ）       受信 

Ｔ１５２ 
 

チャネル割当要求（γ） 
送出 

チャネル割当応答（γ） 
ＲＴ解放（γ）       受信 

※１ オプション 
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付表 4-3/JJ-70.10 着信におけるＦＭＳＣでのタイマ条件 

 

タイマＮｏ 
（仮称） 

開始条件 正常停止条件 

Ｔ１７１ 
 
 

一斉呼出（γ） 
 
              送出

一斉呼出応答（γ） 
基地局制御指示 
一斉呼出中止（α）     受信 

Ｔ１５３ 
 
 

チャネル設定（γ） 
 
              送出

ＲＴ解放（γ） 
チャネル設定完了（γ） 
チャネル設定不成功（γ）  受信 

Ｔ１５４ チャネル切断（γ）     送出 チャネル切断確認（γ）   受信 

 

 

付表 4-4/JJ-70.10 位置登録におけるＶＭＳＣでのタイマ条件 

 

タイマＮｏ 
（仮称） 

開始条件 正常停止条件 

Ｔ１５１ 
 

認証要求（γ） 
              送出

認証応答（γ） 
ＲＴ解放（γ）       受信 

 

 

付表 4-5/JJ-70.10 チャネル切替におけるＡＭＳＣでのタイマ条件 

 

タイマＮｏ 
（仮称） 

開始条件 正常停止条件 

Ｔ１９１ 
 
 
 

ＣＨ切替ＩＡＭ（β） 
 
 
              送出

ＲＥＬ（β） 
ＡＮＭ（β） 
基地局制御指示 
チャネル切替中止（α）   受信 

 

 

付表 4-6/JJ-70.10 チャネル切替における切替先ＦＭＳＣでのタイマ条件 

 

タイマＮｏ 
（仮称） 

開始条件 正常停止条件 

Ｔ１９２ 
 
 

チャネル設定（γ） 
              送出

 

チャネル設定完了（γ） 
チャネル設定不成功（γ） 
ＲＥＬ（β）        受信 

Ｔ１５４ チャネル切断（γ）     送出 チャネル切断確認（γ）   受信 
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付表 4-7/JJ-70.10 終話におけるタイマ条件 

 

タイマＮｏ 
（仮称） 

開始条件 正常停止条件 

Ｔ１５４ チャネル切断（γ）     送出 チャネル切断確認（γ）   受信 
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2.3. ＡＰ－ＳＤＬ図 

2.3.1 発信におけるＡＰ手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-4/JJ-70.10 (1/4) 発信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-4/JJ-70.10 (2/4) 発信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 

1

 
T151 

RT 解放 
 

（γ） 

（ｂ）チャネル
割当応答 
（γ）

(ｃ)認証応答 
 

（γ）
T152 

Reset
T152 

Reset
T151 

Reset
T151 

Reset 
T151 

Reset 
T152 

Reset 
T152 

すでに
(ｃ)を受信？ 認証結果 

位置登録
要求 
（α）

RT 解放
 

（γ）

すでに
(ｂ)を受信？ 空 

0 

出回線閉塞？ 

 
空 

0 

RT 解放 
 

（γ） 

 
空 

0 

DISC
（γ） 

チャネル
設定 
（γ）

REL
 

（γ）

RT 解放
REL COMP 

（γ）

Set
T153 

空 
02

A

A

No 

Yes Yes

No

Yes 

No

＊注

塞

空

＊注 発信時の位置登録 
 シーケンスは例として 
 記述している。 

C



 

 - 737 - ＪＪ－７０．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-4/JJ-70.10 (3/4) 発信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-4/JJ-70.10 (4/4) 発信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-5/JJ-70.10 発信におけるＨＬＲ又はＧＬＲでのＡＰ手順 
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2.3.2 着信におけるＡＰ手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-6/JJ-70.10 （1/2) 着信におけるＧＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-6/JJ-70.10 (2/2) 着信におけるＧＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (1/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (2/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (3/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (4/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (5/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (6/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (7/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (8/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (9/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 （10/12） 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (11/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-7/JJ-70.10 (12/12) 着信におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-8/JJ-70.10 着信におけるＨＬＲ／ＧＬＲでのＡＰ手順 
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付図 4-9/JJ-70.10 (1/4) 着信におけるＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-9/JJ-70.10 (2/4) 着信におけるＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-9/JJ-70.10 (3/4) 着信におけるＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-9/JJ-70.10 (4/4) 着信におけるＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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2.3.3 位置登録におけるＡＰ手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-10/JJ-70.10  (1/2) 位置登録におけるＶＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-10/JJ-70.10 (2/2) 位置登録におけるＶＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-11/JJ-70.10 (1/2) 位置登録におけるＧＬＲでのＡＰ手順 
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付図 4-11/JJ-70.10 (2/2) 位置登録におけるＧＬＲでのＡＰ手順 
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付図 4-12/JJ-70.10 (1/2) 位置登録におけるＨＬＲでのＡＰ手順 
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付図 4-12/JJ-70.10 (2/2) 位置登録におけるＨＬＲでのＡＰ手順 
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付図 4-13/JJ-70.10 位置登録における旧ローミング先網ＧＬＲでのＡＰ手順 
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2.3.4 基本チャネル切替におけるＡＰ手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-14/JJ-70.10 (1/3) 基本チャネル切替におけるＡＭＳＣ（切替元）でのＡＰ手順 
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付図 4-14/JJ-70.10 (2/3) 基本チャネル切替におけるＡＭＳＣ（切替元）でのＡＰ手順 
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付図 4-14/JJ-70.10 (3/3) 基本チャネル切替におけるＡＭＳＣ（切替元）でのＡＰ手順 
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付図 4-15/JJ-70.10 (1/3) 基本チャネル切替における切替先ＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-15/JJ-70.10 (2/3) 基本チャネル切替における切替先ＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-15/JJ-70.10 (3/3) 基本チャネル切替における切替先ＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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2.3.5. 拡張／連続チャネル切替におけるＡＰ手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-16/JJ-70.10 (1/2) 拡張／連続チャネル切替におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-16/JJ-70.10 (2/2) 拡張／連続チャネル切替におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-17/JJ-70.10 (1/3) 拡張／連続チャネル切替における切替先ＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-17/JJ-70.10 (2/3) 拡張／連続チャネル切替における切替先ＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-17/JJ-70.10 (3/3) 拡張／連続チャネル切替における切替先ＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-18/JJ-70.10 (1/2) 拡張／連続チャネル切替における切替元ＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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付図 4-18/JJ-70.10 (2/2) 拡張／連続チャネル切替における切替元ＦＭＳＣでのＡＰ手順 
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（α） 
チャネル指定完了

通話中 
99 

チャネル
指定完了 
（γ）

通話中 
99 

チャネル切断 
（旧） 
（γ） 

 
空 

0 

チャネル 
切断確認 
（γ） 

 
通話中 

99 

基地局制御指示
（α） 

接続解放

通話中 
99 

接続解放
（γ） 

通話中 
99 

＊ 

REL
（β） 

旧チャネル

応答待ち 
1

チャネル切断
（γ） 

旧チャネル

通話中 
99

Set
T154 

RLC
（β） 

チャネル
切断確認 
（γ）

Reset
T154 

空 
0REL 

（β） 
旧チャネル 

RLC 
（β） 

T154 

チャネル
切断確認 
（γ）

C
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2.3.6 移動機終話におけるＡＰ手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-19/JJ-70.10 移動機終話におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 

空 
0

LM 制御
指示 
（α）

REL
（β） 

1

RLC
（β） 

課金情報送出
要求 
（α）

課金情報送出
応答 
（α）

 
通話中 

99 

移動機制御指示
（α） 
(REL) 

1 

移動機制御指示
（α） 
(DISC) 

REL 
（β） 

移動機制御指示
（α） 

(REL COMP)

RLC 
（β） 

C
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付図 4-20/JJ-70.10 移動機終話におけるＦＭＳＣでのＡＰ手順 

DISC 
（γ） 

 
通話中 

99 

移動機制御指示 
（α） 
(DISC) 

 
通話中 

99 

移動機制御指示
（α） 
(REL)

通話中 
99 

REL
（γ） 

通話中 
99 

REL
COMP 
（γ）

通話中 
99 

移動機制御指示
（α） 

(REL COMP)

通話中 
99 

REL
（β） 

応答待ち 
1

チャネル切断
（γ） 

通話中 
99

Set
T154 

RLC
（β） 

チャネル
切断確認 
（γ）

Reset
T154 

空 
0 

T154 

チャネル
切断確認 
（γ）

C
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2.3.7 他網終話におけるＡＰ手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-21/JJ-70.10 他網終話におけるＡＭＳＣでのＡＰ手順 

空 
0

LM 制御
指示 
（α）

REL
（β） 

1

RLC
（β） 

課金情報送出
要求 
（α）

課金情報送出
応答 
（α）

 
通話中 

99 

RLC 
（β） 

1 

REL 
（β） 

移動機制御指示
（α） 
(DISC)

移動機制御指示
（α） 
(REL)

移動機制御指示
（α） 

(REL COMP)

C
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付図 4-22/JJ-70.10 他網終話におけるＦＭＳＣでのＡＰ手順 

移動機制御指示
（α） 
(DISC) 

 
通話中 

99 

DISC 
（γ） 

 
通話中 

99 

REL
（γ） 

通話中 
99

移動機制御指示
（α） 
(REL)

通話中 
99

移動機制御指示
（α） 

(REL COMP)

通話中 
99

REL
COMP 
（γ）

通話中 
99

REL
（β） 

応答待ち 
1

チャネル切断 
（γ） 

通話中 
99

Set
T154 

RLC
（β） 

チャネル
切断確認 
（γ）

Reset
T154 

空 
0 

T154 

チャネル
切断確認 
（γ）

C
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３． 着信転送シーケンス 

3.1. 移動網間での着信転送について 

 移動網間接続の際に着側移動網で着信転送が起動された場合の、着信転送元からの呼については、第一発

信網から着信転送元網までの呼とは別の独立した呼として扱われる。 

従って、着信転送元網においては、着信転送呼に起因した信号が第一発信網からの呼に影響を与えない様に、

また第一発信網が着側網の着信転送起動を意識しなくてもよい様に処理を行う。 

 

3.2. 着信転送網間仕様 

 

付表 4-8/JJ-70.10 着信転送シーケンス一覧 

  

順 番 

発信元 
（ＮＷ１） 

網間仕様 

着転元 
（ＮＷ２）

網間仕様 

着転先 
（ＮＷ３） 

1 Ａ／Ｄ移動 付 図
4-23/JJ-70.1
0 参照

Ｄ移動 Ｄ移動 

2 Ａ／Ｄ移動 付 図
4-24/JJ-70.1
0 参照

Ｄ移動 

通常呼と 
同じ 

 注） Ａ移動 

3 Ａ／Ｄ移動 付 図
4-23/JJ-70.1
0 参照

Ｄ移動 Ｉ固定 

4 Ａ／Ｄ移動 付 図
4-24/JJ-70.1
0 参照

Ｄ移動 Ａ固定 
（ｲﾝﾀﾜｰｸ） 

5 Ａ／Ｄ移動 付 図
4-25/JJ-70.1
0 参照

Ｄ移動 

各網個別 
に規定 

I 固定 
（S 点ｱﾅﾛｸﾞ） 

6 Ａ／Ｄ移動 A 移動 Ｄ移動 

7 Ａ／Ｄ移動 A 移動 

通常呼と 
同じ 

Ａ移動 

8 Ａ／Ｄ移動 A 移動 Ｉ固定 

9 Ａ／Ｄ移動 A 移動 Ａ固定 
（ｲﾝﾀﾜｰｸ） 

10 Ａ／Ｄ移動 

付 図
4-26/JJ-70.1
0 参照 

A 移動 

各網個別 
に規定 

I 固定 
（S 点ｱﾅﾛｸﾞ） 

C

C
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（記述例） 

Ａ移動：アナログ移動機（加入者階梯付近に ISUP,RCR 以外の信号方式区間が存在する） 

ＮＷ：ネットワーク Ｄ移動：ディジタル移動機 

Ｉ固定：固定網 ISDN 端末 Ａ固定：固定網アナログ端末 

 

注） 

・ 着信転送時にはコーディックスルー通信は行わない。 

・ 着信転送元移動網と着信転送先移動網の間の信号のパラメータ・情報要素については以下の通りとす

る。 

 

 着信転送元移動網において設定するパラメータ・情報要素を付表 4-9/JJ-70.10、付表 4-10/JJ-70.10 および

付表 4-11/JJ-70.10 に示す。 

 

付表 4-9/JJ-70.10 着信転送時のＩＡＭのパラメータ情報要素 

 

パラメータ・情報要素 ＩＡＭの設定内容 備考 

通信路要求表示 音 声 

ISUP1 ﾘﾝｸ希望表示 希望するが必須でない 

ﾕｰｻﾞｻｰﾋﾞｽ 情報のﾚｲﾔ 1 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ μ－law 

 
コーディックスルー通信を行わ

ないため。 

発ユーザ種別 
 

転送元の情報を新たに設定

する。（網間規定範囲） 
着信転送は新たに生起した呼と

して扱われる。 

着番号 
 

転送元で設定する。 
 

 

料金区域情報 
 

転送元で設定する。 
 

着転元のＣＡを設定する。 
 

国内国際呼表示 
 

国内を設定する。 
 

着信転送は新たに生起した国内

呼として取り扱われる。 

事業者情報転送 
 

転送元の情報を新たに設定

する。 
着信転送は新たに生起した国内

呼として取り扱われる。 

付加ユーザ種別 
 

転送元の情報を新たに設定

する。 
着信転送は新たに生起した国内

呼として取り扱われる。 
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付表 4-10/JJ-70.10 着信転送時のＡＣＭ、ＣＨＧのパラメータ情報要素 

 

パラメータ・情報要素 ＡＣＭ、ＣＨＧの設定内容 備考 

料金区域情報 転送元で設定する。 着転元のＣＡを設定する。 

事業者情報転送 
 

転送元の情報を新たに設定す

る。 
着信転送は新たに生起した国

内呼として取り扱われる。 

付加ユーザ種別 
 

転送元の情報を新たに設定す

る。 
着信転送は新たに生起した国

内呼として取り扱われる。 

課金表示 
 

転送元の情報を新たに設定す

る。 
着信転送は新たに生起した国

内呼として取り扱われる。 

 

 

 上記以外のパラメータ・情報要素については、発信網からの設定値をそのままコピーし送出する。 

 

 

付表 4-11/JJ-70.10 着信転送時のＡＮＭのパラメータ情報要素 

 

パラメータ・情報要素 ＡＮＭの設定内容 備考 

料金区域情報 
 

転送元から発側へ中継しない。

 
着信転送は新たに生起した国

内呼呼として取り扱われる。 

付加ユーザ種別 
 

転送元から発側へ中継しない。

 
着信転送は新たに生起した国

内呼呼として取り扱われる。 

課金表示 
 

転送元から発側へ中継しない。

 
着信転送は新たに生起した国

内呼呼として取り扱われる。 
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 （シーケンス上の記述例） 

 

CPG(A,B)， A:ｲﾍﾞﾝﾄ情報,B: 経過識別子 

 

1-1) 無応答着信転送 (転送元呼出し無し)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-23/JJ-70.10 (1/2) NW1 A/D 移動  NW2 D 移動  NW3 D 移動/I 固定 

 

＊注 1 ） 固定網（ＩＧＳ）との間の仕様は各移動網個別に規定する。 

（１－２～２－２，４－１，２も同様） 

＊注 2 ） CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号までの間にて送受信される場合がある。 

発Ｄ移動機 
NW1 

AMSC/GMSC
POI 

 
NW2 

GMSC 
POI 

 
NW3 

GMSC/IGS 

SETUP 

CALL PROC 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ，PI#なし)
PROG 

PI#=8 

着転ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(呼出中，PI#なし) 

CPG 

(呼出中，PI#なし) 
ALERT 

(PI#=8/PI#なし) 

RBT 

＊注 2） 

＊注 1） 

通常呼 
と同じ 

＊注 2） 

＊ﾄｰｷｰ 
 ありの

 場合 
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1-2) 加入者無応答・加入者選択着信転送 (転送元呼出し有り)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-23/JJ-70.10 (2/2) NW1 A/D 移動  NW2 D 移動  NW3 D 移動/I 固定 

 

＊注） CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号までの間にて送受信される場合がある。 

SETUP 

CALL PROC 

CPG 

(ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ，PI#なし)
PROG 

PI#=8 

RBT 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(呼出中，PI#なし) 

RBT 

＊注） 

通常呼 
と同じ 

＊注） 

＊ﾄｰｷｰ 
 ありの

 場合 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(呼出中，PI#なし) ALERT 

PI#=8/PI#なし 

着転ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

発Ｄ移動機 
NW1 

AMSC/GMSC
POI 

 
NW2 

GMSC 
POI 

 
NW3 

GMSC/IGS 
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2-1) 無応答着信転送 (転送元呼出し無し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-24/JJ-70.10 (1/2) NW1 A/D 移動  NW2 D 移動  NW3 A 移動/I 固定(ｲﾝﾀﾜｰｸ) 

 

＊注）CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号までの間にて送受信される場合がある。 

SETUP 

CALL PROC 

PROG 

PI#=8 

IAM 

ACM 

(CHG) 

RBT 

＊注） 

通常呼 
と同じ 

＊注） 

＊ﾄｰｷｰ 
 ありの

場合

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ，PI#なし)

着転ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

(相互接続あり) 

(GPG) 

PROG (経過表示，PI#=1) 

PI#=1 

発Ｄ移動機 
NW1 

AMSC/GMSC
POI 

 
NW2 

GMSC 
POI 

 
NW3 

GMSC/IGS 
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2-2) 加入者無応答・加入者選択着信転送 (転送元呼出し有り) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-24/JJ-70.10 (2/2) NW1 A/D 移動  NW2 D 移動  NW3 A 移動/I 固定(ｲﾝﾀﾜｰｸ) 

 

＊注）CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号までの間にて送受信される場合がある。 

SETUP 

CALL PROC 

CPG 

(ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ，PI#なし)
PROG 

PI#=8 

RBT 

RBT 

＊注） 

＊ﾄｰｷｰ 
 ありの

 場合 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(呼出中，PI#なし) ALERT 

PI#=8/PI#なし 

着転ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

IAM 

ACM 

(CHG) 

通常呼 
と同じ 

＊注） 

(相互接続あり) 

CPG 

PROG (経過表示，PI#=1) 
PI#=1 

発Ｄ移動機 
NW1 

AMSC/GMSC
POI 

 
NW2 

GMSC 
POI 

 
NW3 

GMSC/IGS 
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3-1) 無応答着信転送 (転送元呼出し無し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-25/JJ-70.10 (1/2) NW1 A/D 移動  NW2 D 移動  NW3 I 固定(S 点ｱﾅﾛｸ゙ ) 

 

＊注 1 ）各移動網－固定網で個別に規定する。（２／２も同様） 

＊注２）CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号までの間にて送受信される場合がある。 

SETUP 

CALL PROC 

PROG 

PI#=8 

RBT 

＊注 2） 
＊ﾄｰｷｰ 
 ありの

 場合 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ，PI#なし)

着転ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(呼出中，PI#=2) 

CPG 

(呼出中，PI#=2) 
ALERT 

PI#=2 , 8/PI# =2 

（例）＊注 1）

＊注 2） 

発Ｄ移動機 
NW1 

AMSC/GMSC
POI 

 
NW2 

GMSC 
POI 

 
NW3 
IGS 
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3-2) 加入者無応答・加入者選択着信転送 (転送元呼出し有り) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-25/JJ-70.10 (2/2) NW1 A/D 移動  NW2 D 移動  NW3 I 固定(S 点ｱﾅﾛｸ゙ ) 

 

＊注）CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号までの間にて送受信される場合がある。 

SETUP 

CALL PROC 

CPG 

(ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ，PI#なし)
PROG 

PI#=8 

RBT 

RBT 

＊注） 

＊ﾄｰｷｰ 

 ありの 

 場合 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(呼出中，PI#なし) ALERT 

PI#=8/PI#なし 

着転ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

＊注） 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

(呼出中，PI#=2) 

CPG 

(呼出中，PI#=2) 
ALERT 

PI#=2 , 8/PI# =2 

（例） 

発Ｄ移動機 
NW1 

AMSC/GMSC
POI 

 
NW2 

GMSC 
POI 

 
NW3 
IGS 
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4-1) 無応答着信転送 (転送元呼出し無し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-26/JJ-70.10 (1/2) NW1 A/D 移動  NW2 A 移動  NW3 A/D 移動 / A/I 固定 

 

＊注）CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号までの間にて送受信される場合がある。 

SETUP 

CALL PROC 

PROG 

PI#=1 

RBT 

＊ﾄｰｷｰ 

 ありの

 場合 

IAM 

ACM 

(相互接続あり) 

着転ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

通常呼 
と同じ 

(CHG) 

＊注） 

＊注） 

発Ｄ移動機 
NW1 

AMSC/GMSC
POI 

 
NW2 

GMSC 
POI 

 
NW3 

GMSC/IGS 
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4-2) 加入者無応答・加入者選択着信転送 (転送元呼出し有り) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-26/JJ-70.10 (2/2) NW1 A/D 移動  NW2 A 移動  NW3 A/D 移動 / A/I 固定 

 

＊注）CHG 信号については ACM 信号から ANM 信号までの間にて送受信される場合がある。 

SETUP 

CALL PROC

PROG 

PI#=1 

RBT 

＊ﾄｰｷｰ 
 ありの

 場合 

IAM 

ACM 

(相互接続あり) 

着転ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

IAM 

ACM 

(CHG) 

CPG 

通常呼 
と同じ 

(CHG) 

＊注） 

＊注） 

発Ｄ移動機 
NW1 

AMSC/GMSC
POI 

 
NW2 

GMSC 
POI 

 
NW3 

GMSC/IGS 


	　　



